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１、開催年月日時刻及び場所 

  令和８年６月１５日 

自  午前１１時５５分 

至  午前１１時５９分 

於  委 員 会 室 ３ 

 
 

２、出席委員の氏名 

山村 健志 委 員 長 

坂口 慎一 副 委 員 長 

田中 愛国 委 員 

小林 克敏  〃   

溝口芙美雄  〃   

外間 雅広  〃   

山田 朋子  〃   

宮本 法広  〃   

中村 一三  〃   

堤  典子  〃   

鵜瀬 和博  〃   

 
 

３、欠席委員の氏名 

な   し  

 
 

４、委員外出席議員の氏名 

な   し  

 
 

５、審査の経過次のとおり 
 

― 午前１１時５５分 開会 ― 

【山村委員長】 ただいまから観光生活建設委員

会を開会いたします。 

 はじめに、さきの本会議におきまして、 

外間議員が本委員会の委員に新たに選任されま

したのでご紹介いたします。なお、委員席につ

きましては、ただいまご着席のとおりとしたい

と存じますので、ご了承をお願いいたします。 

これより議事に入ります。 

 まず会議録署名委員を、慣例によりまして、

私から指名させていただきます。 

 会議録署名委員は、溝口 委員、堤 委員の 

ご両人にお願いいたします。 

 次に、審査の方法について、お諮りいたしま

す。本日の委員会は、令和8年6月定例会におけ

る本委員会の審査内容等を決定するための委員

間討議であります。 

 それでは、審査方法等について、お諮りいた

します。 

審査の方法については、委員会を協議会に切

り替えて行いたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ご異議ないようですので、そのように進める

ことにいたします。 

それでは、ただいまから、委員会を協議会に

切り替えます。しばらく休憩いたします。 

 

― 午前１１時５６分 休憩 ― 

― 午前１１時５８分 再開 ― 
 

【山村委員長】 委員会を再開いたします。 

 それでは、本日協議いたしました委員会の審

査内容については、原案のとおり決定されまし

たので、この後、理事者へ正式に通知すること

といたします。 

 ほかに、ご意見等はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ほかにご意見等がないようですので、これを

もちまして、本日の観光生活建設委員会を終了

いたします。大変お疲れさまでした。 

 

― 午前１１時５９分 散会 ― 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １ 日 目 
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１、開催年月日時刻及び場所 

  令和８年６月２９日 

自  午前１０時００分 

至  午後 ３時４３分 

於  委 員 会 室 ３ 

 
 

２、出席委員の氏名 

山村 健志 委員長（分科会長） 

坂口 慎一 副委員長（副会長） 

田中 愛国 委 員 

小林 克敏  〃   

溝口芙美雄  〃   

山田 朋子  〃   

宮本 法広  〃   

中村 一三  〃   

堤  典子  〃   

鵜瀬 和博  〃   

 
 

３、欠席委員の氏名 

外間 雅広 委 員 

 
 

４、委員外出席議員の氏名 

な  し 
 

 
 

５、県側出席者の氏名 

山内 洋志 土 木 部 長 

中村 泰博 土 木 部 技 監 

西平 能成 土 木 部 次 長 

松尾 健自 監 理 課 長 

金子 哲也 建設企画課長（参事監） 

廣瀬 純二 
建設企画課企画監 
（入札・契約担当） 

真鳥 喜博 都 市 政 策 課 長 

平  博敏 道 路 建 設 課 長 

田﨑  智 道 路 維 持 課 長 

濱崎 正一 港 湾 課 長 

吉富  督 
港 湾 課 企 画 監 
（港湾管理担当） 

小川 秀文 河川課長（参事監） 

岩永  彰 河川課企画監（ダム担当） 

田中 良一 砂 防 課 長 

波江野大輔 建 築 課 長 

高口  健 営 繕 課 長 

野口  孝 住 宅 課 長 

小栁 正典 
住 宅 課 企 画 監 
（訴訟・管理担当） 

牛島 孝二 用 地 課 長 

船越 一成 盛 土 対 策 室 長 
 
 

６、審査事件の件名 

〇予算決算委員会（観光生活建設分科会） 

第70号議案 

 令和8年度長崎県一般会計補正予算（第2号）

（関係分） 

第84号議案 

 令和8年度長崎県一般会計補正予算（第3号）

（関係分） 

報告第2号 

 令和7年度長崎県一般会計補正予算（第11

号）（関係分） 

報告第11号 

 令和7年度長崎県港湾施設整備特別会計補正

予算（第6号） 

報告第14号 

 令和7年度長崎県交通事業会計補正予算（第2

号） 

報告第15号 

 令和7年度長崎県流域下水道事業会計補正予

算（第5号） 
 
 

７、付託事件の件名 
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〇観光生活建設委員会 

 （1）議 案 

第77号議案 

 契約の締結について 

第78号議案 

 契約の締結について 

第79号議案 

 長崎県土地開発公社の解散について 

 （2）請 願 

  な し 

 （3）陳 情 

・犬の殺処分削減に関する陳情書 

・要望書（松浦市） 

・令和９年度 県の施策等に関する重点要望 

事項（佐世保市） 

・国政・県政に対する要望書（長崎県町村会） 
 
 

８、審査の経過次のとおり 
 

― 午前１０時００分 開会 ― 
 

【山村委員長】 ただいまから、観光生活建設委

員会及び予算決算委員会観光生活建設分科会を

開会いたします。 

 なお、外間委員から欠席する旨の届出が出て

おりますので、ご了承お願いいたします。 

 それでは、これより議事に入ります。 

 今回本委員会に付託されました案件は、第77

号議案「契約の締結について」、ほか2件であり

ます。そのほか陳情4件の送付を受けております。 

 なお、予算議案及び予算に係る報告議案につ

きましては、予算決算委員会に付託されました

予算及び予算に係る報告議案の関係部分を、観

光生活建設分科会において審査することになっ

ておりますので、本分科会として審査いたしま

す案件は、第70号議案「令和8年度一般会計補正

予算（第2号）」のうち関係部分ほか5件であり

ます。 

 次に、審査方法についてお諮りいたします。 

 審査は従来どおり、分科会審査、委員会審査

の順に行うこととし、各部局ごとにサイドブッ

クスに掲載しております審査順序のとおり行い

たいと存じますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ご異議ないようですので、その

ように進めることといたします。 

 なお、議案外の質問につきましては、各部局

の審査における委員1回当たりの質問時間は、理

事者の答弁を含め、20分を限度とし、一巡した

後、審査時間が残っている場合に限って、再度

質問ができることといたしますので、よろしく

お願いいたします。 

 これより、土木部関係の審査を行います。 

 審査に入ります前に、理事者側から4月の人事

異動後、これまでの委員会に出席がなかった新

任幹部職員の紹介を受けることにいたします。 

 土木部長。 

【山内土木部長】 それでは、土木部の新任幹部

職員をご紹介させていただきます。 

〔幹部職員紹介〕 

【山村分科会長】 ありがとうございました。 

 それでは、これより審査に入ります。 

 まず、分科会による審査を行います。 

 予算議案及び予算に係る報告議案を議題とい

たします。 

 土木部長より、予算議案及び予算に係る報告

議案の説明を求めます。 

【山内土木部長】 土木部関係の議案についてご

説明いたします。 

 予算決算委員会観光生活建設分科会関係議案

説明資料、土木部の2ページをご覧ください。 
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 今回ご審議をお願いしておりますのは、第70

号議案「令和8年度長崎県一般会計補正予算（第

2号）」のうちの関係部分、報告第2号「知事専

決事項報告 令和7年度長崎県一般会計補正予

算（第11号）」のうちの関係部分、報告第11号

「知事専決事項報告 令和7年度長崎県港湾施

設整備特別会計補正予算（第6号）」であります。 

 初めに、第70号議案のうち土木部関係につい

てご説明をいたします。 

 今回の補正予算は、当初予算額が骨格予算と

なっていたため、公共事業に対する国の内示に

伴う調整や単独事業の追加について補正しよう

とするものであり、歳入歳出予算をそれぞれ2ペ

ージから3ページに記載のとおりであります。 

 補正予算の主な内容は、3ページ以降に記載の

とおりであり、道路新設改良費62億5,438万

5,000円の増、道路災害防除費、公共・単独、合

計で24億6,274万1,000円の増、港湾改修費、公

共・単独、合計で50億4,890万8,000円の増、河

川改修費16億1,320万円の増、砂防事業費8億

9,151万7,000円の増などを計上いたしておりま

す。 

 このほか、令和8年度より新たに、市街地再開

発費2,700万円を計上しております。 

 次に、知事専決事項報告についてご説明をい

たします。 

 6ページをご覧ください。 

 本件は、さきの3月定例会の予算決算委員会に

おいて、専決処分により措置することについて、

あらかじめご了承いただいておりました令和7

年度予算の補正を、令和8年3月31日付で専決処

分させていただいたものであります。 

 まず、報告第2号のうち、土木部関係の歳入歳

出予算は、それぞれ7ページに記載のとおりであ

ります。 

 補正予算の主な内容は、8ページに記載のとお

りであり、事業費の変更に伴う減等で、港湾災

害復旧費、公共・単独合計で5億6,096万円の減、

公営住宅建設費1億2,112万5,000円の減などを

補正いたしております。 

 また、報告第11号については、8ページに記載

のとおりであります。 

 このほか繰越計算書報告についても、8ページ

から9ページに記載のとおりであります。 

 以上をもちまして、土木部関係の説明を終わ

ります。よろしくご審議を賜りますよう、お願

いをいたします。 

【山村分科会長】 次に、監理課長より、補足説

明を求めます。 

【松尾監理課長】 土木部関係の6月補正予算案

の概要について、補足して説明いたします。 

 観光生活建設分科会補足説明資料の3ページ

をご覧ください。 

 令和8年度6月補正予算は、当初予算が骨格予

算となっていたため、公共事業の国からの内示

に伴う調整及び単独事業の追加について補正し

ようとするものです。 

 土木部の令和8年度6月補正予算案は、上の表

の太線で囲んでおります③の一般会計で296億

2,424万8,000円を計上しております。6月補正後

の予算としては、④の一般会計と特別会計の合

計で913億2,805万円となります。 

 次に、普通建設事業費の補正額は、中段の表

の太線で囲んでおります公共事業費、単独事業

費等、直轄事業負担金の合計で285億892万5,000

円となっており、補正後予算に係る前年度との

比較は記載のとおりです。 

 また、下段の表には、公共事業費の国内示額

を、前年度経済対策補正と当初予算の15か月予

算ベースで記載しており、前年度比較は105％と
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なっております。 

 なお、一般会計歳出予算の内訳は、事業区分

別に表の右側に記載しているとおりです。 

 続きまして、4ページをご覧ください。 

 土木部の繰越明許費について、補足してご説

明いたします。 

 表の縦の区分が、款項目の予算科目、横の区

分が、繰越明許費の理由別内訳となっておりま

す。 

 表の左端の予算科目欄は、上から総務費、土

木費、災害復旧費となっております。 

 5ページをご覧ください。 

 令和7年度の一般会計における繰越額の合計

は、①に記載しております948件、510億6,106万

2,000円であり、その内訳は、通常分②と経済対

策補正分③となります。一般会計と特別会計を

合わせた土木部の合計は、下から3段目の⑨に記

載のとおり、950件、513億5,444万2,000円とな

ります。 

 次に、一番下の段に記載の令和7年度と令和6

年度の比較は、件数は47件の増、金額は72億

6,034万3,000円の増となります。 

 以上で、説明を終わります。ご審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

【山村分科会長】 以上で、説明が終わりました

ので、これより、予算議案及び予算に係る報告

議案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

【宮本委員】 おはようございます。 

 それでは、ただいまご説明いただきました6月

の補正予算につきまして、質問をさせていただ

きます。 

 ちょっと初歩的な質問があるかもしれません

が、ちょっと確認の意味も含めて質問をさせて

いただきます。 

 ただいまご説明いただきました補足説明資料

土木部横長資料の3ページです。この中に、令和

8年度6月補正予算案、一般会計④になり、上の

表の④ですね、これ一般会計の歳出予算総額が

約879億8,800万円ということでご説明ありまし

た。昨年度と比較するとちょっと難しいかもし

れませんので、4年前の知事選後のときの6月と

比べて、これがどうだったのかと、ちょっと質

問をさせていただきたいんですが、今回この一

般会計の総額、歳出予算総額としては約879億

8,800万円、4年前のこの時期と比べて、ちょっ

と増減について教えていただければと思います。 

【松尾監理課長】 令和4年度6月の補正後の一般

会計歳出予算の総額は812億8,782万7,000円で

あるのに対し、今年度の6月補正後歳出予算総額

は879億8,803万5,000円となっております。4年

前に比べて、約67億円の増となります。 

【宮本委員】 ありがとうございました。4年前、

令和4年度と比べると、約67億円増ということで

確認をいたしました。 

 4年前は、恐らく新幹線の建設に関わる予算も

結構出ていたかと思いますが、それを足してで

も今回が多い、ということになるのかも確認を

させていただければと思いますが、4年前、新幹

線関連がどれくらいあって、今回はそれがなく

て67億円増ということも、再度確認をさせてく

ださい。 

【松尾監理課長】 今年度の新幹線事業の予算は、

委員おっしゃるとおり、ゼロ円となっておりま

すが、令和4年6月の補正後の額には、新幹線事

業の予算が約32億円含まれておりました。 

【宮本委員】 ありがとうございます。4年前新

幹線関連の予算が32億円あったけれども、今回

67億円の増ということで、確認をいたしました。 

 前県政と現県政という形になるかもしれませ
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んが、今回ですね、こういった形で増額という

ことは、現場の建設業界にとってみると、非常

に仕事の受注量も増えていくんじゃないかとい

うこともあって、非常に予算とすれば、県内の

業者からすればいいんじゃないかというふうに

思いますが、ちなみにですね、今回、今年度ど

この分野に注力しているのかというものもです

ね、合わせて確認をさせてください。 

【松尾監理課長】 今年度6月補正後の予算は、

公共事業費のうち、道路橋りょう街路事業で約

43億円の増、単独事業費では、緊急自然災害防

止事業で約53億円の増となっております。 

 土木部では、交通ネットワークの形成やまち

づくり及び防災・減災対策、インフラ老朽化対

策などの事業を推進するために必要な予算の確

保に努めており、継続して事業を進めていきた

いと考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございました。確認を

させていただきました。年々ですね、人件費等々

も上がり、資材等々も高騰している中、引き続

きですね、予算の確保に向けて尽力していただ

きたいというふうに考えております。 

 もう一点ですが、同じ3ページの資料の右側の

一般会計歳出予算の内訳の直轄事業費にですね、

港湾空港事業のマイナス約1億5,000万円、これ

マイナスになっておりますが、まだなかなかこ

の時期にマイナス珍しいのかなという感じがす

るんですが、これについてどういうことなのか、

どういった箇所、内容について教えてください。 

【濱崎港湾課長】 直轄事業の減額についてのご

質問にお答えさせていただきます。直轄事業負

担金の減額につきましては、国の内示に伴う減

になりますが、具体的には、長崎港の航路しゅ

んせつ事業などにおきまして、昨年度の補正予

算で、本年度に必要な予算を前倒しで配分され

たことによる今年度は減額になってございます。 

【宮本委員】 承知いたしました。ありがとうご

ざいました。 

【田中委員】 今の宮本委員の発言に関連してで

すね、私も聞きたいと思っているんですが、宮

本委員は4年前に比べればいいという話だった

けどね。私は、4年前じゃなくて、今度の平田県

政に期待してね、本格予算、本格予算というも

んだから、もっとどんどん出ると思ったら、一

番右側の前年度比、全部マイナスじゃないの、

前年度比はね。県単事業でさえマイナス、これ

はね、ちょっと私は疑問に思うんだ。平田知事

のスタート、スタートだから、もう少しどんと

花持たせてくれるのかなと思っていたら、なぜ

こういう数字になってしまったのかが、一つ。 

 もう一つはね、今一番気になっているのは、

参考として、15か月予算ベースの話になる。こ

れずっとやっぱり国の方は、この15か月予算で

やっていこうとしているのかね。この2点につい

て、大体流れをね、聞かせてください。 

【松尾監理課長】 令和8年度の当初予算につき

ましては、骨格予算になっておりましたので、

人件費など、義務的な経費は年間所要額を積ん

でおりますし、建設事業費のうち公共事業費は、

上半期までの所要額を積んでおります。 

 また、建設事業費のうち、単独事業費につい

ては、上半期までの所要額で、建設事業費のう

ち災害復旧は、年額の所要額ということで、今

回の6月補正につきましては、公共事業費につい

ては、国の内示に基づく調整ということで、通

常であれば減額、マイナスについては、例年で

あれば2月補正の中でやるんですが、今回プラス

もマイナスも、今回の補正の中でやっておりま

す。 

 また、単独事業費については、上半期、所要
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額を積んでいました残りの分を積んでおります。

昨年度に比べて減っているということですが、

必要額については計上しております。 

 引き続きですね、15か月予算ということもあ

りましたので、確実に執行できるようにしてい

きたいと考えております。 

【金子建設企画課長】 いつまでも、15か月予算

が続くのかというご質問ですけども、現在です

ね、国の方で補正予算を当初予算化する検討が

進められています。引き続き、国の動向を注視

してまいりたいと考えているところでございま

す。 

【田中委員】 いや私はね、質問しているのは不

満だと言っているんですよ。前年度比マイナス

ばっかりじゃ、先行き面白くないじゃない。お

れ、平田知事を応援したのは、公共事業費が増

えるというね、増えるであろうと、国交省がバ

ックにいるからといって、県民の皆さん方にも

ね、そういうお願いをした。 

 しかし、出てきた数字は、当初予算は仕方な

いけど、今度の補正でどんとプラスが出てくる

と、そういう感覚で見ていたからね。感覚で見

てたから、この数字を見てびっくりだ。びっく

り。マイナスばっかりじゃないか。前年度比、

これじゃね、県民の皆さんに私たちは嘘ついた

ことになる。 

 それから、下のその公共事業の関係が15か月

予算ベースで、国も県も考えているのかという

ことについても、的確な答弁を求めます。 

【金子建設企画課長】 現在、国の方で12月から

1月に補正予算がついて、当初予算案の内示があ

っている状況、いわゆる15か月予算なんですけ

ども、今、国の方でですね、補正予算を、当初

予算化するという検討がなされているところで

ございます。 

 引き続き、国の動向を注視してまいりたいと

考えているところでございます。 

【田中委員】 私は、国のことあんまり知らない

けど、国はね、やっぱり物価高騰のね、そこら

辺が中心にあって、補正を組む、補正を組むと

言っていると思いますよ。公共事業、これで補

正を組むという動きとはちょっと相容れないか

な。それ入れてくれればいいけどもね。 

 県の単独事業でさえ、何でこんな少なくなっ

たんだ。これは部長に聞こうかな。県の単独事

業の枠が何でこんなに少なくなったのか。前年

度比聞かせてもらう。 

【山内土木部長】 まず、やはり当初予算だけで

比較するというのは、あまり適切ではないのか

なと思っていまして、ちょっとここに15か月予

算のお金が書いていないのがあれなんですけど、

基本的には、参考のところに書いてあるとおり

ですね、公共事業費については、やはり15か月

予算で評価するというのが正しいのかなという

ふうに考えております。 

 国の動きでございますけれども、補正予算の

当初化については、まさにこれから、これから

というか、今まだ骨太が1か月遅れで、今、議論

されていますけれども、その中でどのような議

論をされるのかということを、これから注視し

ていくのかなとは思っております。 

 我々も訴えていますし、国交省の方もですね、

訴えているのは、補正予算が当初予算化されよ

うが何されようが、やはり今までの事業費はし

っかりと確保されなくては困るということを訴

えているところでございます。 

 今まで12か月予算があって、それに補正する

形でいただいて15か月予算ということで、年度

を通して、それを発注していきたいところです

けれども、これからですね、もう仮に補正予算
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が、全て当初予算に回されるんだということで

あれば、これまで公共事業、15か月予算として

確保した分は、当初予算としていただかなくち

ゃいけないということを訴えているところでご

ざいます。 

 加えてですね、これだけ物価上昇もあります

ので、単なる足し算だけではなくてですね、そ

の物価上昇分をさらに上乗せしたものが必要だ

ということを見てまいりますので、これからち

ょっと補正予算の扱いについては、まさに、こ

れ今から議論されているところでございますけ

れども、その状況を注視しながら、我々として

必要な事業費が確保できるように尽力してまい

りたいというふうに考えております。 

【田中委員】 最後にしますけれどもね、やっぱ

り我々予算見るときにね、特に、土木部関係の

予算はね、前年度比どうかなと。前の年より右

肩上がりになっているかなと。これが大体の流

れなのよ。今、部長おっしゃったように、今、

物価高騰の折でね、同じ事業にしたってかかる

費用は増えてきたわけだ。おのずとやっぱり右

肩上がりが普通だよね。それが全部マイナス、

前年度比、大体1割減みたいな感じだね。 

 私、不満なのは、県単事業の単独事業、これ

は貴重な財源だ。それは分かっている。県単事

業を減らされる。県のパイの中で、県単のパイ

の中でね、土木を減らされるということは、よ

そに移るだけの話なんだ。県単事業のマイナス

についてはね、マイナスについては土木部の幹

部の皆さん方は、少し反省してもらわなきゃい

かん。 

 県単事業のパイの中でね、パイの中で、力は

ないんだ、土木が。ほかのところに取られてい

るんだ、県単。県単単独事業枠。この数字から

見るとね、数字から見ると。ぜひもう少し頑張

っていただきたいと。平田知事がせっかく誕生

してね、やろうとやってんだから、土木部の皆

さん方もね、少し頑張って予算を獲得はしてい

ただきたいと、要望しておきたいと思います。 

【堤委員】 おはようございます。2点お尋ねし

ます。 

 まず、当初予算の公営住宅の建て替え及び改

修改善費1億1,800万円の補正、当初は16億5,000

万円ありました。 

 それでは、専決の方に、その1億2,000万円、

同じ事業費で1億2,000万円の減とあります。事

業費の変更ということになっていますが、この

中身、内容はどういう状況だったのかお尋ねし

たいと思います。 

 それから、今年度のこの公営住宅の建て替え、

改修・改善の計画はどういうふうになっている

のか、お尋ねします。 

【野口住宅課長】 まず、1億2,112万5,000円の

減額につきましては、こちらは令和7年度の補正

でございまして、そちらの予算が、執行後、減

ったという形、具体的なところを申し上げます

と、入札を行って、その執行残に当たる金額で

ございます。元の予算が18億4,700万円ございま

すので、今回のその1億2,100万円という数字は、

6.5％ぐらいになりますので、現行のいわゆる入

札の執行率が、大体93％程度だと思っておりま

すので、おおむね妥当という言い方が正しいの

かどうか分かりませんが、こういった形で減額

が生じたものでございます。 

 そして、今年度の予算の具体の箇所というお

話しでございますけれども、そちらにつきまし

ては、4月に、一度今年度の事業の箇所一覧のよ

うなものを土木部で出してございますが、その

際に、住宅課の方で出させていただいたもので

申し上げますと、深堀団地の解体業務の設計で
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あったり、あと、佐世保地区でいいますと、も

みじが丘団地の外壁屋上防水の設計だったり、

あるいは皆瀬団地の下水道の付け替えの設計だ

ったり、あと、諫早地区でいいますと、西諫早

団地の新築棟の建設工事に付随する予算、そう

いったものが今年度予算としては計上されてご

ざいます。 

【堤委員】 ありがとうございます。当初予算の

ときにご説明があったのかと思いますけれども、

事業費の変更、これは入札の執行残ということ

で、そこまで経費が使われなかったということ

ですね。低い金額で入札が通ったということ、

分かりました。 

 それから、この補正、補足説明資料の繰越額

について、4ページ、5ページにありますけれど

も、この繰越しは年々増加をしているというふ

うに思っています。件数も額も増加をしている

ようですが、たしか、令和4年の6月議会かで、

その繰越しを抑えるための何か説明資料があっ

たかと思うんですが、その中で29％を下回ると

いうことで、15か月予算、計上額分の繰越計上

額で29％下回るというような目標があったかと

思うんですが、この繰越しの件数や額が増加を

していることと。この目標はどういう関係なの

か。また、この増加している原因ですね、そこ

のところをお尋ねします。 

【松尾監理課長】 まず、繰越しの目標について

ご説明いたします。 

 15か月予算に対する繰越率について、目標と

して29％を下回ることを目標として掲げて実施

しております。 

 ちなみに、繰越率で言いますと、令和7年度は

26.6％ということで、29%を下回っております。

令和3年以降、令和3年度が28.7％、令和4年度が

24.8％、令和5年度が25.0％、令和6年度は24.8％

ということで、率としては29％をずっと下回っ

ているということになります。 

 繰越額が増加している傾向ということであり

ますが、令和3年度から始まりました国土強靱化

5か年加速対策の予算が、前年度の経済対策補正

予算として措置され、国の内示時期が12月から

1月頃となっていることから、年度内の工期が確

保できないため、やむを得ず繰越しになってい

る状況にあります。 

 ちなみに、繰越額で言いますと、令和7年度は

511億円の繰越しですが、昨年度は440億円、令

和5年度は443億円、令和4年度は429億円、令和

3年度が521億円ということで、令和3年度からの

繰越しは大きかったんですが、その後について

は、420億円程度を推移しており、今年度がまた

増えている状況になっております。 

 令和7年度につきましては、一般会計の実繰越

額948件、511億円となっており、令和6年度の実

繰越しが900件、約440億円であったため、比較

すると、件数が48件の増、金額が71億円の増と

なっております。 

 件数の増減の内訳として、経済対策補正分で

33件の減、通常分で81件の増となっております。 

 金額の増の内訳としては、経済対策補正分が

32億円、通常分が約39億円となっており、経済

対策補正分については、前年度と比較して国の

内示額が32億円の増となったことが主な要因と

考えております。 

 通常分の増の要因といたしましては、件数で

言いますと、砂防費が40件の増、金額で言いま

すと、道路改良費が約20億円の増となっており

ます。 

【堤委員】 ありがとうございます。国の内示額

が大きくなっている物価高騰対策、そして、そ

の12月補正で示されて、年度内には執行できな
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いために繰越しが多くなっているということで

すが、29％という目標は下回って推移している

ということで、額が大きくなって件数も増えて

いるので、その内容がどういう状況なのかなと

いうことが、ちょっと気になりましたので、お

尋ねしました。ありがとうございます。 

【山村分科会長】 ほかにありませんか。 

【溝口委員】 先ほどの繰越明許の理由別調書で

すけども、繰越額も72億円増えてですね、それ

から、特に地元調整ですか、これがまた件数は

減っているんですけども、142億円ということで

増えていっていると思うんですけども、この地

元調整というのが、ずっと6年度もですけれども、

5年度とか、またそういうものが続いてきていな

いのかどうか。そこら辺についてお尋ねしたい

と思います。 

【松尾監理課長】 繰越しの理由別につきまして

は、直近5年間の実績で言いますと、地元調整を

理由とした実繰越額が、大体29％程度、用地補

償が約2％、設計工法等が約10％程度、資機材、

人材逼迫、入札の不落・不調が約3％となってお

り、割合としてはほぼ変わらない状況で変動を

していると考えております。 

【溝口委員】 私の聞き方が悪かったかもしれな

いですけど、地元調整でですよ、ずっと7年度は

件数は減っているんですけど、142億円というこ

とで、ただ、私が思うのはやはり繰越明許とし

て、ずっと6年度ではなくて、5年度分とか、4年

度の分が、地元調整の中で来てるのがあるのか

どうかを聞いたんですけども。 

【松尾監理課長】 地元調整の分が、前年度から

ずっと引き続きというお尋ねだと思うんですけ

ど、基本的には繰越しですので、繰り越した、

繰越しだけの年度といいますか、そこの中で解

決をするようにしていますので、ずっと以前か

らの地元調整が残っているということではない

と思います。 

【溝口委員】 分かりました。地元調整というこ

とで、繰越しが、年度年度で繰り越していくん

ですけどそれが繰越しになってきていないのか

というのを聞きたかったんですけど、それはな

いということで理解していいわけですか。 

【松尾監理課長】 繰越しにつきましては、その

年度内で解決をしないといけませんので、言わ

れるような地元調整が、さらに翌年度に残ると

いうことはないと考えております。 

【溝口委員】 それでは、地元調整という、地元

補償ということで、9件ですか。今、7年度は9件

に減っているんですけども、その6年度が3億

6,400万円で18件、このことについてもずっと解

決していないというのはないんですか。同じ繰

越しですから、ちゃんと毎年繰越については解

決をしていっているということで、理解してい

いんですか。何かちょっと残ってきているんじ

ゃないかという気がするんですけどね、何か。 

【金子建設企画課長】 もうこの繰越しというの

は、予算の話ですので、当然その1年繰り越した

予算をしっかり執行するという、これは義務で

ございますので、そこはしっかりやっていると

いうふうに認識しておるところでございます。 

【溝口委員】 分かりました。そしたら、いろん

な理由別で、この内訳があるんですけれども、

そのことについては、1年1年ちゃんと繰り越し

てきたものの中には、あの交渉とかなんとかで、

まだ先のようになって、それをまた繰越しだと

か、そういう分はもう絶対ないと理解しとって

いいわけですか。 

【松尾監理課長】 繰越しにつきましては、繰り

越した先の年度で執行することが前提になりま

すので、言われるように、さらに翌年度という
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のはございません。 

【溝口委員】 分かりました。 

 そしたら、資材等についても、結局は繰り越

した分についてはちゃんと解決して、入札がで

きたという、不落とか、不調とかしていますけ

ども、その辺についても完全に繰越分について

は、件数についても、金額についても、6年度は

6年度分について、5年度とか、そういうものに

ついては、完全に消化しているということで理

解していいわけですか。 

【金子建設企画課長】 消化しているということ

でいいです。よろしいです。 

【溝口委員】 分かりました。これ以上突っ込ん

でいきません。 

 ただ、ちょっと私が考えたのはですね、やは

り事業的に解決しないで来ている部分が、繰越

しの中に入っていないかということがちょっと

あったもんで、そのことについては、また新し

く予算化してやっているということで理解して

いいわけですか。みんなが、その不落というの

が、結局ですよ、土地の交渉ができないで、補

償とかなんとかできないで残っていく部分があ

るんじゃないかと、1年できれいに解決していけ

る分だけかというのが、ちょっと私も、ちょっ

と疑問に思ったところで聞いているんです。 

【金子建設企画課長】 予算をしっかり消化して

おります。 

【溝口委員】 分かりました。もうこれで終わり

ます。後から、ちょっと調べてみます。 

【山村分科会長】 ほかにありませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はないようですので、これをもっ

て質疑を終了いたします。 

 次に、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

【堤委員】 令和8年度6月補正予算について、土

木の予算について反対をいたします。 

 当初予算で、石木ダム事業について反対をし

ましたけれども、党として、大体金額が大きい

当初予算のところで反対を表明してきました。

というのも、この石木ダム事業について、やは

り強制収用は認めないということ。それから、

このダムの必要性についてもいろいろな立場の

ご意見があります。 

 今回、平田知事になって、有識者の意見を聞

く場が設けられて、7月12日に第1回が開催をさ

れるというふうに聞いていますので、どういう

動きになるかというのは注視していきたいと思

いますけれども、今回一般質問、それから総括

質疑の中で、石木ダムへの事業費が、2億3,000

万円、それからプラス2,500万円余りの予算が計

上されているということで、この補正予算につ

いても反対をしたいと思います。 

【山村分科会長】 ほかに討論ありませんでしょ

うか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 ほかに討論はないようですの

で、これをもって討論を終了いたします。 

 予算議案及び予算に係る報告議案に対する質

疑・討論が終了しましたので、採決を行います。 

 まず、第70号議案のうち関係部分について、

採決を行います。 

 第70号議案のうち関係部分は、原案のとおり

可決することに賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

【山村分科会長】 起立多数。 

 よって、第70号議案のうち関係部分は、原案

のとおり可決すべきものと決定されました。 

 次に、その他の議案、報告議案について採決
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いたします。 

 報告第2号のうち関係部分及び報告第11号は、

原案のとおり承認することに、ご異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 異議なしと認めます。 

 よって、報告第2号のうち関係部分及び報告第

11号は、原案のとおり、それぞれ承認すべきも

のと決定されました。 

【山村委員長】 次に、委員会による審査を行い

ます。 

 議案を議題といたします。 

 まず、土木部長より、総括説明を求めます。 

【山内土木部長】 土木部関係の議案についてご

説明いたします。 

 観光生活建設委員会関係議案説明資料、土木

部の2ページをご覧ください。 

 今回ご審議をお願いしておりますのは、第77

号議案「契約の締結について」、第78号議案「契

約の締結について」、第79号議案「長崎県土地

開発公社の解散について」であり、その内容は

記載のとおりであります。 

 なお、横長資料を配付させていただいており、

後ほど担当課長から説明をさせていただきます。 

 続きまして、議案外内の報告事項についてご

説明をいたします。 

 和解及び損害賠償の額の決定についてという

ことで、令和7年度に発生した県の管理瑕疵によ

る事故の和解及び損害賠償の額の決定3件につ

いて、地方自治法第180条の規定に基づく軽易な

事項として、専決処分させていただいたもので

あり、その内容は記載のとおりであります。 

 3ページをご覧ください。 

 公共用地の取得状況についてということで、

令和8年2月1日から令和8年4月30日までの一定

基準以上の土木部所管の公共用地の取得状況に

ついては、時津町における時津川河川改修の1件

であります。 

 次に、主な所管事項についてご説明をいたし

ます。 

 石木ダムの推進について、石木ダムについて

は、現在ダム本体の工事期間中に使用する付け

替え道路、約1.7キロメートルの区間について供

用開始し、住民の方に生活道路としても使用し

ていただくなど、着実に進捗が図られていると

ころです。 

 一方で、事業を進めていく上で、当事者であ

る地元住民の皆様との対話を丁寧に行っていく

ことが大切であると考えており、去る4月13日に

は、知事が改めて川原地区にお住まいの皆様と

お会いし、一緒に現地を歩いて確認しながら、

故郷を大切にする思いをお聞きいたしました。 

 また、有識者の意見を聞く場について、賛成・

反対のそれぞれの立場の方から、幅広く様々な

ご意見を伺いたいとの考えを、13世帯の皆様に

ご説明したところであります。 

 なお、意見を聞く場を開催している間は、地

元住民の皆様からの要望もあり、新たな工事に

は着手しないこととしております。 

 今後も事業の当事者である地元住民の皆様と

の対話を重ねながら、令和14年度の完成工期を

念頭に置いて、丁寧に事業を進めてまいります。 

 4ページをご覧ください。 

 旭大橋下周辺の道路区域の利活用についてと

いうことで、旭大橋下周辺の道路区域について

は、長崎市の中心部に位置し、長崎駅に隣接し

ていることから、新幹線の開業や駅周辺の整備

が進んだことで、さらなる有効活用が可能な場

所と考えており、道路区域という法的な制約を

踏まえた上で、どのような活用ができるのか、
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民間事業者の幅広い意見を聞くために、サウン

ディング型市場調査を実施いたしました。 

 調査の結果を踏まえ、様々な波及効果が見込

まれる利活用の実現に向けて、引き続き検討し

てまいります。 

 長崎県の道づくり基本方針策定についてとい

うことで、本県の道路行政における方針や取り

組むべき施策など、道路行政を運営する上での

指針となっている長崎県の道づくり基本方針に

ついて、5年ごとに見直すこととしており、今回

は長崎県総合計画の改訂や、近年の道路を取り

巻く環境の変化を踏まえた見直しを行っており

ます。 

 長崎県内有料道路のあり方検討委員会の開設

についてということで、長崎県道路公社が管理

する有料道路における持続可能な道路のあり方

について、専門的、客観的な見地から意見をい

ただくことを目的として、長崎県内有料道路の

あり方検討委員会を設置し、6月4日に開催した

第１回の委員会では、県内の有料道路を取り巻

く状況等を確認し、認識の共有を図りました。

今後1年程度をかけて議論を進め、委員会の成果

として提言をいただく予定としております。 

 5ページをご覧ください。 

 長崎県耐震改修促進計画の改訂についてとい

うことで、昨年11月議会においてご説明いたし

ました長崎県耐震改修促進計画案について、本

年1月5日から2月4日まで、パブリックコメント

を実施し、改訂を行いました。今後も、地震発

生時の被害軽減を目指し、建築物の耐震化に取

り組んでまいります。 

 そのほか土木部関係の主な所管事項について、

今回ご説明いたしますのは、長崎県行財政運営

プラン2025に基づく取組についてであり、内容

は記載のとおりであります。 

 なお、旭大橋下周辺の道路区域の利活用につ

いて、長崎県の道づくり基本方針の策定につい

て、長崎県内有料道路の在り方検討委員会の開

催について、長崎県耐震改修促進計画の改訂に

ついては、補足説明資料を配付させていただい

ており、後ほど担当課長からご説明させていた

だきます。 

 以上をもちまして、土木部関係の説明を終わ

ります。何とぞよろしくご審議を賜りますよう、

お願いいたします。 

【山村委員長】 次に、道路建設課長より、補足

説明を求めます。 

【平道路建設課長】 観光生活建設委員会説明横

長資料4ページ、第77号議案「契約の締結につい

て」ご説明いたします。 

 5ページをご覧ください。 

 工事名は、主要地方道厳原豆酘美津島線道路

改良工事、（仮称）加志トンネル、工事場所は、

対馬市美津島町加志から吹崎でございます。 

 主要地方道厳原豆酘美津島線は、対馬下島を

周回する幹線道路であり、地域住民の生活道路

としての役割を担うとともに、地域産業を支え

る重要な路線であります。 

 しかしながら、当該区間は幅員狭小や線形不

良により、通行に支障を来しているため、安全

で円滑な交通の確保を目的に、バイパス整備を

進めているところであります。 

 本工事は、吹崎工区において計画している（仮

称）加志トンネルの施工を行うものであります。

工事延長は378メートル、幅員は全幅7メートル

で、このうち、車道部が2.75メートルの2車線と

なっており、トンネル工297メートル、道路改良

工81メートルを施工するものとなっております。 

 契約相手は、小宮・東邦・イチケン特定建設

工事共同企業体で、代表者が、株式会社小宮建
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設、代表取締役、小宮量浩となっております。

契約金額は、消費税を含め、15億7,850万円、工

期は784日間であります。 

 6ページに、位置図、標準断面図を示しており

ます。 

 7ページをご覧ください。 

 入札結果でございます。総合評価落札方式に

よる入札を行い、応札のあった4社の参加資格、

技術提案等の審査を行い、小宮・東邦・イチケ

ン特定建設工事共同企業体を落札者と決定し、

仮契約を行い、今回契約の締結について提出さ

せていただいております。 

 以上で、補足説明を終わります。ご審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

【山村委員長】 次に、道路維持課長より、補足

説明を求めます。 

【田﨑道路維持課長】 続きまして、第78号議案

「契約の締結について」ご説明いたします。 

 9ページをお開きください。 

 長崎県長大橋維持管理事業についてご説明い

たします。 

 11ページをご覧ください。 

 1の事業の目的についてご説明いたします。 

 本県では、特殊構造で延長の長い橋梁30橋を

重点維持管理橋梁として、毎年点検を行い、質

の高い管理を行ってございます。 

 本事業は、その中でも支間長200メートルを超

える橋梁7橋を対象に、官民連携ＰＰＰを活用し、

高度な維持管理を行うことで、予防・保全への

移行とライフサイクルコストの縮減による長期

供用の実現を目指すものです。 

 2の対象橋梁についてご説明いたします。 

 対象橋梁は、記載の7橋で、そのうち修繕対象

橋梁は、大島大橋と伊王島大橋の2橋です。 

 12ページをご覧ください。 

 3のＰＦＩ事業の概要についてご説明します。 

 業務内容は、マネジメント業務、補修設計業

務、修繕工事業務、工事管理業務、点検・診断

業務、詳細調査診断業務、維持補修業務です。 

 事業手法は、サービス購入型のＲＯ方式であ

り、公募型プロポーザル方式で提案評価と価格

評価の合算により、事業者の選定を行いました。 

 事業期間は、議決日から令和13年3月31日まで

の約5年間で、契約額が税込み19億4,700万円で

す。 

 契約相手先は、長崎長大橋マネジメント株式

会社でございます。会社の構成企業は、資料右

側記載のとおりでございます。 

 13ページをご覧ください。 

 全体工程表についてご説明いたします。 

 各業務を約5年間かけて行うこととしており

まして、記載のとおりの工程表となってござい

ます。 

 以上をもちまして、道路維持課の補足説明を

終わります。何とぞよろしくご審議のほど、賜

りますよう、よろしくお願いいたします。 

【山村委員長】 次に、用地課長より、補足説明

を求めます。 

【牛島用地課長】 観光生活建設委員会説明横長

資料14ページをお願いいたします。 

 第79号議案「長崎県土地開発公社の解散につ

いて」ご説明いたします。 

 土地開発公社は、令和8年度に解散・清算する

方針として、課題解決に取り組んでまいりまし

た。 

 課題であった時津第10工区、住宅用地の完売

など、令和7年度中に課題が解決したことから、

令和8年3月24日の土地開発公社理事会において、

理事全員同意の下、解散の承認が得られたとこ

ろです。 



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（６月２９日） 

- 15 - 

 解散に当たりましては、公有地の拡大の推進

に関する法律第22条第1項に基づき、議会の議決

を得た上で、主務大臣の認可を受ける必要があ

ることから、本議案を提出したものです。 

 15ページをご覧ください。 

 解散までの経緯でございますが、土地開発公

社は設立以来、半世紀以上にわたり、公共事業

の推進や工業用地の造成事業など、県政の発展

に大きな役割を果たしてまいりました。 

 しかしながら、平成に入り、バブル経済崩壊

後、土地の需要の変化などで、造成土地の分譲

が進まず、長崎県土地開発公社改革検討委員会

において、土地造成事業からの撤退や経営改善

計画の策定などの提案を受けました。 

 また、三公社在り方検討委員会においては、

時津第10工区の造成土地の完売後、廃止の方向

との意見を受けました。この間、公社は、業務

運営の効率化や体制の見直しを行い、令和8年度

の解散につなげることを目的とした経営改善計

画を策定し、令和7年度中に時津第10工区の土地

の完売など、課題解決を図ってまいりました。 

 16ページをご覧ください。 

 今後の対応でございますが、公社は、令和8年

9月の解散、令和9年3月の清算結了を目指して手

続を進めてまいります。 

 本議会でご議決いただいた後に、主務大臣に

解散の認可申請を行ってまいります。 

 公社職員の処遇や財務財政につきましては、

記載のとおりでございます。 

 以上で、第79号議案に関する補足説明を終わ

ります。ご審議のほど、よろしくお願いをいた

します。 

【山村委員長】 以上で、説明が終わりましたの

で、これより、議案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

【宮本委員】 それでは、議案について質問をさ

せていただきます。 

 すいません、ちょっと確認を踏まえてですね、

改めて質問をいたします。 

 まず、第77号議案です。ただいまご説明いた

だきまして、契約の締結について、説明資料の

7ページにですね、入札結果一覧表というものが

ございます。四つ入札がありまして、第1回目の

金額は、二つ目のですね、企業体が安かったに

もかかわらず、落札業者は一番上になっていま

す。標準点、加算点、評価値というところで差

がついているようですが、次の8ページにはです

ね、その評価表などもあるんですが、改めて、

入札結果の内容について、もうちょっと詳しく

教えてください。 

【平道路建設課長】 入札結果の内容について説

明いたします。 

 まず、横長資料7ページでございます。入札結

果一覧表でございますけども、下段の表を見て

いただきますと、表中一番上の小宮・東邦・イ

チケンＪＶと、その下の段、今村・中原・梅野

ＪＶでございますけども、この入札価格につき

ましては、資料の右上にございます履行確実性

評価価格と履行確実性確保価格の間に、2社とも

ございます。そうしたことから、標準点は100点

となっており、その差はございません。 

 なお、表の標準点の右側の加算点でございま

すけれども、こちらで差が生じている状況でご

ざいます。この点について説明いたします。 

 8ページをご覧ください。 

 2社のＪＶを比べますと、企業の施工能力の2

項目で差が生じております。 

 まず、1項目は、表中右から9列目、工事の確

実かつ円滑な実施体制としての拠点であり、代

表構成員及びその他構成員1とも管内に主たる
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営業所ありの場合は1.2点となっており、小宮Ｊ

Ｖはこれに該当しております。また、代表構成

員またはその他構成員1のどちらかが管内に主

たる営業所ありの場合は0.6点となっており、今

村ＪＶはこれに該当します。その結果、この項

目で0.6点の差が生じております。 

 次に、2項目が、表中右から5列目、特定工事

の受注実績であります。これは、公告日の属す

る年度の直前2か年度から、対馬振興局管内にお

ける災害復旧工事、トンネル補修工事、砂防工

事などの特定工事の受注実績を評価するもので

あり、3件以上の受注実績がある場合は0.3点と

なっており、小宮ＪＶは5件の実績があったため、

これに該当します。また、実績なしの場合はゼ

ロ点となっており、今村ＪＶは、これに該当し

ます。その結果、この項目で0.3点の差が生じて

おります。 

 この二つの項目で、小宮ＪＶが今村ＪＶを上

回ったことにより、加算点及び評価値が、小宮

ＪＶが高くなり、落札者となっている状況でご

ざいます。 

【宮本委員】 詳細ありがとうございました。8

ページの表にあります工事の確実かつ円滑な実

施体制としての拠点と、特定工事の受注実績で

差がついたというご説明いただきました。 

 端的に言いますと、地元の業者の方が、こう

いったのは点数が高くなって取りやすいという

理解でいいのか、再度確認させてください。 

【平道路建設課長】 そうであります。 

 まず、小宮・東邦・イチケンは、全てが対馬

管内に主たる営業所があります。一方、今村・

中原・梅野につきましては、代表構成員の今村

が五島、その他構成員の中原と梅野につきまし

ては、対馬にあるものの、そこで差が生じてい

る状況でございます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。すいませ

ん、改めて確認の意味で質問させていただきま

した。ありがとうございます。 

 次、第78号議案について質問いたします。 

 先ほども説明がございましたが、長大橋の維

持管理事業ということで、支間長が200メートル

を超える7橋を対象にということで、官民連携、

ＰＰＰを活用するということで説明がありまし

たが、これは恐らく初めてになると思うんです

が、それと、これのメリットですね、これをす

ることによって、どういうメリットがあるのか

と。 

 あと、金額的に、どのくらい削減に結びつい

たという聞き方が適当なのかどうか分かりませ

んが、ＰＰＰを活用することにおけるメリット

と、どれだけこれを行うことによって、差がつ

いたのかということは、教えてください。 

【田﨑道路維持課長】 お答えいたします。この

事業は、長大橋の維持管理事業を、官民で連携、

ＰＰＰで行うということで、あまり例がないと

いうことでございます。 

 ＰＦＩで行いますけども、そちらのメリット

でございますけども、従来マネジメント、点検、

それぞれ別々で点検工事別々で出しておりまし

たが、これを一括で発注するということでござ

います。 

 民間事業者の有する知見とか、ノウハウを活

用し、維持管理水準を向上できるということを

期待してございます。 

 さらに、業務間の連携ということを図ります

ので、業務の効率化ということでコスト縮減が

図れるというふうに考えてございます。 

 さらには、一括で発注するということで、適

時早期のメンテナンスということを期待するこ

とが、メリットというふうにしてございます。 
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 コスト縮減に当たって、お幾らぐらいかとい

うご質問でございます。こちらは、昨年度での

試算でございますけども、ＶＦＭという指標が

ございます。それで試算しますと、約1.2％とい

う試算でございます。1.2％程度の削減が図れる

ということで、その額が約3,700万円というふう

になってございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。 

 改めて、確認をさせていただきました。例え

ばですね、今回これは長大橋維持管理事業です

が、先ほどご説明いただいたとおり、マネジメ

ントや補修、修繕、工事など、一式をまとめて

発注し、メリットが大きいならば、ほかの例え

ばですね、これにかかわらず、ほかの事業でも

こういったものが対応できれば、官民連携を活

用した発注という可能性も、これで、順調にい

けば、ほかの同じような事業でも、これを活用

するという可能性が、今後、県の土木部として

考えられるのかも、合わせて教えてください。 

【田﨑道路維持課長】 今回、長大橋ということ

で、第一期事業、今、支間長200メートル以上は

7橋ございます。7橋のうち、今回は2橋というこ

との取組、主に修繕を行うのは2橋ということで

ございます。 

 こちらは、モニタリングを行いながら、こち

らの方のうまく回るかどうかというのを確認し

ながら、次期の計画ということにつなげていき

たいというふうに考えておりまして、全体の方

の分につきましては、今後の課題ということで

ございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。 

 官民連携、メリットも確認いたしました。 

 一方で、デメリットも出てくるんでしょうが、

こういったものがですね、契約相手、企業体に

とっても非常に効率がいいものであればですね、

継続して発注をしていただければと思います。 

 最後にですね、もう一点、第79号議案につい

ても、この際、質問をさせていただきます。 

 先ほど、長崎県土地開発公社の解散について

ご説明ありました。解散までの経緯等々ですね、

ご説明がありました。私もなかなか知り得てな

かったのがですね、ちょっと申し訳ない限りだ

ったんですが、こういったのが経過としてあっ

たんだということを、改めて確認をいたしまし

たが、その中で16ページにあるんですが、改め

てですね、確認をいたします。 

 今後の対応ということでありますが、ここが

非常に大事かと考えております。職員の処遇、

どれくらいで、今後どうなるのかということと、

解散後の残余財産がどれくらいあって、解散後

は県に帰属すると書いてありますが、そこにつ

いてもう少し詳しくご説明ください。 

【牛島用地課長】 公社の職員についてでござい

ますけれども、解散時の職員は、正職員が3名、

あと嘱託職員等は7名、計10名になります。 

 解散後は、今の給与等の処遇をそのまま維持

したところで、住宅供給公社及び道路公社の方

に転籍していただくと、今のところしておりま

す。 

 二つ目の県に帰属する残余財産でございます

けれども、残余財産としましては、時津の10工

区に土地を貸しているところがあります。その

土地などの土地の部分と、大波止ビル、建物を

区分所有で持っていますので、その所有権の部

分。それと、現金の方が残りますので、そこが

約50億円ほどですね、残余財産として県の方に

入ってくるような形になります。 

 土地につきましては、時津の10工区、今、貸

しているところが7筆あるんですけれども、そこ

は、今後もちょっと継続して、しばらく借りた
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いということがありますので、継続して県に移

ってきても、貸すような形を考えております。 

 あと、佐世保の方に瀬戸越の団地、かなり前

なんですけれども、団地造成をしていたところ

の通路部分、道路になるんですけれども、そこ

が7筆ほど残っております。そこについては、今、

公社の方で処分するような形で関係者と協議の

方を行っております。 

 大波止ビルにつきましては、現在公社以外の

ところも、6社ほど民間等に貸付けがありますの

で、そこも継続して、帰属した後については、

貸付けを行うように考えております。 

 現金の方はですね、先ほど申したような形で、

50億円ほどの帰属があると、今のところ考えて

おります。 

【宮本委員】 ありがとうございました。ご説明

ありがとうございます。確認ですけど、時津の

リース地は、今、公社が民間企業に貸し付けて

いると。 

 もう一つ、大波止ビルも、今、公社が民間に

貸し付けているということは、今後、公社が解

散すれば、その貸付料というのは、県に入って

てくるという理解でいいのか。それが、ちなみ

にどのぐらいあるかというのが分かれば、教え

ていただければと思います。 

【牛島用地課長】 時津の10工区につきましては、

今現在ＮＢＣハウジングがあるところですね。

そこに貸付けを、公社の方がしております。 

 収入の方がですね、年間約1,600万円ほどあり

ますので、そこは、しばらく県の方に移りまし

ても、継続して貸付けをしようと考えておりま

す。 

 大波止ビルにつきましては、今現在公社が使

っている以外のところ、6社ほど民間等に貸して

おりますので、そちらの方もですね、現在使用

をされていますので、継続して貸付けを行うよ

うにしております。そちらの方はですね、昨年

度末の収入で約1,100万円ほど、収入が、貸付け

の方はあっております。 

【山村委員長】ほかにありませんか。 

【田中委員】 私も宮本委員の後ばかりで申し訳

ないけれどもね、長大橋の維持管理事業につい

てちょっとお聞きしたいと思っています。一番

関心があるというか、西海橋なんですけどね、

西海橋、もう71年たつんですね。昭和30年だっ

たと思う、私の記憶ではね。私が小学校5年生ぐ

らいのときに西海橋ができて、びっくりした記

憶があるんですけれども、びっくりした。 

 これで、一つ聞きたいのは、西海橋に限って

質問するんですが、一番古いんですね、71年。

新しいのは鷹島肥前大橋で15年ぐらいたってい

るわけですね。この西海橋に関して、五、六年

前からね、独自で補修をずっとやってもらって

いたような記憶がするんだけどもね。何年から

始まって何年ぐらい予算、工事を実行してきた

のかについて、まず、お聞きします。西海橋。 

【田﨑道路維持課長】 申し訳ございません。詳

細の資料を、今、持たないので、後からご説明

いたしますけども、今、西海橋はですね、橋梁

の補修ということで、塗装の塗り替えを行って

ございます。 

 その工事は、もう数年前から行っておりまし

て、まだ継続して行う予定でございます。 

 鉄の橋なので、塗り替えは、何十年かに1回行

っておりまして、今回は初めての塗り替えでは

なくて、過去も2回行っていて、継続的に行って

いるということでございます。 

【田中委員】 私のこの記憶で、正確でないかも

分からんけども、維持に20億円以上かかるんで

すよと、西海橋の、そういう話を過去聞いたこ
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とがある、20億円以上。それで毎年1億円、2億

円の予算でやってきたような記憶があるんだけ

ども。基本的にこれと別なのかどうか、この長

大橋の管理の西海橋は。別枠でずっと引き続き

やるのか、いや、この中にも取り組んでやるん

ですよということなのかについて、ちょっとお

聞きします。 

【田﨑道路維持課長】 基本的には、今までやっ

てきている塗装工事ですね、塗り替え工事等を

入れ込んで、この事業でやっていく予定になっ

てございます。 

【田中委員】 これは考え方なんですけれどもね、

西海橋を長く持たせる。長く持たせるためには

ね、あそこ大型が多いんですよ。特に、福岡方

面からの202号を通ったね。西海橋が多いんだけ

ども、残念ながら、この新しい西海橋を使わな

い。従来の202号西海橋をずっと使ってる。なぜ

だろうかなと。やっぱり料金ですよ。こっちは

ただ、こっちは幾らなのかな、普通車200円ぐら

いだけどもね。 

 だから、この長寿命化というか、今の西海橋

を長もちさせるには、やっぱり新西海橋に車を

動かさなきゃいかん。それには、私がずっと持

論として言っている、もうそろそろ無料化しな

ければ、ずっともう新西海橋は、立派な西海橋

が使わんで、下の西海橋ばっかり、やっぱりた

だなんですよ。ただがやっぱりいいみたい。 

 だから、これは考えて、どっちが得するのか

ね。この古い西海橋を長もちさせるためには、

大型車等々の車両を、やっぱり新しい西海橋せ

っかくできているんだから、二つ並んでいって

いるんですよ。佐世保の方から長崎に向かって

いうとね、並んで、珍しい形なんだけどね。旧

西海橋、新しい新西海橋、新西海橋を車が通る

ようにね、やることが、一つの昔の西海橋を長

もちさせる。私は素人はそう思う。 

 そのためにはね、ささやかに200円、300円取

ることを辞めて、あそこは無料化すべき。なぜ

ならば、小迎から先はただなんだからね。橋の

ところだけ有料なんだから、ぜひ検討をお願い

したいということで、ちょっと答弁をお願いし

ます。 

【平道路建設課長】 西海橋に関する意見でござ

いますけれども、後ほど説明をいたします、長

崎県内有料道路のあり方検討委員会で、県内の

有料道路の今後のあり方について検討すること

といたしております。 

 ただいまいただいたご意見につきましても、

その委員会の中で審議を行っていきたいと考え

ております。 

【田中委員】 最後にしますが、この7橋ね、対

象の7橋もちろんこれは古い西海橋だから、無料

ですけれどもね。有料の橋はないんでしょう、

大島、伊王島、若松、生月、平戸、鷹島、無料

でしょう。どうですかね。ちょっと参考までに

聞かせてください。 

【田﨑道路維持課長】 今回の7橋はですね、全

て無料区間でございまして、県が管理している

道路でございます。 

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はないようですので、これをもっ

て質疑を終了いたします。 

 次に、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 討論がないようですので、これ

をもって討論を終了いたします。 

 議案に対する質疑・討論が終了しましたので、
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採決を行います。 

 第77号議案ないし第79号議案については、原

案のとおり可決することに、ご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案は、原案のとおり、それぞれ可

決すべきものと決定されました。 

 次に、提出のあった政策等決定過程の透明性

等の確保などに関する資料及び政府施策に関す

る提案・要望の実施結果について説明を求めま

す。 

【松尾監理課長】 政策等決定過程の透明性の確

保及び県議会議員との協議等の拡充に関する決

議に基づき、本委員会に提出いたしました土木

部関係の資料についてご説明いたします。 

 提出しております内容は、補助金内示一覧表、

1,000万円以上の契約状況一覧表、陳情・要望に

対する対応状況、附属機関等会議結果報告とな

っております。 

 なお、今回の報告対象期間は、令和8年3月か

ら5月までに実施したものでございます。 

 初めに、2ページをご覧ください。 

 県が箇所づけを行って実施する個別事業に関

し、市町等に対し、内示を行った補助金につい

て記載しております。 

 次に、5ページをご覧ください。 

 1,000万円以上の契約状況について、建設工事、

建設工事関連の委託、その他の三つに区分し、

それぞれ契約状況一覧表から入札結果一覧表の

順に添付しております。 

 次に、471ページをご覧ください。 

 知事及び部局長等に対する陳情・要望のうち、

県議会議長宛てにも同様の要望が行われたもの

についての県の対応状況を記載しております。 

 最後に、480ページから481ページまで、附属

機関等の会議結果を記載しております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。ご

審議のほど、よろしくお願いいたします。 

【金子建設企画課長】 6月中旬に実施いたしま

した令和9年度政府施策に関する提案・要望につ

いて、土木部関係の要望結果をご説明いたしま

す。 

 土木部関係におきましては、強靱な県土づく

り、西九州自動車道の整備促進、地方創生を支

える高規格道等の整備促進など、6項目の最重点

項目について、内閣府の牧野国土強靱化担当大

臣、国土交通省の加藤国土交通大臣政務官ほか

4名に対し、知事、副議長、土木部長により要望

を実施いたしました。 

 このうち、強靱な県土づくりの項目において

は、今年度から始まった第一次国土強靱化実施

中期計画に基づき、その実現に必要な予算、財

源を、資材価格や人件費の高騰などを適切に反

映させた上で、通常予算とは別枠で満額確保す

ることについて強く要望を行いました。 

 これに対し、牧野国土強靱化担当大臣からは、

人件費高騰などの要望項目も含めて、5年間での

全体額を決めており、前回の計画を上回る20兆

円強としているので、国としても、国土強靱化

を加速していく考えであるとのご意見をいただ

きました。 

 このほか、まちづくり事業の推進など、6項目

の重点項目も含めて、国土交通省67名に対し、

土木部長、道路建設課長ほか7名により要望を行

いました。 

 以上が、土木部関係の要望結果でありますが、

今回の政府施策に関する提案・要望の実現に向

け、引き続き必要な取組を行ってまいります。 

 以上で、報告を終わります。 
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【山村委員長】 次に、都市政策課長より、補足

説明を求めます。 

【真鳥都市政策課長】 旭大橋下周辺の道路区域

の利活用について、補足してご説明いたします。 

 観光生活建設委員会補足説明資料3ページを

お開きください。 

 旭大橋下周辺の道路区域、面積約6,300平方メ

ートルについては、現在、道路法に基づく道路

占用許可により、駅周辺への来訪者が利用する

民間駐車場として有効活用しております。 

 当該地は、長崎市の中心部に位置し、長崎駅

に隣接していることから、新幹線の開業や駅周

辺の整備が進んだことで、さらなる有効活用が

可能な場所と考えており、道路区域という法的

制約を踏まえた上で、どのような活用ができる

のか、民間事業者の意見を幅広く聞くために、

サウンディング型市場調査を実施いたしました。 

 民間事業者からの提案条件として、①の通常

の占用許可、②の歩行者利便増進道路、通称ほ

こみち制度を活用した道路占用の2ケースで募

集し、2月の説明会には15社の出席がありました。 

 その後、4月27日を期限に提案を受付け、5月

にヒアリングを実施し、1件の提案と2件の意見

の提出がありました。 

 補足説明資料の4ページをお開きください。 

 今回の提案の条件の一つであります、ほこみ

ち制度についてご説明させていただきます。 

 この制度では、歩行者の利便増進に資する施

設として、ベンチや食事施設などが定められて

おります。 

 なお、駐車場は含まれておりません。また、

歩行者の利便増進に資する施設の設置に合わせ

て、道路の維持管理への協力などを行う場合は、

占用料の90％が減額されるという制度になって

おります。 

 補足説明資料の5ページをお開きください。 

 調査結果については、提案者のノウハウが含

まれますので、承諾を得られた内容に限ります

が、ご説明いたします。 

 提案は、県内の水産関係団体より、1件ござい

ました。 

 内容は、ほこみち制度で、物販施設、飲食施

設、緑地などを、合わせて通常の占用利用で駐

車場を設置し、物販や飲食を通して、県民や観

光客を対象に、県産品を広くＰＲするとともに、

緑地や休憩施設などにより、にぎわいを創出す

るという内容です。 

 その他の意見は2件あり、1件目が、駅西側の

公共交通機関の充実や、東側からの動線の確立

などが必要。2件目が、イベント利用のための広

場や自動運転の実証実験の拠点としての利活用

が考えられるのではないかという内容でござい

ました。 

 調査結果については、公表することとしてお

り、引き続き実現化の可能性について検証する

など、旭大橋下周辺の道路区域の利活用につい

て検討を進めてまいります。 

 以上で、補足説明を終わります。ご審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

【山村委員長】 次に、道路建設課長より、補足

説明を求めます。 

【平道路建設課長】 課長補足説明資料6ページ

をご覧ください。 

 今月策定しました長崎県の道づくり基本方針

の概要についてご説明いたします。 

 本県における道路行政の基本方針や取り組む

べき施策を定めた長崎県の道づくり基本方針に

ついては、5年ごとに見直しを行っており、昨年

度策定された長崎県総合計画を踏まえた内容と

なっております。 
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 本県を取り巻く厳しい社会情勢に加え、近年

の激甚化、頻発化する自然災害などの課題の克

服に向けて、長崎の誇りと希望を力に、みんな

で夢あふれる未来を拓く道づくりに取り組むた

め、基本方針としましては、これまでと同様に、

一つ目は、力強い産業の育成や交流人口の拡大

等による地域活性化を図るとともに、強靱な県

土づくりを進めていくため、人流、物流を支え

る道路ネットワークである高規格道路を重点的

に整備することとしております。 

 二つ目としまして、安全・安心で持続可能な

魅力ある地域づくりを目指し、局所的な改良や

交通安全対策、長寿命化のための戦略的なメン

テナンスなど、県民生活に密着した道路の整備、

維持管理を計画的に推進することとしておりま

す。 

 また、テーマ別の取組方針として、下段に示

す5項目を設定しております。 

 主な内容についてご説明いたします。 

 7ページをご覧ください。 

 なお、この資料における下線部は、今回の改

訂で変更になった点を示しております。 

 1、地域の活力と交流を生み出す道づくりとし

まして、人流、物流を支える高規格道路ネット

ワークの構築に向けて、西九州自動車道をはじ

め、島原道路や西彼杵道路など整備を推進して

まいります。 

 このほか、右側に示すとおり、従前のバイパ

ス整備や道路拡幅に加え、今年度から幅員不足

線形不良等の道路に対して、待避所や局所改良

を行うなどの1.5車線的整備に取り組みます。 

 また、交通結節機能の強化としまして、長崎

駅前のバスターミナルの再整備に取り組みます。 

 8ページをご覧ください。 

 2、次世代へつなぐ道路の戦略的なメンテナン

スとしまして、維持管理計画に基づき、適切な

維持管理を実施するとともに、道路橋や横断歩

道橋などの撤去や集約化を計画的に推進します。

特に、長大橋については、今年度から官民連携

により、維持管理の効率化、高度化を推進しま

す。 

 3、災害から県民の命と暮らしを守る強靱な県

土づくりとしまして、令和6年能登半島地震の教

訓を踏まえた半島振興法の改正を受け、高規格

道路のミッシングリンクの解消や幹線道路の整

備によるダブルネットワーク化を進めることで、

半島防災を推進するとともに、斜面対策や無電

柱化などによる防災機能の強化を図ります。 

 9ページをご覧ください。 

 4、持続可能な社会を支える道づくりとしまし

て、広域的な幹線道路を中心としたネットワー

クの構築により、移動時間を短縮し、医療、商

業等の生活サービスを提供できる圏域を拡大す

ることで、人口減少社会に対応します。 

 このほか、脱炭素社会の実現と生物多様性の

取組を推進します。 

 10ページをご覧ください。 

 5、地域の魅力と暮らしを支える道づくりとし

まして、ほこみち制度を活用した地域のにぎわ

いと魅力の創出に取り組むとともに、通学路等

の安全・安心な歩行環境の整備を進めます。 

 このほか、ナショナルサイクルルート指定に

向けた取組として、サイクルツーリズムの推進

を図ります。 

 以上で、長崎県の道づくり基本方針の内容に

ついてのご説明を終わります。 

 続きまして、課長補足説明資料11ページをご

覧ください。 

 長崎県内有料道路のあり方検討委員会につい

てご説明いたします。 
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 県内の有料道路について、有料道路の現状と

課題や社会情勢の変化を踏まえ、持続可能な道

路のあり方について、専門的、客観的な見地か

ら意見を聴取することを目的として委員会を設

置し、今月の4日に第1回委員会を開催いたしま

した。 

 委員会のメンバーは、工学や経済の学識経験

者2名及び地域経済に精通した有識者3名の合計

5名で構成しており、委員長は、長崎大学の中村

教授にご就任いただいております。 

 また、次回からアドバイザーとして、国やＮ

ＥＸＣＯに参加していただく予定としておりま

す。 

 今回の委員会では、有料道路制度、県内の有

料道路の概況、道路に関する話題及び今後の予

定について議論いたしました。 

 委員会資料は、県のホームページで公表して

おりますが、本委員会では、主な内容について

ご説明いたします。 

 12ページをご覧ください。 

 長崎県道路公社が運営・管理を行っている4路

線を示しております。料金徴収期間の満了を迎

える順に、川平有料道路、西海パールライン有

料道路、ながさき出島道路、ながさき女神大橋

道路となっております。 

 13ページをご覧ください。 

 高速道路については、老朽化対策や国土強靱

化などの追加事業に係る財源を確保するため、

令和5年に法改正が行われており、最長で、令和

97年まで追加事業ごとに延長できるようになり

ました。 

 14ページをご覧ください。 

 高速道路における追加事業として、老朽化や

国土強靱化等に対応した迅速かつ計画的な更新

進化事業が進められています。 

 更新事業は、民営化時点で見込まれていなか

った構造物の更新が対象であり、老朽化に伴う

橋梁の架け替え工事などが対象となっておりま

す。 

 また、進化事業としては、暫定2車線区間の4

車線化や、橋梁の耐震補強工事などが対象とな

っております。 

 15ページをご覧ください。 

 国においては、これまでも国土強靱化の取組

が進められてきましたが、その取組を切れ目な

く推進するため、昨年6月に、第一次国土強靱化

実施中期計画が策定され、先ほどの高速道路の

取組と同様に、高規格道路の暫定2車線区間の4

車線化や、道路橋梁等の耐震機能強化が、主な

施策として挙げられています。 

 16ページをご覧ください。 

 今回の委員会では、委員から各路線の収支状

況や維持管理にかかる費用、橋梁の耐震化の状

況などに関する活発な議論が行われました。 

 次回の委員会では、県内有料道路の更新、進

化事業の必要性について検討する予定としてお

ります。 

 以上で、長崎県内有料道路のあり方検討委員

会の内容について説明を終わります。ご審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

【山村委員長】 次に、建築課長より、補足説明

を求めます。 

【波江野建築課長】 長崎県耐震改修促進計画の

改訂について、補足説明をいたします。 

 課長補足説明資料の17ページをご覧ください。 

 本計画は、県内の建築物の耐震診断、改修を

計画的に進めるため、建築物の耐震改修の促進

に関する法律に基づき策定したものです。この

たび、令和7年7月に、国の基本方針が改正され

たことを受け、耐震化率の目標の見直しを含む
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改訂を行いましたので、ご報告いたします。 

 改訂に当たっては、昨年11月議会の本委員会

において、改訂案の概要を説明後、令和8年1月

5日から2月4日までの間、改訂案に対するパブリ

ックコメントを実施しました。 

 回答の内容については、主に、次の3点となっ

ております。 

 1点目は、耐震化率の目標の見直しとして、住

宅は95％、多数の者が利用する建築物は97％と

しました。 

 なお、多数の者が利用する建築物とは、耐震

改修促進法において、耐震化の努力義務が課せ

られる建築物をいい、1,000平米以上の小・中学

校等が該当となります。 

 また、耐震診断義務付け対象建築物のうち、

3,000平米以上の小・中学校等が該当する要緊急

安全確認大規模建築物は、目標を95％、市町な

どの防災拠点建築物である要安全確認計画記載

建築物は、目標を90％としております。 

 2点目は、耐震診断を義務付ける防災拠点建築

物の追加指定として、市町の意向を踏まえ、防

災拠点となる建築物の12施設を耐震診断義務付

け対象に追加指定いたしました。 

 3点目は、計画期間の延長として、終期を令和

8年3月末から令和13年3月末まで延長いたしま

した。 

 今後も、本計画を基に、地震発生時の被害軽

減を目指し、建築物の耐震化に取り組んでまい

ります。 

 以上で説明を終わります。 

【山村委員長】 以上で、説明が終わりました。 

 次に、陳情審査を行います。 

 事前に配付しております陳情書一覧表のとお

り、陳情書の送付を受けておりますので、ご覧

願います。 

 審査対象の陳情番号10番、11番、16番です。

陳情について何かご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 質問はないようですので、陳情

につきましては、承っておくことといたします。 

 次に、議案外所管事務の一般に関する質問を

行います。 

 まず、政策等決定過程の透明性の確保などに

関する資料について質問ありませんか。 

【宮本委員】 それでは、政策等決議資料の中か

ら質問をさせていただきます。 

 4ページになります。補助金内示一覧表の間接

補助金です。その中で、長崎空き家ｄｅミライ

創出事業補助金です。近年、空き家が多くて、

様々、私も相談をいただきます。こういった補

助金を使うことによって、少しでも空き家が活

用できているのかという観点から質問いたしま

す。 

 3月の概要説明の中でもあったかもしれませ

んが、改めて、そもそもこれの間接補助対象者

が空家等管理活用支援法人となっております。

それぞれ市が書いてあるんですが、これはこの

法人が長崎県内にどの程度あるのか、まずは教

えてください。 

【野口住宅課長】 空家等管理活用支援法人の県

内の指定数というご質問でございますが、現時

点で県内15団体ございます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。15団体で、

これは、ここに内示額とそれぞれ書いてあるん

ですが、この法人の方々がこの補助金を使うこ

とによって、空き家の活用率、県内にどのくら

い空き家があって、どのくらい活用できている

かという数字が分かればなんですが、空き家が

どれくらいあるのか分からなければ、不明であ

れば活用率などについて、ちょっと教えてくだ
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さい。 

【野口住宅課長】 県内のまず、空き家の数でご

ざいますけれども、令和5年の住宅土地統計調査

に基づく推計ということになるのでございます

けれども、長崎県内では、ざっくり言いますと、

65万戸住宅がありまして、そのうちの11万3000

戸がいわゆる空き家というような整理になって

ございます。 

 ただ、その中には、当然ながら、いわゆる賃

貸の空き家も含まれますし、別荘のような2次利

用の空き家も含まれますし、果たして、いわゆ

る何も目的のない空き家が何件あるかという、

実は正確な数字というのは統計上ございません。 

 ただ、空き家の数が多いというのは、全国的

にも言われているものですから、国も今回の、

委員ご指摘の、空家法に基づく空家等管理活用

支援法人の創設だとか、そういったところが施

策として打ち出されているものと考えてござい

ます。 

 私どもは、先ほど15団体とお答えしましたけ

れども、この資料にございます間接補助金を使

って、どのような取組の中で数字を上げている

かというご質問でございましたけれども、令和

6年度から令和7年度にかけての実績といいまし

ょうか、相談実績ということで、2か年で315件、

空家等管理活用支援法人にご相談いただいてい

るところでございます。実績の数字としまして

は、そういった数字になります。 

【宮本委員】 ありがとうございました。令和5

年度の数字になります。正確に把握をしていた

だいてもいいのかなというのは、ちょっと感想

としてあります。 

 なかなか進まないというのが現状なんでしょ

うが、こういった補助金を使うことによって、

もっと活用に資していただきたいということを

要望いたします。 

 併せて、この内示額ですけど、これは、そこ

に事業概要と書いてありますが、運営費、改修

費と書いてあります。そう高くない金額ではあ

るんですけど、これを、主に法人の方の運営費

なのか、その改修費の方なのか、市によっても

違うんでしょうけど、割合とか、改修費だった

ら、あまり高くないかなという気もするんです

が、その点について詳しく教えてください。 

【野口住宅課長】 補助金の内訳ということでご

ざいますが、こちらの補助金は、法人に対する

運営費、その辺ソフト事業と我々称しておりま

すが、そちらの分とあとハード事業、そちらは

改修に要する費用ということで計上しておりま

すが、ほぼソフト事業、いわゆる運営費に関す

る補助金になってございます。 

 これはそれぞれの団体が活動するに当たって

例えば必要な場所をお借りしていたそのお家賃

だとか、あるいはそれに伴ってお仕事をされる

方の人件費だとか、通信費だとか、その移動す

るためのガソリン代だとか、そういったものが

対象となっていて、実際のところもこういった、

団体が活動するための費用が、もうほぼ全てと

言っていい状態でございます。確かに改修費に

つきましては、もともと空き家というものは、

個人の持ち物でございますので、そちらにあま

り大きなお金というのは、公共でなかなか補助

しづらい側面もございますから、あくまでも一

定、何らかの公共性、要は、そこが子育て世帯

に対する住宅になるだとか、そういった一定の

定めた要件がございますので、そういった要件

に合致する改修をされる方に対して、補助をし

ているような状況でございます。ただ、繰り返

しになりますが、件数はまだ多うございません。

そういう状況でございます。 
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【宮本委員】 ありがとうございます。ソフト事

業で主に使われているということですので、よ

りよくこの支援法人の方々が、どういった活用

しているというか、どういった仕事をしている

というのは、つぶさに検討して、確認をしてい

ただきたいと思いますし、改修費は別なんです

ね。だから個人がやらないといけないというこ

とになると、やはりなかなか空き家というのは

進まないんだなというのを思いますが、この支

援法人の方々に対してもですね、県としてもど

ういった仕事をしているという確認と、監査と

いうかしっかりと連携を取っていただきたいと

いうことを、併せて要望させていただきます。 

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 次に、政府施策に関する提案・

要望の実施結果についてご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ほかにないようですので、時間

も来ましたので、土木部関係の審査の途中です

が、午前中の審査はこれにてとどめ、午後は、

1時30分から再開し、引き続き土木部関係の審査

を行います。 

 しばらく休憩いたします。 
 

― 午前１１時４４分 休憩 ― 

― 午後 １時３０分 再開 ― 
 

【山村委員長】 委員会を再開いたします。 

 午前中に引き続き、土木部の審査を行います。 

 議案外所管事務一般について、ご質問ありま

せんか。 

【小林委員】 実は私の質問はですね、今日、午

前中の田中愛国委員の後ぐらいに質問をしなけ

ればいけない、実は分科会の論議であります。

私が少し勘違いをして、委員会と分科会をです

ね、ちょっと間違ってしまったものですから、

議案外で、公共事業についての質問をいたした

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

公共事業の予算でありますけどもですね、令和

8年度の、いわゆる国の当初予算は、本県の総額

においてはですね、どれぐらいの程度の予算に

なっているのか、どのくらいが長崎県内に配分

されているのか、まずお尋ねをしたいと思いま

す。 

【松尾監理課長】1つの参考となりますが、国が

公表しております市町の事業費を含めた、令和

8年度当初予算の内示額といたしましては約692

億円であり、昨年度から約23億円の増となって

おります。 

【小林委員】監理課長からですね、692億円の内

示、昨年度から23億の増と、こういうことで間

違いないですね。それでは、県の公共事業の予

算として、国にどれくらいのいわゆるこの要望

をして、どれくらいの内示がついたのか、この

点についてお尋ねをします。 

【松尾監理課長】県の公共事業においては約741

億円の要望を行いまして、約477億円の内示があ

っている状況でございます。 

【小林委員】これは昨年と比べたときにですね、

新幹線の事業を除いて、どれくらいの増になっ

てますか。 

【松尾監理課長】令和7年度の新幹線事業を除く

当初の内示額といたしましては約472億円とな

っており、比較いたしますと約5億円の増となり

ます。 

【小林委員】先ほども若干議論があってました

が、昨年度の、経済対策補正予算も含めた15ヶ

月予算、15ヶ月予算としては十分な予算を確保

してますか、どうですか、お尋ねします。 

【松尾監理課長】令和8年度の当初予算の内示額
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は約477億円、令和7年度の経済対策補正予算の

内示額は約283億円。この2つを合わせた、いわ

ゆる令和8年度の15ヶ月予算としては約760億円

となっております。令和7年度の15ヶ月予算が約

723億円となっており、比較いたしますと、約37

億円の増となっており、例年以上の予算が確保

できたものと考えております。 

【小林委員】 今3つの質問をいたしました。一

番最初がですね23億、それから次は5億、それで

15ヶ月予算で37億と。これだけのですね、いわ

ゆるプラスを出していて、午前中の田中愛国委

員の質問に対して、これが全部赤字、マイナス

になってると。何でマイナスになるのかと、国

の内示額とか昨年度に比べて、いわゆるこの金

額はですね、少なかったというならばまだしも

ですね、今言うように23億、5億、あるいは37億。

これだけがですねプラスになっているわけです

ね。だからそういう公共事業費が、昨年と比べ

たときにこれだけプラスになっていて、何でマ

イナスになっているのかと、これがどうしても

理解ができないということで、この点にわかり

やすいようにですね、説明をしていただきたい

と思います。 

【松尾監理課長】公共事業の予算につきまして

は、例年、当初予算を編成する際には、国の内

示っていうのはまだわかっておりません。その

ために前年度の予算計上額をベースにして、当

初予算を組んでおります。今年度につきまして

は骨格予算であったため、約半分の公共事業予

算を組んでおります。今回6月補正で、国の当初

予算の内示が出ましたのでそれを踏まえて補正

をしておりますので、前年度とですね、計上の

仕方が若干異なっておりますので、6月で比較し

たときにはマイナスになっております。基本的

には昨年度までは要望額を多めに積んでるとい

う形になりますので、今回は要望額自体という

よりも、内示額に合わせつけて、若干減ってい

るように見えるという形になります。 

【小林委員】監理課長の説明が、我々のような、

あまり内容がですね、奥深くこの予算のあり方

とか、どういう計上の仕方とか、わからないも

のにとってはね、いまいちなんかねちょっと説

明が理解ができないところがあるんです。山村

委員長なんかはもうね、プロだから、よくわか

ってると思いますが、質問している本人がわか

らないという状況でありますが、委員長ちょっ

と休憩してもらってもう1回ちょっとその辺の

ところを、委員長からも説明してもらってもい

いと思うけど、ちょっとね、お願いできますか。 

【山村委員長】休憩します。 
 

― 午後 １時３７分 休憩 ― 

― 午後 １時３８分 再開 ― 
 

【山村委員長】再開します。 

【小林委員】すいませんこれは、あんまり前例

がないけど、委員長に答えてもらうというのも

ね、ちょっといかがなものかと思ったんだけど

もね。監理課長を決して、軽く見たわけではあ

りません。ただ委員長の出番が少ないから、ち

ょっと機会を作って、こういうチャンスをね、

与えてるという理解をしてください。しかし、

今もちょっと説明をいただいたけどもですね、

100％わかったかといえば、イエスと言い切れな

いです。だからまた後でですね、時間をいただ

いて、また皆さんにお尋ねをしたいとこう思っ

てますが、順調にですね、推移してるというこ

とだけはですね、間違いがないんじゃないかと、

かように思っておりますから、このような理解

の仕方をしておきたいと思います。 

次の質問ですが、少し話が大きくなって申し訳
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ないけども、高市総理がですね、2月の施政方針

演説、あるいは先だっての5月25日でしたか。経

済財政諮問会議等々においてですね、これから

のいわゆる国の予算はいわゆる補正予算ありき

という形じゃなくして、もう当初予算でですね、

すべて賄うと、こういう意味のことをですね、

いわゆる発言をされていると思うわけでありま

す。こういうようなことで、我々長崎県にとっ

てはですね、補正予算というのは非常にある意

味ではですね、大きな大きな味方であったわけ

ですが、これがなくなって、当初予算だけでで

すね、これから1年間をですね、要するに見通し

ていかなければいけないと、こういうことにな

ったかと思うんですが、一体高市総理が、補正

予算をなくして、そしてね、当初予算だけでい

くんだと、その目的は一体何なのか、この辺に

ついてお答えをいただきたいと思います。 

【金子建設企画課長】そもそも補正予算といい

ますのは、本来ですね、災害対応などの不測の

事態に機動的に対応するために編成されるもの

でありまして、毎年度確約されているものでは

なく、実施時期や規模についても、事前に見通

すことが難しいという性質がございます。この

ためですね、必要な予算を補正予算ではなく、

当初予算で安定的に、措置することで、自治体

や事業者がですね、先を見通せる姿に転換し、

計画的な事業実施や設備投資ができるようにす

ると、高市総理はこれを予見可能性という言葉

で表現してるんですけども。この予見可能性を

確保することが目的の1つとされているという

ところでございます。 

【小林委員】そうするとね、これはもう全国も

含めて本県もそうだと思うけども、やっぱり補

正予算でですね、またね、一定の予算を確保で

きるという意味ではなかなか無視できない補正

予算であったと思うんです。想像いたしますと

ね、これをやっぱり先を見通してというような

ことになるけども、本県としては、この高市総

理の補正予算をなくして、当初予算で行くぞと、

こういうことをどういうふうに受けとめており

ますか、お尋ねをします。 

【金子建設企画課長】県といたしましても、高

市総理が示されている当初予算化の意義や利点

についてはですね、十分理解できるものである

と認識しているところでございます。一方です

ね、本県にとっては、国土強靱化関係予算が例

年12月から1月ごろに補正予算として配分され

ることによってですね、当初予算には見られな

い2つの利点があるものと考えているところで

ございます。まず1つ目が、この時期に補正予算

が配分されることで、年度当初のですね、4月か

ら6月の閑散期における工事量が補われると。地

域建設業の経営安定や担い手の確保に繋がる施

行時期の平準化に大きく寄与すること、これが

挙げられます。2つ目が、補正予算は当初予算に

比べて交付税措置が有利でありまして、同じ事

業であっても、県の実負担が少なくなることが

挙げられます。以上2つのような補正予算の利点

があるのではないかと認識しているところでご

ざいます。 

【小林委員】金子課長がおっしゃったことは、

補正予算のプラス面を言ったんだよね。私はど

う受け止めているかということについては、当

初予算ですべて賄うということになってはどう

なのかという意味合いのことを聞いてるわけだ

けども、補正予算の、ありがたいバックアップ、

こういうことについてのプラス面をあなたはお

答えになったと思うんです。 

当初予算にした場合ですよ、今もお話がありま

したようにですね、まずこの平準化の問題。大
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体当初予算は当然4月に、予算がつきますね。そ

こから発注を考えれば、当然4月5月6月、今まで

もかつてそうでしたけども、ここはいわゆる端

境期ということで、ここにね、仕事が実は発注

できないと、どうしてもね3ヶ月ぐらいですね、

仕事がないと。こういうような状況で、いわゆ

る平準化をですね、ちゃんとキープできとった

わけね、補正予算の場合は。しかし今そういっ

て、4月に予算がついて、5月、6月までやっぱり

準備をして発注をするというようなことになっ

てくれば、4月、5月、6月に仕事がなくなるとい

うこの端境期という言葉がですね、もう最近聞

くことがなくなっていたけども、いわゆる平準

化をやっぱりこれは何か壊すやり方ということ

で、当初予算だけでですね、やった場合にはこ

ういう弊害が出てくるんじゃないかと、こう思

うわけですね。 

それからね、第2点目においては、先ほどもご指

摘があっておりましたが、いわゆる補正予算だ

ったら、県の実質の負担金、実負担金が少なく

て済むんだと、当初予算だったらこれがちょっ

と増えるんだと、こういう話をされました。こ

の2点の、私が当初予算における問題点、ここに

ついてどのようにお考えかお尋ねをしたいと思

います。 

【金子建設企画課長】まず施工時期の平準化に

ついてですけども、もし仮に、すべてが当初予

算になった場合に、先ほど委員ご指摘のような

問題点があるというふうに我々は考えておりま

す。そうした場合にはですね、例えば債務負担

行為を今まで以上に活用するでありますとか、

繰越についても計画的、戦略的な繰り越しとい

うのを、する必要があるのではないかというふ

うに考えております。予算の県負担については

ですね、これはもうちょっと県ではどうしよう

もないことですので、こういう県の実情をです

ね、今後国に対してですしっかり訴えることが

まず重要であるというふうに考えております。 

【小林委員】3ヶ月のやっぱり仕事がなくなると。

これはもうまさに、致し方ないことで、また元

に戻るようなことで、平準化平準化とあなたも

声を大にしてね、立場上おっしゃってたんだよ。

非常にありがたいというようなことであったわ

けだ。ところが、もう現実にそういうことがさ

っき指摘したように、4月、5月、6月、この辺の

ですね、仕事がなくなると、端境期を迎えると、

こういうことについてはよほど国の方に、ご理

解をいただかなければいかんということで、そ

こを今ね、ちょっと聞き逃したけども、戦略的

な、こういうやり方を考えているとか、考えな

ければいかんとか、そのようなことをおっしゃ

ったと思うんだけども、そこは大事なことです

から、もう1回ね、ちょっとそこをお願いしたい

と。 

それからですね、やっぱりこの補正については

ですよ。実負担が少なく、当初予算だったら実

負担が大きくなると。これは交付税措置という

形でですね、今まで戻ってくるというような恩

恵、こういうことがあったと思うんですよ。と

ころが、補正予算がなくなると、実負担が実は

ですね、こうやって大きくなると。交付税措置

でですね、措置されることが少なくなる。こう

いうことだろうと思うんです。こういう問題を

ですね、もう少し突っ込んで、やっぱりご答弁

いただきたいと。こういう問題があるのではな

いかと。 

私が言う２点、こういうところについて、戦略

的にどうこうという話は一体何なのかと。ある

いはそうやって3ヶ月の、こういうですね、端境

期を迎えるここのところについてのですね、も
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うやっぱり平準化に慣れてきたわけだ我々は。

いまさらね、前半の3ヶ月に仕事がないと、こう

いうわけにはね、業界の方々がね、納得できな

いというようなことも出てくるんじゃないかと

思うんですね。その点をもう少し明瞭に、お願

いができませんか。 

【金子建設企画課長】施工時期の平準化はです

ね、やはり就労環境とか受注環境を維持する上

で非常に重要であるというふうに考えておりま

す。当然ですね、国に対しても、その平準化の

大切さというのをですね、しっかり訴えていか

なければいけないというふうに考えております。 

万が一当初予算で措置された場合は、先ほど申

しましたけども、2ヵ年3ヵ年にまたがる債務負

担という制度をこれまで以上に活用するであり

ますとか、あとは発注時期を調整というか、ち

ょっと後半に発注する部分とかを計画的にやっ

て、その点、繰越額というのはどうしても出て

くるんですけども、計画的にその発注時期を考

えていくということを、やらなければいけない

というふうに考えております。 

あと県負担についてはですね、これについても、

例えば国土強靱化の予算は特別な別枠の予算で

すので、例えばそれに関しては、交付税措置を

ですね有利になるようにしていただきたいとか、

その点を国に対して、7月下旬にも国土強靱化の

要望に出向きますので、知事が先頭立って要望

に行きますので、その場でしっかり国に対して、

訴えてまいりたいというふうに考えております。 

【小林委員】とりあえずあと時間が来たようで

すから、ちょっともう少し後で土木部長にもお

尋ねしたいと思いますから、また私の順番が来

るまでちょっと待っとってください。以上です。

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。 

【宮本委員】 それでは、議案外について質問を

させていただきます。 

 まずですね、先週の24日から長崎県内では大

雨が発生いたしまして、レベル4の危険警報が発

令となりました。これによって、県内の土砂災

害、例えば道路陥没や、崖崩れや河川の氾濫な

ど、災害が県内でも多数起きていることを報道

でも、そして、また現地でも確認をしておりま

すが、この状況についてソース、人的被害も合

わせてありましたら、教えていただければと思

います。 

【田中砂防課長】 24日の大雨による土砂災害

の発生状況というお話でございますが、24日か

らの大雨によるレベル4、土砂災害危険警報は、

6市5町で発表されております。そのうち、土砂

災害の発生状況としましては、住宅の裏の斜面

などの崖崩れが発生しております。現時点で総

数が9件で、長崎市で5件、佐世保市で3件、諫早

市で1件が発生しております。これに対してです

ね、人的被害、人家被害は確認されておりませ

ん。 

【宮本委員】 ありがとうございます。レベル４

の土砂災害危険警報を6市5町で発令したと。こ

れは道路の陥没などは、通行止めになったりと

かもしているところがあるかもしれませんが、

その状況などが分かれば、教えていただければ

と思います。 

【田﨑道路維持課長】 お答えします。24日から

の大雨で、県内9か所で交通規制を行っておりま

す。 

 内訳は、冠水による通行止めが2か所、土砂災

害による通行止めが、全面通行止めで1か所で、

片側が2か所、倒木による全面通行止めが1か所、

片側通行止めが1か所、雨量規制による通行止め

が2か所ということでございます。 

 そのうち、2か所については、まだ現在も通行
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止めを行っております。行っている箇所につき

ましてはですね、一般県道俵ヶ浦日野線、佐世

保市田の浦町の道路損壊により、全面通行止め

1か所と、平戸のですね、平戸市高越町の事前通

行規制、雨量基準で止めておった箇所につきま

して、山側でですね、山腹の崩壊の危険がある

ということで、現在も止めておるという2か所で、

全面通行止めを行っている状況でございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。河川の

氾濫はたしかなかったという状況で、一応確認

だけさせてください。 

【小川河川課長】 県が管理しております二級河

川についてはですね、氾濫は発生しておりませ

ん。 

【宮本委員】 ありがとうございます。やはり各

地で災害が発生しておりまして、特に人的被害

がなかったことが幸いというふうに考えており

ます。 

 通行止めについては、以前、まだ続いている

ということであります。特に先ほどありました

佐世保市の田の浦につきましては、これ結構時

期的にはかかるようなイメージかと思いますが、

現段階でどのくらいを想定されているのか。今、

県の方も必死で対応されているという状況もち

ょっと聞いておりますけれども、どのくらいを

めどに解除ということになっているのか。分か

れば教えてください。 

【田﨑道路維持課長】 被災した日からですね、

次の日を含めて大規模災害支援協定で、建設業

協会及び地質調査業協会の方々の応援をいただ

きながら、今現在、現地を調査中でございまし

て、まだ、復旧方法につきましては、今、精査

中ということでございますので、復旧のめどは、

今のところ立っていないという状況でございま

す。 

【宮本委員】 ありがとうございました。大雨の

災害がですね、やはり頻発しているというふう

に感じます。どうしてもですね、防ぎ切れない

部分、そして、予防というのはなかなか難しい

ことはあるかもしれません。引き続きですね、

こういったものがあった場合は、関係団体と連

携を取っていただいて、復旧に向けて尽力して

いただきたいということを要望させていただき

ます。 

 併せて、私たち議員もですね、災害が起これ

ば長靴を履いて、現地を回って確認をしている

という状況もですね、合わせてお伝えをさせて

いただきます。 

 その中で、二つちょっとだけ、今回相談いた

だいたところについて確認をさせていただきま

す。 

 まず、1点目ですが、これは田中委員の地元に

なります。田中委員がもうずっと前から対応さ

れている状況も分かっておりますし、いろんな

対策も講じていただいていることも知っており

ますが、私もずっと相談があっておりますので、

ちょっとあえて確認をいたします。 

 国道202号線佐世保市指方町、今回冠水で通行

止めに恐らくなったかと思います。まず、状況

を教えてください。 

【田﨑道路維持課長】 委員のご指摘のとおりで

すね、国道202号佐世保市指方でございますけど

も、全面通行止めを行っております。6月25日の

ですね、夜22時30分から1時半までということで、

一部規制は解除しましてですね、全面的に解除

したのは3時10分ということでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。そこに隣

接する南風崎停車場指方線、これも県道ですけ

ども、あそこ一帯がですね、大雨になりますと、

浸水、道路冠水がやっぱり発生するということ



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（６月２９日） 

- 32 - 

でですね、近くに病院、薬局等々もあります。

今回はそういった被害はなかったんですが、通

行止めということになります。頻繁に起こりま

すので、田中委員もいろいろされていらっしゃ

るのは承知しておりますが、改めてですね、こ

れ対策を、特に202の大きな道路については、通

行止めになっちゃいますと、西海橋の方面に行

けなくなりますんで、対応というのが必要じゃ

ないかと考えます。かさ上げというのは難しい

かもしれませんが、何らかの対応をですね、県

としても考えていただきたいと思いますが、対

応について、確認させてください。 

【田﨑道路維持課長】 202号指方交差点周辺の

排水対策ということでございます。今、委員お

っしゃられたように、道路をかさ上げするとい

うのは、周辺家屋などもございます。ちょっと

厳しいかなというふうに、今のところ考えてお

ります。 

 現在はですね、堤防外に排水するための排水

機場というのがあって、地元自治土地改良区に

よって維持管理されているというふうに聞いて

います。大雨時に、今回もそうだったんですけ

ど、ポンプを稼働していただきまして、周辺の

うちの冠水対策ということで行っていただいて

おります。潮の満ち引きと、雨の時間というこ

とも関係するかと思いますけども、今後もです

ね、地元土地改良区とか、佐世保市と連携して

対応していきたいというふうに考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。この点は、

佐世保市、そして県もですね、よくよく把握さ

れている箇所ではあろうかと思いますが、大雨

になればですね、確実に心配な箇所であります

から、県としても対応の方をですね、市と協議

を急いでいただきたいということを要望させて

いただきます。 

 もう一か所になりますけれども、相浦川です。

相浦橋から相浦警察署、相浦橋から相浦警察署

の区間、ここもですね、私、何度も言っている

んですが、今回もこういった大雨で、非常に冠

水するんじゃないかというご不安の声を地域か

らいただきます。1回ですね、河川、しゅんせつ

していただいて護岸の整備もあって、草木も伐

採していただいたんですが、改めてですね、相

浦河川改修事業について、地元の住民からです

ね、早期完成の声がずっと続いています。私が

言った箇所、相浦橋から相浦警察署付近、なか

なか整備の進捗が見えないということがありま

す。あそこの真ん中の大きな堰があるんですね。

あれをどうにかすればいいんじゃないかという

声もあるんですが、この該当区間の整備状況に

ついて教えてください。 

【小川河川課長】 宮本委員お尋ねの箇所の整備

につきましてはですね、現在国の補助を受けて

実施しています相浦川河川改修事業の区間に含

まれております。 

 治水上ですね、やはり非常に重要な区間とい

うことは認識しているところでございます。区

間内にはですね、水道用の取水堰が一基、農業

用の堰が2基ございます。現在ですね、その堰の

改築を含めた管理者と協議を進めているところ

でございまして、その協議が調い次第ですね、

設計を行い、護岸整備だとか、堰の改築、しゅ

んせつを含めてですけども、早めの工事着手を

目指していきたいというふうに考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。確かに堰

があるということも把握しております。 

 これちなみに、あとどのぐらいの目安を持っ

ておけばいいのか、協議が進んで、工事の協議

が調って、工事になるまでできるだけ早い時期

がいいんですが、どのくらいを想定されている
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のか。現状分かれば教えてください。 

【小川河川課長】 やはり農業用の堰とかにつき

ましては、受益者の数が減少しているというふ

うなところもございます。 

 現時点でですね、いつまで設計終わって、い

つ頃から工事を着手しますということは、ちょ

っとお伝えできませんけども、極力急いで、な

るべく早い時期に着手できるように頑張ってい

きたいというふうに考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ここの箇

所もやっぱり大雨になるとですね、近隣の住民

の方々は、非常に不安の声があります。相浦警

察署につきましては、警察もありますので、引

き続きですね、協議を急いでいただきたいとい

うことを、改めて要望いたします。 

 改めて、この自然災害が発生すると、急傾斜

地崩壊対策事業、崖崩れ等もですね、今回は土

砂災害等々もあっておりますので、急傾斜地崩

壊対策事業の進捗が急がれるところです。やは

りこれも地域の方々からいろんな声をいただき

ますが、現在ですね、急傾斜地崩壊対策事業を

県内でどのぐらいの総数があって、どのぐらい

が進捗しているのか。改めて教えてください。 

【田中砂防課長】 急傾斜地崩壊対策事業の現在

の総数と進捗率というお問合せでございますが、

まず、今年度、令和8年度の急傾斜地崩壊対策事

業、県が主体としてやっている事業が72か所ご

ざいます。 

 また、市町が事業主体である急傾斜地崩壊対

策事業は、これも72か所ございまして、合計で

約140か所での施設整備を行っているところで

ございます。 

 全体の総数とですね、進捗率につきましては、

急傾斜地の土砂災害警戒区域が、現在令和8年3

月末時点で3万3,891か所ございます。これは全

国1位の数になっております。このうちですね、

保全人家戸数等の公共事業の採択要件を満たす

4,157か所の中からですね、土地の無償提供や工

事への協力が整った箇所について、順次整備を

進めているところでございます。 

 この要対策箇所のうち、令和8年3月末時点で

ですね、1,243か所の整備を行っておりまして、

整備率としましては29.9％となっております。 

【宮本委員】 詳細ありがとうございました。土

砂災害特別警戒区域ですかね、レッドゾーンの

お話もしていただきまして、ありがとうござい

ます。 

 進捗率29.9％、全国1位でという話もありまし

たが、やはりこれは予算でしょうね。予算が確

保できれば、進捗率は上がるということになろ

うかと思いますが、全国的に見てこの進捗、や

っぱりなかなか進んでいないという状況は確認

できるものの、これが進むにはやはり財源が必

要であるということでしょうか、確認させてく

ださい。 

【田中砂防課長】 委員ご指摘のとおりですね、

4,100、まだ未対策の箇所がかなり多くございま

す。 

 急傾斜につきましては、土地の無償提供とい

うことになりますので、地域に住まれている方、

土地の所有者の方の承諾が必要になりますので、

そこの承諾が調ったところから実施しているも

のですから、やはり時間的にも、予算的にもで

すね、かなりかかっているものと思っておりま

す。 

【宮本委員】 ありがとうございました。自然災

害はやっぱり防ぐことができませんので、こう

いった対策事業ということからするとですね、

あと、河川の改修もそうですけど、未然防止と

いうのは可能になってきます。引き続きですね、
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予算の確保というのが難しいかもしれませんが、

あとは、地域住民のご理解、そして、引き続き

県民に対する声かけ、ハザードマップの徹底で

あったりとか、そういったものもですね、引き

続き関係機関と協力して、していただきたいと

いうことを、最後に要望させていただきます。 

【田中委員】 せっかく宮本委員から指摘いただ

いたんで、国道202号冠水の問題、認識はしてい

ただいていると思うけれども、どういう解決を

考えておられるのか。お聞かせください。 

【田﨑道路維持課長】 指方交差点の冠水対策と

いうことでございます。今のところ、道路のか

さ上げは厳しいというふうに考えてございます。

それは、周辺家屋、農地への影響が懸念という

ことでございますので、大雨時のポンプで、今、

土地改良区の維持によって管理されているとい

うふうにお聞きしております。 

 今回も、そのポンプを稼働させていただいて、

冠水対策ができたということでございます。 

 そのとき、そのときの気象条件と潮位の条件

ということで、冠水の状況が変わってくるかと

思います。ポンプの稼働をさせながら、冠水対

策を今後もやっていきたいというふうに考えて

おりまして、地元の土地改良区とか、佐世保市

と連携して対応していきたいというふうに考え

ております。 

【田中委員】 その話は私も聞いているんだけど

もね、道路の冠水問題をね、農業設備の問題で

片づけるというのは、私は不満ですよね。土木

は土木でやらないと。排水があります、現実に

ね。排水があって、農業用水の排水とかね。そ

れを日頃空にしていればああいうことにならな

いです。空にするには、やっぱりポンプを稼働

する、水道代、電気代。これを行政が負担しな

くて、地元の土地改良区の組合に負担させるか

ら、ずっと問題になってきたんですよ、今まで

ね。今度は何か行政が負担するというような話

をしている。該当するところは、市がやる。も

う一つのところに県がやるというような話に、

農林で事業としてやるということですけれどね、

これはやっぱりね、おかしいよ。川を一本入れ

るべき、川を一本、海に排水できるようにね。

これもう昔からの問題でね、問題で。 

 しかし、そんなに昔は冠水しなかった。やっ

ぱり4車線に広げたから冠水するようになった

のかな。4車線に広げて、そこに雨水が相当集ま

ってくるということで、冠水するようになった

のかなという感じもする。もうこの農林の事業

は、45年前の事業ですからね。私が市議時代に

やったから覚えている。地元負担というのがあ

るんで、ずっと問題があったんだ。ポンプアッ

プで、雨水を海に出すことがね、出すこと。 

 だから、農林じゃなくて、土木で川を一つ作

れというのを、私は、今、佐世保市にお願いを

しているんですが、うんと言わないね。川を一

つ作りなさいと。防衛の事業でやればいいじゃ

ないかと、防衛という後ろ盾があるんですよ、

佐世保市はね。防衛事業。川一本、そうですね。

300、400メートルぐらいになるかな。国道から

上までやるとね。川を一本、過去やったことあ

るんです。隣の有福町というところ、あそこら

辺は全部排水は田んぼ越しにずっと流れていく

のよ。田んぼ越しに。そういう地元の事情があ

るから、やっぱり土木で対応をする、基本的な

考えを持つべきだと、私はあえて申し上げてお

きたいと思います。 

 一般質問じゃなくて、議案外で4点ほどちょっ

と知恵をお聞きしたいと思うんだけども、西九

州自動車道、針尾バイパス、二つともですね、

交差点の混雑解消ですよ。交差点の混雑解消、



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（６月２９日） 

- 35 - 

西九州自動車道は、国会議員さんがいろいろ資

料を持ってくるんで、何か今度やるみたいです

ね。大塔インターの問題はね、大塔インターの。

しかし分かりづらい、どうなるのかなというの

が分かんない。だから、この大塔インターの国

の事業の概要。 

 それから、もう一つは、ハウステンボスの入

り口の交差点ですよ。針尾バイパスの終点と思

うけれどもね。東彼杵道路ができれば、あそこ

がスタートという重要なところだけどもね。ど

うやって混雑解消するのか、一つは県警の信号

操作をね、もう少しうまくやれば、あんな混雑

ならないと思うけども、大体3台か、4台しか通

れないんですよ、右折がね。今日も私、出てく

るときに、前に大型車がいたら、もうそれだけ

で、バスなんかがいたら、その1台、2台ですぐ

信号が変わる。 

 しかしね、考え方はね。はっきり分かってん

ですよ。崎岡早岐線という県道を作ってもらう

と、あれがハウステンボスに向かって、直進・

左折で1車線、直進・左折で1車線、右折はほと

んど使わないけど、右折1車線になっているんだ

よ。早岐方面から来るね。右折ほとんど使わな

い。直進か左折だ。だからもう1車線左折・直進

と分ければね。土地はあるんです、現場見れば

すぐ分かるように、土地は十分にある。まだ2車

線でも、3車線でも増やすぐらいの土地がある。

国交省が持っている土地がね。だからあそこの

交差点改良をやってもらえれば、何のことはな

いのよ。 

 ただね、幾ら言っても、県もあんまり動いて

くれないし、国交省も動かないね、動かない。

この点について、交差点、混雑解消、この2点、

西九州自動車道の大塔インターの件と、針尾バ

イパスの終点のハウステンボスに行く、崎岡町

早岐線の左折帯を配置する、県道ですよ、これ

はね。お聞きしておきたいと思う。 

【平道路建設課長】 ただいまご質問がありまし

た2点の渋滞箇所について説明いたします。 

 まず、大塔ロータリーの交差点でございます

けども、こちらにつきましては、県内の主要渋

滞箇所に指定されているため、渋滞緩和・解消

を目的として、今年度、国において事業化され

たものでございます。 

 事業内容といたしましては、西九州自動車道

の大塔料金所オフランプと市道が交わる料金所

出口にある信号交差点において、朝夕を中心に

交通混雑が発生していることから、国道35号の

右折帯の増加などにより、市道を通って針尾バ

イパスに向かう車両を、国道35号へ経路転換さ

せ、大塔ロータリー周辺の渋滞の解消を図るも

のでございます。 

 なお、今年度の予算につきましては5,000万円

であり、調査設計を進めると聞いております。 

 あと針尾橋のところの渋滞でございますけれ

ども、まず、針尾橋についてお答えいたします。

針尾橋については拡幅を計画しておりましたけ

れども、詳細調査の結果、構造上の課題が確認

されたため、混雑が慢性化している早岐地区も

含めた全体的な渋滞対策について、現在検討を

進めているところでございます。 

 それと、もう一点、県道に左折帯をつけたら

どうかということでございますけれども、こち

らについては、国へ相談したところ、国は整備

が完了して間近であること、及び、左折帯を追

加するためには、大規模な山切りが必要である

ということから、直ちに施工するのは困難と聞

いておりますが、ただいまお聞きしました意見

につきまして、引き続き国へ相談し、協議を行

っていきたいと考えております。 
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【田中委員】 課長申し訳ないけどもさ、大塔イ

ンターの解消策、言葉で聞いて分かんないのよ。

言葉で聞いてね。また後日さ、ちょっと紙資料

を持って、資料もらった。あの資料でも分から

ない。複雑なところだ。こっちの国道35号線ま

で及ぶのかなという感じがするんだけどね。 

 これも針尾バイパスの件はね、そんな広げな

くたって、100メートルも200メートルも広げろ

と言っているわけではないんだ。左折に五、六

十メートルあれば、空いている土地を利用すれ

ばね。ただし、県道であっても、全部、国2割ぐ

らい負担するけどね。直轄事業負担金でやるけ

れども、一応事業は、県道を丸抱えで、国にや

ってもらってんだ、あそこはね。だからあなた

たちは言いづらいんだろうと思うけども、県単

独でやったっていいじゃない。県道だから。県

道の改良でやればいいんだから。50メートルば

かり。左折はやるとね、時間帯にね、どんどん

はけるから、右折がどんどんできる。今はもう

本当に、右折は出なければ右折できない。信号

の右折が出なければね。だから混雑してる。だ

から、この点は、現場を見てくれと、何回も言

っているから、課長現場見てくれるだろうね。

見てくれただろうね。後でまたお願いをしよう

と思ったけれどもね。 

 それから、もう一つはね、信号操作の関係は、

県警と連絡、頻繁にやれるのかな。信号操作、

せっかくあれ何十億円もかけて作ったやろう。

信号を操作できるシステムをね。何でやらんの

かな。これは怠慢だと思っているけどね。私が

言うのもなんだから、あなたたちが県警に、や

っぱりもう少し厳しく言うべきだ。そんな感じ

がする。 

 時間の関係で、次にですね、西彼杵と東彼杵

道路の関係でお聞きしておきたいと思うんだけ

ども、パールラインに、中途にパーキング的な

ものがあるんですよ、左右にね。今、現在もう

使われていない。採算が合わないんだろうね。

業者が何回も、そうね3回ぐらい変わって、ちょ

っとした軽食をやったりなんかした経緯がある

んだけどもね。何でかなというと、やっぱり車

の有料だから、車の往来が少ない。無料になる

とね、もっと倍ぐらいの車の量になって、私は

パーキングエリアの採算が取れると思いますよ。

車の量が多くなると、休憩できるんでね、あの

場所は広げようと思えば広げられるんだ。あの

パーキングの利用方法ね、もう少し考えてほし

い。これは公社か、どこかがやっていると、す

ぐあなたたちは、直接やっていませんからとい

うんだろうけど、公社もあなたたちの傘下とい

うか、管轄にあるわけだから、ぜひパーキング

の活用方法を。道路を無料にしたら、車の量も

多くなって、両方のパーキングエリアの活用方

法も、また見えてくるんじゃないかと思ってい

るんですけどね。思っているんですが。簡単に

無料にしてくれないね。無料に。小迎から先は

無料なのに、橋だけが有料だ。同じ西彼杵道路

の一環として考えてもね。 

 だから、これはやっぱり地元の開発活性化を

図るには、あのパーキングを生かすべきだと。

そして、採算が取れるような条件を備えなきゃ

いかんと、私は思っているんだけどもね。 

 それから、もう一つ東彼杵道路、これいつに

なるかちょっと分からないけれどもさ、分から

んけれどもね。想定されるのは、終点ね。針尾

バイパスの終点が起点というかね。あそこから

彼杵のインターに向かって行くと。大体そうい

うことになっているよね、大体。そのときに、

あそこに混雑がね、あのハウステンボスの入り

口が混雑し過ぎるんだ。だから、ランプ的な要
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素でいいからね。宮地区に、重尾長畑線という

県道がある。県道がね。あそこに取り付けをね、

乗る、降りるだけでいいんだ。インターチェン

ジなんてそんなことはやっぱり無理だ。インタ

ーチェンジ的な発想は、針尾橋のあそこと、そ

れから川棚の国立病院が近くと言われて、そし

て、彼杵のインター、この三つが大きなポイン

トになるんだろうと思う。ランプね、やっぱり

県道だから、県道で乗り降りできるようにね、

針尾バイパスはやっていますよ、有福というと

ころでね、ランプを。佐世保に向かってだけ降

りたり、乗ったりできる。今度は、川棚から来

るのは、降りたり乗ったりすることができれば

いいんですよ。これは県の事業で、最終的にど

うしても駄目なときはやれると思う、私。国交

省の東彼杵道路に合わせてね、この点2点をね、

ちょっとお願いしながら、見解を聞かせてもら

います。 

【平道路建設課長】 順番にお答えいたします。 

 まず、西海パールラインのパーキングエリア

のお話がございました。この点につきましては、

確かに、現在テナントは入っておりませんけれ

ども、自動販売機等を置く等の利用を行ってい

るところでございます。 

 今回有料道路のあり方検討委員会を開催して

いるところでございますけれども、委員ご指摘

のその活用が図れるとか、企業誘致とかで、経

済活動の活性化に資するというご視点も踏まえ

つつ、今後のあり方について検討していきたい

と考えております。 

 また、東彼杵道路でございますけども、現在

国の方で環境影響評価を進めているところでご

ざいます。この後、都市計画手続等もあります

けども、県としても、一日も早い事業化に向け

て、引き続き地元自治体とともに、国に要望し

てまいりたいと考えております。 

 それから、3点目、東彼杵道路のインターチェ

ンジの件でございます。東彼杵道路のインター

チェンジにつきましては、令和4年度に国が実施

した計画段階評価における対応方針案において、

おおむね位置は示されているところでございま

す。 

 位置としましては、川棚町市街地西側に計画

されているところでございますけども、この位

置につきましては、地域の意見を踏まえたもの

と承知しているところでございます。 

 しかしながら、ただいまいただいた意見につ

きましても、国へ再度お伝えして、より詳細な

検討を進めていただきたいと考えているところ

でございます。 

【田中委員】 もうちょっとだけ時間ありそうだ

から、あと2点ほど聞いておきたいと思うんだけ

ども、一つは、佐世保市から要望が上がってい

るんだけどもね。瀬戸中央橋ってご存じですよ

ね、瀬戸中央橋と202号と、瀬戸中央橋を、針尾

島のほうに来て、針尾バイパスにつないでほし

いという要望が、一応佐世保市から正式な要望

として挙がっているはずだ。これについての見

解ね、見解。 

 もう一つは、これも要望ですが、港湾にちょ

っとお願いしておきたいと思うんだ、港湾の。

早岐瀬戸水道、今、しゅんせつをしてもらって

いる、ありがたい話だ。60年に1回ぐらいの事業

としてやってもらっているんだけどもね。あり

がたい話。 

 ただ、幅員がね、浚渫船が通るだけの、航路

幅、水深も、2メートルぐらいかな、あの航路幅

に合わせてね、やってもらっている。これはあ

りがたい事業なんだけどもね。この強靱化対策、

こういう大雨の関係なんかも含めて、幅員をも
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う少し広げてね、できれば水深もちょっともう

少しね、考慮できないのか。まず、幅員を広げ

ること。しゅんせつをしてもすぐどんとまた戻

ってくる。60年に1回ぐらいしゅんせつをやって

もらっているけどね。今、進行中。大体半分ぐ

らいできているのかな。まだ三、四年かかるん

でね。ぜひ航路幅にこだわらず、災害防止とい

う観点から、もう少し広げてやってもらったら、

60年に1回が、80年1回で済むかも分からない。

ちょっと検討をしていただきたいと思うんで、

見解だけ聞かせてください。 

【平道路建設課長】 まず、1点目、佐世保市か

らの要望でございます。早岐地区周辺の架け替

えも含めたところの渋滞対策でございますけど

も、これにつきましては、先ほども申し上げま

した針尾橋、こちらの架け替え等も、針尾橋か

ら早岐地区、そのエリアを幅広く取ったところ

での周辺地域全体について、渋滞対策を検討し

ていきたいと考えているところでございます。 

【田中委員】 課長ね、分かりました。分かりま

したけどね。私の経験ではね、あなたの見解で

は10年たっても何も動かないよ。検討するだけ。

喫緊の課題だ。針尾橋にしたってね。瀬戸中央

橋からの針尾バイパスへ乗り入れ。これは前前

前、もうちょっと前ぐらいの課長かな、現地を

見て、ちゃんとやりますと、予算だけですとい

う確約をしているルートなんだ。瀬戸中央橋か

ら針尾バイパスに乗り入れ、それは混雑解消、

もっと針尾橋は、大村湾道路の中心だ。もう少

し現地の状況を勉強してほしい。そういうこと

でお願いして、終わります。 

【濱崎港湾課長】 針尾瀬戸のしゅんせつについ

てのご質問にお答えいたします。 

 針尾瀬戸航路につきましては、全長7キロござ

いまして、航路の最奥部の物揚げ場を利用する

船舶の最大の船舶、これを対象としまして、航

路の水深、マイナス2メートルでございますが、

航路の水深、それと、航路幅30メートルという

ものを決定しております。 

 具体的には、水深につきましては、その対象

とする船舶の喫水1.5メートルの喫水がござい

ますが、これに対して、国が定める基準、技術

基準、これを参考にしまして、余裕水深を1割、

1割以上確保してですね、1.5メートル、2メート

ルということで水深を設定させていただいてお

ります。 

 幅員につきましても、同じように最大の船舶

の船長の12.9メートル、これを同じように技術

基準を参考に、船舶の行き合いであるとか、航

路が長いというふうな実情をですね、加味しま

して、船長の2倍以上を確保して、30メートルと

いうことで設定しております。 

 また、崩れてくるというご質問の中ではござ

いますけれども、しゅんせつ工事に当たりまし

ては、こういった規定の水深・幅を確実に確保

していくというところで、これも基準の方にご

ざいますけれども、水深につきましては2メート

ルに、余裕水深を50センチ、幅につきましては、

30メートルに両脇2メートル、これを余裕として

もちまして、施工をしているというふうな状況

でございます。 

【山村委員長】 ほかありませんか。 

【中村(一)委員】 何点か、まずですね、和解及

び損害賠償の額について、3件、52万9,321円、

支払いをしておりますけれども、これは道路脇

からの落枝や落石とか書いてありますけども、

いわゆる民地から枝が落ちたりとか、石が落ち

たりとか、そういうものなのか、その辺をちょ

っともう少し詳しくお願いします。 

【田﨑道路維持課長】 管理瑕疵の分につきまし
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ては3件ございます。 

 3件のうち、まず、1件目がですね、国道で普

通乗用車が段差に入ったという事故で、損害を

与えたという事故が1件、もう1件はですね、道

路脇からの枝が落ちてきたと、こちらも委員お

っしゃられましたけども、これは民地の方から

落ちてきた枝でございますが、車に直撃したと

いうことで、こちらも損害を与えた事案でござ

います。3個目がですね、国道で、のり面から落

ちてきた石にですね、乗り上げたということで、

車両に損害を与えたという、合わせて3件の事象

でございます。 

【中村(一)委員】 ありがとうございます。いわ

ゆるですよ、県の管理地がある中で、割と木が

生い茂ったりとか、あるいは石が上から落ちて

きたとか。そういったときには、どのような賠

償方法をするんですか。いわゆる県の管理地で

事故があったから、県の方がお金を払うのか。

その辺の見解を。 

【田﨑道路維持課長】 今こちらの3件につきま

してはですね、全て県の方が補償を、損害賠償

を行っているところでございます。 

 ただし、過失の割合につきましてはですね、

その事案によって、少しずつ異なるということ

でございます。 

【中村(一)委員】 事案によって過失で変わると

いうことですね。この頃ですね、やはり梅雨時

期で、非常に木が生い茂っているんですよね。

この間、私も3日ほど前か、4日ほど前に、県の

方の振興局に行ったんですけれども、大きい大

木がですね、上から四、五本、私の目の前のと

ころに落ちていたんですよ。そうしたときにも

う警察が来たんですけども、そこはどうも民地

だったと、一生懸命、県の方も民地の方、市の

方にお願いはしているんですけども、なかなか

ですねというような話が来てですね。その辺の

県のいわゆる今は県道の管理地、私、389号線で

すけどもね。すごいですよ。生い茂ったあれは。

だから毎年毎年この件は、私も言っているんで

すけれども、一向に収まらない。一向にしてく

れない。その辺の県としては対応をどのように

されているのか。多分どこも一緒と思いますよ。

県内全域ですね。その辺をお願いします。 

【田﨑道路維持課長】 諏訪の池周辺ということ

で、国道389号の管理ということでございます。

今おっしゃられるような雲仙市所有の木が倒れ

てきた事例が、昔からあったということでござ

いまして、雲仙市に対してはですね、倒木があ

ったということで、伐木というかですね、木を

切ったり、枝を刈ったりということのお願いは

しているところでございます。 

 県所有のところであったりですね、民地のと

ころであったりということで、箇所によっては

様々でございます。県もですね、危ない箇所に

よって、計画的に、伐採できればというふうに

考えてございます。それとともに、のり面対策

ということも併せて行っていかなきゃいけない

かなというふうに考えております。 

【中村(一)委員】 ある程度ですね、事故が起き

てからでは遅いですのでですね。それは、やは

り、まず確認を、民地か、市のほうかというこ

とを確認してですね。やはりある程度、強気に

お願いをしとかないと、事故が起こってからで

は大変なことになります。そういうところ、こ

ういう道づくり基本方針にありますけども、こ

れが1.5車線道路整備ガイドラインに基づく、こ

れを見ただけでも、木が物すごく生い茂ってま

すもんね。この辺の、この辺の伐採というか、

そういった、こういった地域は、今、県内で何

か所ぐらいあるのか、分かりますかね。 
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【田﨑道路維持課長】 把握はちょっとできない

状態でございますけども、相当数あるというこ

とは間違いないことでございますので、そちら

は、毎日パトロール等も行っております。パト

ロール等での危険な状態がないか、これも監視

しながらですね、適切な管理をということでや

っていきたいと考えております。 

【中村(一)委員】 ありがとうございます。いわ

ゆるこういう基本方針ができていますので、利

用ができない場所とかもいっぱいかなりあると

思いますけども、これは令和12年度に目標値を

しておりますけども、これ目標あくまでも目標

でしょうけども、33.3キロと書いてありますけ

ども、この辺、どのような考えなのか。 

【平道路建設課長】 県内の道づくり基本方針と

しましては、まず、1点目は、高規格道路を重点

的に整備すること。2点目として、県民に密着し

た生活道路関係の整備をするということでござ

いますけれども、こちらの施策の1の2に書いて

いるところの国県道の供用延長というところは、

まさしくその狭隘な箇所であったりとか、線形

不良のあるところです。こちらを計画的に進め

ていけば、令和12年度までに、合計で33.3キロ

メートルの改良がなされるという目標を設定し

ているところでございます。 

【中村(一)委員】 あくまでも目標ですので、ぜ

ひとも期待をしておりますので、よろしくお願

いします。 

 それでは、施策5の3でですね、ナショナルサ

イクルルートの指定に向けた取組と書いてあり

ますけども、これは、いわゆるうちの南島原市

辺りの歩行者専用道路ありますけども、それを

組み入れたサイクルルートなのか。ちょっと事

前に言ってなかったもんですから、分かります

かね。 

【田﨑道路維持課長】 ナショナルサイクルルー

トにつきましては、県内ではまだ1か所も指定は

されておりませんけども、全国的に、今年も指

定された箇所がございます。この島原半島1周ル

ートというのが、南島原市の今、市で作ってい

ただいているサイクリングロードも含めたとこ

ろがナショナルサイクルルートの一つになれな

いかということも含めてですね、今、整備を行

っているということでございます。 

【中村(一)委員】 方針ですから、今から協議し

てされるでしょうけども、もう来年あたりに一

応そういった方向性というのはできるんですか

ね。あくまでも、これは絵に描いた餅にはなら

んですよね。 

【田﨑道路維持課長】 ナショナルサイクルルー

トは指定するという機関がございますので、ナ

ショナルサイクルルートになるかということは、

定かではないんですけども、今、書いてある受

入れ施設とかですね。サイクリング拠点とかの

整備というのは行っていきたいというふうに考

えております。 

【中村(一)委員】 今、うちの32キロの歩行者専

用道路もいろいろ問題がありまして、無事多分

できる。来年度にはできるというふうに思って

おります。ぜひともですね、島原と南島原市の

一体化に向けて、ナショナルサイクリングツー

リズムですかね。ルートを設定をしていただき

たいというふうにお願いをしたいと思います。 

 それと、もう一点、これも県道の雲仙有家線

西有家工区について、去年の10月に補正予算が

2,000万円ついて、今年度も6,800万円ですかね、

予算がつきましたけども、最初から測量等をさ

れるというふうには聞いておりますけども、ル

ートの設定はいつ辺りまでできるのか。分かっ

ている範囲内で結構です。 
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【平道路建設課長】 西有家工区につきまして、

昨年度の補正予算で新規事業化を行ったところ

でございます。 

 現在、先ほど委員がおっしゃったとおり、測

量等に着手しているところでございまして、そ

のルートの設定に当たりましては、地域の意見

とかを十分に聞きながら進めていきたいと思い

ますので、明確にいつまでということはお示し

できませんけれども、地域との合意形成を図り

ながら、早期にルートを決定したいと考えてい

るところでございます。 

【中村(一)委員】 測量で設定って言われました

けれども、ルートが決まらんと、測量はできん

とじゃなかですかね。全体的にここがいいとい

うような測量をされるんですかね。 

【平道路建設課長】 まず、測量範囲につきまし

ては、大まかに起点と終点ございますけれども、

その範囲で、地形とかですね、そうしたところ

の把握を行いたいと。また、測量をすると同時

に、各史跡とか、重要な施設とか、そうしたも

のも把握を行っていきます。その中で、ルート

を通すときに、コントロールポイントとなると

ころ、絶対に避けなければ、なるべく避けたほ

うがよいポイントであったりとか、あと、土砂

災害警戒区域とか、いろんなその意味合いに指

定された区域がございますから、そうしたもの

も勘案して決めていくということで、まず、測

量が先行しています。あと、地形測量とかです

ね、様々な要因を把握した上で、大まかなルー

ト帯というのを決めた後に、最終的な選定とい

うところで絞り込んでいきたいと考えていると

ころでございます。 

【中村(一)委員】 分かりました。これはですね、

完成年度が令和17年度を目標にしておりますの

でですね。早急にですね、まず、ルートの確定

をしていただいて、それから、やっぱり延伸も

ありますので、予算を加藤政務官がどんどんつ

けますので、どんどん事業を進めていってくだ

さい。よろしくお願いします。 

 もう一点、緊急自然災害防止事業と緊急しゅ

んせつ推進事業ですね、ちょっと私が勘違いし

とって、令和8年度に150億円の予算がつくとい

うような、ちょっと項目を見まして、先ほど昼

にレクチャーを受けたんですけども、もう一回

ですね、その辺の内訳を、予算は河川、砂防も

ダムも治山も、農業もありますので、河川に限

って結構ですので、よろしくお願いします。 

【小川河川課長】 事業は、緊急しゅんせつ推進

事業費でよろしかったでしょうか。 

 緊急しゅんせつ推進事業費のですね、令和8年

度の河川課の予算としましてはですね、本議会

で上程しております補正予算が8億2,500万円、

骨格であります当初予算と合わせますと19億円

の事業費となっているところです。 

【中村(一)委員】 あの150億円いうのは、緊急

自然災害防止事業ですかね。それも入った中で

の150億円ということで理解していいですか。 

【小川河川課長】 委員ご指摘のとおり、緊急自

然災害防止事業と緊急しゅんせつ推進事業、合

わせての150億円ということでございます。 

【中村(一)委員】 自然災害防止事業は、かなり

120億円ぐらい入っておりますね。私も推進事業

に150億円も出ているのかなと思って、ちょっと

非常に喜んでいたわけですけども、いわゆる河

川等がですね、非常にこの頃豪雨、台風等で、

去年も私のところの南島原市辺りのところが災

害にあって、ちょっと河川があふれたんですけ

ども、その辺の県内の推進事業費の予算とは、

どのようにこうなっているのか教えていただき

たい、振興局単位で結構ですので。 
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【小川河川課長】 先ほど申し上げました緊急し

ゅんせつ推進事業の19億円の内訳をですね、振

興局単位で申し上げますと、まず、長崎振興局、

これが1億5,200万円、県央振興局が2億円、島原

振興局が2億7,500万円、五島振興局が9,000万円、

上五島支所が1億円、壱岐振興局が1億2,000万円、

対馬振興局が2億円という内訳になっておりま

す。 

【中村(一)委員】 ということは、島原振興局管

内が2億7,500万円、結構配分をされているんで

すね。南島原はどのぐらいですか。 

【小川河川課長】 島原振興局2億7,500万円のう

ちの南島原市の分につきましてはですね、1億

500万円を予定しているところです。 

【中村(一)委員】 ありがとうございます。南島

原はですね、有家川、深江川、有馬川、堀川、

私の近くで有馬川というのがあるんですよね。

非常に樹木が生い茂ったりとか、あるいは土砂

が溜っておりますのでですね、多分毎年毎年予

算はつけておりますけども、もうなかなか事業

が進まないというのも、一つ現実ですので、で

きればですね、そういった面も予算をつけてい

ただくようにお願いをして終わりたいと思いま

す。ありがとうございました。 

【山村委員長】 ちょっと1回休憩を挟みたいと

思います。 

 一旦休憩いたします。 
 

― 午後 ２時４５分 休憩 ― 

― 午後 ２時５９分 再開 ― 
 

【山村委員長】 再開します。 

【小川河川課長】 先ほど中村委員のご質問があ

りました緊急しゅんせつ推進事業費の19億円の

内訳を各振興局ごとにお答えさせていただいた

んですけども、県北地域がちょっと抜けており

ましたので、またお答えさせていただきたいと

思います。 

 田平とですね大瀬戸を含みます県北地域につ

いてはですね、7億6,300万円を計上していると

ころでございます。申し訳ございませんでした。 

【山村委員長】 ほかに質問はありませんでしょ

うか。 

【小林委員】土木部長にお尋ねしたいと思いま

すが、先ほどの続きです。先ほどからですね、

いろいろ質問をいたしておりまして、要は令和

8年度と令和7年度のですね、やっぱり予算確保

についての比較、こういうのをやってみてです

ね、やっぱりさっき出てましたように、23億だ

5億だと、あるいは37億だと、それだけの一定の

増を、やっぱり生じておりまして、やはり皆さ

ん方が予算確保についてですね、大変な努力を

していただいてると。もうここは率直にですね、

評価をさせていただきたいと思ってます。 

そこでですね、先ほどからも言っております、

この補正予算の当初予算化とか、あるいはやっ

ぱり物価高騰とか、こういうことを考えてまい

りますとね、公共事業を取り巻く環境がですね、

大分変化してきてると思うんです。そうします

と、そういう変化の中でですね、長崎県の今ま

で皆さん方の努力で、相当の予算確保していた

だいたところであるけども、こういう状況が変

わってきた状態の中で、これからですね、どう

やって今までと同じぐらい予算の確保を考えて

いただけるのか、その取り組みなどについてで

すね、お話をいただきたいと思います。 

【山内土木部長】今、小林委員の方から予算の

状況について、15ヶ月予算で、37億円増えてい

るということで、当初予算だけを比較すると、

なかなかわかりにくいところがあるので、やっ

ぱり15ヶ月予算で評価するのかなと思いますけ
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ど、5％増えてるということで、全国を平均して

みると、これは前年度比1.00でございますので、

5％を伸ばすことはかなり難しいことなのかな

と思ってます。その分、どこかでいろんなとこ

ろで減らされてるわけですから、これは結構配

分する方についても難しい判断だったのかなと

思ってます。そういう意味では、これまでも県

議会の皆さんにいろいろと予算獲得についてお

力添えをいただいたことにまずは感謝を申し上

げたいと思います。 

その上で今委員からご質問がありました、補正

予算の当初予算化の話でございますけれども、

非常に大きな話かなというふうに考えておりま

す。先ほどもちょっと田中委員からのご質問に

もお答えしましたけれども、これからも制度が

どうなろうが、やはり必要な事業量を確保する

ということが必要だと思いますので、これから

ですね特に3点、要望とかの中でですね、力を入

れていく必要があるのかなという風に考えてお

ります。 

まず1点目はやっぱり総額の確保というところ

です。今までも当初予算と補正予算合わせて15

ヶ月予算ということで我々管理してきたところ

ですけれども、これが仮に補正予算が当初予算

に寄ったからといってですね、その時にまず総

額をしっかりと確保していただく必要があるの

かなというふうに考えております。加えて物価

高騰の中にありますので、これまで以上にです

ね、今までの15ヶ月予算以上の予算というのを

しっかり、獲得できるよう働きかけていく必要

があるのかなというふうに考えております。 

2点目は先ほど建設企画課長とのやりとりにも

ありましたけれども、やっぱり県の負担をしっ

かりと配慮して欲しいというところです。補正

予算は制度上ですね、かなり県にとって有利な

制度になっておりまして、これが仮に補正予算

が当初予算化した場合にですね、この制度がし

っかりとた何らかの形で担保されるということ

が必要なのかなというふうに考えておりまして、

これについては県の力どうにもできないところ

がございますので、国に対して県の実情ですと

か、そういうところをしっかりと訴えていく必

要がるのかなというふうに考えております。 

もう1つは先ほどもやりとりがありました平準

化の話でございますが、これまで補正予算のそ

の特性を活かして、平準化をしていくというこ

とで、これは地域建設業の経営安定ですとか、

担い手の確保という意味では非常に大事な取組

だったわけでして、これが仮に補正予算が当初

予算化になった場合でも、しっかりとこの取組

を何らかの形で担保できるような取り組みが必

要なのかなと思っています。さっき1つのアイデ

ィアとして、債務負担を多くこれから組むこと

を増やしたり、戦略的な繰越と申し上げてまし

て、今まで補正予算ということで繰り越させて

いただいたんですが、これから当初予算であっ

ても、戦略的に繰り越させていただく場合も増

えてくるのかなと思います。 

いずれにいたしましても、そのあたりですね、

なかなか県だけで決めるというものを決めるこ

とができないものもありますし、県の関係部局

ともいろんな相談することがありますので、こ

のあたりの実施をしっかりと訴えていく必要あ

るのかなと思ってます。いずれにしましても、

今まさに骨太の中で、補正予算の当初予算化と

いうのはまさに議論されてるところですので、

我々はそこをまずは、注視しつつですね、引き

続きいろんな機会を活用して知事を先頭にです

ね、要望ですとかそういう機会がございますの

で、地域の実情ですとか地域が求めていること
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を国に伝えて、しっかりと予算確保と制度の担

保に努めて参りたいなというふうに考えており

ます。 

【小林委員】 部長、よくわかりました。3つの

方針ね。総事業費のですね、目減りないように

と。それから2番目がね、やっぱり実負担が軽減

されるようにと。それから、やっぱりこの平準

化をしっかり維持したいと。こういう3つの方針

でこれからですね、予算の確保をやっていくん

だと、この方針をやっぱり維持していくことは

なかなか大変だと思いますが、ぜひですね、部

長を先頭にして皆さん方で頑張っていただくよ

うにですね、お願いをしたいと思います。 

それからね、河川課長。この本県にとってです

ね、やっぱり最大の課題の1つである石木ダムで

ございますが。 

この知事は様々な立場の方々から広く意見を求

めたいとね、様々な立場の方々から広く意見を

求めたいということで、7月12日、有識者の意見

を聞く場ということを開催されると聞き及んで

います。 

もうこれまでこんな会をですね、開催するとい

うことは前例にないことでありますが、大体こ

の有識者の意見を聞く場というのが、どういう

目的なのかですね、この目的を今一度ですね、

はっきり申し上げていただきたいと思います。 

【小川河川課長】知事におかれましては、地元

住民の方々の理解を得ながら丁寧に事業を進め

ていくというのが非常に大事であると申し上げ

ております。 

その一環としましては、様々な立場の有識者か

ら意見を聞くということも、事業を進める上で

大変意味のあることというふうに考えられて意

見を聞く場を設けるということであります。 

意見を聞く場におきましては、各分野の専門家

の他、事業に関係します地元住民の方々、佐世

保市川棚町にも、幅広に意見を伺うことで、石

木ダム事業のあり方や、河川整備計画の変更の

必要性など、知事として判断をしていただく材

料にしたいというふうに考えているところです。 

【小林委員】今ですね、目的は大体理解ができ

ました。 

それでね、ちょっと私の意見ですが、やっぱり

平田知事のですね、知事就任するやいなやです

ね、このやっぱり課題の最大課題の1つであるこ

の石木ダムについてのですね、対応というか、

接し方、こういうことで問題解決、これをこう

見てきましたけどね、やっぱりこの一番大事な

ことは、やっぱり反対をされているいわゆる13

名の方々とですね、いつでも面会ができて、い

つでも胸襟開いてですね、お話ができるという

ような、そういう考え方をですね、やっぱりキ

ープされているということは大変すばらしいと

思うんです。 

歴代知事には残念ながらですね、そういう点か

ら考えていけば、13名の方々が胸襟を開いてい

ただくというような、そんな関係はなかったと。

だから平田知事は賛成の方と第1回お会いされ

た。それから反対と言われる方々についてはで

すね、2回ほど会ってらっしゃいます。 

こういうようなことはですね、非常に私は大事

なことで、もう一度重ねますが、やっぱりいつ

でもですね、13世帯の方々とお会いできて、不

都合のない意見ができると、こういうね人間関

係と信頼関係を構築してるということ、これは

非常に私はね、大事なことじゃないかと。 

問題解決をする上において、こういう関係構築

はですね、絶対に必要であると、こう考えます

が、県の考え方はいかがなものか、お尋ねをい

たします。 
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【小川河川課長】事業を丁寧に進めていく上で

は、地元住民の方々との対話の機会をなるべく

多くつくりまして、良い関係を構築することが

極めて重要であるというふうに考えております。 

まず先ほどお答えしました意見を聞く場の中に

13世帯の方々や、上流部にお住まいの方も含め

まして、地元住民の方からご意見をお聞きする

場を設けたいと考えております。 

この他にもなるべく多くの住民の方のご意見を

伺う機会をつくりまして、事業へのご理解をい

ただけるよう、今後も進めてまいりたいと考え

ております。 

【小林委員】7月12日、間もなくですよね。 

やっぱり意見を聞く場ということを、前例なく

ですね、開催されると、様々な意見を求めてい

きたい、聞きたいと。 

こういう前向きな姿勢でね、それで13名の方々

とはですね、非常に人間関係、また信頼関係を、

やっぱり構築していきたいと。 

これはね、知事の人柄でもあると思うんです。 

だから私はですね、こういう関係は本当にあり

がたいですね、やり方ではないかとこういうふ

うに思ってますから。 

我々委員会としてもね、やっぱり委員長を中心

として、こういう7月12日なんかもですね、意見

を聞く場とかいうものをですね、まだ今後どう

いう会をね、開かれるかわからないけれども、

やっぱり注視をしながら、やっぱり、我々しっ

かりですね、見守っていかなければいけないと

応援していかなければいけないとこういうふう

に思ってますから、どうぞよろしくお願いした

いと思います。 

次に入札制限の見直しについて金子課長にお尋

ねします。私はもうこの一般質問において、入

札制度の見直しについて、質問をいたしました。

知事もですね、よくわかっておられて、きちん

とした答弁ではなかったかと思うんです。そこ

でですね、やっぱりこの知事の答弁を見ており

ますと、今改めて考えますと、知事の答弁は、

受注の偏りにも留意しながら、不断の見直しが

必要であるとの見解も、そういう答弁をされて

いるわけですね。だからこれまでも現状の入札

制度がベターということも聞いておるけどもで

すね、やっぱり今後、入札制度の見直しはです

ね、考えていくのかどうなのか、そこをまずお

尋ねしたいと思います。 

【金子建設企画課長】社会経済情勢であります

とか、建設業を取り巻く環境は日々変化してい

ますので、現在の入札制度が今後もベターであ

り続けるとは考えておりません。 

このため、多くの企業に共通する課題を継続し

て把握することに努めまして、その課題を明確

化した上で、不断の見直しを行うことが必要で

あると考えております。 

今後も引き続き、業界団体や地域の建設業の声

を丁寧に伺ってまいりたいと考えております。 

【小林委員】金子課長がね、おっしゃっていた

だくように、やっぱりこの業界団体や地域の建

設業のお声をしっかりですね、丁寧に賜ってい

きたいと。こういうようなことで、このご発言

はですね、大変前向きで結構ではないかと、あ

りがたいと思っております。そういうことであ

りますから、非常にやってもらいたいと思って

ますが、ただちょっと留意する点はですね、例

えば建設業協会とかね、そういうとこがみんな

集まると。その中で、例えば、今の入札制度は

こういう状態とあなたが言っていろんな説明を

されてもですよ。ちょっとね、問題提起をした

いとか、ちょっと意見を申し上げたいと、こう

思ってる業界の方々もたくさんいらっしゃるそ
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うなんです。ところがやっぱりいろいろ政治的

な背景の中で、なかなか意見を言いたくても言

えないと。そういう立場の方も実はいらっしゃ

るということも実際私も聞いて、それは事実だ

と思うんです。 

だから、広く意見を求めたいという中において、

また意見も言えない方もいらっしゃると。こう

いう点についてはですね、どういうふうに考え

ていらっしゃいますか。 

【金子建設企画課長】今、業界との意見交換を

行っているんですけども、業界の意見交換は、

地域建設業全体の課題を把握する非常に重要な

機会だと考えているところでございます。 

一方で、小林委員のご指摘の通り、そうした場

ではですね、参加される方々の立場や関係性に

よって、率直な意見が述べにくいと感じる場合

もあるのではないかと考えております。業界団

体や地域の建設業の声を丁寧に伺うことが重要

でありますので、小林委員のご指摘を踏まえま

して、今回の建設業界からより幅広いご意見を

伺う方法について、検討してまいりたいと考え

ております。 

【小林委員】ありがとうございます。その方針

でですね、ぜひ皆さん方の意見を広くまとめて、

また、いい方向に進めていただくことをお願い

したいと思います。 

この問題の最後に部長、入札問題をですね、見

直すとか、こういうことを今、議論をしておる

ところでございますが、土木部長としてこの入

札問題の見直し等についてですね、どのような

お考えを持っているかちょっとお尋ねしてみた

いと思います。 

【山内土木部長】今回、一般質問で知事も答弁

し、おっしゃった通り入札制度については公共

工事の品質確保はもとよりですね、公平・公正

性ですとか競争性、透明性を確保することが極

めて重要であるというふうに土木部長としても

認識をしております。 

また入札制度については社会経済情勢や、建設

業を取り巻く環境の変化、さらには受注機会の

確保ですとか、担い手確保の観点とかも含めて、

不断の見直しが必要だというふうに考えており

ます。 

そのためには、まずやはり現在の制度の中で何

が課題なのかということをしっかりと把握して、

整理して改善していくということが必要なのか

なと考えております。 

5月の委員会も含めて、先日の一般質問も含めて、

小林委員からは本当にこの入札・契約制度の課

題ということで、非常に重要なご指摘を受けた

ものというふうに考えております。その中で

我々感じたのは、やっぱり現場の声を、やっぱ

り今まで以上に丁寧にしっかりと把握していく

と。 

それを踏まえて真摯に受けとめて改善していく

ということの重要性を改めて認識をさせていた

だきました。今後ともですね、地域の建設業者

の皆様からのご意見を丁寧に把握してですね、

真摯に受けとめて、あと客観的なデータも十分

確認しながら、公共工事の品質確保と公正で健

全な競争環境の両立が図れるよう、入札制度の

適切な運用と、不断の改善に努めてまいりたい

というふうに考えております。 

【小林委員】 ありがとうございます。ぜひ今

の言葉をですね、現実に移していただいて、良

い結果に繋がるように、どうぞよろしくお願い

したいと思います。 

それから、道路建設課長。国道34号大村諫早の

拡幅についてね、ちょっとお尋ねしますけども。

国が進めている、国道34号の大村諫早の拡幅で
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ございます。しっかり頑張っていただいてると

いうことはよく承知いたしておりますが、何と

いってもですね、進捗を図っていくためには、

やっぱりこの用地買収、この用地買収というも

のがですね、一番大事で、これをですね、やら

ないと円滑に事業が進まないということはもう

当然であると思います。 

そうしますとね、まだ地主の方から私もですね、

約3,000坪ぐらい所有される方の、なかなか滞っ

ておったところに幾らかお手伝いをさしていた

だきました。これがおかげでうまくいってるわ

けですけども、ただ、いつもいつもですね、こ

のご了解いただいた事務所の方々がまだなのか

まだなのかと。全然遅いじゃないかと、進捗率

が良くないと。こんなことをですね、実はご指

摘いただいてですね、これは本当にですね、心

変わりされたら大変だと。もう自分のわが事の

ように実は考えておるわけです。そういうこと

で国の方も一生懸命やっていただいてると思う

んだけども、何が遅れてるのかですね、どうす

ればそういうですね、期待に応えるように進捗

はできるのか。なんと言っても相手方があるこ

とです。心変わりがですね、一番怖いわけです。

この辺のところを考えていただいて、この辺が

どうなってるのか、まずお尋ねしたいと思いま

す。 

【平道路建設課長】 ただいまの委員ご指摘の

土地は、もともと筆界や境界が未確定でありま

したれけども、小林委員のご尽力により、土地

所有者との境界立ち会いを行うことができたの

でございます。改めてこの場で感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

なお、今年の3月には境界立ち会いの結果に伴う

地図訂正の手続きに必要な資料を法務局へ提出

したところでございます。しかしながら、対象

の土地が、隣接者が多く60筆を超える地図訂正

が必要であることに加え、手続きに必要な資料

が多岐に渡るため、法務局による確認作業に時

間を要しているところでございます。現時点で

法務局からは、提出した資料の9割の確認が済ん

でいると伺っているところでございます。 

県としても早期契約に向けて国へお願いしてい

るところであり、国からも法務局へ手続きを早

期に進めるよう依頼を行っていると聞いている

ところでございます。 

【小林委員】 時間がありませんからね、今の

問題については、やっぱり相手があること。な

んて言っても相手が急いでるというような事情

もあって、なかなかスピーディーな方なんです

相手が。だから非常にね、いろんなこういう法

務局等の問題があるということは、あまり何か

我々のような受けとめ方じゃなくして、そんな

問題は早くクリアしてもらいたいと、こういう

ことなんです。 

ですから、とにかくですね、そういう河川国道

か、そういうね、長崎の事務所の方に、やっぱ

り委員会においてもですね、こういう問題がね、

やっぱり議論されていると。やっぱり早くです

ね、解決していただきたいと、こういうことを

心から願ってると、こういう意見があったとい

うことをですね。ぜひともですね、強く要請し

ていただくことをお願いしておきたいと思いま

す。 

ちょうど一応時間なりましたのであとちょっと

これは後でいいですか。 

【山村委員長】他にありませんでしょうか。 

【山田委員】 長崎県内の有料道路のあり方検討

委員会について伺いたいと思っております。 

 今回お示しをいただきました高速道路につい

ては、施設の老朽化や国土強靱化等社会的要請
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に対応するために、必要な追加事業での財源確

保を背景に、法の改正とかがされて、徴収期間

が最長で2115年、令和97年まで可能となったと

いうことであります。このことから言えること

は、他県においては、天井板崩落事故などあっ

たりして、やはり老朽化に伴う事故、そういっ

たものを防止するために、様々なことを行わな

いといけないという状況にあるかというふうに

理解をしているところであります。 

 今回、有料道路のあり方検討委員会というも

のが設置をされたようでありますが、過去に、

大島大橋とか、様々なところが無料になった際

にも、同じようなこういうあり方検討委員会を

開いていたのかどうかを、まず、伺いたいと思

います。 

【平道路建設課長】 長崎県道路公社が管理して

いる有料道路につきましては、先ほど委員がお

っしゃった大島大橋有料道路、これとは別に、

生月大橋、平戸大橋などの離島架橋につきまし

ては、無料化を行ってきたところでございます。

その離島架橋の無料化のときには、今回のよう

な検討委員会というのは開催しておりません。 

 離島架橋ということで、その橋自体が島民の

唯一の生活道路であったことから、政策的に無

料化を行ったところでございます。 

【山田委員】 分かりました。ありがとうござい

ます。 

 今回まさに、先日、第1回の委員会が開かれた

ようであります。これから第4回まで行われるよ

うでありますが、最終的には、この第4回がいつ

ぐらいを予定していて、取りまとめ等を含めて、

どういった形になるのかを教えてください。 

【平道路建設課長】 全体的な委員会としては、

1年程度を考えております。横長資料の16ページ

に示しておりますけれども、今後、第2回の検討

会においては、県内有料道路の更新・進化の必

要性であったりとか、そうしたものを踏まえま

して、対応方針の検討を行っていきますけれど

も、これはあくまでも予定でございますので、

当然、委員の方々のいろんな議論によっては、

その1年というのが短くもなったり、長くなもら

ったりとかございますので、1年というのはおお

むねでございます。 

 最終的には、委員の方から提言内容の取りま

とめということでございますけれども、有料道

路の期間延長であったりとか、無料化も含めた

ところで、幅広い意見をいただいた後の提言を

いただけるものと考えております。 

【山田委員】 ユーザー目線で言うと、県民の多

くの方々は、無料になったら非常にありがたい

というふうに思います。 

 しかしながら、先ほど申し上げたように、老

朽化に伴う事故でもあったら、本当に大変だな

と思っておりますし、維持管理には、相当費用

がかかっているものというふうに理解をしてお

ります。 

 既に、今までですね、この4道路でかかった維

持管理費用についてを教えていただければと思

います。 

【平道路建設課長】 手持ちにこれまでにかかっ

た維持管理費用というのは、持ち合わせてござ

いませんので、それは後ほど答弁させていただ

きたいと思います。 

 しかしながら、委員ご指摘のとおり、これま

でにかかった維持管理など有料道路の徴収期間

内において発生する維持管理、こちらが今の許

可どおりの無料化になった場合には、その後の

維持管理は、県が負担することになります。そ

うしたものも含めて、現在開催しているあり方

検討委員会の中で、検討してまいりたいと考え
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ているところでございます。 

【山田委員】 今、後ほど金額的にお示しをいた

だきたいと思っておりますが、先ほど申し上げ

たように、ユーザー目線では無料がいいかもし

れないけれども、後にかかってくる費用がです

よ、県の財政状況を考えたときに、本当に県が

負担するべきなのか、応分の負担をしながら、

より安全な道路を必要な人に使っていただくよ

うな形というのが、望ましいのではないかとい

うふうに思っておりますので、この2回、3回、

4回と進む中でも、県議会でもこういった意見が

あったこととかですね、そういったことも、ぜ

ひ反映をいただきたいなというふうに思ってい

ると、いろいろ意見が人それぞれ出ていたとは

思いますけれども、ぜひお願いをしたいと思っ

ております。終わります。 

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。 

【小林委員】 都市政策課長にお尋ねをしたい

と思います。今、長崎県内の中心市街地を見る

ときにですね、やっぱり少子・高齢社会、ある

いは人口減少等々で、なにか元気なくして、ど

ちらかというとこの活力がもぎ取られてるよう

な感じがするわけですね。本当にシャッター通

りになりかねないというようなことを、かねが

ねから感じているわけであります。 

そういう点で、都市計画としてですね、こうい

う大きな課題を、どういうようなまちづくりを

進めようとして考えているのかまずお尋ねをし

たいと思います。 

【真鳥都市政策課長】委員からご質問ございま

したように、地方都市におきましては、空き店

舗が多くなったりとか、あるいは未利用地が多

いというような状況が見られまして、地域経済

の衰退というのが見られているところでござい

ます。 

そこで生活利便性の維持向上を図ることや、地

域経済の活性化、これが必要というふうに考え

ております。そういった中で、国土交通省にお

きまして、商業や医療福祉などの生活サービス

機能と居住を、一定集約誘導するコンパクトな

まちづくり、それから居住する拠点であったり、

中心拠点、こういったところを公共交通のネッ

トワークで結ぶいわゆるコンパクトプラスネッ

トワークという取り組みをですね、今進めてお

るところでございます。 

県としましてもこの国の方針に従いまして、ま

ちづくりの主体となります各市町と一体となっ

て、コンパクトプラスネットワーク、長崎県の

方で集約型のまちづくりと呼んでますが、こち

らの方の取組を進めているというところでござ

います。 

【小林委員】 都市政策課長がおっしゃるよう

に、コンパクトプラスネットワークね、集約型

のまちづくりというような形でですね、お話が

あっておりますが、これある意味では平田知事

が公約に掲げられている地域を残すというよう

なことに全て繋がるんじゃないかと。こういう

意味からもですね、やっぱりこの地域を残すと

いうこと、こういうことからしてみても、この

集約型のまちづくり、これはねぜひ必要だとこ

う考えますが、その点についてどんな取り組み

をやっていますか。 

【真鳥都市政策課長】この集約型の都市づくり

についてはですね、国の方で都市再生特別措置

法というのがあります。それに基づきまして、

立地適正化計画というのを策定するという制度

を創設しております。 

この計画を策定することによりまして、住居、

それから病院、福祉施設商業施設、こういった

生活に必要な施設を誘導すると、集約し誘導す
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るということとしております。県内におきまし

て、この立地適正化計画、これは市町が作成す

る計画になりますけども、県内では平成29年3月

にですね、大村市が県内一番最初に作りました。

その後ですね、現時点で他の市町も策定が進ん

でおりまして、現在7つの市町で策定済みとなっ

ています。それから現在、策定をしておる市町

が7市町ございます。 

【小林委員】 大分ですね、いろいろこういう

理解ができるようになってきましたけども、こ

の集約型都市づくりと、こんなまちをつくろう

という都市計画、ということで非常に大事な点

ですね。そういうところから考えていけば、今

のままでいいわけではなくて、用途地域を見直

すとか、あるいは容積率、建蔽率、こういうと

ころにですね、やっぱり緩和をしていくという

ような形でですね、やっぱりこういう中心市街

地をですね、やっぱり元気をね、やっぱり求め

ていくというようなことがですね、私は考えて

いかなければいかんことだと思いますが、その

点についてはいかがですか。 

【真鳥都市政策課長】この集約型の都市づくり

を推進するためには、町の中心部等に商業施設、

それから先ほど言いました福祉施設、病院、こ

ういったですね生活に必要な施設を、一定集め

て誘導する必要があるかなと思ってます。 

このために、都市計画上の手法としては、国の

方も示しておりますけども、こういう商業施設

や福祉施設、病院、この誘導したい施設をです

ね、新たに立地したり、あるいはもともとある

施設の建て替えをしたり、こういったものをで

すね進めるために、委員ご質問にございました

ように用途地域の見直し、それから土地の高度

な利用を促進する容積率等の見直し、これ緩和

ですね、大きくする方向、こういったものがで

すね、1つの方法として、国の方のこのコンパク

トプラスネットワークの方針の中に謳われてい

るところでございます。 

【小林委員】 そうしますとですね、もう県内

の中心市街地で、容積率の緩和、こういうよう

な事例があるのかないのか。あるとすればどう

いう考え方でですね、緩和してきたのか、この

辺はいかがですか。 

【真鳥都市政策課長】県内での中心市街地の容

積率の緩和の事例があるのかないのかというご

質問ですけども、長崎市の方でですね、この容

積率の緩和を実施した事例がございます。 

長崎市の方で緩和をした具体的な中身ですけど

も、バス、電車、鉄道、こういった公共交通が

充実している幹線道路沿いにですね、利便性が

高く安心して住める場所を設けるということで、

長崎市は斜面地が多くございまして、高齢者に

なりますと、なかなか斜面地を登ったり降りた

りというのはなかなか難しいという中で、平坦

部に住んでもらおうということで、この中心部

の商業地域の容積率を緩和しているという事例

がございます。 

【小林委員】 この問題も最後の質問にします

けれども、私の地元の大村市においては残念な

がら商店街がもう今にもですね、シャッター通

りになろうとしてるわけですよ。ですから、こ

れを何とかですね、活力・活性化するためには

ですね、容積率を緩和すると。容積率を緩和し

てもらいたいと、こういう声も出てきてるわけ

ですが、中心市街地のやっぱりもう活性化に繋

がる、こういう容積率。やっぱり土地を有効に

活用できるというようなことで、この考え方に

対して県はどういうようにお考えがありますか、

お尋ねしたいと思います。 

【真鳥都市政策課長】先ほど言いましたけども、
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大村市の方がいち早く県内でこの集約型のまち

づくりを進めるために、立地適正化計画という

のを作っております。そういった中で、中心市

街地の活性化を今、取り組もうとしてる中でで

すね、この容積率の緩和というのが有効な手段

の1つというふうに考えられます。 

この容積率の緩和につきましては、この都市計

画に定めるのは大村市、市が決定する内容には

なるんですけども、この大村市が目指したいま

ちづくりが実現するよう、県としましても、一

緒になっていろんなメニュー、あるいはその考

え方をですね、一緒に考えていきたいというふ

うに思っております。 

【小林委員】今、容積率ね、大村の商店街なん

かは1等地で、そこなんかでやっぱり容積率が

400％ぐらいかな。佐世保とか長崎、この1等地

では容積率が600％。そういうような形で聞いて

おりますよ。だから、まだ800とかいうことはな

いんだけども、少しそういう都市計画のあり方

をですね、やっぱりこのまちの活力、活性化と

言う事でさっきも言ったように、やっぱり一等

地の活用の仕方はもう少し大胆に、考えてもよ

ろしいんじゃないかと。こういうふうに思いま

すから、ぜひですね、そういう方向に向けて、

市町でいろいろと決めることもありますが、や

っぱり県の考えというのは非常に大事になって

きますから、そのためにですね、是非とも市町

とよく相談に乗っていただいて、ご尽力をいた

だくようにお願いをして終わりたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。 

【山村委員長】 ほかに質問ありませんでしょう

か。よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ほかに質問はないようですので、

次に、自民党会派より、「国土強靱化の計画的

かつ着実な推進を求める意見書案」の提出の提

案があっておりますので、事務局より、文案の

配付をお願いします。 

〔意見書案配付〕 

 それでは、中村委員より、意見書提出につい

ての提案趣旨説明をお願いします。 

【中村(一)委員】 国土強靱化の計画的かつ着実

な推進を求める意見書案。 

 近年、気候変動の影響等により、全国各地で

豪雨、台風、地震、土砂災害などの自然災害が

激甚化、頻発化し、地域の暮らしや経済活動を

脅かすリスクが一層高まっております。 

 令和7年8月の低気圧と前線による大雨では、

九州北部地方を中心に、線状降水帯が繰り返し

発生し、長崎県内でも、総降水量が500ミリを超

えた地点になるなど、土砂災害や道路被害を伴

う記録的な大雨となり、近年の気象災害は、地

域社会に与える影響の大きさが、改めて浮き彫

りとなった。 

 特に、本県は、急峻な地形に加え、多くの半

島、離島を有し、土砂災害や交通寸断のリスク

が高い地域特性を抱えています。 

 このため、災害時に救助、救援、医療搬送、

物資輸送を確保するために、防災インフラの整

備、災害時に強い交通ネットワークの構築が必

要不可欠であります。 

 また、これらの社会基盤の整備は、観光業、

製造業、農業、水産業といった本県の主要産業

の発展と高い親和性を有しております。 

 こうした地域特性と成長可能性を併せ持つ本

県こそ、稼げる国土として、国土強靱化を強力

に推進すべき地域であります。 

 以上を踏まえ、下記の事項について、特段の

措置を講じられるように強く要望する。 

 記、一つ、第一次国土強靱化実施中期計画に
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基づく取組を、計画的かつ着実に推進するため、

通常の公共事業関係予算とは別枠で、必要かつ

十分な予算を安定的、継続的に確保すること。 

 一つ、資材価格や人件費の高騰等の影響につ

いて、予算編成過程で適切に反映させるととも

に、今後の災害の発生状況や、事業の進捗状況、

経済情勢、財政事情等を総合的に勘案し、必要

な事業を行うための予算を満額確保すること。 

 一つ、地域建設業の経営安定と担い手確保に

つながる施工時期の平準化に資するよう、補正

予算を活用するとともに、当初予算により措置

する場合においても、これまでの補正予算によ

る措置分を総額として、必要かつ十分な予算を

措置するとともに、地方公共団体が円滑に事業

を実施できるよう、地方債や交付税措置を含め、

十分な地方財政措置を講じること。 

 一つ、石油由来の建設資材について、供給面

での目詰まりを解消し、需給状況の改善を図る

ことで、公共事業の円滑な実施に支障が生じな

いよう、必要な対策を講じること。 

 一つ、災害が発生した自治体に対し、迅速か

つ円滑な支援が行われ、地方整備局や研究機関

等において、必要な人員と体制の充実強化を図

ること。 

 以上、委員各位のご賛同をお願いいたします。 

 以上、地方自治法第99条の規定により、意見

書を提出します。 

【山村委員長】 ただいま説明がありました国土

強靱化の計画的かつ着実な推進を求める意見書

案について、ご意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 意見もないようですので、意見

の提出について採択を行います。 

 しばらく休憩いたします。 

 

 

― 午後 ３時４２分 休憩 ― 

― 午後 ３時４２分 再開 ― 
 

【山村委員長】 再開します。 

 「国土強靱化の計画的かつ着実な推進を求め

る意見書案」を提出することに、ご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 異議なしと認めます。 

 よって、「国土強靱化の計画的かつ着実な推

進を求める意見書案」については、提出するこ

とに決定されました。 

 なお、体裁の修正等についてはいかがいたし

ましょうか。 

〔「正副委員長一任」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 それでは、正副委員長にご一任

願います。 

 以上で、委員会の審査は終了いたしましたの

で、土木部関係の審査結果について整理したい

と思います。 

 しばらく休憩いたします。 
 

― 午後 ３時４３分 休憩 ― 

― 午後 ３時４３分 再開 ― 
 

【山村委員長】 再開します。 

 これをもちまして、土木部関係の審査を終了

いたします。 

 本日の審査はこれにてとどめ、明日は10時か

ら委員会を再開し、文化観光国際部関係の審査

を行います。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 
 

― 午後 ３時４３分 散会 ― 
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１、開催年月日時刻及び場所 

  令和８年６月３０日 

自  午前 ９時５９分 

至  午後 ３時５１分 

於  委 員 会 室 ３ 
 
 

２、出席委員の氏名 

山村 健志 委員長（分科会長） 

坂口 慎一 副委員長（副会長） 

田中 愛国 委 員 

小林 克敏  〃   

溝口芙美雄  〃   

外間 雅広  〃   

山田 朋子  〃   

宮本 法広  〃   

中村 一三  〃   

堤  典子  〃   

鵜瀬 和博  〃   

 
 

３、欠席委員の氏名 

な  し 
 

 
 

４、委員外出席議員の氏名 

な  し 
 

 
 

５、県側出席者の氏名 

伊達 良弘 文化観光国際部長 

佐古 竜二 文化観光国際部政策監 

桒原  恵 文化観光国際部次長 

松尾 泰子 文 化 振 興 課 長 

村山 拓男 歴史文化遺産課長 

小栁 剛志 観 光 振 興 課 長 

真鳥達一郎 
観光振興課企画監 
（観光産業基盤強化担当） 

小宮 健志 
インバウンド推進課長 
（ 参 事 監 ） 

江口 詔一 物産ブランド推進課長 

黒川恵司郎 国 際 課 長  

川瀬 泰介 
国 際 課 企 画 監 
（平和推進・国際協力担当） 

川瀬 亨介 スポーツ振興課長 
 
 

６、審査の経過次のとおり 
 

― 午前 ９時５９分 開議 ― 
 

【山村委員長】 委員会及び分科会を再開いたし

ます。 

 これより、文化観光国際部関係の審査を行い

ます。 

 審査に入ります前に、理事者側から、4月の人

事異動後、これまでの委員会に出席がなかった

新任幹部職員の紹介を受けることにいたします。 

【伊達文化観光国際部長】 おはようございます。

文化観光国際部長の伊達でございます。 

 それでは、本日、本委員会に初めて出席して

おります、文化観光国際部の新任幹部職員を紹

介させていただきます。 

〔各幹部職員紹介〕 

 以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

【山村委員長】 ありがとうございました。 

 では、これより審査に入ります。 

【山村分科会長】 まず、分科会による審査を行

います。 

 予算議案及び予算に係る報告議案を議題とい

たします。 

 文化観光国際部長より、予算議案及び予算に

係る報告議案の説明を求めます。 

【伊達文化観光国際部長】 それでは、文化観光

国際部関係の議案についてご説明いたします。 

 予算決算委員会、観光生活建設分科会、関係

議案説明資料の2ページをお開きください。 
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 今回ご審議をお願いいたしておりますのは、

第70号議案「令和8年度長崎県一般会計補正予算

（第2号）」のうち関係部分、報告第2号「知事

専決事項報告令和7年度長崎県一般会計補正予

算（第11号）」のうち関係部分であります。 

 初めに、第70号議案「令和8年度長崎県一般会

計補正予算（第2号）」のうち関係部分について

ご説明いたします。 

 令和8年度当初予算は、予算編成時期と知事選

挙の関係から、重要な政策経費を除いた骨格予

算として編成しておりましたので、今回の補正

予算において具体的な諸施策に係る予算を計上

しております。 

 歳出予算内容は記載のとおり、合計で3億

6,314万6,000円の増であります。 

 2ページ下段をご覧ください。 

 歳出予算の主な内容についてご説明いたしま

す。 

 1、ながさきピース文化祭を通じて得られた成

果や関係性を生かし、文化芸術による地域活性

化と交流人口拡大の促進を図るため、市町や民

間団体などの取組への支援等に要する経費とし

て、芸術文化振興費3,008万1,000円。 

 2、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺

産」の世界遺産登録10周年に向けて、国内外へ

のプロモーションや受入れ環境の整備等に要す

る経費として、文化施設行政推進費8,396万

2,000円。 

 3、大阪・関西万博後の旅行需要の獲得や将来

的な誘客スキームの構築を目指し、誘客可能性

の高いエリアへのプロモーションの実施や、市

場動向を的確に捉えた情報発信力の強化を図る

ための観光情報基盤の整備・強化等に要する経

費として、観光情報発信事業費5,602万7,000円。 

 4、人手不足の影響を受ける県内宿泊事業者を

対象とした外国人雇用相談や受入環境整備への

支援を実施し、外国人材活用の促進に要する経

費として、観光客受入環境整備事業費2,688万

1,000円。 

 5、観光消費額の増加を図るため、各地域のコ

ンテンツを歴史や自然等のテーマでつなぎ、も

う一泊や滞在時間の延長を促す仕組みの構築に

要する経費として、観光基盤整備事業費2,028万

円。 

 6、国際航空路線の利用者増を図るため、プロ

モーション及びインバウンドの動向調査の実施

に要する経費として、観光客誘致対策事業費

5,473万2,000円。 

 7、「美味しいは、長崎から。」のキャッチコ

ピーの下、県産品の認知拡大と販路形成のため、

戦略的なプロモーションの実施に要する経費と

して、県産品販路拡大対策費1,994万8,000円。 

 8、県産酒の認知度向上による売上げの拡大を

図るため、動画の制作配信や県内酒蔵のインバ

ウンド需要の活性化に向けた調査の実施に要す

る経費として、県産品魅力発信事業費2,107万円。 

 9、輸出実績の多い中国、香港、韓国、台湾及

び新規国として、オーストラリア、シンガポー

ル、マレーシアにおいて、県産品の輸出額増加

を図るため、現地パートナーとの連携拡大及び

新規パートナーの開拓の実施に要する経費とし

て、貿易振興事業費2,016万5,000円。 

 10、スポーツによる交流人口の拡大のため、

県内に経済波及効果等をもたらす大規模参加型

スポーツイベントの開催支援に要する経費とし

て、スポーツ振興費3,000万円を計上いたしてお

ります。 

 次に、報告議案についてご説明いたします。 

 4ページ中段をご覧ください。 

 報告第2号「知事専決事項報告令和7年度長崎
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県一般会計補正予算（第11号）」の関係部分で

あります。 

 これは、先の3月定例県議会の予算決算委員会

において、専決処分により措置することについ

て、あらかじめご了承いただいておりました令

和7年度予算の補正を令和8年3月31日付で専決

処分させていただいたものであります。 

 文化観光国際部所管の補正予算の概要につき

ましては、4ページ中段から6ページに記載のと

おりでございますが、歳入予算は合計で7,219万

4,000円の増、歳出予算は合計で2億9,266万

2,000円の減であります。 

 歳入予算及び歳出予算の主な内容については、

記載のとおりでございます。 

 以上をもちまして、文化観光国際部関係の説

明を終わります。よろしくご審議を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

【山村分科会長】 次に、文化振興課長より補足

説明を求めます。 

【松尾文化振興課長】 おはようございます。 

 それでは、令和8年度6月補正予算につきまし

て、補足して説明させていただきます。 

 予算決算委員会、観光生活建設分科会、補足

説明資料の3ページをお開きください。 

 これは、文化観光国際部の令和8年度6月補正

予算の総括表でございます。 

 今議会に計上しております各課ごとの6月補

正予算額は記載のとおりでございます。 

 続きまして、文化振興課の事業についてご説

明させていただきます。 

 4ページをお開きください。 

 ながさき文化のチカラ強化・発信事業費とし

て2,708万1,000円を計上しております。こちら

の事業につきましては、ピース文化祭を通じて

得られた成果や関係性を生かして、官民が連携

する様々な取組により、文化芸術によるまちの

にぎわいや人の呼び込みを促進しようとするも

のでございます。 

 主な事業内容といたしましては、県内の文化

芸術に関するイベントの情報等を一体的に発信

するウェブサイトの制作、ダンスコンテストや

演奏会等のイベントの開催、さらには市町や民

間団体が実施する文化人材の育成や、広域的な

文化芸術活動等に対する補助金による支援を実

施することとしております。 

 当課の所管事項についての説明は以上でござ

います。よろしくご審議を賜りますようお願い

申し上げます。 

【山村分科会長】 次に、歴史文化遺産課長より

補足説明を求めます。 

【村山歴史文化遺産課長】 続きまして、歴史文

化遺産課の令和8年度6月補正予算事業説明書に

ついて、私の方から説明をさせていただきます。 

 5ページをお開きください。 

 多様な文化と歴史的資源による賑わい創出事

業費につきましては、予算額8,311万7,000円を

計上しております。 

 令和10年の世界遺産「長崎と天草地方の潜伏

キリシタン関連遺産」の登録10周年に向けて、

国内外へのプロモーションや受入環境整備など

を行い、誘客拡大を促進するための経費でござ

います。 

 主な内容といたしましては、1の関係者連絡会

議の実施等は、本事業を進めていくに当たり、

関係する市町や民間団体と情報共有や協議を行

うため、連絡会議の開催や現地調査等を行うも

のであります。 

 2の歴史を伝えるストーリー映像の制作は、国

内外へのプロモーションを行うに当たり、世界

遺産や天正遣欧少年使節などを含めた本県の歴
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史的資産の価値を伝え、興味・関心の向上を図

る魅力的な動画の制作を行うものであります。 

 3のモデルコースの開発・実証は、世界遺産の

構成資産や天正遣欧少年使節の関連施設などを

巡るモデルコースについて、市町や関係団体な

どとも連携し、モデルコースの造成検証を行う

ものであります。 

 4のＡＩガイド導入による受入環境整備は、観

光客の満足度向上や国内外からの観光客の受入

体制の整備促進を図るため、ガイドの知見やガ

イドならではの語り口を学習させたＡＩガイド

システムの導入による受入環境整備を行うもの

であります。 

 私の方から説明は以上でございます。よろし

くご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

【山村分科会長】 次に、観光振興課長より補足

説明を求めます。 

【小栁観光振興課長】 私の方からは、観光振興

課関係の主な事業についてご説明させていただ

きます。 

 資料の6ページをご覧願います。 

 「ながさき観光情報基盤整備事業費」として

901万9,000円を計上してございます。こちらの

事業につきましては、市場動向を的確に捉えた

情報発信力を強化していくために、データやＡ

Ｉを活用した分析を行い、効果的なプロモーシ

ョンを推進していくというものでございます。 

 主な事業内容といたしましては、「1 市町と

連携したアンケートとデータ分析」というとこ

ろでございますけれども、市町と連携したアン

ケートを実施いたします。観光客の来訪動機で

ございますとか様々なニーズなどといったこれ

まで確認できてないようなデータの収集を行い

まして、こうしたデータの共有、有効活用に向

けて、市町や観光事業者向けの研修会を実施し

てまいります。 

 「２ ながさき旅ネットを活用した情報発信

等」につきましては、県公式観光情報サイト「な

がさき旅ネット」内にございますＡＩを活用し

たモデルコース作成機能「ＡＩ旅プラン」の機

能の充実、具体的には交通経路を提案するよう

な機能の追加などを行い、さらなる誘客につな

げてまいりたいと考えております。 

 次に、7ページでございます。 

 「ながさき重点誘客プロモーション事業費」

でございまして、こちらで4,038万1,000円を計

上してございます。こちらの事業につきまして

は、大阪・関西万博後の旅行需要の獲得や、将

来的な誘客スキームの構築を目指しまして、誘

客可能性の高いエリアへのプロモーションを展

開していくものでございます。 

 主な事業内容につきまして、まず「１ 関西

エリアにおける旅行・交通事業者等と連携した

プロモーション」でございますけれども、関西

エリアにつきましては、旅行・交通事業者と連

携しまして、観光情報説明会やＰＲイベント等

を実施し、若年層やファミリー層を中心とした

幅広い層の誘客を促進したいと考えております。 

 続いて、「２ の首都圏エリアにおける富裕

層をターゲットとしたプロモーション」でござ

います。首都圏在住の富裕層をターゲットとし

まして、観光消費単価が高い商品を取り扱う旅

行会社を招聘し、情報発信や商品造成の強化な

ど、観光消費額の増加につなげてまいりたいと

考えております。 

 最後に「３ 福岡エリアにおけるメディアや

ウェブ、ＳＮＳ等を活用したプロモーション」

でございます。 

 こちらにつきましては、若年層やインバウン

ドの混雑状況を回避する層に向けて、メディア
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やウェブ、ＳＮＳを活用し、本県のコアな情報

を発信することでさらなる誘客を図ってまいり

ます。 

 続きまして、8ページでございます。 

 まず、「①長崎県アニメツーリズム推進事業

費」でございます。新規事業として662万7,000

円を計上してございます。この事業では、知名

度の高いアニメ作品を活用したプロモーション

活動により、本県への誘客促進及び県内周遊を

図ってまいります。また、昨年度に引き続き、

日本全国のアニメや漫画、また、様々な地域の

魅力を一堂に集めた参加型イベントでございま

すアニメ＆まんが聖地ＥＸＰＯへの出展により、

本県のアニメの聖地や本県ゆかりの漫画作品を

しっかりＰＲしたいと考えております。 

 続きまして、「②長崎ゆかりの作品を活用し

たにぎわい創出事業費」でございます。こちら

は文化振興課所管となっておりますが、併せて

ご説明いたします。 

 新規事業といたしまして300万円を計上して

ございます。 

 主な事業内容といたしましては、本県にゆか

りのあるマンガコンテンツを活用し、市町との

連携による地域の特性を生かしたツーリズムを

推進することで、地域の活性化と誘客促進につ

なげていきたいと考えております。 

 なお、県の役割といたしましては、企画実施

に係る作品の素材使用料を負担することとして

おります。 

 続きまして、9ページでございます。 

 「『つなぐ・つむぐ・めぐる』観光まちづく

り推進事業費」でございます。予算額が2,028万

円を計上してございます。 

 この事業は、各地域の観光コンテンツを、歴

史や文化、自然等のテーマでつなぎまして、滞

在日数や観光消費額の増加につながる面的、広

域的な旅行商品の造成等を支援するものでござ

います。 

 具体的には、主な事業のところの「１ セミ

ナー・ワークショップの実施等」のところでご

ざいますけれども、まずは市町や地域の事業者

向けに売れる観光商品づくりのノウハウを取得

していただくためのセミナーを開催しまして、

その後のワークショップにおいて、市町や事業

者間での新たな関係構築に結びつけます。そし

て、様々な旅行商品のアイデアを引き出したい

と考えております。また、随時商品造成に係る

相談対応も行っていきたいというところでござ

います。 

 続きまして、「２ 地域コンテンツをテーマ

でつなぐモデル事業の実施」のところでござい

ますけれども、先ほどのワークショップで生ま

れたようなアイデアを地域コンテンツをテーマ

でつなぐをコンセプトに、面的、広域的モデル

商品として造成しまして、まずはテストマーケ

ティングを通じて、実証と自走化に向けた検証

を行ってまいりたいと考えております。 

 以上で私からの説明を終わります。よろしく

ご審議賜りますようお願いいたします。 

【山村分科会長】 次に、観光振興課企画監より

補足説明を求めます。 

【真鳥観光振興課企画監】 では、私の方から、

観光振興課の残り1件について説明をさせてい

ただきます。 

 資料の10ページをご覧願います。 

 宿泊業人材受入環境整備事業費でございます。 

 新規事業として2,688万1,000円を計上いたし

ております。 

 こちらの事業につきましては、人手不足とい

う課題を抱えている宿泊施設における外国人材
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雇用を促進するため、採用や育成環境整備を支

援するものであります。 

 主な事業内容の1、宿泊施設向け外国人雇用相

談の実施等につきましては、外国人材に関する

制度理解や雇用に向けた各種相談への対応を行

うものであり、外国人材の雇用意欲はあるもの

の、行動に移せていない宿泊事業者の行動を後

押しするため、訪問型の雇用相談による直接支

援に取り組むものであります。 

 次の2、外国人材の採用や育成体制の確保に必

要な経費の支援につきましては、支援対象を宿

泊事業者とし、支援の対象経費を外国人材の雇

用に係る各種申請費用や、業務負担の軽減に資

する設備導入等に要する経費としております。

例えば、外国人材の雇用に必要となる登録支援

機関や行政書士に係る費用、外国人材のための

職場や住環境の整備などを補助対象とし、補助

率は2分の1以内、上限額は50万円とし、宿泊事

業者の負担軽減を図ってまいります。 

 当課の所管事業についての説明は以上でござ

います。よろしくご審議を賜りますようお願い

申し上げます。 

【山村分科会長】 次に、インバウンド推進課長

より補足説明を求めます。 

【小宮インバウンド推進課長】 インバウンド推

進課関係の事業について説明いたします。 

 資料は11ページをご覧ください。 

 国際航空路線市場連動型プロモーション強化

事業費といたしまして、5,473万2,000円を計上

いたしております。この事業は、国際航空路線

の維持・拡大市場を中心としたプロモーション

の実施や巡礼ツアーの推進等により、さらなる

国際航空路線の利用促進を図ろうとするもので

ございます。 

 主な事業内容としましては、1つ目に、中国、

韓国、台湾、香港、東南アジア等の国際航空路

線の維持・拡大市場を中心としたプロモーショ

ンとして、本県の旅行商品造成に直接つながる

旅行会社の招聘や現地に訴求する媒体を活用し

たプロモーションの実施のほか、天正遣欧少年

使節や世界遺産等、歴史文化遺産課の取組と連

動して本県の魅力を網羅した誘客促進動画を制

作しようとするものでございます。 

 2つ目に、本県を訪問するインバウンドに対し

て、県内での立ち寄り先や満足した点などにつ

いて聞き取り調査を長崎空港やＪＲの駅などで

実施し、今後の戦略的なプロモーションの展開

に役立てていきたいと考えております。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議を

賜りますようお願い申し上げます。 

【山村分科会長】 次に、物産ブランド推進課長

より補足説明を求めます。 

【江口物産ブランド推進課長】 物産ブランド推

進課に係る事業についてご説明いたします。 

 資料12ページをご覧ください。 

 まず1つ目の、県産品販路拡大対策費の「美味

しいは、長崎から。」体験型県産品プロモーシ

ョン事業費1,994万8,000円でございます。 

 本事業は、長崎県産品ブランド戦略のキャッ

チコピーであります「美味しいは、長崎から。」

を用いた県産品のＰＲに加えまして、ＳＮＳに

よる情報発信が身近になるなどの環境変化や市

場動向を踏まえた食体験によるプロモーション

により、県産品の魅力を発信し、県産品の認知

度向上とファン形成を推進することを目的とす

るものでございます。 

 主な内容といたしまして、物販と飲食を組み

合わせた食体験イベントを実施するほか、ホテ

ル、料飲店等と連携した長崎フェアの開催にも

取り組んでまいります。また、関西エリアを対
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象としたプロモーションとして、1か月間のポッ

プアップショップの展開や食関係者で構成され

ている料理関係団体に対しまして、直接県産品

の魅力を伝えるイベントを開催することといた

しております。 

 資料13ページをご覧ください。 

 次に、県産品魅力発信事業費の「巡ろう、長

崎の至福の一杯。」事業費2,107万円でございま

す。 

 本事業は、県産酒の酒造りの様子や作り手の

想い、背景にあるストーリーといった魅力を国

内外の幅広い層に発信し、認知度の向上を通じ

て、県内酒蔵の売上拡大を目指すものでござい

ます。 

 具体的には、「巡ろう、長崎の至福の一杯。」

をコンセプトとした動画を制作し、ユーチュー

ブ等を活用して、多言語字幕つきで配信するこ

とによりまして、外国人観光客を含めた幅広い

層に安全・安心で高品質な県産酒の魅力を発信

してまいります。あわせまして、酒蔵見学が収

益につながる仕組みについて調査を行い、酒蔵

ツーリズムの活性化につなげてまいりたいと考

えております。 

 資料14ページをご覧ください。 

 最後に、貿易振興事業費の輸出パートナー連

携強化事業費2,016万5,000円でございます。 

 本事業は中国、香港、韓国、台湾といった既

に一定の輸出実績がある市場における輸出額の

さらなる拡大に加えまして、新たな輸出国の開

拓を進め、県産品の販路を一層広げようとする

ものでございます。 

 主な取組といたしましては、既存市場におい

ては、県産酒を取り扱う現地パートナーの確保

等に取り組みますとともに、新規国であるオー

ストラリア、シンガポール、マレーシアにおい

ては、バイヤー招聘や展示会への出展、現地フ

ェアの開催などを通じた販路開拓に取り組んで

まいります。 

 これら三つの事業を進めまして、国内外にお

ける県産品の認知度向上と取引拡大を図り、県

内事業者の所得向上の実現に向け、力を注いで

まいります。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議を

賜りますようお願いいたします。 

【山村分科会長】 次に、スポーツ振興課長より

補足説明を求めます。 

【川瀬スポーツ振興課長】 同じく資料の15ペー

ジをご覧ください。 

 スポーツツーリズム推進事業費についてでご

ざいますが、予算額は3,000万円となっておりま

す。県内広域に経済波及効果等をもたらす大規

模で参加型のスポーツイベントに対して支援を

行うことで、スポーツによる交流人口の拡大を

図ってまいりたいと考えております。 

 主な事業内容です。 

 大規模参加型スポーツイベント補助金につい

てでございますが、これは県内で新たに開催さ

れる大規模参加型スポーツイベントに対する補

助金でございます。 

 補助制度の内容といたしましては、補助率は

定額、補助上限は3,000万円であり、対象要件に

つきましては、県内で新たに開催され、大規模

な参加が見込まれる、原則として、県内広域へ

の経済波及効果が見込まれる、県外への本県の

魅力発信効果が見込まれる、以上3点でございま

す。 

 資料には記載しておりませんが、今年度この

要件を満たすスポーツイベントとしましては、

来年1月31日に諫早市、雲仙市で開催予定の長崎

ミュージックフェスマラソンでございます。 
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 以上で説明を終わります。よろしくご審議賜

りますようお願い申し上げます。 

【山村分科会長】 次に、提出があった政策等決

定過程の透明性の確保などに関する資料、政策

的新規事業について説明を求めます。 

【松尾文化振興課長】 政策等決定過程の透明性

等の確保及び県議会・議員との協議等の拡充に

関する決議に基づきまして、本分科会に提出い

たしました文化観光国際部関係の資料について

ご説明を申し上げます。 

 今回ご報告いたしますのは、政策的新規事業

の計上状況でございます。 

 お手元にお配りしております資料の2ページ

をお開きください。 

 資料上段から、物産ブランド推進課2件でござ

います。 

 「巡ろう、長崎の至福の一杯。」事業費、「美

味しいは、長崎から。」体験型県産品プロモー

ション事業費。 

 続きまして、文化振興課2件、長崎ゆかりの作

品を活用したにぎわい創出事業費、ながさき文

化のチカラ強化・発信事業費。 

 続きまして、観光振興課3件、長崎県アニメツ

ーリズム推進事業費、宿泊業人材受入環境整備

事業費、ながさき重点誘客プロモーション事業

費でございます。 

 続いて、インバウンド推進課、国際航空路線

市場連動型プロモーション強化事業費。 

 歴史文化遺産課、多様な文化と歴史的資源に

よる賑わい創出事業費。 

 以上9件でございます。 

 内容につきましては記載のとおりでございま

す。よろしくご審議を賜りますようお願い申し

上げます。 

【山村分科会長】 以上で説明が終わりましたの

で、これより予算議案及び予算に係る報告議案

に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

【山田委員】 おはようございます。何点かお尋

ねをしたいと思います。 

 まず、宿泊業人材受入環境整備事業費につい

て伺いたいと思っております。 

 外国人雇用制度の理解を深めるために専門相

談員による雇用相談の実施をするということで

ありますが、まずは県内のホテル等で外国人を

雇用している実数とかの把握がありましたら教

えていただきたいと思います。 

【真鳥観光振興課企画監】 県内の宿泊業におけ

る外国人材の雇用者の状況についてのお尋ねで

ございますけれども、令和7年10月末現在で81事

業所291名の外国人の雇用となっております。 

【山田委員】 81事業所291名ということであり

ました。かなり一般のビジネスホテルでもこの

頃外国人の方をよくお見かけをするようになっ

てきてるかというふうに思います。今回もより

進めていただくために、先ほどのご説明だと訪

問をするというお話だったかと思いますが、人

員の体制とその方の資格というか、どういった

経験をお持ちの方をどのようにするのかを教え

てください。 

【真鳥観光振興課企画監】 訪問する専門相談員

の体制とどういう資格を持っているかという人

員の想定でございますけれども、議決いただい

た後に委託事業でやる予定にしておりまして、

具体的にどういう人材を求めていくかというこ

とはまだ検討中ではあるんですけれども、県内

の40社程度をまずは想定しておりまして、訪問

も5回程度はそれぞれ行けるような形で取り組

んでまいりたいと考えております。 

 人員ですけれども、例えば登録支援機関の業

務に精通する方ですとか、外国人の受入れの制
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度に精通した方々についてお願いをしようと思

っておりまして、委託をする際にはしっかりと

そういった経験がある方々に担っていただける

ようにこちらからお願いをしていきたいと考え

ております。 

【山田委員】 想定が40社を5回ぐらいというこ

とでありました。ある程度の規模感のあるとこ

ろでまだ外国人雇用してないところをターゲッ

トにしていくのかというふうに思いますが、先

ほど言われたように、日本に入るときの手続関

係に精通した人材が、予算がついたからと言っ

てぱっと見つかるのかなと思っているのですが、

ある程度のめどは立っているのですか。 

【真鳥観光振興課企画監】 外国人雇用自体、県

内でも291名の方々がいらっしゃっているとい

うことで、県内にも行政書士ですとか登録支援

機関というものが多数ありますので、その方々

にまずは手を上げていただくことになろうかと

考えておりますが、まだ具体的にその契約手続

に入るまではどういった方々に応募いただける

ということははっきりは言えない状況でありま

す。 

【山田委員】 外国人向けの行政書士さんとかい

ろいろいらっしゃるので、確かにそういった

方々が生業の傍らというか、これも受けていた

だいてやっていただけるようなイメージなのか

なというふうに思いました。しっかりと、せっ

かくいい予算を計上いただいていると思います

ので、取組を進めていただきたいと思います。 

 次に、多様な文化と歴史資源によるにぎわい

創出事業費の中でお尋ねしたいと思います。 

 歴史を伝えるストーリー映像の作成に2,000

万円計上されているようであります。作成等と

ありますが、普通に考えたときに、映像の作成

だけでこんなにかかるのかなとちょっと思った

ので、中身についてお尋ねしたいと思います。 

【村山歴史文化遺産課長】 歴史を伝えるストー

リー映像の制作でございますが、国内外におい

て近年注目をされ、関心が高まっております天

正遣欧少年使節、世界遺産に関連した歴史など

をテーマとした国内外へのプロモーションの魅

力的な情報発信素材として映像を制作したいと

考えております。日本初の公式訪問団である天

正遣欧少年使節といったキリスト教の伝来・繁

栄の時代にもスポットを当てた世界遺産の歴史

についてストーリー性のあるような映像を制作

したいというふうに考えておりまして、詳細は

今後検討してまいりたいと考えております。 

【山田委員】 多言語対応とかいろいろするんで

しょうけど、あとこのぐらいのこれは映像作る

だけ、配信とかまで含めたところの費用なのか

どうなのか。これちょっと2,000万高いかなと素

人的にはちょっとイメージ的に思うんですけど、

どういうふうな内訳なのかなと思って。作った

だけじゃなくて、作ったものの配信も含めて委

託をするとかそういった費用なのか、どういっ

た使い方をするのかも含めてちょっと教えてく

ださい。使い方は配信していくんでしょうけど、

この費用に入ってる分はなんですか。 

【村山歴史文化遺産課長】 基本的には映像を制

作する経費と考えていますが、一部活用という

ところも含めて検討してまいりたいと考えてお

ります。 

【山田委員】 ちょっとよくその映像を作る費用

がちょっと私も分からないところではあるんで

すけど、何分ぐらいの尺のものを何本作るのか

とかもあるのかもしれないんですけど、そうい

うのも分かってるんですかね。細かくて申し訳

ないけど。 

【村山歴史文化遺産課長】 現在の想定といたし
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ましては、取材等もありますけれども、短編の

映像ということで、例えば10分程度の映像を3本

といった形で、取材等を含めた制作経費という

ことで計上させていただいているところでござ

います。 

【山田委員】 ある程度ですよ、既に私も映画と

かも見たことあるけど、ある程度の材料はそろ

ってるのかなという気はするんですけど、これ

に併せて、外国も含めて取材を行ったりとかそ

ういった映像を作るという理解でいいんですか

ね。 

【村山歴史文化遺産課長】 天正遣欧少年使節、

あるいは世界遺産「長崎と天草地方の潜伏キリ

シタン関連遺産」、こういった県内であったり

とか、あるいは海外とのつながりとかいうとこ

ろもありますので、既存の映像等も含めながら

映像の作り込みについては十分に検討してまい

りたいと考えております。 

【山田委員】 すばらしいものを作っていただい

て、多くの方においでをいただけるようにして

いただきたいと思っております。 

 次に、輸出パートナー連携強化事業費につい

て伺いたいと思います。 

 私は5月にちょっと仕事でシンガポールに行

ったんですが、普通の瓶ビールが2,000円超えで

すね。町の普通のお店で。高級のお店とかじゃ

なくて、そういった状況、シンガポールかなり

物価が高かったんですけれども、私がちょっと

無知で申し訳ないんですが、佐世保とかのお酒

を海外に持って行く場合って、大体売価的には

佐世保で2,000円ぐらいのお酒が海外で今、特に

中国とかいろんなところには既に出て、香港と

か出てると思いますが、大体どんな感じで高く、

高値で出るような感じになってるんですか。市

場価格とかちょっと教えていただければと思い

ます。 

【江口物産ブランド推進課長】 輸出の対象国で

すとか税金の関係とかもありますので一概には

言えないと思うんですけども、私の感覚ではお

おむね3倍から4倍ぐらいの価格になるのが一般

的かなと思います。お酒にかかわらずというこ

とでございますが。 

【山田委員】 3倍から4倍、もちろん輸出するコ

ストとか様々な、先ほど言われたように税金と

かも含めてあるかもしれないけれども、事業者

にとっては利益になるものであるというふうに

思っておりますので、この新興国、新たにしっ

かりと取組をいただきたいことをお願いをして、

このことは終わりたいと思います。 

 取りあえず一旦終わります。 

【山村分科会長】 ほかにありませんか。 

【宮本委員】 おはようございます。私も今回大

事な予算が計上されていますので、幾つか質問

をさせていただきます。 

 まず、ご説明がありました補足説明資料の中

から、各種施策について質問をいたします。 

 まず、補足説明資料の5ページになります。 

 多様な文化と歴史的資源によるにぎわい創出

事業費約8,300万円、これ新規事業であります。

先ほども山田委員からもありましたけれども、

改めてちょっと確認いたします。 

 長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産、

もう10年になるんですね。ちょっと早いなとい

う思いがいたします。 

 まず、今観光客がどのくらい訪れているのか、

年単位の推移を教えていただければと思います。 

【村山歴史文化遺産課長】 長崎と天草地方の潜

伏キリシタン関連遺産の構成資産への来訪者数

につきまして、令和7年度でございますが、登録

時の74％ということで63万7,000人ということ
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で、登録時が86万3,000人ということで、徐々に

回復しているところでございます。令和6年度に

つきましては58万5,000人ということで、繰り返

しになりますけども、徐々に増えてきていると

いう状況でございます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。登録時が

やっぱり一番当たり前ですけど多かったという

ことと、徐々に回復傾向にあるということを改

めて確認いたしました。 

 いろいろブラッシュアップしていきながら、

観光客の方々を楽しませるということが必要で

あろうと思いまして、その関連の予算であると

考えております。 

 その中で、4番のＡＩガイド導入による受入れ

の環境整備です。これについて、先ほど説明で

は満足度向上を目的としたとありました。この

ＡＩガイドがどういった形で導入されるのか詳

しく教えてください。 

【真鳥観光振興課企画監】 ＡＩガイド事業に関

するお尋ねでございますけれども、世界遺産の

巡礼ガイドは現在151名いらっしゃるんですけ

れども、平均年齢が74歳ということで高齢化が

進んでおりまして、また、実際には稼働されて

いるガイドの方々が50名程度ということで、こ

のままでは将来的にガイド体制の維持が困難に

なってくることが懸念されているところでござ

います。 

 一方で、先ほどご説明しましたとおり、世界

遺産登録10周年を迎えることから、今後ガイド

の需要というものも伸びてくるんじゃないかと

いうことで、観光客の満足度の低下や誘客機会

の損失にならないように、ガイドの体制も整備

していく必要があると考えております。本事業

では、まず県の公式パンフレットや、既存のガ

イド研修資料といったものをＡＩに読み込ませ

まして、また、巡礼ガイドが長年培ってきた語

りとか知見、そういったものをしっかりとＡＩ

で活用可能なデータとしてまず蓄積をさせてい

ただきます。そして、観光客が構成資産に設置

されましたＱＲコードを読み取ることでＡＩガ

イドが起動しまして、蓄積したデータを活用し

ながら多言語による音声やテキストで案内を行

い、また、ＧＰＳによる位置情報も活用しなが

ら、利用者の現在地に応じた解説を提供して、

より理解しやすく魅力的な巡礼体験を実現する

というものでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。今までも

ＱＲコードを読み込んで、そういった案内はあ

ったかと思いますが、それとの違いは、要はガ

イドならではの語り口をＡＩに学習させたとい

うことなので、今までと全く違うと。どう違う

のか。今までのものでもいいんじゃないかとい

う気はしますが、より滑らかに、より分かりや

すくＡＩが判断して、ＡＩだからどんどん学習

していくというイメージでいいのか、もうちょ

っと詳しく教えてください。 

【真鳥観光振興課企画監】 ＱＲコードを使った

観光案内のご説明でいきますと、例えば移動し

ながらＡＩの方がＧＰＳを活用して、その土地

に着いたときに次の案内が始まるとかそういっ

たこともできますし、先ほど申し上げましたと

おり、これまでの語り口、独特な情景描写とか

比喩表現、そういったものもＡＩに入れ込むと

いう形で対応してまいりたいと考えております。 

 また、ＡＩも誤った情報というのが、ハルシ

ネーションと言いますけれども、そういったも

のが多々あるのですが、今回のＡＩガイド事業

は、本県の方で正しい情報をしっかり格納する

データを蓄積しまして、そこからの読み込みを

行うことでＡＩによる誤りの発信いったものも
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ないような、これまでのＡＩとも少し違うよう

な形で運用していきたいと考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ちょっと

確認ですけども、先ほどおっしゃったとおり、

多言語なのでどのくらい、何か新しい言語が追

加されるのか教えてください。 

【真鳥観光振興課企画監】 まだどの言語に対応

するかということまでは決定はしていませんが、

本県に巡礼で来られる方々といいますとキリス

ト教の方々が多いので、そういった方々が多い

国の言語には対応できるように、今後委託事業

者ともしっかりと話をして取り組んでいきたい

と考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ぜひとも

よりブラッシュアップされたＡＩガイドになる

ように、そしてまた、訪れた方々が、情景が浮

かぶような形のガイドシステムになるようにお

願いしたいと思います。 

 次に、8ページです。 

 これも総括質疑でもさせていただきました長

崎アニメツーリズム推進事業費です。 

 予算額としては約662万円でありまして、そう

高額ではない事業ではありますけれども、再度

質問いたします。 

 まず、先ほどもご説明ありましたけども、ア

ニメ＆まんが聖地ＥＸＰＯの出展についてです

が、前回2025年の分に参加いたしました。長崎

県が初めて出展したということで、非常によか

ったんじゃないかと思いますが、まずは前回の

2025についてどういうふうに分析をされている

のかを教えてください。 

【小栁観光振興課長】 アニメ＆まんが聖地ＥＸ

ＰＯへのご質問かと思います。 

 昨年度初めてアニメ＆まんがＥＸＰＯに出展

をさせていただいております。これは文化庁、

日本芸術文化振興会、ＥＸＰＯ実行委員会が主

催するアニメと漫画に関するイベントというこ

とで、かなり大きめなイベントと理解をしてお

ります。2日間で大体2万5,000人ぐらいの参加が

あったということで聞いております。当日参加

した者から話を聞くと、入るまで30分ぐらい並

ぶぐらいのすごい混雑ぶりだったと聞いており

ます。 

 そういった中で、長崎県の漫画・アニメをＰ

Ｒできたことは非常に有意義だったと思ってお

ります。 

 それから、当日アンケートを実施いたしまし

た。当日329人からアンケートの回答をいただい

たというところでございまして、イベントを通

して長崎県を訪れてみたいと思ったかという問

いに対しまして、とてもそう思う、またはやや

そう思うと回答した方が大体9割ぐらいの数字

になったという状況でございます。こういった

ところから、今年もしっかりこちらの方で出展

をしまして、長崎県のＰＲをしてまいりたいと

考えているところでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。当日は、

やっぱりどうしてもコナンとかものすごく並ん

でおりました。しかしながら、それに負けじと、

長崎県もいろんなパネルとかで頑張っていらっ

しゃった光景が非常に頼もしく思えましたし、

私も行って、初めての出展であったけども、長

崎のアニメの知名度も上がったというふうに確

信をしております。 

 それを踏まえて、今回87万、かなり少ないで

すけども、今言われた分析を踏まえて、今回ち

ょっと新たにこれしようかというものがあった

ら教えていただきたいのと、ここに適してるか

どうか分かりませんが、例えば長崎のイメージ

キャラクターのにゃーがやポケモンのデンリュ
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ウなどの出場、出演というので、観客の目を引

くのはどうかと思うんですが、この提案につい

てどうでしょうか。教えてください。 

【小栁観光振興課長】 今回のＥＸＰＯ2026に向

けましては、出展内容については、まさに今か

ら専門の方々とも相談しながら考えていきたい

と考えているところでございます。 

 ご提案のにゃーが、デンリュウにつきまして

は、ＰＲ課や関係部局と相談しながら、もし出

場ができるんであればそういったところも考え

ていきたいと思っております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ぜひ前向

きにご検討いただければと思います。ありがと

うございます。 

 次に、13ページ、「巡ろう、長崎の至福の一

杯。」事業費についてちょっとお尋ねをいたし

ます。 

 これ酒蔵ツーリズムの活性化に向けた手法の

調査ということで今回挙げられていらっしゃい

ます。酒蔵ツーリズム、佐賀県とかでも確かさ

れていらっしゃったり、全国的にもこれが出て

きておりまして、長崎県もやっと来たかという

ことでちょっとうれしく思ってますが、まず、

今回は手法の調査なので、走り出し、出だしの

ところだと思うんですが、これぜひとも酒蔵ツ

ーリズムを県内外、世界にも発信していただき

たい、周知していただきたいと考えているんで

すが、今回のこの予算でそこまでいけるのか。

今後になりますけれども、周知とか情報発信に

ついてお尋ねいたします。 

【江口物産ブランド推進課長】 本事業につきま

しては、県内酒蔵の魅力を紹介する動画を制作

しまして、ユーチューブ等で多言語配信し、県

内酒蔵の収益化の手法調査とは別に動画作成を

行うという考え方でおります。 

 調査に関しましては、今年度実施をいたしま

して、その後受入れ環境整備の検討でございま

すとか、国に酒類業振興支援事業費補助金とい

うものが措置されておりますので、その中にイ

ンバウンドによる海外需要の開拓等の取組も対

象となっておりますので、調査の結果、これら

の補助金なども活用して、具体的な取組にはつ

なげてまいりたいと考えているところでござい

ます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ぜひいい

取組内容に調査の方を周知していただきたいと

思います。 

 1番目の動画制作費です。発信動画制作費です

が、これ多様なキャストを採用するということ

で、インバウンド向けとかいろいろおつまみレ

シピ系とかと書いてあるんですが、これ多様な

キャストを採用し、様々な目的の視聴者を取り

込むということで事業内容にあるんですが、こ

れ多様なキャスト、具体的にこういったもの、

こういった方になるんでしょうかね、それが適

当なのかどうか分かりませんが、どういった形

でされるのかもうちょっと詳しく教えてくださ

い。 

【江口物産ブランド推進課長】 県内に30の酒蔵

がございまして、令和6年度、7年度につきまし

て、2年間で18蔵を取材して合計36本の動画を投

稿いたしております。その中でユーチューバー

の方でございますとか元アナウンサーの方でご

ざいますとか、組合せも1動画2人の組合せで今

までは動画配信してきておりますので、今年度

につきましては、必ずしも具体的なキャストは

まだ決めておりませんけども、できるだけ発信

力の高い方をキャスティングしたいなと考えて

いるところでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ぜひ目を
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引くようなキャストを選別いただきたいという

ふうに思います。 

 最後すみません、1点だけちょっと確認いたし

ます。 

 インバウンド推進課に、国際航空路線につい

てちょっとお尋ねいたしますが、今回新規事業

という形で強化事業費が計上されていますが、

中国との国際航空路線について、現状と、そし

てなかなか難しいかもしれませんが、今回この

事業を使ってどういう形でアプローチになるん

でしょうかね、プロモーション実施と書いてあ

りますが、中国についての今の現状と、そして

今後の対応についてお尋ねをいたします。 

【小宮インバウンド推進課長】 中国におきまし

ては、需要等を今後見極めながらプロモーショ

ンも検討しないといけないと考えています。 

 一つ、上海・長崎の中国東方航空の路線があ

りますけども、こちらは10月23日まではもう運

休という発表がございますので、私どもも先般

上海を訪問して関係者と意見交換しましたけど

も、まだまだ積極的なプロモーションを展開で

きるような環境ではないと判断しておりますの

で、そういった状況を見極めながら、今後のプ

ロモーションについては慎重に検討してまいり

たいと考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。前回のク

ルーズ船でもちょっと中国についてお聞きした

んですが、キャンセルが非常に多かったという

現状もあります。国際航空路線、中国について

も現状は分かりました。非常に国としてなかな

か難しいところはあるんだろうと思いますので、

現状を見極めてという形になるんですよね。た

だ、引き続き改善に向けて体制は整えていただ

きたいということだけ要望させていただきます。 

【山村分科会長】 ほかにありませんか。 

【堤委員】 ながさき文化のチカラ強化・発信事

業費についてお尋ねをします。 

 2,708万1,000円の予算を計上しております。

昨年のピース文化祭、大きな成果が得られたと

いうふうに思いますし、この成果をやはり生か

してこれからも文化の振興に進めていかないと

いけないと思うんですが、この中の、町のにぎ

わい等に資するイベントとして918万1,000円、

県知事杯ダンスコンテスト、東アジア交流演奏

会、本県の伝統芸能を披露する官民連携イベン

トの開催ということで、昨年ピース文化祭のと

きに、ダンスイベント、非常に盛り上がってに

ぎわいを見せたと思うんですが、そのダンスの

成果というのはどういうものだったのかまずお

尋ねします。 

【松尾文化振興課長】 委員おっしゃるとおり、

昨年度のピース文化祭では、スタジアムシティ

ですごくたくさんの方に、まず、子ども・若者

とかがすごく参加しやすいというダンスのイベ

ントでありました。あと、それに加えて、昨年

度はほかの地域の、例えば舞踊であるとか、そ

ういった地域の伝統のそういうところも含めて、

ダンスイベントを実施してきたところです。 

 ただ、予算に関しましては、昨年度はピース

文化祭ということで、文化庁からとかの予算も

いただきながら大きく事業ができたんですけれ

ども、今年度の予算については、事業も中身を

精査しながら、ただ、昨年度もすごくダンスの

イベントに関してはにぎわいも出たと思ってお

りますので、ぜひ成果をまた上げたいと思って

いるところでございます。 

【堤委員】 今年度の取組というより昨年度の成

果というか、どのぐらいの集客があったとか、

そういったところの数字はあるんでしょうか。

去年は予算も大がかりで大規模な取組だったと
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思いますし、高校生が参加したり、それからス

タジアムシティでもう総踊りで皆さんにぎわっ

て大盛り上がりだったと思うんですけれども、

そういったところの具体的なところはどうだっ

たのかお尋ねします。 

【松尾文化振興課長】 昨年度の知事杯ダンスコ

ンテストにつきましては、県内外から総勢37組

233名の方がそのイベントに参加をしていただ

きました。見に来られた方の数については、今

手元にはないんですけれども、たくさんのチー

ムに参加していただいたと思っております。 

【堤委員】 知事杯ダンスコンテストも昨年は37

組233人が出場されたということですが、今年度

の県知事杯ダンスコンテストとか、それから、

それ以外の演奏会などは大体どのくらいの規模

でされるのか、そのところの計画が決まってい

るところがありましたらお知らせください。 

【松尾文化振興課長】 まず、ダンスのイベント

につきましては、予算が成立しまして、参加チ

ームの募集もかけていきながらということには

なりますけど、できるだけ多くのチームの方に

参加していただきたいと思っております。あと、

東アジアの演奏会であるとかも、昨年度からは

規模縮小にはなると思うんですけれども、国際

的な方との交流の音楽のイベントですので、そ

ちらもぜひ成果を上げたいと思っているところ

でございます。 

【堤委員】 まだ具体的なイメージというか、そ

ういうのはもう予定されているのはないという

ことですね。まだはっきりとは決まっていない、

お知らせするようなことはないということです

ね。 

 この2,708万1,000円ですが、この委員会のそ

れぞれのファイルと別に、観光生活建設委員会

政策的新規事業というのが入っていますけれど

も、政策的新規事業の計上状況、6月補正予算で

すが、ながさき文化のチカラ強化・発信事業費、

これが要求額4,900万円に対して2,780万1,000

円、ちょっと数字が違ってるんですが、数字が

違っているところと、それから、金額が要求額

に比べて随分計上額が小さくなっているんです

けれども、事業内容等の精査ということが書か

れていますけれども、この辺のところをちょっ

とお尋ねします。 

【松尾文化振興課長】 こちらの事業の内容とし

ては、補足説明でご説明しましたけれども、主

なものとして、文化事業の統一的な情報発信、

官民連携での文化イベントの実施、また、民間

等が実施する文化事業への支援となってござい

ます。 

 要求額から計上額が2,191万9,000円の減とな

っている主な内容としましては、こちら予算の

協議を財政当局と行う中で、事業の効果等を鑑

みる中では、一部のイベントや人材育成の取組

を県の主体での委託事業として要求していたも

のを、民間団体と自主性を促して事業終了後の

継続的な活動につなげていこうということで、

実施主体を民間団体とする補助事業での実施と

して整理を行いました。 

 また、補助事業につきましては、より先導モ

デルとなるものや、広域性・発展性のあるもの

に特化して採択件数を絞ったということにより、

こちらの金額が減となっているものでございま

す。 

【堤委員】 民間に委託をするつもりだったとこ

ろが民間の自主性を生かした取組に変えていっ

たというようなこと、今ご説明がありましたけ

れども、すみません、この数字は補足説明資料

の方が正しいんですよね。この2,780万1,000円、

こっちが正しいんですか。数字がちょっと違い
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ますけれども。 

【松尾文化振興課長】 補足説明資料の金額が正

しいです。申し訳ございません。 

【堤委員】 そうしますと、この計上状況の一覧

表の数字が間違っているということですね。分

かりました。 

 ピース文化祭が終了して、本当に皆さん大変

な準備から企画、そして、実際に文化祭の期間

も大変なご苦労が多かったと思いますけれども、

本当にこれを生かした文化の発信、文化を強化

することによって、そしてにぎわいをつくって

いくというようなこの取組をしっかり進めてい

ただきたいと思います。 

【山村分科会長】 ほかにありませんでしょうか。 

【溝口委員】 先ほどの、歴史文化遺産課の方で

すけれども、8,311万7,000円を組んでるんです

けども、市民とか民間団体で構成する関係者連

絡会議ですか、338万6,000円組んでますけど、

これどのような方々が参加し、何名ぐらいで構

成するのかお尋ねしたいと思います。 

【村山歴史文化遺産課長】 長崎と天草地方の潜

伏キリシタン関連遺産の世界遺産登録10周年に

向けて、機運を高めながら市町や関係団体と連

携・協力し取組を推進してまいりたいと考えて

おります。 

 関係者連絡会議の構成につきましては、世界

遺産「潜伏キリシタン関連遺産」の関係市町や

天正遣欧少年使節のゆかりの県内市町がござい

まして、また、関係市町に所在しております地

域の活動団体や観光協会などの民間団体から構

成される会議体を設置したいと考えております。

おおむね30以上の団体から成るような構成の会

議体を設置したいと考えておりまして、この中

で県の取組の情報共有であったりとか、あるい

は3番目のモデルコースの造成に当たり、組み込

むべき魅力的な素材や地域資源の抽出など、具

体的な協議なども含めてこの中で検討を重ねて

まいりたいと考えております。 

【溝口委員】 分かりました。参加者が今のとこ

ろ大まかに関係する人たちということなんです

けども、例えば世界遺産や教会関係がたくさん

あると思うんですけども、そういう方々もこれ

に参加するように呼びかけるのかどうかお尋ね

したいと思います。 

【村山歴史文化遺産課長】 関係者の中に教会の

関係などございましたら、そこの中身につきま

しても、市町と協議を重ねながら、構成につき

まして検討してまいりたいと考えております。 

【溝口委員】 分かりました。その会議を開くと

きに会長がいると思うんですけども、そういう

この会を運営していく会長等については、どの

ようなことを考えてるんですか、今のところ。 

【村山歴史文化遺産課長】 この関係者連絡会議

につきましては、事務的な会議と考えておりま

して、情報共有や具体的な協議等を進めていき

たいと考えておりますので、事務局を本課の方

でさせていただきながら進めていきたいと考え

ております。 

【溝口委員】 分かりました。ただ、これをして

いく上で、2番目とか3番目、歴史を伝えるスト

ーリー映像の作成とか、モデルコースの開発・

実証とか、それらについても話合いをしていく

と思うんですけれども、ある程度やっぱりしっ

かりした考えの中で、事務局は県の方でしても

いいと思うんですけれども、しっかりと話合い

を進めていく上では、結構これしっかりした方

がいるんじゃないかなと思うんですけども。 

【村山歴史文化遺産課長】 この連絡会議につき

ましては、全体として情報共有を図るとともに、

具体的な協議を行う場というところで、中身に
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合わせて対象範囲を検討の上、しっかりとした

議論ができるような体制で会議体の方を形成し

たいと思っております。 

【溝口委員】 分かりました。例えば、歴史を伝

えるストーリー映像の制作なんですけども、こ

れはもう、これを委託してからこうしてもらう

とかそういう形も考えてるんですか。 

【村山歴史文化遺産課長】 歴史を伝える映像の

制作につきましては、基本的には委託する会社

の方で作りまして、その内容につきましては、

当然こういった会議の中で共有してまいりたい

と考えております。 

【溝口委員】 分かりました。先ほど山田委員が

聞いた中で、ストーリーとしては10分間ぐらい

で3本くらいを作りたいということ、制作したい

ということですけれども、その中で一応作るの

はいいんですけども、例えばこれを見る機会、

どこでどのようにした形で見るようにするのか、

やはり放映をどこでするのかという形もいるん

じゃないかと思うんですけど、その辺について

はどのように考えているのでしょうか。 

【村山歴史文化遺産課長】 この動画等の活用に

つきましては、国内外へのプロモーションとし

て、例えばユーチューブ、ＳＮＳなどを通した

発信であったりとか、国内外であるイベントで

の活用ということを想定しておりますが、例え

ば旅行情報発信アプリであったりとか、あるい

は航空会社の機内放送であったりとか、こうい

ったところも含めまして、詳細は今後検討して

まいりたいと考えております。 

【溝口委員】 分かりました。ただ、同じように、

インバウンド推進課の方でも天正遣欧少年使節

と、それから世界遺産について、本県の魅力を

網羅した誘客促進のための動画を作るというこ

とですけども、その辺は関連した形でのその動

画作成になるのか。そして特にインバウンドの

予算がちょっと国際航空路の拡大の方と重複し

ているような形になるんですけども、大体予算

的にはどのくらいを見てるのかお尋ねしたいと

思います。 

【小宮インバウンド推進課長】 今ご質問があり

ましたインバウンド推進課に計上いたしており

ます予算につきましては、約1,000万円の規模感

で、歴史文化遺産課の制作する動画等とも連動

しながら、より海外でのプロモーションの誘客

促進につながるような映像制作につなげてまい

りたいと考えてございます。 

【溝口委員】 分かりました。ちょっと関連する

のでちょっと聞かせていただきましたけれども、

それについてもやはり放映とか見ることができ

るようなことについては、やはりユーチューブ

とかＳＮＳとかそういう形になってくるわけで

すか。 

【小宮インバウンド推進課長】 放映します様々

なツール、コンテンツについては、映像を制作

する内容、例えば先ほど歴史文化遺産課長が答

弁いたしましたように、ショートムービーにな

るのか、長編になるのか、またはもっともっと

短いムービーになるのか、そういったところは

事業者からの提案もいただきながら、県内の

様々なコンテンツを活用しながら今後検討して

まいりたいと考えてございます。 

【溝口委員】 ある程度内容的には同じような形

になるかと思うんですけど、短かったり、見た

人がどこの辺になってくるかは、やはり国際客

を呼ぶために一つはインバウンドの方でしょう

けど、こちらの歴史文化の方は、長崎に来た人

たちに見てもらうような形になるのか、それと

もまたインバウンドと一緒で海外まで広げた形

での見方なのか、ユーチューブやＳＮＳでやっ
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たら、全体になるわけですかね。何か同じよう

な映像ができてしまって、何かインパクトがな

くなってくるのか、それとも違った形でやはり

インパクトをつくっていくのか、そこら辺がち

ょっとはっきりしないんですけど。 

【小宮インバウンド推進課長】 今回のプロジェ

クトの大きな柱として、歴史文化遺産課長が答

弁しましたように、潜伏キリシタン関連遺産の

登録10周年を迎えているその準備ということも

あろうかと思いますけども、一つ、キリスト教

関連遺産の潜伏期という一つの物語だけではな

くて、キリスト教の伝来でありますとか発展、

また、先ほど申し上げました天正遣欧少年使節

のこういった長崎が持つ世界的にも有名な物語、

こういったものがやはりイタリアのローマ、ま

たはバチカン、そういったところで非常に評価

が高いということがございますので、インバウ

ンド推進課としましては、禁教期の物語だけで

はなくて、そういった前後のところも少し幅広

に今回動画の制作に取り組んでまいりたいと考

えております。 

【溝口委員】 分かりました。ぜひ全世界に広が

っていくように、すばらしいものを制作してい

ただきたいと思っております。 

 それから、歴史文化の方ですけれども、モデ

ルコースとしての開発ということで、実証とい

うことでしてるんですけども、これについては、

先ほどの連絡会議の方でもいろんなやり取りを

しながら考えていくのか、それともまた、先ほ

ど言ったように委託して会社の方で考えていく

のか、その辺については、県の方として、職員

としてもいろんなやっぱりこういうものをつく

りたいということをちゃんとした形で言わない

と、あると思うんですけども、一応委託すると

きにどういうふうにしたものをつくっていくか

というシミュレーションというか、何かそうい

うのがあったと思うんですけれども、皆さん方

からですね、それについては、委託するときに

何社かそういうものを選んで、そしていいもの

を頼んでいくという形になるんですかね。 

【村山歴史文化遺産課長】 ただいまの溝口委員

の方からご指摘ありましたような形で進めてい

きたいと基本的には考えておりまして、関係者

連絡会議の中で、関係市町あるいは民間団体と

連携をしながら、モデルコースに組み込んでい

くような魅力的な素材や、地域資源の抽出、様々

なご意見も組み込みながらいいものをつくり上

げていくように、モデルコースとしての最適な

ルート、内容となるような形に持っていきたい

と思っております。 

 また、国内外からの誘客として、欧州からの

インバウンドというところも一つ目指していき

たいところがありますので、例えば、そういっ

た現地目線とか、外国人の目線も取り入れなが

ら、モデルコースの改善などに努めていきたい

と思っております。 

 いずれにしましても、具体的な手法や進め方

の詳細につきましては、今後検討してまいりた

いと考えております。 

【溝口委員】 分かりました。私たち、小宮さん

とそして中村一三委員たちと現場の方に行った

んですけれども、このモデルコースの件につい

て、しっかりしたものをつくって、それで、ロ

ーマの方でこれを承認していただきたいという、

そういう話もしてきたんですけども、モデルコ

ースになるわけですから、例えば県の考え方と

してはどういうコースでというのを何か所ぐら

い考えていこうとしているのかお尋ねしたいと

思います。 

【村山歴史文化遺産課長】 モデルコースにつき
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ましては、現時点では3から5ぐらいと考えてお

りまして、詳細につきましては、中身を十分に

市町の皆さん方にご意見を伺いながら検討して

まいりたいと考えております。 

【溝口委員】 分かりました。大変すばらしいも

の、やはり外国の人たちも来て、そこのコース

を回ってみたいというような、そういうコース

にしていただきたいと思いますので、ぜひ検討

を深めてよいものをつくっていただきたいと思

います。ありがとうございました。 

【山村分科会長】 ほかにありませんか。 

【小林委員】 座ったまま失礼します。 

 補足説明資料の15ページ、スポーツツーリズ

ム推進事業費についてお尋ねをいたします。 

 先ほどスポーツ振興課長から説明がありまし

たけども、大規模参加型のスポーツイベント、

これは、大規模参加型スポーツイベントに対す

る補助金が3,000万円というようなことで、これ

は長崎ミュージックフェスマラソンのことであ

ろうと思いますけど、まず、このイベントの概

要についてちょっとお尋ねをしておきたいと思

います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 長崎ミュージックフ

ェスマラソンについてでございますが、ランニ

ングとミュージックを融合させた新しいコンセ

プトというところで、県内唯一の日本陸上競技

連盟公認のフルマラソンとして開催されるもの

でございます。県内では五島市の三井楽の方で

五島つばきマラソン、フルマラソンが開催され

ておりますが、日本陸連公認のフルマラソンと

しては本県初開催でございます。開催日は、来

年の1月31日の日曜日に開催されます。主催につ

いては、諫早市、雲仙市、それと長崎陸上競技

協会となっておりますが、大会の企画・運営を

担う実行委員会には、近隣市で自治体として唯

一大村市から市長が委員として参画されている

ところでございます。東京マラソン財団、本県

出身の早野理事長が東京マラソン財団理事長で

ございますが、その東京マラソン財団のプロデ

ュースの下、フルマラソンの募集人数は1万人と

県内外から多くの参加者が見込まれるところで

ございます。 

【小林委員】 ちょっと申し訳ないが、ミュージ

ックとマラソン、何か走りながら歌を歌うのか、

何か意味がよく分からない。何をするのか。 

【川瀬スポーツ振興課長】 先ほど申しました東

京マラソン財団の早野理事長からのアドバイス

をいただいてそういったコンセプトにしている

という話でございますが、今のところ聞いてい

る話では、本来フルマラソンで42.195キロのコ

ースですけれども、そのコースのトランスコス

モススタジアムがスタート、ゴールです。その

スタジアムであったり、途中のポイントにイベ

ント会場を設けまして、そこでミュージックラ

イブで音楽祭典をしながら実施すると。また、

今の想定では、参加者にはヘッドフォン等を貸

し出して、そのライブ会場で流れる音楽を自由

に聞いてもらうと、そういった企画で進めると

いうふうに聞いております。 

【小林委員】 誰か何か有名な、何かそういう芸

能人とか歌手が来るとかいうことではないのか。

有名な方。 

【川瀬スポーツ振興課長】決まっておりますの

は、この前ミュージックフェスマラソンのテー

マソングが発表されましたが、Ｖ・ファーレン

長崎の応援ソング等を作られているＦＵＮＫＩ

ＳＴがテーマソングを作るということで決定し

ております。そのＦＵＮＫＩＳＴもミュージッ

クフェスマラソンのミュージックライブ部分に

関わると想定しております。それ以外の音楽家、
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バンド等については今のところまだお聞きして

ない状況でございます。 

【小林委員】 そういう、ある意味ではちょっと

全国的にも珍しい、こんな取組のマラソンが長

崎県で開催されると。それについて3,000万円の

補助金を出すというような説明がありました。

この3,000万円というのは、一般財源から出すの

か、国からの何か支援金か、これはどうなんで

すか。 

【川瀬スポーツ振興課長】 3,000万円の内訳と

しましては、一般財源1,500万円、残り1,500万

円を国からの地域未来交付金を活用するという

ことにしております。 

【小林委員】 3,000万については2分の1ずつ、

国が1500万、本県が1500万ということで拠出を

するということで、そういうマラソンの支援を

するということでございます。そうすると、1万

人のマラソンの参加ということでございますが、

1万人の規模というのはどういう規模か分から

んのだけども、こういう参加者は1万人見込まれ

るのかどうか、現状ではどうなってますか、お

尋ねします。 

【川瀬スポーツ振興課長】 募集枠は複数あるん

ですけれども、まず県民枠ということで2,000人

の枠がございました。これについては6月1日に

募集が開始されて、当初11日間の募集期間を設

けていたんですが、2日間で2,000人いっぱいに

なったというところでございます。また、それ

以外、一番大きな参加枠が一般枠で、この一般

枠については6,950人の枠がございますが、先日、

6月の中旬に募集開始して、現在2週間たってお

りますが、好調だと聞いております。その好調

というのが、まだ数字を発表することができな

いみたいで、ただ、もう5～7割ぐらい埋まって

いるというところで好調だと聞いております。 

【小林委員】 今の課長の説明では、長崎県の枠

の選手2,000名、これをはるかに超えてると、突

破してるというようなことで、大分順調に参加

者が増えているというような解釈をしました。

やっぱり3,000万円を拠出するわけであるから、

やっぱりちゃんとしたいい大会にしてもらいた

いと、このように考えております。 

 そこで、一番これから大事なことは、諫早市

とか雲仙市でやっぱり開催をするというような

こと、こういうふうになってますが、3,000万円

にこだわるわけではないが、やっぱり3,000万円

を補助金として出すんだから、やっぱりこの目

的は何かというと、広域の県内の広域の範囲で

経済波及効果を考えてのこういう行動ではない

かと、こういうふうに考えるわけですね。そう

いう点から考えていけば、やっぱりちょっとし

たこの取組をしていただかなければいかんと、

こう考えるわけだけども、この雲仙市と諫早市

だけでは、一生懸命やっていただいてるのにプ

ラスして大村市も参加するとか、やっぱり県内

いろんなところが考えてもらうけども、一番大

事なのは長崎県だと思うんです。長崎県は、こ

れは共催でもなければ全然主催でもないわけだ。

ただ率直に言ってお金を出すだけというような

ことに結果的にとどまってはいかんと。やっぱ

りこれはあなた方がその3,000万円の補助金を

出して、県内の広域にわたって波及効果を考え

てもらうということであれば、やっぱり県もそ

れなりに責任を持って参加していただき、いろ

んなこれまでの経験とか体験とか、いろんなも

のを課長は持ってると思うんだよ。だからみん

なでそういう思いを持っていろんな協力をし、

また、指導とかアドバイスをやっていかなけれ

ばいかんではないかと、こう考えますが、その

辺の取組はどう考えてますか。 
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【川瀬スポーツ振興課長】 委員ご指摘のとおり、

県としましては、主催でも共催でもなく特別後

援という立場でございます。しかしながら、し

っかり財政的な支援をさせていただき、それに

加えて、今のところ県内の経済波及効果としま

しては、実行委員会では5億3,000万円を見込ん

でいるという話でございます。そういった経済

波及効果が諫早市、雲仙市のみならず、県内の

広い市町に波及するように県として取り組む必

要があります。主催は諫早市、雲仙市、長崎陸

上競技協会でございますが、そこにも実行委員

会にオブザーバーとして入って、私自身もしっ

かりそこに出席しながら県内に経済波及効果が

出るような取組をしっかり提案をしていきたい

と思っているところでございます。経済効果の

波及に向けて実行委員会事務局に助言を積極的

に行っていきたいと考えております。 

【小林委員】 課長、あなたは大体自転車レース

か、ああいうのを佐世保なんかに持ってきてい

ろんな成功をさせて経済波及効果もそれなりに

やっぱり達成していただいてるわけだよ。いろ

んな経験を持ってるわけだよ。人と自転車は違

うけども、そういう意味では、あなたはそうい

う意味でスポーツ振興に力を入れていただいて、

今回のこういうマラソン大会もさ、もうぜひと

も成功させて、それでやっぱり5億円以上の波及

効果が想定されていると、こういうことでござ

いますから、ぜひそれを実現できるように、一

つ積極的な関与、ここをお願いして、質問を終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

【山村分科会長】 ほかに質疑ありませんか。 

【小林委員】 観光関連について、ちょっとこの

予算についてお尋ねをしたいと思います。 

 今年はやっぱり新しい観光振興基本計画、長

崎県の観光振興基本計画、これを作成して、こ

れをスタートさせるという意味で、ある意味で

は記念すべきときではないかと、こんな受け止

め方をしております。 

 そこで、これからこういう国内外から観光誘

客、これをやっぱり考えていかなければいけな

い。真剣に取り組んでいき、そして、一番念願

とする観光消費額を引き上げていかなければい

けないと、こんな考えをしているわけです。そ

のためには、やっぱり県がしっかり観光対策に

今回の計画に信頼をして、予算をしっかりこれ

を組んでいただかなければいけないと、こうい

うふうに思ってるわけですね。それと同時に、

長崎県の観光資源をもう駆使して、もう全部引

き出して、これからやっぱり取り組んでいかな

ければいかんと。そうしなければ、観光消費額

というのはなかなか言うことは易いけども、そ

う簡単にはいかないと思ってるんですね。そこ

でまず、この8年度観光関連予算と、この度の補

正予算も踏まえて、大体どれくらいの金額にな

っているのかお尋ねをしたいと思います。 

【小栁観光振興課長】 令和8年度の観光振興関

連の予算というご質問かと思います。 

 観光振興課とインバウンド推進課を合わせま

した令和8年度当初予算額につきましては、人件

費を除きますと13億3,959万8,000円ということ

になっております。それから、今回6月補正の予

算額、これも観光とインバウンド合わせた数値

で1億5,792万円ということになっておりまして、

合計で14億9,751万8,000円ということになって

おります。内訳といたしましては、観光振興課

の方で9億5,390万6,000円、インバウンド推進課

が5億4,361万2,000円ということになっており

ます。 

 それから、昨年度の当初予算と比較した数字

になりますと、約1億1,000万ほどの増加で、パ
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ーセンテージでいうと大体8％ぐらいの増加と

いうことになっております。 

 それから、これに加えまして、昨年度3月補正

で観光業界活性化プロモーション事業費全体で

4億8,000万ほどございますけれども、この中か

ら物件費でありますとか、観光に計上していな

い数字を除きますと、大体4億1,000万ぐらいに

なっておりますので、全て加えますと大体19億

ぐらいの数字になっておるかと思います。 

【小林委員】 大体合計すると約20億近いという

ようなことで、かなり期待できる大型な予算で

はないかと、こういうふうに受け止めました。

そういうことで、こういう基本計画を5年に一度

作ってスタートしたわけであるけども、何度も

言ってるように、観光消費額をいかに上げるか

という取組をこれから本当に懸命になってやっ

ていかなければいかんと思うわけですね。そう

いうことで、基本計画の目標達成、いわゆるＫ

ＧＩ、こういうところを見てみると、令和6年の

観光消費額は約4,600億円なんですね。そうする

と、5年後の令和12年度に大体5,225億円、約640

億円の増加を達成しなければいかんと、こうい

うような計算が出てくると思うんです。640億で

すよ。640円じゃなくて640億円アップしなけれ

ばいかんと。何度も言うように、口で言うこと

は簡単。しかしこれを現実に実行して結果を出

していただかなければいけないと。そんなこと

を考えますと、そんな簡単なものではないんで

はないかと、こういうようなことで、どうやっ

て観光消費額を5年後にこうやって640億円達成

することができるだろうかと。こんなことをや

っぱり真剣に考えますと、これは今後のインバ

ウンド、これを十分考えて、ここのところにこ

のインバウンドの増加を見込んでいるんではな

いかと、こんなふうに考えてまいりますけども、

しかし、国内観光はやっぱり人口減少に伴って、

やっぱり旅行需要は減少してきてる。国内の旅

行の需要はやっぱり減少の一途をたどってると、

こんなことも言われてるわけでしょう。だから、

そういう意味から言っても、この640億円を実現

するということは難題ではないかと。どうやっ

てこの観光消費額640億円をアップするのか、ど

んな取組をあなたは考えているのか、その辺に

ついて、一つしっかりご答弁をいただきたいと

思います。 

【小栁観光振興課長】 640億円をどうやって達

成するかというお尋ねかと思います。 

 まず、640億円ということでインバウンドと合

わせた数字ということになっておりますけれど

も、まず国内の方でございます。国内の方がや

っぱり人口減少、少子高齢化ということで、今

後5年間で延べ宿泊も大体20万ぐらい落ちるん

じゃないかと言われているようなところもござ

います。そういったところで、国内につきまし

ては、我々しっかりとこれまで以上に誘客に取

り組みまして、そのマイナスのところをしっか

り跳ね返すようなところをやっていかないと、

と思ってございます。例えば、今回の補正予算

のところで申し上げますと、今回6月補正ではア

ニメツーリズム推進事業ということで、本県ゆ

かりの作品を活用しまして、誘客拡大を図ると

いうことと、それから、関係部局も「推し魚」

でありますとか、世界遺産などの文化事業、そ

れからインフラツーリズムなど、各種事業とも

連携をいたしまして、様々なテーマに沿うよう

なコンテンツづくりに努めてまいりたいと思っ

てます。 

 それから、今回補正で「つなぐ・つむぐ・め

ぐる」事業を提出しておりますけれども、まさ

にテーマで食や歴史文化、観光資源をつないで
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面的に広域周遊を促していくといった事業でご

ざいます。こういったところで消費単価を上げ

たり、滞在時間の延長を図っていきたいと思っ

ております。 

 それから、ながさき観光情報基盤整備事業で

ありますが、データでありますとか、ＡＩを活

用した精緻な分析、それから効果的なプロモー

ションを予定しております。しっかり分析をし

まして、ながさき重点誘客プロモーション事業

ということで、今回、関東、関西、福岡という

エリアごとにターゲットを決めて、そこに見合

った効果的なプロモーションをしっかりやって

いくことで、誘客、それから観光消費単価につ

なげていきたいと思っております。 

 さらに、ＡＩガイドでございますとか、宿泊

人材受入事業というところも計上しております

けれども、長崎に来てよかったと思っていただ

けるような体制をしっかりつくって何度も来て

いただく、リピーターになっていただくという

ようなことも考えてございます。 

 それから、インバウンドにつきましては、当

然ながら今全国的にもずっと伸びてきておりま

すので、長崎県においてもこれまで以上に推進

していきまして、何とか640億円の5年後の達成

につなげていきたいと考えているところでござ

います。 

【小林委員】 しっかりとした答弁をしていただ

いて、一層政策は明確に打ち出されていると、

こういうことで安心もしますし、あとは実行あ

るのみと、あとは結果だというようなことにな

るわけですね。 

 それで、私は、あえてこれは釈迦に説法みた

いなもんだけども、長崎県のいわゆる観光戦略、

誘客戦略として、やっぱり考えるべきはこの関

西圏、大阪を中心とした関西圏の対策をやっぱ

りしっかり考えていくべきではないかと、そう

いうことを思うわけですね。今もお話が出てお

りましたが、昨年大阪・関西万博が終わって、

これが終了して、これからは、長崎県は残念だ

ったけども、大阪はＩＲが準備されているとい

うようなことで、これからますます大阪を中心

とした関西圏は、やっぱり集客というか、いろ

んな方々が世界からも集まってくるんじゃない

かと。国内ももちろん世界から集まってくるん

じゃないかと、こんなような受け止め方をして

るわけですね。本県の観光振興にとって非常に

重要なエリアであるし、また、本県にとって最

高のお客様にしなければいかんと。こういうふ

うな考え方を持つわけですよね。そういう点か

ら、ながさき重点誘客プロモーション事業とい

うことで、関西圏をターゲットにしていただい

てるということはよく分かってるわけだけども、

大阪・関西圏からどうやってお客を引っ張って

くるかと。新幹線ができればまたかなり楽しみ

もできるわけだけども、今のような状況の中で、

大阪のそういうやはり何ていうか、インバウン

ドとか2,000万人を超えてるんじゃないかと、こ

んな言われてる状況の中で、どうやって大阪エ

リアから長崎県にお客様として誘客するかと、

その対策をどういうふうに考えているかちょっ

とお尋ねをいたします。 

【小栁観光振興課長】 関西からの誘客というと

ころのご質問かと思います。 

 まず、令和6年の関西圏からの延べ宿泊客数に

ついてですけれども、これが長崎県全体でいい

ますと10％程度にとどまっているという状況で

ございます。一方、関西圏の人口規模は2,000万

人を超えておりまして、全国に占める人口割合

というのは大体15％から17％ぐらいというとこ

ろでございます。関西地区は、本県から新幹線、
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航空機を使いまして大体三、四時間と、中距離

というところでございますので、我々としては

さらなる誘客の可能性があるんじゃないかと思

っているところでございます。 

 そういったところを目指しまして、大阪・関

西万博があったということで、昨年度から関西

誘客プロモーションをやっておりまして、昨年

9月19日から23日までＫＩＴＴＥ大阪でござい

ますとか、大阪駅広場でイベントを開催いたし

ました。当日ブースに来ていただいた方が1万人

を超えるというふうな結果も得ております。 

 それから、当日、インスタのフォロワーのキ

ャンペーンも行いまして、9月1日時点では1万

5,287人だったところが、イベントが終わったら

1万8,630人にイベント終わったらなってまして、

大体3,000人ぐらい増えているというようなと

ころもございます。こういったところも含めま

して、今回誘客プロモーションをしっかりやっ

ていきたいと考えてございます。 

 誘客に際しましては、これまで収集したデー

タを分析しまして、例えば関西圏の方は旅行の

目的として地方のグルメを楽しむでありますと

か、男性50歳以上では温泉や露天風呂を楽しむ

といった方が多いとか、そういった特徴もある

程度掴めているところもございますので、旅行

会社、メディアと連携しまして、そういった嗜

好にしっかり合うような効果的なプロモーショ

ンをやっていきたいと思っております。 

 それから、昨年度の大阪・関西万博で関係を

持った方々にもしっかり情報を伝えていきたい

と思っております。 

 こうした取組によりまして、令和8年から単年

度で大体1.6万人ぐらいの関西からの誘客増を

想定しているところでございます。観光振興基

本計画の5年間でいいますと大体8万人というこ

とでございまして、これが仮に令和6年の宿泊客

1人当たりの消費単価を使いますと、大体30億円

近い効果ということになりますので、我々とし

てはより一層誘客できるような形で考えたいと

思っておりますので、しっかり誘客に励んでい

きたいと思っております。 

【小林委員】 大阪エリアからやっぱり単年度で

令和8年から今お話では1万6,000人ぐらい、これ

だけのお客様に宿泊をしていただくと。延べ宿

泊人数が1.6万人と。そしてこれを5年間すると

8万人ではないかと。こんな計算をやってるんだ

よね。なかなかあんたやるね。そういうような

形で1.6万人、これを5年間で8万人と、こういう

形でやって、いわゆるこの宿泊客の消費金額は、

いわゆる4万3,000円近くというようなことだけ

ども、これはちょっと、まだ大体、佐古さんな

んかも来てるから本当はこの人に聞きたいんだ

けど、まだ4万3,000円近くはいわゆる宿泊お客

様の大体1日の消費金額、これは全然変わってな

いのか、少しはまだ上がってないのか。全くこ

れは質問通告をしてないから、これはいいんや

けども、大体4万3,000円ぐらいであるとか、佐

古さん分かっているか。 

【小栁観光振興課長】 宿泊単価につきましては

上昇傾向にございまして、例えば令和4年度は3

万4,115円ですので、2年間で4万2,884円という

ことで8,000円ぐらいは上がってきているとい

うところでございます。 

【小林委員】 1日の宿泊単価、これが大体3万

2,000幾らから今の4万2,000円、約8,000円上が

ってると、こういうようなことの答弁でありま

す。そういうことで、やっぱり1日の単価、消費

金額はやっぱりレベルアップしていくというよ

うなことも考えていかなければいかんだろうと

思いますね。そういうような考え方で、これか
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ら真剣に取り組んでいただくと思います。 

 私は冒頭申し上げたように、今度の基本計画

の中で、果たして、これだけの売上げを、やっ

ぱり640億円をアップできるかどうかというこ

とを、正直言って懸念材料もあるかというよう

なことで、少し心配もしないわけではないけど

も、今お話を聞いて、大分真剣に取り組んでい

らっしゃるというようなことで、このやっぱり

それぞれの施策をきちんと私は評価をして頑張

っていただきたいと、こういうふうに思うわけ

ですね。だから、しっかり予算も、やっぱり19

億近く予算もつけていただいてると。あるいは、

今言ったように、実現するためのいろんな各種

施策、これもよく考えていただいてると。こう

いうことから、観光を考えれば、やっぱり担当

課長をはじめとして、スタッフの皆さん方も本

当にやらなければいかんという意気込みを強く

感じることができると、こんなふうに考えて、

やっぱりこのスタッフの実現に向けて意欲、こ

れはとても大事だと思う。こんなことはやっぱ

りあなたの答弁から十分感じ取ることができる

わけです。よう考えてみれば、あなたピース文

化祭の課長なんだよな。そういう点からしてみ

れば、190万人を二百二十何万人やったんだろう。

そういう人だよね。本当にそんな顔に見えない

けども、そういうことを実際にやってるわけだ

よな。大したもんだよ。だから、長崎県という

のはさ、何といっても人呼んで栄えるまち長崎、

やっぱり長崎県は観光立県としての役割が十分

あるんだと。そういうところを一つ大いにみん

なで盛り上げて、部長いるか、そういうような

考え方で今日何か一言を。最後にこの取組を、

部長。 

【伊達文化観光国際部長】 この観光消費額の

640億円、これの増加を達成していくためには、

やはり観光客数の増加はもとよりでございます

けれども、滞在時間の延長やリピーター数の増

加、そして何より国際航空路線の拡大、こうい

ったものも総合的に推進していく必要があるも

のと考えております。 

 本県には平和でございますとか二つの世界遺

産、そして豊かな自然やおいしい食、テーマパ

ーク、温泉など本当にすばらしい観光資源があ

りますし、外資系の高級ホテルでございますと

か、スタジアムシティの開業、こういったこと

を考えますと、観光資源としてのポテンシャル

は本当に高いというふうに考えております。 

 そして、1,270万人の購読者を抱えるニューヨ

ーク・タイムズからも2026年に訪れるべき観光

地としても取り上げられておりますので、私も

早速5月にはニューヨークに出向きまして、プロ

モーションを実施してまいりましたけれども、

やはりこういう観光コンテンツの磨き上げでご

ざいますとか、魅力的な旅行商品の造成、そし

て何よりも国内外への積極的なプロモーション、

こういったものをしっかり進めまして、観光立

県長崎を目指してまいりたいと考えております。 

【小林委員】 部長、やっぱりさすが上等。立派

でした。終わります。 

【山村分科会長】 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 質疑はないようですので、こ

れをもって質疑を終了いたします。 

 次に、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 討論がないようですので、こ

れをもって討論を終了いたします。 

 予算議案及び予算に係る報告議案に対する質

疑、討論が終了いたしましたので、採決を行い

ます。 
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 第70号議案のうち関係部分、報告第2号のうち

関係部分については、原案のとおり可決・承認

することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 ご異議なしと認めます。 

 よって、予算議案及び予算に係る報告議案は

原案のとおりそれぞれ可決・承認すべきものと

決定されました。 

 午前中の審査の途中ですが、午前中の審査は

これにてとどめ、午後は1時30分から再開し、引

き続き文化観光国際部関係の審査を行います。 

 しばらく休憩いたします。お疲れさまでした。 
 

― 午前１１時４８分 休憩 ― 

― 午後 １時２８分 再開 ― 
 

【山村分科会長】 午前中に引き続き、文化観光

国際部の審査を行います。 

【山村委員長】 次に、委員会による審査を行い

ます。 

 文化観光国際部においては、委員会付託議案

がないことから、所管事項についての説明を受

けた後、陳情審査及び議案外の所管事務一般に

ついて質問を行います。 

 まず、文化観光国際部長より、所管事項の説

明を求めます。 

【伊達文化観光国際部長】 文化観光国際部、観

光生活建設委員会、観光説明資料の2ページをお

開きください。 

 議案外の主な所管事項についてご説明いたし

ます。 

 文化の振興について。 

 文化振興の拠点施設である長崎県美術館及び

長崎歴史文化博物館では、昨年度、開館20周年

を記念した金曜ロードショーとジブリ展やポケ

モン×工芸展など、様々な企画展やイベントを

開催し、美術館では51万人、博物館では27万人

を超える入館者がありました。 

 本年度は、長崎県美術館で四つ、長崎歴史文

化博物館でも四つの企画展を予定しており、長

崎県美術館においては4月23日から6月28日まで、

「長崎県名誉県民富永直樹／松尾敏男」展を開

催いたしました。また、長崎歴史文化博物館で

は、7月17日から9月6日まで、切り絵のぬくもり

と美しさに光と映像を融合させた幻想的な空間

を味わう体験型アート展「旅する光の切り絵展」

を開催する予定としております。 

 なお、本美術館は、令和9年度からの次期指定

管理者の公募手続を去る4月17日から開始して

おります。公募に当たっては、これまでも事務

所の所在地要件の緩和や公募期間の延長の見直

しを行ってきたところでありますが、委員会で

のご議論を踏まえ、公募開始の幅広い周知や現

地説明会のオンライン参加を可能とする改善な

どを行い、5月14日に開催した現地説明会には、

前回公募時を上回る4事業者の参加がありまし

た。今後、7月の申請書受付を経て、事業者の選

定など本年9月定例会への指定管理者の指定議

案提出に向け、所要の手続を着実に進めてまい

ります。 

 今後とも、両館が本県の魅力ある文化芸術・

歴史を広く発信していく文化活動の拠点として、

より多くの皆様に親しんでいただけるよう取り

組んでまいります。 

 世界遺産の保存活用については記載のとおり

でございます。 

 観光の振興について。 

 令和8年1月から3月までの主要宿泊施設の宿

泊客数は、大型複合施設「長崎スタジアムシテ

ィ」におけるスポーツ観戦者の増加や、「長崎

ランタンフェスティバル」の開催による国内外
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からの観光客の増加、対馬～釜山間の国際航路

の便数の増加と長崎～釜山間の国際航空路線の

就航等に伴う韓国人観光客の増加などにより、

前年同期と比較すると5.2％増となりました。 

 また、県議会をはじめ、県民の皆様のご意見

や長崎県観光審議会のご審議を踏まえ検討を進

めてまいりました「長崎県観光振興基本計画」

については、3月定例会において可決いただき、

4月からスタートしたところであります。 

 本計画では、観光客に期待を上回る体験を提

供するなどの観光施策を推進することで地域経

済の活性化を図り、持続可能な観光の実現と「稼

げる観光産業」の構築を目指すこととしており

ます。そのため、地域が主体となった観光コン

テンツの造成や磨き上げ、地域間の連携による

周遊の促進などに取り組むとともに、国内外に

向けたプロモーションを強化し、本県への誘客

拡大を図ってまいります。 

 さらに、観光産業の基盤強化や持続可能な推

進体制の確立にも重点を置き、受入環境の充実

やホスピタリティの向上に取り組むことで、観

光の質を高め、住む人・働く人・訪れる人の満

足度の向上を図りながら、観光の効果を県内各

地へ広く波及させてまいります。 

 また、国境離島地域の魅力を最大限に活かし、

滞在型観光を促進するため、5月7日から割引ク

ーポンの利用により体験付き宿泊プランをお得

に利用できる「しま旅キャンペーン」を開始し

たところであります。 

こうした取組を通じ、本県観光の更なる振興

と観光消費の拡大を図り、持続的な地域経済の

活性化につなげてまいります。 

 インバウンドの推進について。 

 観光庁発表の宿泊旅行統計調査によれば、本

県における外国人延べ宿泊者数は、令和7年は約

76万人泊で、令和6年の約64万3,000人泊と比較

しますと、約118％となっておりますが、コロナ

禍前の平成30年の約86万人泊と比較すると、約

88％の回復にとどまっております。 

 インバウンド需要の拡大を図るため、地元市

町や関係事業者等と連携し、インターネットの

みで取引を行う旅行会社を活用した海外個人旅

行者の誘客に引き続き取り組むほか、旅行商品

のテーマや造成時期を踏まえた、長崎空港の国

際航空路線の利用促進に直結するプロモーショ

ンを戦略的に実施することとしております。 

 クルーズについては、令和7年の寄港数が346

隻となり、令和6年の247隻と比較すると約140％

となっておりますが、令和8年1月から5月までの

寄港数106隻に対して、昨年同期間は155隻で

68.4％となっており、その主な要因として、中

国発着クルーズの減少が挙げられます。 

 このほか、長崎県クルーズ振興協議会に本年

4月から、新たに島原市、南島原市及び波佐見町

が加盟したところであり、6月には船会社を訪問

のうえ、島原半島への寄港誘致や寄港地観光商

品の造成の働きかけを行ったところであります。

引き続き、県内市町や関係機関と連携し、寄港

拡大に向けた船会社や旅行会社に対する積極的

な誘致活動に取り組むとともに、付加価値の高

い商品造成や広域周遊を促進するなど、クルー

ズ船寄港による経済効果の最大化を図ってまい

ります。 

 国際航空路線については、インバウンド向け

のＳＮＳ等を活用した情報発信や長崎空港から

のハウステンボスや島原半島方面への期間限定

の無料送迎バスを運行するほか、アウトバウン

ドについては、県民を対象としたパスポート取

得助成など、様々な施策に取り組んでまいりま

す。また、現在欠航となっている上海線や今年
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4月26日から運休となった釜山線の早期の復便

についても、航空会社等に対して、引き続き働

きかけを行ってまいります。 

 新規路線の誘致についても、東アジアや東南

アジアを中心に、市場のニーズや経済効果の高

い地域からの就航に向け戦略的に取り組んでま

いります。 

 第5回ジャパンパレード＆ストリートフェア

について。 

 ニューヨーク・タイムズの「2026年に行くべ

き52か所」に長崎が選出されたことを契機とし

て、去る5月9日にアメリカ・ニューヨークで開

催され、約5万人が来場した「第5回ジャパンパ

レード＆ストリートフェア」に、本県として初

めて参加しました。 

 ニューヨーク中心部のセントラルパーク周辺

で行われたパレードでは、沿道に集まった多く

の観客を前に、長崎検番やニューヨーク長崎県

人会の皆様とともに長崎県をアピールしたほか、

観光ブースにおいては、現地の方々に対して本

県の魅力を直接お伝えしたところであります。 

 また、翌5月10日には、ニューヨーク・ブルッ

クリン地区で開催された「ジャパン・ビレッジ・

スプリング・フェスティバル」にも長崎検番や

ニューヨーク長崎県人会の皆様とともに参加し、

ステージイベントや観光ブースにおける現地の

方々と長崎検番との交流等を行いました。来場

者の皆様が本県への理解を深める機会となった

ものと考えております。あわせて、今回のニュ

ーヨークでのイベント参加に当たり、協力いた

だいた在ニューヨーク日本国総領事館やクレア

ニューヨーク事務所、ＪＮＴＯニューヨーク事

務所の各事務所を訪問し、今後のＰＲ等の取組

について意見交換を実施しました。 

 県としては、今回のイベント参加等を契機に、

さらなるインバウンド誘客に向け、本県の観光

地としての認知度向上に取り組んでまいります。 

 「日本橋長崎館」のリニューアルについて。 

 首都圏における本県の情報発信拠点「日本橋

長崎館」については、さらなる魅力や機能の向

上を図るため、去る6月1日にリニューアルオー

プンいたしました。 

 館内の回遊性向上と混雑時に発生する入り口

付近の滞留を解消するため、観光案内コーナー

を店舗奥へ移設する等のレイアウト変更に加え、

ハイラック什器を見直して、見通しのよい空間

へと改善いたしました。また、来館のフックと

なるテイクアウトメニューの新設や、より多く

の方に提供できるようテーブル席を増席するな

ど、軽飲食機能を強化するとともに、酒専用冷

蔵ショーケースとコイン式県産酒自販機を導入

し、県産酒を手軽に味わえる機能を新設するな

ど、大規模なリニューアルを実施しております。 

 オープン当日には、数量限定の記念枡の進呈

や長崎県産ジャガイモの袋詰め体験等を実施し

て、3,000人を超える来館者をお迎えし、本県の

魅力を発信したところであります。引き続き、

アンテナショップの役割である本県の食や観光

などの魅力を総合的に発信し、本県への関心層

の拡大を図り、県産品の認知度向上や本県への

誘客につなげてまいります。 

 核兵器廃絶に向けた取組について。 

 去る4月27日から5月22日まで、アメリカ・ニ

ューヨークにおいて、核兵器不拡散条約（ＮＰ

Ｔ）再検討会議が4年ぶりに開催され、本県にお

いては、会議期間中の4月27日から5月1日まで現

地で活動を行いました。 

 会議においては、ＮＧＯセッションで県レベ

ルでは初となるスピーチの機会をいただき、被

爆県として、核軍縮・核兵器廃絶に向けた粘り
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強い対話の必要性や、世代を超えた教育と継承

の重要性について訴えるとともに、「長崎を最

後の被爆地に」という県民の皆様の切実な願い

を国際社会に直接発信しました。 

 また、ニューヨークの国連本部において、本

県として初めて核兵器廃絶に向けた取組を紹介

するバナー展示を実施いたしました。国光外務

副大臣にもご視察いただき、本県における平和

人材の育成や、Ｊ1百年構想リーグのピースマッ

チを通じた平和発信の取組について紹介してお

ります。 

 さらに、国連の中満事務次長やロシア外務省

のベロウソフ特命大使、核兵器廃絶国際キャン

ペーン（ＩＣＡＮ）のシェルデン氏など、核軍

縮に関わる関係者と面会し、被爆地が果たすべ

き役割や核兵器廃絶に向けた若い世代の育成に

ついて意見交換を行いました。こうした機会を

通じて、今後に向けた人的ネットワークの充実

が図られたものと認識しております。 

 その一方で、本会議は最終文書を採択できな

いまま閉幕し、核兵器国と非核兵器国の間にお

いて、共通の方向性が示されなかったことは、

核軍縮と不拡散を巡る国際的な合意形成の難し

さが改めて明らかになったものと受け止めてお

ります。 

 こうした国際協調の枠組みが大きな試練に直

面している現状において、核兵器廃絶の必要性

を訴える被爆地の役割はこれまで以上に重要性

を増していくものと考えており、県といたしま

しては、長崎市や関係団体等と連携しながら、

今回のＮＰＴ参加を通じて構築したネットワー

クを積極的に活用し、被爆の実相の発信と次代

を担う人材の育成に一層取り組んでまいります。 

 スポーツの振興について。 

 プロバスケットボール長崎ヴェルカは、Ｂ1リ

ーグにおいてレギュラーシーズンを西地区首位

で通過し、先日、横浜アリーナで開催されたチ

ャンピオンシップ決勝において、見事、優勝を

成し遂げました。Ｂリーグ参入5シーズンでのＢ

1優勝はまさに快挙であります。 

 去る5月31日には、長崎市及び佐世保市におい

て優勝記念イベントが開催され、子どもたちを

はじめ多くの県民の皆様との交流が深められる

機会となりました。 

 次に、サッカーＪ1リーグ特別大会「百年構想

リーグ」を6月6日に終えたＶ・ファーレン長崎

は、今大会において総合17位の成績となりまし

た。8月に開幕する新シーズンに向けては、今大

会で得られた経験や課題を生かし、さらなる成

績の向上につなげられるものと期待しておりま

す。両クラブの活躍は、多くの県民に夢や感動

をもたらすとともに、地域の一体感や交流人口

の拡大など、地域の活性化に大きく寄与するも

のと考えております。 

 こうした成果は、監督・選手をはじめとする

関係者の皆様の不断の努力はもとより、県議会、

経済界、市町、関係団体及び県民の皆様からの

継続的なご支援と温かいご声援に支えられて実

現したものであります。 

 県といたしましては、今後とも市町や関係団

体の皆様と緊密に連携しながら、両クラブへの

必要な支援にしっかりと取り組んでまいります。 

 ツール・ド・九州について。 

 「ツール・ド・九州」は、九州・山口各県の

知事と経済団体のトップが参加する九州地域戦

略会議において、国際スポーツ大会のレガシー

の持続的継承や九州におけるサイクルツーリズ

ムの推進等を目的に、官民広域連携プロジェク

トとして2023年から開催されており、本県にお

いては、九州・長崎ＩＲの取組等を生かした県
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北地域の振興策の一環として昨年の2025大会に

初めて参画しております。 

 世界のトップクラスを含む18チーム、106名の

選手が出場した本大会には、県内外から約1万

3,500人の観客が訪れ、県内に約4億9,000万円余

りの経済波及効果をもたらしたところであり、

本年の2026大会におきましても、させぼ五番街

周辺において、1周約1.5キロメートルのコース

を周回する「クリテリウム」を開催することと

しております。 

 本大会は、国内外から多くの有力選手や観客、

関係者等の来訪が見込まれ、地域の振興や交流

人口の拡大、さらには本県の魅力を発信する絶

好の機会になることから、来年の2027大会に向

けては、佐世保市を中心とした県北地域におい

て、新たに100キロメートル以上のコースで順位

を競う「ロードレース」形式での開催を目指し、

準備を進めてまいりたいと考えております。 

 今後とも、県議会をはじめ県民の皆様のご理

解とご協力をいただきながら、関係市町や関係

団体等と連携し、新たなレース形式による大会

の開催実現に向けて取り組んでまいります。 

 地域産業成長プランの策定については、記載

のとおりでございます。 

 以上をもちまして、文化観光国際部関係の説

明を終わります。よろしくご審議を賜りますよ

うお願いいたします。 

【山村委員長】 次に、提出のあった政策等決定

過程の透明性等の確保などに関する資料及び政

府施策に関する提案・要望の実施結果について

説明を求めます。 

【松尾文化振興課長】 政策等決定過程の透明性

等の確保及び県議会・議員との協議等の拡充に

関する決議に基づきまして、本委員会に提出い

たしました文化観光国際部関係の資料について

ご説明申し上げます。 

 観光生活建設委員会提出資料の2ページをお

開きください。 

 県が箇所づけを行って実施する個別事業に関

し、市町及び直接・間接の補助事業に対し内示

を行った補助金につきまして、令和8年2月から

5月までの実績を4ページまでに記載をしており

ます。 

 直接補助金につきましては、2ページに記載の

「みんなで磨く！観光まちづくり」推進事業補

助金等で計19件、間接補助金につきましても、

4ページ目記載の「みんなで磨く！観光まちづく

り」推進事業補助金等の計9件でございます。 

 次に、5ページをお開きください。 

 令和8年2月から5月までの1,000万円以上の契

約状況一覧表については、記載のとおりでござ

います。 

 次に、政策等決定過程の透明性等の確保及び

県議会・議員との協議等の拡充に関する決議に

基づく提出資料、離島・半島地域振興特別委員

会意見書分をお開きください。 

 昨年度、県議会から知事に対して提出されま

した離島半島地域の振興対策に関する意見書の

各意見の項目に対しまして、県の処理状況を記

載したものでございます。 

 文化観光国際部関連では、2ページの3段目の

1（3）と5ページの2段目の4（2）についての処

理状況を記載しております。 

 次に、政策等決定過程の透明性等の確保及び

県議会議員との協議等の拡充に関する決議に基

づく提出資料、観光・新幹線対策特別委員会意

見書分をお開きください。 

 昨年度、県議会から知事に提出がありました

観光振興対策、国際戦略対策、新幹線・二次交

通対策及び空港活性化対策に関する意見書の各



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（６月３０日） 

- 83 - 

意見の項目に対しまして、県の処理状況を記載

したものでございます。 

 文化観光国際部関連では、2ページ及び3ペー

ジの1（3）と（5）、4ページについての処理状

況を記載しております。 

 政策等決定過程の透明性等の確保などに関す

る資料の説明は、以上でございます。 

 続きまして、6月中旬に実施いたしました令和

9年度政府施策に関する提案・要望について、文

化観光国際部関係の実施結果をご説明いたしま

す。 

 文化観光国際部関係におきましては、「核兵

器廃絶の実現」など4項目について、外務省等関

係省庁に対し要望を行いました。このうち、「核

兵器廃絶の実現」については最重点項目である

ことから、外務省に対し、知事、副議長、文化

観光国際部政策監より要望を行い、国光外務副

大臣から「非核三原則を堅持していくことは、

政策の方針として紛れのないものである。唯一

の戦争被爆国として、ＮＰＴの枠組みの中で日

本の役割をしっかり果たしていく。」等の回答

をいただきました。 

 以上が文化観光国際部関係の要望結果であり

ますが、今回の政策に関する提案要望の実現に

向け、引き続き働きかけを行ってまいります。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議を

賜りますようお願いいたします。 

【山村委員長】 次に、観光振興課長より補足説

明を求めます。 

【小栁観光振興課長】 私からは、観光分野にお

ける地場産業成長プランの概要についてご説明

させていただきます。 

 資料につきましては、委員会補足説明資料の

1ページ目でございます。 

 まず、地域未来戦略というところで、都道府

県が策定しますのが、地域産業クラスター計画

と地場産業成長プランのどちらかということに

なっておりまして、観光振興課の方で策定して

おりますのが地場産業成長プランということに

なっております。このプランが国の方に認定さ

れますと、地域未来交付金などで優先的な採択

でありますとか、国の様々な支援を受けられる

ということになっております。 

 それでは、プランついてご説明をいたします。 

 2番の支援する地域及び核となる事業者の左

側のテーマというところでございますけれども、

歴史文化、自然・アクティビティ、平和といっ

た本県の特色ある地域資源を生かしながら、県

内全域を対象に、観光産業の成長と地域経済の

活性化を図るというプランでございます。全体

としまして、観光振興基本計画をベースに策定

をしているものでございます。 

 それから、下側のところに行きまして、左側

中段の3の（1）現状の部分に記載しております

けれども、本県の令和6年の観光消費額は4,587

億円、過去最高ということになってございます。

観光客数の拡大傾向、コロナからの回復傾向に

あるということに加えまして、1人当たりの観光

消費額についても増加しているという状況でご

ざいます。 

 一方で、人口減少や少子化高齢化、人手不足

が進展する中で、今後も観光産業を本県の基幹

産業として持続的に成長させていくためには、

国内外からの交流人口の拡大、観光消費単価の

向上、それから人材不足への対応が不可欠であ

ります。そういったところを左側の現状のとこ

ろに記載をさせていただいております。 

 こうした現状を踏まえまして、中央部分の4（1）

（2）の基本戦略、取組の具体像として、国内外

から選ばれるこだわりの旅の創出、戦略的プロ
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モーション、広域周遊の促進、そういった取組

を進め、本県ならではの観光産業の成長、付加

価値の向上を図るというところでございます。 

 右側5の（1）に課題を整理しております。高

付加価値コンテンツや通訳ガイドなどの不足、

それから、広域周遊の取組の必要性、慢性的な

人手不足、そういったところを列挙していると

いうところでございます。 

 その下に、（2）講じるべき政策パッケージと

いうことで、具体的な政策といたしまして、1）

から3）までを掲げております。 

 内容につきましては、地域間連携による広域

周遊の推進やマーケティングによる情報発信の

強化、人材の確保、ＡＩなど先端のデジタル技

術を活用した受入環境の整備など、具体的な取

組を記載しているというところでございます。

これらの取組により、本県の観光資源の魅力を

高め、観光消費額の増加と県内全域への経済効

果の波及を図り、観光産業の持続的な成長につ

なげるという計画としてございます。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議賜

りますようお願い申し上げます。 

【山村委員長】 次に、物産ブランド推進課長よ

り補足説明を求めます。 

【江口物産ブランド推進課長】 補足説明資料の

2つ目をご覧ください。 

 食関連分野における地場産業成長プランの概

要をご説明いたします。 

 まず、左側中段の3の（1）現状の部分に記載

しておりますとおり、本県には菓子類や麺類、

酒類、陶磁器など、歴史や文化に根差した魅力

ある県産品が数多く存在しており、一定の事業

者の集積も見られますことから、地域の魅力に

もつながっております。これまでも県産品のＰ

Ｒに努めておりますが、国内外の消費者に触れ

ていただく機会や、デジタルを活用した販売、

さらには海外における継続的な販路確保のいず

れの取組も強化する余地が残っているものと認

識いたしております。こうした現状を踏まえま

して、中央部分4の（1）の基本戦略としまして、

地域資源の背景や価値を整理し、統一感のある

情報を発信していくことで、県産品のさらなる

認知度向上を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 右側5の（1）のとおり課題を整理しますと、

県産品の魅力が十分には伝わっていないこと、

様々な購入方法がございますが、それらの環境

を向上させるとともに相互連携を図っていく必

要があること、国内需要の縮小が見込まれる中

ではさらなる海外展開に注力する必要があるこ

とを挙げております。 

 具体的な政策といたしまして、（2）のとおり、

県民の皆様をはじめ県産品をご利用された情報

に関しまして、ＳＮＳを通じて拡散いただける

よう取り組んでいくほか、ＥＣサイトで得られ

た情報をリアルのアンテナショップに反映させ

るなど、購買につなげていくことにも取り組ん

でまいります。 

 海外展開に関しましては、現地パートナーの

確保と関係強化がとりわけ重要でありますため、

県と民間事業者とが連携し、一体となった活動

を進めてまいります。 

 これらの取組によりまして、県内・県外・海

外で県産品の販路を広げ、地場産業の成長を目

指してまいります。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議を

賜りますようお願いいたします。 

【山村委員長】 以上で説明が終わりました。 

 次に、陳情審査を行います。 

 事前に配付しております陳情書一覧のとおり、
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陳情書の送付を受けておりますので、ご覧願い

ます。 

 番号は11番と16番です。 

 陳情書について何か質問ありませんか。よろ

しいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 質問はないようですので、陳情

書については承っておくことといたします。 

 次に、議案外所管事務一般に対する質問を行

います。 

 まず、政策等決定過程の透明性等の確保など

に関する資料について質問はありませんか。よ

ろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 次に、政府施策に関する提案・

要望の実施結果についてご質問はありませんか。 

【鵜瀬委員】 令和9年度政府施策要望実績につ

いてお尋ねをいたします。 

 政府施策要望につきましては、非核三原則の

法制化を含めた厳格な実施を求めておりますが、

今回この内容を改めて盛り込むに至った問題意

識について、どのようにお考えかお尋ねをいた

します。 

【川瀬国際課企画監】 非核三原則の厳格な実施

についてのお尋ねがございました。 

 このことにつきましては、平成22年に県議会

で意見書が可決されており、また、県としても

政府に要望等を行っております。このような姿

勢につきましては、本県において、この後にお

いても維持されてきたものと認識をしておりま

す。一方、近年安全保障環境の変化を背景にい

たしまして、この三原則のうち、特に持ち込ま

せずを巡っては見直しを求める議論が、現在国

の有識者会議等において行われている状況にご

ざいます。 

 こうした動きに対しまして、非核三原則は、

国としての政策の方針であり、その運用を変更

することは、核兵器の廃絶を目指す本県として

受け入れられるものではないと考えてございま

す。このため、非核三原則の確実な遵守と実効

性確保の観点から、法制化を含めた厳格な実施

を改めて政府施策要望に盛り込んだものでござ

います。 

【鵜瀬委員】 答弁ありがとうございました。 

 次に、今説明された背景を基に、非核三原則

の厳格な実施につきましては、先ほどの説明に

もありましたとおり、外務省の国光副大臣へ知

事から要望が行われたと説明がありましたが、

その際のやり取りの中で、副大臣からはどのよ

うな考えが示されたのかお尋ねをいたします。 

【川瀬国際課企画監】 副大臣とのやり取りにつ

いてご質問がございました。 

 まず、知事からは、核兵器を取り巻く環境が

厳しさを増す中、非核三原則について、法制化

を含めた厳格に実施するよう、副大臣に対して

直接要望を行いました。これに対して、副大臣

からは、「非核三原則を堅持していくことは政

策の方針としては紛れのないものであり、しっ

かりと対応していきたい。」という回答がござ

いました。 

 県としましては、こうした政府の対応状況な

どをしっかりと注視し、県議会とも十分に連携

を図りながら、引き続き適切な働きかけを行っ

て、核兵器廃絶に向けた取組を進めてまいりた

いと考えています。 

【鵜瀬委員】 そういう状況でございますので、

後ほど非核三原則の堅持を求める意見書を提出

させていただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

【山村委員長】 ほかに質問はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ほかに質問がないようですので、

次に議案外所管事務一般についてご質問ありま

せんか。 

【宮本委員】 それでは、議案外について質問を

させていただきます。 

 まず、部長説明資料にもありましたが、7ペー

ジになります、核兵器廃絶に向けた取組につい

て幾つか質問いたします。 

 説明ありましたとおり、ＮＰＴ再検討会議、

核兵器不拡散条約再検討会議が4年ぶりに開催

されたということと、また、本県からも馬場副

知事が参加されたということを確認をさせてい

ただいております。そしてまた、一般質問等々

でもいろいろ議論がなされておりますが、また

ちょっと違った観点から質問をさせていただき

ます。 

 その中にいろいろ説明があるんですが、まず、

長崎県として、このＮＰＴ再検討会議に参加し

た目的、それと、これによっての成果について

お尋ねをいたします。 

【川瀬国際課企画監】 ＮＰＴ再検討会議につい

て、参加した目的と成果のお尋ねがございまし

た。 

 こちらにつきましては、被爆県として核兵器

廃絶の必要性を国際社会に直接訴えることを目

的として参加したものでございます。 

 現地での活動につきましては、先ほど部長説

明でもございましたが、ＮＧＯセッションでの

スピーチをはじめといたしまして、バナーの展

示、サイドイベントへの参画、さらに、ジャマ

イカ、インドネシア、ドイツ、ロシアなど、各

国の政府関係者等と意見交換を行うなど、積極

的な情報発信と関係構築に取り組んだところで

ございます。 

 こうした取組によりまして、被爆の実相への

理解の促進が図られたものと考えてございます。

また、核兵器廃絶に向けた国際的なつながりの

強化や今後の取組に資する人的ネットワークの

充実につながったものと認識してございます。 

 県としましては、この核兵器を取り巻く環境

が一層厳しさを増す中、国際的なつながりの重

要性が今後一層高まっていくものと考えており、

長崎市や関係団体等としっかりと連携いたしま

して、一日も早い核兵器のない世界の実現に向

けて取り組んでまいります。 

【宮本委員】 ありがとうございました。被爆県

として参加した目的、意義も含めてですけども、

非常に重要であったというふうに考えておりま

す。最終的な成果文書は採択になりませんでし

たけれども、非常に残念ではありましたけれど

も、参加して馬場副知事の様々なスピーチも行

ったということもお聞きしておりますので、目

的としては非常に大きかったというふうに考え

ております。 

 先ほど、各国との関係者ですかね、政府関係

者と面会をしたと、協議をしたということもち

ょっと答弁がありましたけれども、具体的に内

容と成果についても教えてください。 

【川瀬国際課企画監】 先ほどジャマイカ、イン

ドネシア、ドイツ、ロシアの大使等と意見交換

を行ったと述べましたが、こちらにつきまして

は、核保有国、非保有国の双方の考えを聞くた

めに行いました。意見交換では、被爆地の立場

から核兵器廃絶の必要性を訴えるとともに、Ｎ

ＰＴ体制の維持や強化、対立が深まる国際情勢

の中における対話継続の重要性などについて話

合いを行いました。 

 各国の立場につきましては、もちろん違いが

ございます。その違いは踏まえつつも、課題認
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識の共有については図られたものと考えており

ます。 

 こうした取組につきまして、直ちに各国の政

策の変更につながるものとは考えてございませ

んが、長崎県と他国との関係の深化や、相互理

解のために、話し合いをするということは非常

に大事であり、今後の取組の基盤となるネット

ワークの強化や進展に寄与したものと考えてお

ります。 

【宮本委員】 ありがとうございました。立場は

違うけれども、いろんな課題認識、そして問題

共有ができたということが大きな成果であった

というふうに考えます。 

 その中で、今ジャマイカとかドイツとかイン

ドネシア、あとロシアとも意見交換、協議をし

たと言われてます。ロシアは今非常に世界での、

どういう言い方したらいいですかね、ロシアが

参加して意見交換をされたということが非常に

大きな意義があると思います。特にロシアとの

意見交換ではどのような発言があったのか、そ

してまた、どのような認識だったのか非常に興

味ありますが、それについて分からないで結構

ですから、教えていただければと思います。 

【川瀬国際課企画監】 ＮＰＴの目的につきまし

ては、三本柱の、核軍縮と核の不拡散、原子力

の平和利用の三つがございます。ロシアの大使

からは、この三本柱のいずれも同等に重要であ

り、バランスよく推進すべきとの認識が示され

たところであります。 

 また、不安定な国際情勢下というところはロ

シアの大使も言っておられました。各国間の不

信感や、立場の違いが拡大しているというとこ

ろが、ＮＰＴも含めた国際交渉の難航につなが

っているとの指摘もございました。また、先ほ

ども述べました非核三原則を巡る動きについて

も、ロシアの大使は関心を示されており、日本

の政策動向に注目が集まっているというところ

が伺えました。被爆地として果たすべき役割の

重要性を改めて認識したところでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。非常に

大事な協議であったというふうに痛感いたしま

す。やはり被爆地、被爆県だからこそもっと強

力に発信するべきことも多いと思いますし、世

界に向けて発信していくという使命が長崎はあ

ると考えておりますから、引き続きＮＰＴ再検

討会議のみならず、いろんな核廃絶に向けた動

きを、県としても長崎市とか関係団体と協力し

て推進していただきたいというふうに考えてお

ります。 

 次、質問させていただきますが、6月28日日曜

日に公明党の県議会議員3人と、あと国会議員を

踏まえて、観光立国推進懇話会というものを開

催させていただきました。約3時間させていただ

きまして、県内からのバス事業者、タクシー事

業者、宿泊事業者、ホテル、旅行代理店、いろ

んな方々に来ていただいて、いろんなお話をさ

せていただく機会を設けさせていただきました。

その中から、この委員会に関係があるところを

確認させていただきます。 

 いろんな分野から出ていたのは、やはり人材

不足であるということを言われておりました。

特にバス、タクシーはもう顕著ですね。午前中

に審議もありましたけど、宿泊業にも外国人材

を登用するという新しい新規事業も立ち上げら

れており、これについては非常にありがたく思

ってますし、宿泊業者からも人材不足は顕著で

あるというお話もいただいておりますから、し

っかり連携を取っていただきたいというふうに

考えております。 

 2点ありますが、宿泊業界の方々からは、季節
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変動による資金繰りが非常に厳しいということ

と併せて、コロナ融資返済開始によって負担が

さらに増していますというお声をいただきまし

た。よって、資金繰りの支援なども要望いただ

いたところですが、恐らく産労部になろうかと

思いますが、宿泊業者からこのような声が挙が

っているのか、聞いているのか、実際認識して

いるのか、県の認識と併せて、資金繰り支援に

ついては産労部と連携を取っていただいて、関

係団体とも意見交換などをしていただきたいと

思いますが、この点についてまず確認をさせて

ください。 

【真鳥観光振興課企画監】 宿泊事業者の資金繰

りの関係で、まずは声を聞いてるかどうかとい

うことにつきましてですけれども、本年4月に宿

泊事業者の方にアンケート調査を行っておりま

して、今後の経営において不安や懸念というも

のをどういうものがあるかということを教えて

くださいということでアンケート調査しており

ます。その中で一定程度資金繰りというお答え

をいただいておりまして、県内の宿泊事業者が

懸念されているところとして大きいものと考え

ております。 

 先ほど委員からもご紹介がありました資金繰

りの支援は、産業労働部で物価高騰や燃油高騰

も含めながら、資金繰り支援を行っており、ま

た、国が設置している無料の経営相談であるよ

ろず支援拠点の活用等もありますので、そうい

ったことについて宿泊事業者の方にもしっかり

とお伝えしながら経営の基盤としてしっかりと

なるように助言してまいりたいと考えておりま

す。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ぜひよろ

しくお願いいたします。 

 もう一点ですが、事業承継支援、後継者不足

ですね。宿泊業界においては後継者がいないと、

厳しいというお話をいただき、現状こういった

ものがあるんだろうと思うんです。製造業とか

中小企業ではよく聞く話ですが、宿泊業界にお

いても、後継者不足、跡継ぎ問題というのが今

大きな課題となっていると。よって、この事業

承継支援、これも産労部ではあろうかと思いま

すが、改めて先ほどと同じように、こういった

声を聞いているのか、認識しているのか。県と

しての受け止め方と、ぜひこの事業承継支援に

ついても産労部と連携を取っていただいて、関

係団体、宿泊業者の方々と意見交換の際にこう

いった支援がありますよということを言われて

るかもしれませんけど、改めてお伝えしていた

だきたいと考えておりますけども、これについ

て見解をお聞かせください。 

【真鳥観光振興課企画監】 今、後継者不足のお

話の件でございますけれども、先ほど申し上げ

ましたアンケート調査においても、「資金繰り」

に続いて「後継者不足」が懸念点ということで

挙げられておりますので、そういった点につい

ても県として承知をしているところでございま

す。 

 委員おっしゃるとおり、産業労働部が主体と

してやっておりますけれども、例えば地域の商

工会でありますとか商工会議所、そういったと

ころでもやられてるところかと思いますし、ま

た、国が設置しております無料の相談窓口とし

て事業承継引き継ぎ支援センターを案内するな

ど、産業労働部や国とも連携しながら、こうい

った不足の不安に対してしっかりと支援できる

ように助言してまいりたいと考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ぜひよろ

しくお願いしたいと思います。 

 やはり現場の声はもういろいろとあります。
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挙げれば切りがないほど出てきており、引き続

き胸襟を開いて対話をしていただければと思い

ます。 

 最後1点だけ質問いたしますが、先日、報道で

西九州観光力向上ということで、ハウステンボ

スが肥前を設立したという報道があっておりま

した。6月25日です。これについては佐世保市議

会でもいろんな説明があっております。非常に

ハウステンボスとしても今後一般社団法人肥前

というものを立ち上げて地域全体の観光力を高

めていくということを打ち出しをされておりま

す。市議会もこれについては予算を計上してい

るんですが、ハウステンボスいわく、非常に東

京とか大阪のテーマパーク周辺にはないような

豊富な観光資源、歴史的な文化遺産があると。

地元の観光資源を生かして磨き上げていけば新

しい道も開けるというようなコメントも載って

おりました。これについて、まず県としてどう

受け止めているのかをお聞きいたします。 

【小栁観光振興課長】 ハウステンボスが西九州

させぼ広域都市圏のブランド化を目指しまして、

市とハウステンボスが一般社団法人肥前を4月

に設立するということでお聞きしております。

長崎、佐賀両県の12市町で構成する西九州させ

ぼ広域都市圏のブランド化を目指すものでござ

いまして、これは広域周遊という点においては

県の目指す方向性とも合致するものであると思

っております。今のところニュース報道を見ま

すと、食の分野でのブランディングに取り組ま

れるというところかと思っておりますので、県

北振興局とも連携しまして、今後の動向をまず

は注視したいと思っております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。ぜひいろ

んな形で、教育というか、協議というか、話合

いの場にも参加していただきたいと思いますが、

現時点ではなかなか難しいかもしれませんが、

県北振興という観点よりももっと大きく西九州

全体として捉えていくべきなんだろうと考えて

おりますし、そういった趣旨で立ち上げられて

ます。長崎と佐賀ということからすればですね。

まさしくこういったものに県もしっかりバック

アップしていく必要性があろうと思いますが、

最後部長、こういった民間の動きを捉まえて、

長崎市ではスタジアムシティとかもありますし、

ジャパネットもあります。県北ではハウステン

ボス等々もありますが、こういう民間の活力を

生かして、しっかり行政としてもバックアップ

というか、いろんな形でタイアップして盛り上

げていく、観光を盛り上げていくということは

非常に重要であろうと考えておりますが、今後、

例えば予算化であったりとか、今なかなか厳し

いかもしれませんが、そうなったときには協力

していただきたいと考えておりますが、非常に

有効な資源であると考えておりますが、最後の

長崎全体、そしてまた、県北、西九州の観光振

興という観点から意見をお聞かせいただければ

と思います。 

【伊達文化観光国際部長】 先ほど宮本委員から

ご紹介ありましたとおり、ハウステンボスと西

九州させぼ広域都市圏が連携した観光消費の拡

大を図っていくための取組がスタートするとい

うことでございます。我々も観光立県長崎を目

指していくためには、行政だけが旗を振っても

これは実現しないわけでございまして、やっぱ

りこういう民間の有力な企業ともしっかり連携

しながら取り組んでいくことが重要であろうと

考えております。ただ、今回のこの取組につい

てはまだ始まったばかりということもありまし

て、先ほど課長からも答弁いたしましたように、

県北振興局とも連携しながら、その状況を見守
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りながら、県としてどういった投資ができるの

かということについても考えてまいりたいと思

っております。 

【山村委員長】 ほかにありませんか。 

【鵜瀬委員】 それでは、私の方から物産ブラン

ド推進課にお尋ねをいたします。 

 まず、質問に入る前に、昨年度、地域の地場

産業であります清酒蔵に対しまして、酒米価格

の高騰への支援、また県産酒で乾杯という施行

10周年を記念した県産酒の消費拡大キャンペー

ンを実施していただきました。県産酒の関係者

からは、厳しい状況を乗り越えることができた

と感謝の声を数多く伺っております。県の迅速

なご支援に心から感謝を申し上げます。 

 さて、今回の6月補正予算では、「美味しいは、

長崎から。」をはじめ、「巡ろう、長崎の至福

の一杯。」や酒蔵ツーリズムなど、県産品の販

路拡大や魅力発信に取り組まれることとなって

おります。また、これまでの知事によるトップ

セールスをはじめ、生産者や関係者と連携した

海外プロモーションを積極的に展開され、県産

品の海外販路拡大やブランド力向上に取り組ま

れてきたものと認識をしております。 

 そこでお尋ねをいたします。 

 どのような戦略を持って輸出に取り組まれて

いるのかお尋ねをいたします。 

【江口物産ブランド推進課長】 物産ブランド推

進課所管の品目につきましては、加工品、菓子

類、麺類、酒類、調味料と、それから陶磁器、

その輸出に関しましての9割は東アジア向けで

ございます。地理的優位性やこれまで培ってま

いりました現地パートナーとの関係を基盤に、

インバウンド誘客やエアライン誘致の主要ター

ゲットであることを踏まえまして、東アジア向

け輸出に取り組んできたところでございます。 

 国・地域別の状況を見ますと、中国に関しま

しては、現地パートナーとの強い関係性がござ

いまして、県産酒を含めて長崎県貿易公社を通

じまして、安定的な輸出が行われております。

このため、現地でのイベント等は行わず、中国

のバイヤーを招聘し、新たな商品の紹介を行っ

てまいりたいと考えております。 

 韓国、香港、台湾に関しましても、安定的な

輸出が行われている一方で、県産酒の輸出が少

ない現状がございます。このため、現地での見

本市に参加するなど、酒類の現地パートナーの

確保に取り組みたいと考えているところでござ

います。今年度は香港での取組を想定しており

ます。新規国でありますシンガポール、オース

トラリア、マレーシアに関しましては、少額で

はあるものの輸出が行われており、前身事業で

現地のパートナーが確保できた国々でございま

す。多様な販路は、価格の維持向上につながり

ますことから、少しずつでも輸出が増えるよう、

現地パートナーと相談しながら取り組んでまい

りたいと考えております。 

 シンガポール、マレーシアに関しては菓子類

から、オーストラリアに関しましては焼酎から

輸出に取り組んでまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

【鵜瀬委員】 答弁ありがとうございました。た

だいまの輸出の取組について、東アジアを中心

に今は強力な取引先である中国現地パートナー

を広げていくため、また、酒に関しては県産酒、

韓国、香港、台湾を中心に、さらにまたパート

ナーを増やしていくということですけども、そ

うやって販路を拡大していく上で、輸出におけ

る課題はどういったものがあるのかお尋ねをい

たします。 

【江口物産ブランド推進課長】 輸出の課題につ
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きましては、先ほどご答弁いたしましたとおり、

現地パートナーの確保が最も重要と考えており

ます。そのほか、安全・安心で高品質である県

産品ということを前提にはございますが、安定

供給が可能であるか、食品の場合は長期間の賞

味期限が設定できるかどうか、求められるロッ

トをそろえられるかどうか、また価格競争力を

有するか、そういったことをクリアしていく必

要があるものと考えております。 

【鵜瀬委員】 輸出の課題としては、やはりそれ

ぞれの国において現地パートナーの確保が重要

であると。また、商品に対して安全・安心、そ

してそれを安定供給ができるかどうか、そうい

った形で信頼を築いていって、ブランドの向上

と県産品の販路拡大に向けて行っていくという

ことですけども、これまでそういった課題があ

りながら、東アジアを中心にマーケティングプ

ロモーションしてきたということですけども、

その実績と、またその要因、また今後の展開に

ついてお尋ねをいたします。 

【江口物産ブランド推進課長】 まず、輸出実績

につきましてですが、新型コロナの影響で輸出

額が減少したものの、令和3年度にはコロナ前の

水準まで回復をいたしまして、以降は目標を上

回るペースで増加をしております。 

 昨年度、令和7年度につきましては、農水産物

を含めまして、県全体のこれは現時点では概算

でございますが、141億4,000万円と過去最高を

記録し、100億円を突破したのも初めてでござい

ます。当課所管の加工品陶磁器につきましても、

11.6億円で過去最高を記録し、10億円を初めて

突破したところでございます。今年度からスタ

ートした新たな総合計画の目標をもう令和7年

度の時点で達成したことになるわけでございま

すが、大幅増加の状況は複数年度で分析、見極

める必要があるものと考えているところでござ

います。 

 また、その要因というご質問でございますが、

加工品陶磁器の増加要因につきましては、これ

まで見本市への出展やバイヤーの招聘、現地パ

ートナーと連携した百貨店、飲食店等でのフェ

アの実施、また、ジェトロと連携した専門家に

よるセミナーの開催や個別相談会の実施、品評

会への出品など、為替の円安の影響もあるもの

と考えておりますが、これらの地道な活動、民

間事業者の方々と当課職員の粘り強い活動、本

当に粘り強く活動しておりますので、その成果

であると自負しております。 

【鵜瀬委員】 ありがとうございました。様々な

課題がある中で、やはり現地の方々と信頼関係

を気づく、まずはこれが一番だと思いますし、

また、それぞれの現地において様々なプロモー

ションをして、そこで身近に人と人として商品

を、現物を現地の人に見てもらって味を食べて

もらうとか、そういった部分もかなり効果があ

ることだろうと思います。また、農林水産合わ

せた中で140億円ということで、令和7年ですね、

さらにこの拡大を大変期待しているところでご

ざいます。また、今後ともぜひ県産品のブラン

ド力向上と販路、そして消費のさらなる拡大に

向け、引き続き積極的な海外または国内におけ

る取組をしっかりとしていただきますことをお

願い申し上げます。 

 私から最後になりますけれども、実は明日7月

1日は壱岐焼酎の日となっております。明日19時

1分には皆さんでぜひそれぞれのところで、壱岐

焼酎で乾杯という声を上げていただいて、壱岐

焼酎の消費拡大、ブランド力向上にご協力いた

だければということをお願いしまして、私の質

問を終わりたいと思います。どうもありがとう
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ございました。 

【山村委員長】 一度休憩をここで1回挟みたい

と思います。35分まで休憩したいと思いますん

でよろしくお願いいたします。 
 

― 午後２時２７分 休憩 ― 

― 午後２時３４分 再開 ― 
 

【山村委員長】 委員会を再開いたします。 

 ほかに質問ありませんか。 

【田中委員】 ツール・ド・九州についての指摘

があったんで、ちょっとだけお聞きをしておき

たいと思います。 

 残念ながらこの日は、自民党県議団は万博視

察に行ってましたんで知らないんですよ。ツー

ル・ド・九州佐世保であったのを。そういうこ

とでお聞きしたいと思うんですが、1万3,500人

の宿泊と4億9,000万の経済波及効果という数字

が出てるんですかね、数字が。それで1万3,500

人、どういうところに宿泊されたのかなという

のが一つと、4億9,000万の経済波及効果、どう

いうものがあるのか具体的にちょっとお聞かせ

願えたらありがたいなと。今後のことも含めて

お聞きをします。 

【川瀬スポーツ振興課長】 1万3,500人という

数字については、あくまでも観客数でございま

した。それで、詳しく宿泊者が何人かと、そこ

までは把握できていないんですけれども、県で

アンケート調査を行いまして、1万,3500人に対

してサンプルを1,600集めました。そこから推計

すると、レース前日に宿泊した人は約2割弱ぐら

いでした。また、レース当日に宿泊した人は1割

強というところでございました。ですから、1万

3,500に対して3割ぐらいということで、4,000人

から5,000人の宿泊があったものと思っており

ます。 

 また、どこに宿泊したかということに関して

は、一番多かったのは佐世保市です。また、長

崎市や近隣市町も割合的には少しいらっしゃっ

た状況でございます。 

 それと、経済波及効果については4億9,500万

円程度でございます。 

 各県の経済波及効果については、長崎県につ

いてはクリテリウムということで1.5キロの周

回コースで、狭い空間での開催でした。他県に

関しては、ロードレースということで、約150キ

ロにわたるコースを設定して開催したというと

ころがございます。そういったこともあって、

観客数も長い距離を取っている分多い状況もご

ざいまして、観客数が多くなると、経済波及効

果も大きく出ているところでございました。具

体的には、福岡県8億円程度、熊本県6億円程度、

大分県6億円程度、宮崎県はスタート地点という

ことで苦戦をしまして2億円程度という状況で

ございました。本県の経済波及効果自体は他県

のロードレースと比べてクリテリウムというこ

とで少し劣っているところですが、1人当たりの

消費単価、宿泊単価、日帰り単価については、

他県よりも大きな数字が出たという状況で、取

組については一定効果があったものと思ってお

ります。 

【田中委員】 1万3,500人というお話をしまし

たが、その中で2割程度、2,700人ぐらい宿泊し

たであろうと。2,700でも大したもんですよね。

佐世保市内のホテルはそんなに余裕がないと思

うんです。ハウステンボスの効果があったのか

なという感じがしております。そういう相乗効

果があれば、我々もはっきり言って少し協力を

していかなきゃいかんかなと。さっき言ったよ

うに、去年は自民党県議団がいなかった、万博

に行ってたからね。だから私はもう分からない
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と。これ、ああそうかというだけで。そういう

ことで、相乗効果的なものを考えれば、やっぱ

り今後少なくなるわけじゃなくて、大きくなっ

ていくでしょうから、2回、3回と。それが一つ。 

 それからもう一つは、1.5キロのクリテリウム

というのかな、これやったけども、100キロ以上

のコースはロードレースを考えているというこ

とならば、これまたちょっと大々的にやってく

るんで、交通渋滞の関係も含めてどういう感じ

になるのかなと。どういうコースが考えられる

のかなと。確定じゃないでしょうけども、大体

こういうことも考えてるんですよと。100キロ以

上になると結構ありますよね。我々長崎・佐世

保間だって67キロぐらいかな、行ってるんでね。

長崎から平戸までぐらいという感じになってく

るから、そういうときに相当な影響は出てきま

すよね。昔は九州一周駅伝とか、それから県内

一周駅伝とかあって、そっちの方の交通渋滞対

策は経験があるから県警も協力してくれるんじ

ゃなかろうかなという感じもするけれども、そ

こら辺も含めてちょっと粗々でいいですからお

聞かせ願えますか。 

【川瀬スポーツ振興課長】 委員からお話があり

ましたように、2027年大会については、新たに

100キロメートルを超えるロードレース形式で

の開催に挑戦することとしております。現在、

佐世保市が中心となりまして、県北地域におけ

るコース設定に向け、隣接する県内市町の意向

確認などの調整を進めている段階でございます。 

 佐世保市の意向としましては、西九州させぼ

広域都市圏の構成自治体を中心にコース設定を

行いたいというところで、その構成市町に対し

ての働きかけを行っているところでございます。 

 今後はコース案を佐世保市とともに策定の上、

交通規制や安全対策に係る警察等関係機関との

協議を行うとともに、コース沿線の住民等に対

し、影響を十分に考慮した上でご理解とご協力

を得られるよう、関係市町と一体となって取り

組み、年度内のコースの取りまとめに向けて調

整を進めて参りたいと思っております。 

 今後、地元説明会であったり、あとは個別訪

問してのご説明等々が発生すると思いますので、

佐世保市や関係市町と一緒になって県として取

り組んでまいりたいと考えているところでござ

います。 

【田中委員】 このイベントが定着するといろい

ろな波及効果はもちろん出てくると思う。前回、

我々は見てないもんだから何とも言えないんだ

けども、あんまり話題にもならなかったような

感じがするもんだから一応言いました。ぜひ今

年、それから来年と成功を祈っております。 

 次に、もう一つだけお願いをしておきたいの

は、美術館ですよ、美術館。県北の分館構想と

いうのはもう15年、20年ぐらい前から要望とし

て県に上げてるのよ。1回話したことあるけど、

ＩＲ構想の中に美術館があったからそれでいい

んじゃないかということで中断してたけども、

今年も佐世保市の要望の中に調べてみたら入っ

てた。分館構想ね。県の方で具体的に検討した

ことあるのかね。そこら辺だけお聞かせくださ

い。 

【松尾文化振興課長】 県北地域における美術館

の分館の整備につきましては、県北地域の住民

の方に文化芸術に触れる機会を提供するため、

佐世保市から要望をいただいておりますし、県

としても本当にそこは大事なところだとは思っ

ているんですけれども、一方で、県において様々

な課題が山積しておりますので、それらに優先

して新たな施設を建設することは容易ではない

というところで、今のところ考えているところ
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でございますが、県北地域での文化芸術に触れ

る機会の充実につきましては、引き続き、佐世

保市ともよく意見交換もさせていただいており

ますので、そちらの話も聞きながら、どういっ

たことができるか検討してまいりたいと思って

おります。 

【田中委員】 意見交換はしてもらって結構だけ

ども、ある程度実現の方向に向かっての意見交

換なのか、非常にそんな感じがしますね。 

 一つだけ、私はハウステンボスの動向にいろ

いろと気を遣っているんだけどもね、あそこは

本当に未来永劫というのは大げさだけども、10

年なら10年でも安定した存続ができるのかとい

うところにちょっと危惧してるところもあるん

ですがね。あそこのパレスで美術館やってるの

よ。パレスでは美術展を。だから昔はパレス使

っていいんじゃないかという話もあったのよ。

ただ、駐車場の問題とか、進入道路の問題とか、

今は若干分離してるけれども、そういうことも

視野に入れなきゃいかんし、今年の4月からかな、

中央競馬会の売場がハウステンボスは撤退して

しまったのよ。4月にね。雇用は70人ぐらいと聞

いてたけども、70人ぐらいの雇用はなくなって

しまったけどもね。あの広大な駐車場は残って

るんだけど、ハウステンボスどう使うかは別に

してね。だからハウステンボスといろいろ意見

交換、それこそ部長、ハウステンボスはある程

度存続してもらわないと我々地元としても困る

んで、競馬で使ってた駐車場用地がもう今空い

てる。最近花火になってもあの駐車場あんまり

使わないぐらいのものだからね。だからそうい

うことを含めて、ハウステンボスとも土地の有

効活用的なものにやっぱり何か策はないのか、

気を配っていただけたらと思っておりますけれ

どもね。何か見解があればちょっと聞かせても

らいましょうかね。 

【伊達文化観光国際部長】 ハウステンボスにつ

きましては、一般質問の中でもお答えをいたし

ましたとおり、やはり本県の観光業界にとって

欠かすことのできない本当に大きな優良な観光

コンテンツでございます。私も度々ハウステン

ボスの髙村社長ともお会いする機会がございま

すけれども、ハウステンボスも地域を巻き込ん

だ、先ほども宮本委員からもお話がありました

が、肥前という構想もお持ちでございますので、

我々県といたしましても、ハウステンボスが核

となって県北佐世保地域の観光振興につながっ

ていくのではないかと考えておりますので、県

としてもどういった支援ができるのか、しっか

り後押しもしてまいりたいと考えております。 

【田中委員】 直接文化観光国際部とは関係ない

けれども、また、調べた感じでハウステンボス、

何が一番困ってるのかなと思うと、やっぱり交

通網の整備なのよ。針尾橋を含む。あそこだけ

は渋滞がある。イメージが悪くなる。観光客が

ハウステンボスに来たときのね。来る時も出る

ときも渋滞じゃね。だから、長崎県全体から考

えれば、あなたたちも土木の方にもう少し交通

渋滞なくすような方法をやってもらわないと困

るよと。ハウステンボス一番の今欠点はそうい

うことだと私は理解してますけどもね。よろし

くお願いして終わりたいと思います。 

【溝口委員】 ツール・ド・九州の関連で質問し

たいと思います。 

 ２０２５から初めて大会に参加したんですけ

れども、その中で、前回は世界トップクラスの

18人と106名の選手が出場されたということで

すけれども、今回はどれくらいの予想をしてい

るかお聞かせをいただきたいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 レースの出場者につ
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いては、昨年と同様、同じぐらいの規模の参加

を予定しているところでございます。 

【溝口委員】 前回は商業施設の中をなるだけ走

らないでということで決めてたと思うんですけ

ども、今回させぼ五番街周辺を一周1.5キロで走

るということですけれども、その関係する商業

施設の従業者の方々とのトラブルがあってはな

りませんので、その調整についてどのように取

り組んでいるのかお尋ねしたいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 委員からご指摘のと

おり、今年の佐世保クリテリウムのコースにつ

いては、昨年同様、佐世保駅やさせぼ五番街の

周辺を周回するコースとしておりますが、今年

のコースの特徴としては、カーブを減らすため

の関係上、させぼ五番街を完全に囲い込む形と

しております。昨年度については、商業施設の

一部を囲い込む形となっておりました。大会規

定において、クリテリウムのレース中は、コー

ス内の横断が禁止されているところでございま

す。ですから、レース中はさせぼ五番街の中に

このままだと入れないという状況でございます。 

 委員ご指摘のとおり、させぼ五番街の営業や

来店者の利便性への配慮は大変重要であると認

識しているところでございます。このため、県

と佐世保市において、させぼ五番街の支配人等

と面談を重ね、ご意見を丁寧に伺いながら、対

応策について主催者であるツール・ド・九州実

行委員会事務局等と協議を進めてきたところで

ございます。その結果、コース上に仮設歩道橋

を設置することで、レース中であってもさせぼ

五番街の出入りが常時可能となる対応を講じる

こととし、このことについて、させぼ五番街支

配人をはじめ、関係者の方々からもご了承いた

だいているところでございます。 

【溝口委員】 分かりました。商業施設の中に出

入りができないような形になってはいけません

ので、そしてトラブルが起きないように話合い

をしていくということでございますので、安心

いたしました。ただ、昨年度は前日にイベント

と翌日のイベントもやってたと思うんですけど

も、その辺についてはどのような考え方を持っ

ているのかお尋ねしたいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 県としましては、今

年の大会においても、昨年に引き続き、観客の

滞在時間の延長や宿泊促進を図り、地域経済へ

の波及効果を高めるため、レース翌日に関連イ

ベントを実施することとしております。現在、

その運営業務の受託事業者の選定に向けた準備

を進めており、イベント内容など詳細は調整中

でございます。 

 翌日イベントの具体的な内容については、現

時点で契約の締結に至っていないため、お示し

することはできませんが、昨年の実績を踏まえ

ながら、より多くの方々に長く滞在していただ

ける内容となりますよう、佐世保市や関係団体

等と緊密に連携しながら準備を進めてまいりた

いと考えております。 

【溝口委員】 分かりました。ぜひ翌日もイベン

トを開いていただいて、やはり宿泊客ができる

だけ多くできるようにしていただきたいと思っ

ております。ただ、この大会が一応予定日とし

てはどのようになっているのか、そしてまた、

予定日が決まれば、今の話のように前日、また

次の日ということになれば、宿泊施設の方々と

の調整もいると思いますけれども、その辺の調

整についてはどのように考えているのかお尋ね

したいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 このツール・ド・九

州というイベントが、毎年10月中旬の3連休に開

催することとしております。ロードレースを開
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催する県につきましては、この3連休、土・日・

祝日の月曜日を使っての開催、クリテリウムに

ついては、その3連休の前日の金曜日開催という

ことで枠組みが決まっておりますので、10月9日

の金曜日に佐世保市で開催するところでござい

ます。 

 また、宿泊の調整につきましては、県、地元

佐世保市、関係団体において推進委員会を設置

しておりまして、その推進委員会に佐世保観光

コンベンション協会にも入っていただいており

ますので、協会を中心に宿泊施設等との調整、

連絡等はしっかり行ってまいります。 

【溝口委員】 分かりました。ぜひ宿泊できるよ

うに施設を持ってる方々に調整をしていただい

て、できるだけその日を空けるようにしていた

だければと思っております。 

 それから、先ほど来年の2027大会に向けて、

佐世保市といろいろと話し合いながらやってい

るということでございますけれども、その辺に

ついて、可能性としてはどのように進めていこ

うとしているのかお尋ねしたいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 長崎県の道路事情は

他県と比較して、良いという状況ではないと思

っております。迂回路の少なさであったり、道

路の幅の短さ、そういった点がございますので、

我々としては、ロードレースの開催ということ

に関しては心配をしてきたところでございます。

しかしながら、佐世保市長を中心とした佐世保

市の方々の強い思いがあって、佐世保市として

も県に丸任せをするのではなくて、地元調整、

警察協議等は一緒になってやると。ある意味自

分たちが引っ張っていきながら実施をしたいと、

そういった話もございましたので、我々として

は佐世保市と一緒に、また、現在佐世保市が進

めている近隣市町の巻き込み、そういった状況

も見ながら佐世保市、関係市町、関係団体と一

緒に実現に向けてしっかり調整を進めてまいり

ます。 

【溝口委員】 年度内に一応調整していかなけれ

ばいけないと思うんですけれども、大体その年

度内はどのくらいの期間、いつ頃までにという

計画を持ってたらお尋ねしたいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 レース開催年度につ

いては大きな予算が発生するんですけれども、

前年度についても、準備経費として実行委員会

に負担金等を拠出する必要がございます。2027

大会に向けた前年度分の予算については、当初

予算でも6月補正でも要求はさせていただいて

いないところでございます。ですから、9月補正

予算に向けてしっかり準備を進めて、ある程度

めどがつく状態にしていきたいと佐世保市とは

話をしているところでございます。しっかり関

係市町を巻き込んで、ある程度のコースが組め

ることを年度内の目標としているところでござ

います。 

【溝口委員】 分かりました。ただ、今回の2027

大会については、今までのクリテリウム形式と

違って、物すごく長距離になると思うんですよ

ね。それで、人も増えるし経費もいろいろとか

かるんじゃないかと思っております。ただ、や

はり大会に向けて、今言うように努力している

ということでございますけれども、このロード

レースは関係する市がどことどことなってくる

か分かりませんけれども、開催する費用はどの

ように考えているのかお尋ねしたいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 委員ご指摘のとおり、

開催経費と人的負担については、走行距離の延

伸に伴い、交通規制や安全対策に係る業務が大

変増加することから、全体として増加が見込ま

れるところでございます。一方で、こうした負
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担が増加する中にあっても、ロードレースを開

催する意義は一定程度あるものというふうに思

っております。 

 昨年、今年度と2年連続で開催するクリテリウ

ムは、選手にポイントが付与されないエキシビ

ションレースに位置づけられておりますが、来

年正式種目であるロードレースを開催すること

となれば、レースのステイタス向上を図ること

ができるとともに、本県として大会の本格実施

に踏み出すこととなり、より責任ある参画を担

うことになります。また、ロードレースが100キ

ロメートルを超えるコース設定となることから、

選手が駆け抜ける沿道の風景や地域の暮らし、

歴史ある町並み、美しい海岸線など、広域にわ

たる多様な魅力を国内外に映像を通じて発信す

ることが可能となります。 

 現地観戦者のリピート来訪に加え、映像配信

を契機として、国内外のサイクリストや観光客

の来訪を促進することで、交流人口の拡大や地

域経済の活性化に寄与するものと考えておりま

す。 

【溝口委員】 ちょっと先ほども言ったんですけ

ども、佐世保市と平戸市には関係するのか、松

浦市が関係してくるのか、その辺をところにつ

いてはどのように考えておるんですか。 

【川瀬スポーツ振興課長】 佐世保市の方から大

体の市町の意向は聞いてはいるんですけれども、

今のところまだ正式な回答ではないので、控え

させていただきたいと思っております。ただ、

複数の市町が手を挙げる見込みであると聞いて

おります。 

【溝口委員】 分かりました。テイストが変わっ

てくるわけですから、ある程度早めに参加する

市町等については決めていただいて、そして、

やっぱりせっかくですからロードレースができ

るような形を取っていただきたいなと思ってお

ります。ただ、これについては、先ほど言いま

すように、交通関係もいろいろ関係してくるわ

けですから、警察との関係はどういうふうにな

っていくんですか。 

【川瀬スポーツ振興課長】 現時点で県警本部と

はお話をさせていただいているところでござい

ます。しかしながら、実際のコースを所轄する

警察署との協議はまだまだですので、実行委員

会のアドバイザーの視察とかも踏まえて、協議

を進めていきたいと考えております。 

【溝口委員】 分かりました。やはり事故がない

ようにしていかないといけないのが一番ですけ

れども、やはり経費もかかるということで、早

めに実行していくかいかないかを決めていかな

いと、先ほど9月の補正とかなんとかもできない

んじゃないかと思うんで、やっぱりこの9月議会

に間に合うように、どうするかをはっきり決め

ていただきたいなというふうに思っております

けれども、このことについていま一度お尋ねし

たいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 委員ご指摘のとおり、

ロードレースの開催の実現に向けてしっかり準

備を進めてまいりたいと思っております。今回

の6月議会の開会でも、知事からそういった前向

きなご説明をいただいております。佐世保市と

ともに、2027年のロードレース開催の実現に向

けて、しっかり取り組んでまいります。 

【溝口委員】 分かりました。ぜひこの大会を開

いて、経済波及効果をできるだけ多くの市町に

行き渡るように努力していただきたいと思って

おります。頑張ってください。ありがとうござ

います。 

【山村委員長】 ほかにありませんか。 

【小林委員】 国際航空路線の誘致に伴う現状、
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それから課題についてお尋ねをしたいと思いま

す。 

 最近の新聞報道でありますけれども、長崎空

港の乗降客数が過去2番目に多い326万5,803名

と。この数字は昨年の実績なんですね。それか

ら見ると、コロナウイルス以降、やっと戻った

かというふうな感じで、復調を大変うれしく思

っているわけであります。ただ、国内線は順調

であるけども、外国人入国者数はかなり落ち込

んでるんじゃないかと、こういうふうに思うわ

けでありますが、まずお尋ねしたいことは、令

和6年、令和7年、長崎空港の外国人の入国者数

はどうなっているのかお尋ねをしたいと思いま

す。 

【小宮インバウンド推進課長】 国土交通省九州

運輸局の調査によりますと、長崎空港の外国人

入国者数は、令和6年が1万775人、約1万人でご

ざいます。令和7年が2万7,182人、約2万7,000人

ということで把握をいたしております。 

【小林委員】 今の答弁で令和6年が約1万人と、

それから令和7年が2万7,000人と、こういうとこ

ろで、1万と2万7,000人ですから、そういうこと

で約2.5倍の増加をしていると。そういう意味で

は、県当局の皆さん方の頑張りは率直に評価し

なければならないと、こういうふうに思います

が、ただ、九州各県と比べて比較をいたします

と、残念ながら2万7,000人といえども、褒めら

れた数字ではないんではないかと思います。一

番大事な総合計画とか、あるいは観光振興計画、

この中に、5年後ですから、令和12年度に、目標

値が何名ぐらいになってるのか、ここはどうで

すか。 

【小宮インバウンド推進課長】 長崎空港国際航

空路線の利用者数の令和12年度の成果目標とい

たしましては、15万人を目標として掲げておる

ところでございます。 

【小林委員】 そうすると、15万人ということは、

2万7,000名という状況で、これは去年だけども、

この5年間で15万人のそういうこの国際線の利

用客、これをどうやって15万人にしようと考え

ているのか。この点はいかがですか。 

【小宮インバウンド推進課長】 現在、長崎空港

の直行便としましては、ソウルのインチョン国

際空港の大韓航空が週3便で就航をいたしてお

ります。3月の経済対策補正予算、それから、今

年度当初予算、また、今議会に提案いたしてお

ります6月の肉づけ補正予算、こういった予算を

有効に活用いたしまして、インバウンド・アウ

トバウンド双方の取組を強化いたしまして、で

きるだけ早期にデイリー化での就航を実施でき

るように、空港事業者、大韓航空とも協議を進

めてまいりたいと考えております。 

 また、エアプサンが今運航をお休み中でござ

いますけれども、こちらも早期の再開に向けて

継続して取り組んでまいりたいと思っておりま

す。 

 また、経済界、県議会からも要望がございま

す台湾線、香港線、からのチャーター便の実現

に向けても粘り強く航空会社等と協議を進めて

まいりたいと考えております。 

【小林委員】 今釜山線がこれが休便になってい

ると。かなり評判がよかっただけに、率直に言

って残念に思ってるわけですね。台湾、香港と

かまだまだ、東アジアとか東南アジアとか、そ

ういう主要な国地域とまだまだやっぱり路線は、

やっぱり締結するようなそういう動きもまた必

要になってくるわけです。今こうして2万7,000

ぐらいしかないという、極めて低迷してると、

こういうことを言わざるを得ないけども、この

低迷をいかにやっぱり乗り越えるかということ
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を考えれば、お互いに考え方はもうはっきりし

てるわけで、いわゆるこの長崎空港のやっぱり

優位性、この優位性をもっと生かしていかなけ

ればいかんじゃないかと。これはもう要するに、

まず第一に騒音が少ない。それから就航率が高

いと。これだけ持っても、やっぱり24時間空港

をもう実現する以外にはないんではないかと、

こういうような形で、私はもう今まで常に24時

間空港の実現を目指してかなり訴えてきたけど

も、大変失礼だけども、県はなかなか、言うは

易し動かない、まだ結論が出ない。結局24時間

空港の実現からは、あえて言えば遠ざかってし

まっていると、こういう感じがするわけですね。

ここで、やっぱり国交省出身の平田知事も誕生

したことでありますので、戦略的に、やっぱり

プロモーションなどをかけて、もっと真剣に取

り組んでいただければならんと思いますが、こ

の24時間空港化、これについてはどのようにお

考えかお尋ねしたいと思います。 

【小宮インバウンド推進課長】 小林委員ご指摘

のとおり、長崎空港の持つ優位性として海上空

港であるということ、それから、3,000メートル

の滑走路を有しているということ、それから、

今触れていただきましたように、高い就航率が

ございます。海上空港ということもありまして、

騒音の問題等もございません。一方で、九州の

玄関口であります福岡空港は街なかに近接して

いるという状況もありますので、今現在、福岡

空港には東南アジア諸国から現地の夜中に出発

をして、福岡空港に7時過ぎに到着するというフ

ライト便が多くございますので、長崎空港もそ

ういった可能性があるのではないかということ

で、ベトナムをはじめ東南アジア諸国とも継続

して協議を進めているところでございます。 

空港を所管します地域振興部とも連携を図りな

がら、また、空港到着後の2次交通対策等々もあ

りますので、バス事業者等も協議を進めながら

どういった形で実現が可能かというところを、

今後とも継続して検討してまいりたいと考えて

おります。 

【小林委員】 地域振興部がいわゆる本体の所管

であるということは承知をいたしてますが、な

かなか地域振興部は、24時間空港については残

念ながらあんまり積極的じゃないようだよ。も

うできないものと決め込んでいるような、そん

な感じで受け止めているわけですね。しかし、

今言うように、やっぱり長崎空港の優位性、

3,000メートルの滑走路、これ福岡の板付空港よ

りも長いわけですよ。もう一本、3,000メートル

の滑走路も造ろうと思えば造れるだけの敷地面

積があるわけですね。そういう点から考えれば、

もうちょっと大胆な発想を持って、やっぱり基

本的な考え方を現実的に戻して、もう少しでき

るために何をしなければいけないかと、こんな

ことをやっぱり県当局には考えていただかなけ

ればいかんじゃないかと、こういうふうに考え

るわけですね。だから、そういう点から、やっ

ぱりこの外国人の、いわゆる利用客数が各県と

比べたときに、これはいろいろ比較してやっぱ

り遅れているということを指摘せざるを得ない

という状況になっているわけであります。 

それで、やっぱりさっきも言ったのは、東ア

ジア、東南アジアの主要都市から、いいですか、

福岡ではなく長崎へと知名度が同じぐらい高い

わけだから。そういう点で直接誘致、これをや

っぱりもっともっと誘致戦略を必要不可欠と、

そういうことを考えていかなければいけない。

もうこれが必要不可欠。こういうことを考える

わけですね。また、同時に、この国際空港路線

の誘致を勝ち取るためには、これは言うまでも
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なく受入れ側である長崎空港の体制が万全でな

ければならんということは議論のないことであ

ります。まずはやっぱりＣＩＱと、この体制、

ＣＩＱの体制をやっぱり整備すること。それか

らグランドハンドリング、こういうようなこと

も言われておって、この人員確保はその後どう

なっていますかと、こういうことですね。だか

ら、各航空会社から、長崎空港は選ばれる空港

として国際線ターミナルのもうこれは老朽化し

てる、非常に狭隘、非常に古い老朽化している

と、そういう点から施設整備、環境整備を、こ

ういうことを考えて、どのようにそういうこと

を考えているかお尋ねをしたいと思います。 

【小宮インバウンド推進課長】 私どもインバウ

ンド推進課としましては、この間、国際航空路

線の誘致に取り組んでまいっておりますけども、

やはり新規の路線誘致、それから、既存路線の

増便等を進めることによって、インバウンドを

直接県内に獲得するということを大きな柱とし

て据えておりまして、直接インバウンドを獲得

することで宿泊日数が伸びて観光消費額が増額

するということでございますので、やはり長崎

空港が選ばれる空港でなければならないという

ことは私どもも認識をいたしております。こう

した中で検疫、それから出入国、税関のＣＩＱ

体制については国にお願いをしておりますし、

グランドハンドリングと言われます地上の支援

業務、それから保安検査の対応等も空港ビルデ

ィング等々にも人員を確保していただいて、万

全を期してインバウンドのお客様をお迎えでき

る体制を構築しているところでございます。 

 もう一点、国際線ターミナルの老朽化、狭隘

化のご指摘もございました。こちらは昨年一昨

年ともう継続してご指摘をいただいている点で

ございます。こちらも空港ビルディング、ＮＡ

ＢＩＣ、それから国とも協議を進めながら、ど

ういったことが検討できるかということで、所

管の地域振興部を中心に議論を進めております

ので、私どもインバウンド推進課、文化観光国

際部としても、様々な提案、意見も据えながら

継続して協議を進めてまいりたいと考えており

ます。 

【小林委員】 大体一生懸命答弁していただいて

大変ありがたいと思いますけれども、なかなか

現実は厳しいというような感じが率直に伝わっ

てきますね。そういう点から考えてみますとき

に、今まで国際線の外国人の方々の利用者数が

少ないと、こういう指摘をやってきたわけであ

りますけれども、ただ一つ、データを見ており

ますと、長崎県における外国人の延べ宿泊者、

これはあんまり落ち込んでなくて、福岡、熊本、

大分、それから長崎と、こういうようなことで、

かなりいい線で頑張ってくださってるというよ

うな受け止め方をいたしております。だから、

そういう外国人の方々の国際線の利用が少ない

が、延べ宿泊数は結構頑張っていただいてると。

そういうところから考えてみると、どういうふ

うに各県と比べて、今長崎県はどういうふうな

数になっているか、そこのところは分かります

か。ご答弁ができますか。 

【小宮インバウンド推進課長】 令和7年の1月か

ら12月の観光庁の宿泊旅行統計調査、これは速

報値でございますけども、本県が76万人泊とい

うことで、九州各県と比較いたしますと、中位、

第四位の位置にございます。1位は福岡県でござ

いまして約790万人泊、次いで熊本県が第二位で

約176万人泊、3位が大分県で約150万人泊、その

次が長崎県で76万人泊となってございます。5位

まで申し上げますと、5位が鹿児島県の約70万人

泊となってございます。 



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（６月３０日） 

- 101 - 

【小林委員】 だから今具体的に、福岡、熊本、

大分、そして次が長崎県と、その後に鹿児島が

来てると。ちょっと今のところあえて言えば、

鹿児島に勝ってるというようなことは若干優位

性を感じますけども、数がまだまだうちは76万

人泊と、そういうて大分が150万人とか、あるい

は熊本が176万人泊と。こういう状況から数を考

えていけば、まだまだ努力をしていただかなけ

ればいかんじゃないかと、こういうふうに思い

ますが、ただ、外国人の延べ宿泊数については、

頑張っていただいてるということは率直に評価

をしておきたいと思います。 

 最後に申し上げたいことは、長崎県は、この

空港はやっぱり外国とは直行便が少ないわけで

す。だから直行便が少ないということは、他の

空港に来てるところも、いわゆるこのゴールデ

ンルート、やっぱり関東、関西の方に外国の方々

が集まってきてるわけですね。もちろん日本人

の方々もそこに旅行客として大分行ってると思

うんです。このゴールデンルートからいかに長

崎県にやっぱり誘客を進めていくかと、こうい

う具体的な対策をやっぱり講じていかなければ

いかんと。この取組を積極的にやっていただき

たいと。このゴールデンルートからいかに長崎

県に誘致・誘客するかと。これについての取組

は、具体的に考えていただいているかどうかお

尋ねをしたいと思います。 

【小宮インバウンド推進課長】 委員ご指摘のと

おり、ゴールデンルートには欧米豪多くのイン

バウンド客がいらっしゃるということで、法務

省の入国管理の統計データを拝見しますと、成

田空港、それから羽田空港の入国が78％という

ことで約8割を占めてございます。こうしたとこ

ろに着目しまして、3月の経済対策補正予算を活

用して、東京駅周辺に観光案内所と連携した本

県のプロモーションを実施いたしております。

また、京都を含め関西エリアも多くのインバウ

ンド客が訪問しているということもありますの

で、大阪においては難波駅の観光案内所と連携

をして本県のプロモーションを展開するように、

取組を開始したところでございます。また、関

東、関西も含めて、広島県まではインバウンド

のお客様がお見えになっているという統計デー

タもございますので、広島県からいかに九州・

長崎へ旅行先として選んでもらえるかというこ

とで、一つ、例えばですけど、平和をテーマと

した取組を推進していくとか、あとは、ＪＲ西

日本、ＪＲ九州と連携した新幹線を活用したプ

ロモーションであるとか、そういった福岡や熊

本、九州内の各県と連携した取組も今後注力し

てまいりたいと考えております。 

【小林委員】 佐古政策監、久しぶりです。全然

お変わりなく。そういうような形で、もうあな

たは観光振興課長として、確かコロナ禍の前ぐ

らいか。非常に業績、また成果を上げておられ

て、いろんな対策をあなたはやっておられて、

やっていただいて、私はあなたを高く評価しと

った。本当にいろんなことをやっていただいた

と思う。なぜかそれから水産の方に回って、観

光と全然関係がないところに行ってさ、何でこ

んな人事をやるのかなと、率直に私は残念でな

らないわけですよ。そんな状況の中で、いろい

ろ回り回ってやっとこの大事な観光振興を考え

ていただく、そういうポストに戻ってきていた

だいたということで、大変力強く思ってるわけ

ですね。今小宮課長とやっぱりこの空港の国際

線、また空港の活用の仕方、24時間とか、ある

いはこれから世界はアジアの時代でしょう。ア

ジアで最も近隣、近い距離にあるのがこの長崎

空港じゃありませんか。そういう点から考えた
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ときに、先ほどからも言ってるように、この長

崎空港の持つ優位性、これは24時間にもぴたっ

と呼応するわけで、やっぱりこうして、アジア

とこういう国々との関係をやっぱり構築してい

かなければいけないと。もっともっとここはや

っぱり何ていうか、そういう国際航空路線をし

っかり私は定期的に、まずやっぱりチャーター

から飛ばして定期便に昇格をしていくと、こう

いう当たり前のやり方で何とか一つ取り組んで

もらいたいと、こう思っておりますが、久しぶ

りになったね。佐古政策監のちょっとお気持ち

とか考え方を述べてください。 

【佐古文化観光国際部政策監】まずもって過分

のお言葉をいただきまして大変恐縮しておりま

す。深く感謝を申し上げます。 

 インバウンド推進課長の答弁と少し重複する

かもしれませんけど、ご了承いただければと思

います。 

 午前中の分科会におきましても、観光消費額

もご議論いただきましたけれども、やはり国際

航空路線を誘致するというのは、当たり前の話

にはなるんですけども、よその空港から長崎県

に回って来ていただくよりも、直接来ていただ

ければ、県内での滞在時間が延びますので、消

費の単価も伸びると。そしてまた、少し古いデ

ータにはなりますけど、また、他県の事例でも

あるんですけども、国際航空路線を誘致すると、

その県内の外国人宿泊者数がかなり大きく伸び

るというデータも示されております。そういう

意味で、私今の立場として、長崎空港への国際

航空路線の誘致にとにかく力を尽くしたいとい

う思いでおるんですけども、今日のご議論もあ

りますように、長崎空港の狭隘化、国際航空路

線のハンドリングするエリアの狭隘化ですとか

老朽化ということもございます。 

 私も4月以降、長崎空港ビルディングの社長を

はじめ幹部職員の皆様、それから職員の皆さん

とも何度かお話しさせていただきまして、ター

ミナルを運営している立場として、国際航空路

線を拡大していくためにご自分たちが何ができ

るのかという、非常に真剣にご議論いただいて

いるという実感をしております。いい意味で私

自身大きなプレッシャーを感じておりますので、

そういった意味で、関係者の皆さんの思いを無

にしないように、引き続き、4月にも大韓航空を

お尋ねしていろんなお願いも申し上げました。

5月には、これは福岡でしたけど、エアプサンの

支店長さんとも少しお話しをさせていただいて、

また近々、韓国に出向きまして、また改めてお

願いをする予定にもしております。 

 それから、24時間化のお話も、私思い出しま

すと、アジア国際戦略というのが以前長崎県が

平成23年度から策定をしておったんですけども、

そこの中で、長崎空港の24時間化というのを初

めて打ち出したという経過も承知しております。

インバウンド推進課長が申し上げましたように、

ベトナムを中心に、東南アジアからの誘客を図

る上での24時間化のメリットというのを我々と

してもしっかり感じておりますので、いろんな

近場の路線の誘致を広げていくこと、それから、

その先の東南アジアからもチャーター、それか

ら定期便化、そこを目指して、長崎空港24時間

化というのも当然ハードルが高い取組ではござ

いますけども、頭にしっかり置いて、職責とし

て果たしてまいりたいと考えております。どう

ぞよろしくお願いします。 

【小林委員】佐古政策監のいわゆるご意見を賜

って、大変力強く思っているところであります。

ここは本当に伊達部長が思った以上に頑張って

おると言えばちょっと失礼だけども、この人は
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秘書課長時代からずっと頑張っておられるかと

思うんです。本当に今すばらしい論理展開で

我々も力強さを感じてるわけです。また、観光

振興に皆さん方が全部取り組んでいただいてる

と。やっぱりもう何か観光立県長崎、この収益

というか、ここの売上げは、長崎県全体のやっ

ぱり底上げにつながると、こう思うわけです。

ですから、皆さん方のこの部の動きはとっても

大事だと思います。どうぞ伊達部長を中心に、

また改めてお見えになった佐古さんとか皆さん

方みんなで力を合わせてぜひとも頑張っていた

だくことをお願いして終わりたいと思います。 

【山村委員長】 ほかにありませんか。 

【坂口副委員長】 私から何点かご質問をさせて

いただきたいと思います。 

 まず、午前中も審査がありましたけれども、

長崎ミュージックフェスマラソンについてです

が、本県初の日本陸連の公認のフルマラソンの

コースということで、3,000万円の補助金、予算

を計上していただきまして本当にありがとうご

ざいます。県の立場としては、あくまでも特別

後援ということでありまして、今この事務局、

諫早市、雲仙市、陸協と10名弱ぐらいですかね、

10名ぐらいで確か活動されていると思うんです

が、午前中小林委員からもお話がありましたよ

うに、どう経済波及効果を高めていくかとか、

あるいはコースも午前中少しお話がありました

けれども、諫早市内出て雲仙市の愛野町、吾妻

町を経由して堤防道路を渡って諫早市東部を抜

けるという中で、当然佐賀県と207の沿線上の鹿

島市とか太良町とか、あるいは佐賀県警といっ

たところとのいろんな協議も必要になってこよ

うかと思うんですが、そういったことを考える

と、やはり共催とは言わないまでも、共催でき

れば一番いいでしょうが、まずは、人的な支援、

人の派遣とかそういったことも必要じゃないの

かなというふうに考えますが、そのあたりにつ

いて認識を伺いたいと思います。 

【川瀬スポーツ振興課長】 今委員からお話があ

りました実行委員会の事務局の体制についてで

ございます。 

 委員からのお話がありましたように、昨年度

までは10名程度の事務局であったと認識してお

ります。しかしながら、今年度、諫早市、雲仙

市を中心に体制を強化されまして、現在のとこ

ろ20名体制で事務局を運用されていると聞いて

おります。 

 県としましては、午前中にもお話ししました

ように、補助金を出してそれで終わりではなく、

また特別後援として後援の立場で動くだけでは

なく、実行委員会の事務局がスムーズに大会運

営できるようにしっかり助言であったりお手伝

いをさせていただきたいと思っております。 

 具体的には、参加者がたくさん集まるような

情報発信についても、県のＳＮＳや、県が関与

するイベント等でチラシを配りながら情報発信

に取り組んでいるところでございますし、今後

協賛金集めであったりとか、ボランティアの動

員、ボランティアの募集であったり、そういっ

たところについては我々一緒になって取り組ん

でいきたいというところで、諫早市、雲仙市、

陸協とも話をしているところでございます。 

 職員の派遣については、具体的に諫早市、雲

仙市から要請は現在のところないですけれども、

事務局に派遣という形で行かなくても、我々ス

ポーツ振興課の職員でしっかりお手伝いをして

いきたいというところで、諫早市とか雲仙市の

担当課長とか、事務局の担当者とはよく緊密に

お話をしているところでございます。 

【坂口副委員長】 承知いたしました。実質的に
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そういう人の派遣とかはなくても、実質的に県

のスポーツ振興課としてお手伝いをしていただ

くというふうに認識をいたしました。よろしく

お願いをいたします。 

 次に、これも午前中審査がありましたところ

の関連ですけど、潜伏キリシタン関連遺産の予

算の中で、プロモーション映像の作成とかあっ

たんですが、予算とは直接関係ないんですけれ

ども、そしてまた前回の委員会でも少しお話し

させていただきましたが、千々石ミゲルの2033

年度の大河ドラマ誘致に向けた民間の活動が今

活動されております。やはり大河ドラマという

と、やはり国民的なテレビドラマでありますの

で、これに採用されれば一番のＰＲ効果がある

というふうに考えますし、民間のそういった活

動が実際ありますので、そういったところと県

とどういった連携ができるのか、その辺前回も

伺ったと思うんですが、改めてその後、こうい

った関連の予算を計上される中で、どういった

県としての取組が可能なのかについて伺いたい

と思います。 

【村山歴史文化遺産課長】 ただいまご紹介があ

りました千々石ミゲルのＮＨＫの大河ドラマの

誘致の件につきましては、3月議会の委員会の中

でもご質問があったところでございます。地元

関係自治体も後押ししています地元の実行委員

会のこの誘致の取組につきましては、県としま

しても広報面の方で支援し、機運の醸成につな

げていきたいと思っております。今回6月補正の

中で計上させていただきました事業の中で、モ

デルコースであったり、あるいは映像の制作と

いった取組をさせていただきたいと考えており

ます。その中で、関係自治体等の皆様方から地

域資源の抽出についてもご意見いただく中で、

千々石ミゲルの墓所など、モデルコースの中に

含められないか検討を進めてまいりたいと考え

ております。 

【坂口副委員長】 ご答弁ありがとうございます。

大河ドラマの誘致ということについて、民間で

実際に活動が今なされているわけですが、県と

してどういったことができるかということをお

伺いしたつもりではあるんですが、その辺りも

う一度答弁いただければと思いますが。 

【村山歴史文化遺産課長】 今後、地元の実行委

員会の皆様方が、例えば具体的にチラシあるい

はポスター配布のご依頼がありましたら、積極

的に広報面での支援をさせていただければと思

っております。 

【坂口副委員長】 ありがとうございます。大河

ドラマ今現在で65作目ですかね、あるわけです

けども、長崎が舞台になったというのは多分龍

馬伝ぐらいで、少しというか何割か出てきたぐ

らいかなと思いますので、これ天正遣欧使節団

千々石ミゲルですね、主人公ということになる

と、かなりのウエイトを長崎県舞台で占めるの

かなというふうに思いますので、ぜひ実現に向

けた協力をしていただければというふうに思い

ます。 

 次に、地域産業成長プランについて伺いたい

と思います。 

 観光関連、そして食の関連ということで、そ

れぞれこのプラン、策定をされているわけです

けれども、この財源ですが、地域未来基金費と

いうことで、交付税の費用項目で算定をされる

ということですが、本県の割当てとして試算で

すけれども、60億程度という見積りが立てられ

ております。本県のこの60億のうち、旅行関連、

観光関連、食関連で大体幾らぐらい予算という

か、60億に対するどれぐらいこの二つの分野で

想定をされているのか、もし分かれば教えてい
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ただければと思います。 

【小栁観光振興課長】 全体で60億ということで

すので、単年度でいうと恐らく10億程度の数字

なのかなと思っています。いろんな事業がござ

いますので、それぞれの事業の中でどれだけの

割り振りがあるかというところはまだ聞いてお

りませんが、複数あるものですから、単純に割

ると1事業当たり1億とか多いもので2億とかそ

れぐらい思いますが、これはまたＢとＣという

プランが2種類あり、その割合もあるため、我々

もまだはっきりとはしてないのが正直なところ

でございます。 

【坂口副委員長】 ありがとうございます。これ

からということで頑張っていただければと思い

ますけれども、このプランのうち、食の関連、

少し拝見をさせていただきましたけれども、政

策手段として政策のパッケージが幾らか上げて

あるわけですけれども、これ見てますと、ちょ

っと商品開発の支援がないのかなというのが感

想ですね。商品開発は農水産部門で所管課の方

でもうこれプランありますので、そこでなされ

るのかなというふうにも思いますけれども。流

通の方面から、いわゆるそのマーケットインと

かいう発想の下で商品の開発とか、あるいは既

存の商品の改良とか、そういった政策の支援の

パッケージがあってもいいのかなというふうに

考えますが、その点について見解を伺います。 

【江口物産ブランド推進課長】 現時点では、政

策パッケージの中に具体的に明記はしておりま

せんけども、各事業者との意見交換等を行った

上で、必要であれば商品開発についても検討を

させていただきたいと考えております。 

【坂口副委員長】 このプランに記載がないと多

分60億の財源というのもなかなか活用が難しい

のかなというふうにも思いますので、その辺は

なるべく広く、多分これ記載するのはただだと

思いますので、ぜひ記載を含めて検討いただけ

ればと思います。よろしくお願いします。 

 最後ですけれども、国際航空路線についてで

すが、台湾の直行便が現在九州では本県だけ就

航がないような状況でありますけれども、台湾

側の課題認識としては、台湾側から行く、その

復路、戻ってくるときのお客が少ないと。すな

わち日本・長崎から台湾へ行く方が少ないとい

うことが課題なんだと、そういう課題認識を持

っているということだったんですが、それに対

する対策というか、県の取組などあれば教えて

いただければと思います。 

【小宮インバウンド推進課長】 副委員長ご指摘

のとおり、台湾から長崎を訪問するお客様は、

今現在福岡便、それから熊本便を利用されて九

州にお見えになられてまして、そういった方々

が陸路、または島原半島の海上交通を使って本

県にお越しになっているということで、昨年の

国・地域別の宿泊者数を見てみますと、韓国に

次いで第二位が台湾からでございます。私ども

も台湾は非常に重点的な市場と認識をしており

ますけども、チャーター便の運航等について、

航空会社、旅行会社等々と協議を進めておりま

すけども、やはり今現在の中東情勢、価格の高

騰等、社会経済情勢を踏まえると、なかなかチ

ャーター便の運航実施についてはちょっと慎重

にならざるを得ないというご意見もいただいて

おります。一方で、やはり台北からのお客様を

お迎えするだけではなくて、長崎のお客様も台

北に行く、要するに、ツーウェイのチャーター

実施を強く求められておりますので、私どもも

県内の旅行会社、県民の皆様が台北の方に訪問

しやすいカレンダーの曜日の組合せであります

とか、二泊三日、または三泊四日、どういった
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旅行商品が売れ筋なのか。そういうところも旅

行会社とも研究をしながら、意見交換をしなが

らチャーター実現に向けて継続して協議を進め

ているところでございます。 

【坂口副委員長】 現実としては、九州で長崎だ

けが今直行便がないという状況ですので、早急

に就航ができますようにご尽力をいただければ

と思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上で終わります。 

【山村委員長】 ほかに質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ほかにないようですので、次に、

自由民主党会派より、「非核三原則の堅持を求

める意見書（案）」の提出の提案があっており

ますので、事務局より文案の配付をお願いしま

す。 

〔意見書案配付〕 

 それでは、鵜瀬委員より、意見書提出につい

ての提案趣旨説明をお願いいたします。 

【鵜瀬委員】 自民党会派を代表して、私の方か

ら非核三原則の堅持を求める意見書（案）の説

明をさせていただきます。 

 朗読し、説明に代えさせていただきます。 

 1967年（昭和42年）の12月11日、核兵器を持

たず、作らず、持ち込ませずの非核三原則が当

時の国会で表明され、これまでもこの原則を国

是として、国会決議を積み重ね、歴代内閣もこ

れをひたすら堅持してきました。また、我が国

は被爆国として核兵器のない世界を希求し、平

成6年以降、毎年国連に核兵器廃絶決議案を提出

してきました。さらに、国際の場においても、

非核三原則を堅持する立場を公式に表明し、我

が国及び地域の安定に一定の役割を果たしてき

たものと考えられます。しかしながら、現在、

国家安全保障戦略、国家防衛戦略、防衛力整備

計画のいわゆる安保3文書の改定に向けた議論

が与党内で開始されており、これに伴う非核三

原則の見直しを懸念する声があります。核兵器

を取り巻く国際情勢が一層厳しさを増す今日だ

からこそ、非核三原則は我が国と地域の安定を

築く基盤として、今後も確実に守られるべきも

のです。とりわけ、広島と長崎にもたらされた

悲劇を二度と繰り返さないためにも、憲法の平

和理念とともに、非核三原則を堅持し、我が国

が核廃絶の指導者として、核兵器のない世界の

実現のために一層の取組を行っていくことが重

要不可欠です。 

 よって、国におかれましては、地球上で唯一

の戦争被爆国として核兵器の脅威と被爆の実相

を全世界に伝え、恒久平和の実現に向けて世界

の範となり、非核三原則を堅持されるよう強く

要望します。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出します。長崎県議会。 

 今議会中、委員の皆様におかれましても、被

爆体験者の方から長崎を最後の被爆地へとの恒

久平和の願いが込められたお手紙をお受け取り

になったと思います。どうか意見書の趣旨をご

理解いただき、ご承認賜りますようよろしくお

願いします。 

 以上で説明を終わります。 

【山村委員長】 ただいま説明がありました、非

核三原則の堅持を求める意見書（案）について

ご意見はありませんか。 

【宮本委員】 ただいまの提出ありました非核三

原則の堅持を求める意見書（案）につきまして、

会派を代表いたしまして、意見を申し述べさせ

ていただきます。 

 核兵器を持たず、作らず、そして持ち込ませ

ずの非核三原則につきましては、私たち公明党
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といたしましても非常に高く評価をしておりま

す。同時に、結党以来、強く堅持を求めている

姿勢を貫き通してまいりました。しかしながら、

先ほどの意見書の中にもありましたとおり、現

在安保3文書につきまして、改定に向けた議論が

なされているという状況であり、これに伴って

非核三原則も見直そうという動きも出ているの

が現状であります。しかしながら、核兵器を取

り巻く状況は、世界で見ても一層厳しさを増し

ている中、非核三原則は一層堅持していかなけ

ればならないと考えております。 

 この非核三原則の堅持を求める意見書（案）

につきましては、6月8日時点で、少なくとも24

都道府県73地方議会から国に対して提出をされ

ています。長崎県からこそ真っ先に提出しなけ

ればならない意見書であるとも考えております。 

 先ほどもありましたとおり、長崎を最後の被

爆地に、そして世界恒久平和、この祈りは長崎

から発信していかなければならないという思い

が強くあります。よって、私たち公明党会派と

いたしましても、この意見書（案）につきまし

ては強く賛同するものであります。 

【山村委員長】 ほかにご質問、ご意見はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ほかにご質問等もないようです

ので、意見書の提出について採決を行います。 

 しばらく休憩いたします。 
 

― 午後３時５０分 休憩 ― 

― 午後３時５０分 再開 ― 
 

【山村委員長】 再開します。 

 非核三原則の堅持を求める意見書（案）を提

出することにご意見ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ご異議なしと認めます。 

 よって、非核三原則の堅持を求める意見書（案）

については提出することに決定されました。 

 なお、体裁等の修正についてはいかがいたし

ましょうか。 

〔「正副委員長一任」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 それでは、正副委員長にご一任

願います。 

 以上で、委員会の審査が終了しましたので、

文化観光国際部関係の審査結果について整理し

たいと思います。 

 しばらく休憩いたします。 
 

― 午後３時５１分 休憩 ― 

― 午後３時５１分 再開 ― 
 

【山村委員長】 再開いたします。 

 これをもちまして、文化観光国際部関係の審

査を終了いたします。 

 本日の審査はこれにてとどめ、明日は午前10

時から委員会を再開し、県民生活環境部関係の

審査を行います。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 
 

― 午後３時５１分 散会 ― 
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１、開催年月日時刻及び場所 

  令和８年７月１日 

自  午前１０時 ０分 

至  午後 １時５２分 

於  委 員 会 室 ３ 

 
 

２、出席委員の氏名 

山村 健志 委員長(分科会長) 

坂口 慎一 副委員長(副会長) 

田中 愛国 委 員 

小林 克敏  〃   

溝口芙美雄  〃   

外間 雅広  〃   

山田 朋子  〃   

宮本 法広  〃   

中村 一三  〃   

堤  典子  〃   

鵜瀬 和博  〃   

 
 

３、欠席委員の氏名 

な  し 
 

 
 

４、委員外出席議員の氏名 

な  し 
 

 
 

５、県側出席者の氏名 

中尾美恵子 県民生活環境部長 

下野 明博 県民生活環境部次長 

赤澤 貴光 
県民生活環境部次長 
兼地域環境課長 

岩永 俊一 県民生活環境課長 

本多 千穂 男女参画・女性活躍推進室長 

石田 祐子 人権・同和対策課長 

新田 正宏 交通・地域安全課長 

谷村 重則 統 計 課 長 

渡邉  渡 生 活 衛 生 課 長 

荒木雄一郎 
生活衛生課企画監 
（動物愛護管理センター整備担当） 

市瀬 良一 食品安全・消費生活課長 

佐藤 貞夫 水環境対策課長 

山内 康生 資源循環推進課長 

渡邊 春隆 自 然 環 境 課 長 

 
 

６、審査の経過次のとおり 
 

― 午前１０時 ０分 開議 ― 
 

【山村委員長】 委員会及び分科会を再開いたし

ます。 

 これより、県民生活環境部関係の審査を行い

ます。 

 審査に入ります前に理事者側から4月の人事

異動後、これまでの委員会に出席がなかった新

任幹部職員の紹介を受けることにいたします。 

【中尾県民生活環境部長】 4月の人事異動によ

り新たに就任した県民生活環境部の幹部職員で、

これまでの委員会に出席がなかった幹部職員を

紹介させていただきます。 

〔幹部職員紹介〕 

 以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

【山村委員長】 ありがとうございました。 

 それでは、これより審査に入ります。 

【山村分科会長】 まず、分科会による審査を行

います。 

 予算議案及び予算に係る報告議案を議題とい

たします。 

 県民生活環境部長より、予算議案及び予算に

係る報告議案の説明を求めます。 

【中尾県民生活環境部長】 それでは、県民生活

環境部関係の議案について、令和8年6月定例県
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議会県民生活環境部の予算決算委員会、観光生

活建設分科会関係議案説明資料及び予算決算委

員会観光生活建設分科会関係議案説明資料（追

加1）によりご説明いたします。 

 今回ご審議をお願いいたしておりますのは、

第70号議案令和8年度長崎県一般会計補正予算

（第2号）のうち関係部分、第84号議案令和8年

度長崎県一般会計補正予算（第3号）のうち関係

部分、報告第2号 知事専決事項報告「令和7年

度長崎県一般会計補正予算（第11号）」のうち

関係部分、報告第15号 知事専決事項報告「令

和7年度長崎県流域下水道事業会計補正予算（第

5号）」であります。 

 関係議案説明資料の2ページ中段をご覧くだ

さい。 

 初めに、第70号議案 令和8年度長崎県一般会

計補正予算（第2号）のうち関係部分についてご

説明いたします。 

 令和8年度当初予算は、予算編成時期と知事選

挙の関係から重要な政策的経費を除いた骨格予

算として編成しておりましたので、今回の補正

において、具体的な諸施策に係る予算及び国の

内示に伴う予算を計上しようとするものであり

ます。 

 歳入予算については、国庫支出金1,750万円の

増、繰入金3,283万2,000円の増、計5,033万2,000

円の増。 

 歳出予算については、環境保全費2億3,013万

2,000円の増、計2億3,013万2,000円の増を計上

いたしております。 

 次に、補正予算の内容についてご説明いたし

ます。 

 にゃがさきワンＴＥＡＭプロジェクト事業費

について。 

 動物の適正な飼養・管理に関する県民の理解

が深まるよう、ボランティア団体等と連携した

取組を強化するとともに、頻発する多頭飼育問

題に速やかに対応するため、ボランティア団体

や地域と連携し、不妊化対策等を実施すること

としており、これらに要する経費として1,290万

3,000円の増。 

 浄化槽設置整備費について。 

 生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図

るため、市町が実施する浄化槽設置整備事業へ

の助成に要する経費として1億5,201万3,000円

の増。 

 持続可能な地域循環型社会づくり推進事業に

ついて。 

 循環型社会構築のため、生ごみや紙類等を中

心に実践型4Ｒの啓発を推進するとともに、自然

災害を想定した災害廃棄物の仮置場訓練を行う

こととしており、これらに要する経費として、

3,021万6,000円の増。 

 国立公園雲仙八万地獄復興対策事業費につい

て。 

 令和3年8月豪雨により被災した国立公園雲仙

八万地獄地区における復旧工事に要する経費と

して3,500万円の増を計上いたしております。 

 次に、関係議案説明資料（追加1）の2ページ

中段をご覧ください。 

 第84号議案 令和8年度長崎県一般会計補正

予算（第3号）のうち関係部分についてご説明い

たします。 

 今回の補正予算は、国の重点支援地方交付金

等を活用した物価高騰対策について必要な予算

を追加しようとするものであります。 

 歳出予算について、環境保全費15万4,000円の

増、計15万4,000円の増を計上いたしております。 

 次に、補正予算の内容についてご説明いたし

ます。 
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 公衆浴場対策費について。 

 エネルギー等の物価高騰の影響を受けた事業

者のうち、物価統制令の適用を受け、独自の価

格転嫁が困難である一般公衆浴場に対し、経営

の健全化や衛生水準の維持・向上を図るため、

事業に必要な燃油等の価格高騰分に相当する経

費を支援するために要する経費であります。 

 以上が令和8年度補正予算に関する説明でご

ざいます。 

 次に、関係議案説明資料の3ページ下段をご覧

ください。 

 先の3月定例県議会の予算決算委員会におい

て、専決処分により措置することについてあら

かじめご了承いただいておりました令和7年度

予算の補正を令和8年3月31日付で専決処分させ

ていただきましたので、関係部分についてその

概要をご報告いたします。 

 まず、報告第2号 知事専決事項報告「令和7

年度長崎県一般会計補正予算（第11号）」のう

ち関係部分についてご説明いたします。 

 歳入予算については、合計で4,566万3,000円

の減、歳出予算については合計で2億2,589万

9,000円の減を計上いたしております。 

 歳入予算及び歳出予算の主なものにつきまし

ては、5ページに記載のとおりであります。 

 6ページをご覧ください。 

 報告第15号 知事専決事項報告「令和7年度長

崎県流域下水道事業会計補正予算（第5号）」に

つきましては記載のとおりであります。 

 このほか、令和7年度長崎県一般会計歳出予算

繰越明許費繰越計算書報告については6ページ

下段から7ページ上段に、令和7年度長崎県流域

下水道事業会計予算繰越計算書報告及び事故繰

越し繰越計算書報告については7ページにそれ

ぞれ記載のとおりであります。 

 以上をもちまして、県民生活環境部関係の説

明を終わります。よろしくご審議を賜りますよ

うお願いいたします。 

【山村分科会長】 次に、生活衛生課長より補足

説明を求めます。 

【渡邉生活衛生課長】 にゃがさきワンＴＥＡＭ

プロジェクトについてご説明いたします。 

 令和8年6月定例県議会観光生活建設分科会補

足説明資料3ページをお開きください。 

 にゃがさきワンＴＥＡＭプロジェクトについ

てでございますが、まず、事業の概要について

ご説明いたします。 

 殺処分ゼロの達成に向けては、これまでの野

良猫の不妊化推進による収容数の削減、それか

ら、幼若動物の飼養による譲渡推進などの結果、

病気などで治療の見込みがない動物や収容後に

死亡した動物を除いた殺処分数は、令和7年度の

速報値でございますが、40頭まで減少しており

ます。 

 今後、殺処分ゼロの達成を目指すため、ボラ

ンティア団体や地域関係者との連携をより強化

し、頻発する多頭飼育問題を迅速に対応すると

ともに、動物の適正な飼養・管理に対する理解

の醸成を推進することが必要な取組であると考

えております。 

 次に、事業の内容といたしまして、まず1つ目

は、にゃがさきワンＴＥＡＭ体制の構築でござ

います。 

 具体的には、経験豊富な団体と地域で活動す

る個人をつなぐため、地域課題の解決に向けた

相談会を開催し、複数のボランティアが連携し

て多頭飼育問題など、多様な案件に対応できる

体制を整備いたします。 

 また、動物愛護センターにおいて、供用開始

時から効果的な活動が行えるよう、ボランティ
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アと連携し、設計段階から活動内容の検討を進

めてまいります。 

 2つ目は、多頭飼育問題の解決に向けた関係者

との連携強化でございます。 

 まず、対象動物に対する飼養管理支援として、

必要な資材の提供を行うとともに、健康維持に

必要な検査や治療費用の負担を実施いたします。 

 また、多頭飼育の現場においては不妊化のた

めの捕獲、病院への輸送が困難な場合があるこ

とから、移動式手術車いわゆるスペイカーを派

遣し、効率的に手術を実施してまいります。 

 さらに、多頭飼育案件に対応するため、管理

施設における手術設備の高度化も図り、吸入麻

酔器の導入などにより、安全性と処置の迅速化

を確保してまいります。 

 最後に、予算についてご説明いたします。 

 本事業の予算額は総額で1,290万3,000円であ

り、その内訳といたしまして、一般財源は90万

3,000円、ふるさと納税による特定財源が1,200

万円となっております。 

 以上で、にゃがさきワンＴＥＡＭプロジェク

トの説明を終わります。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 続きまして、長崎県公衆浴場燃油等価格高騰

対策支援金についてご説明いたします。 

 令和8年6月定例県議会観光生活建設分科会補

足説明資料4ページ、長崎県公衆浴場燃油等価格

高騰対策支援金をお開きください。 

 事業の概要をご説明いたします。 

 一般公衆浴場、いわゆる銭湯につきましては、

物価の安定を確保し、国民生活の安定を図るこ

とを目的として制定された物価統制令の適用を

受ける唯一の業種であり、独自の価格転嫁が困

難となっております。 

 エネルギー等物価高騰によるボイラー燃料等

による燃油や電気代の高騰が経営を圧迫するこ

とから、一般公衆浴場の経営の健全化、衛生水

準の維持・向上を図るため、対象となる全施設

に対し、自らの事業に必要な燃油や光熱費等の

価格高騰分に相当する経費を支援するものでご

ざいます。 

 次に、事業内容といたしまして対象施設でご

ざいますが、県内で公衆浴場法の許可を受け、

入浴料金について物価統制令による統制額の指

定を受ける民営の9施設が対象となっておりま

す。 

 支援単価の積算根拠につきましては、まず、

燃油代は、令和3年度の燃油実績に燃油価格の高

騰率及び補助率16分の1を乗じて算出しており

ます。 

 また、電気代は令和3年の月額電気料金実績に

消費者物価指数の上昇率を乗じ、これを年額換

算するため、12か月分とした上で、同様に補助

率16分の1を乗じて積算しております。 

 この補助率16分の1につきましては、年間経費

のうち、7月から9月までの夏季3か月分を対象と

し、その4分の1相当額を支援する考え方に基づ

くものでございます。 

 また、補助率の設定に当たりましては、電気

料金に係る国の支援単価が前年度から拡充され

ていることに加え、特に重油を含む燃料費につ

きましても、国において価格高騰対策として補

助制度が継続されている状況を踏まえ、従来の

2分の1から4分の1に見直したものであり、県庁

内で統一した取扱いとしております。 

 これらを踏まえまして、ボイラー等燃料使用

施設につきましては、1施設当たり3万6,000円を

4施設、また、燃料不使用施設につきましては、

1施設当たり2,000円を5施設に支援することと

しており、事業費といたしまして、合計15万
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4,000円を計上しております。 

 以上で、補足説明を終わります。よろしくご

審議いただきますようよろしくお願いいたしま

す。 

【山村分科会長】 次に、資源循環推進課長より

補足説明を求めます。 

【山内資源循環推進課長】 それでは、当課から

持続可能な地域循環型社会づくり推進事業につ

いてご説明いたします。 

 補足説明資料5ページをご覧ください。 

 こちらは大きく2つの内容になっております。 

 まず、1つ目の実践型4Ｒの推進についてご説

明いたします。 

 事業の背景としましては、本県の焼却される

ごみのうち、生ごみと紙類の割合が約6割と多く

を占めております。さらに、家庭から出る食品

ロスが全国平均を上回っている状況でもありま

すので、家庭における4Ｒの取組、具体的には、

ごみを減らす（リデュース）、再利用する（リ

ユース）、再資源化する（リサイクル）、使い

捨てのものを断る（リフューズ）をより一層促

進し、ごみの発生抑制や再資源化を図る必要が

ございます。 

 次に目的ですけども、4Ｒの啓発事業につきま

しては、これまで広く浅くテレビスポットや新

聞等で啓発を行ってきたところですが、今回の

事業では重点的に取り組む啓発テーマを次の3

つに決めまして、市町と連携し実証実験やモニ

ターを募り、各テーマに沿った活動の体験を通

じて、4Ｒの取組のきっかけづくりとし、継続的

な4Ｒの取組の定着、拡大を図るべく、県民や事

業者の行動変容を促すことを目的としておりま

す。 

 具体的には、1つ目のテーマとして、生ごみの

水切りです。 

 生ごみを一度しっかり絞って水を切ることで

水分を減らし、生ごみの減量化につなげる取組

となります。 

 2つ目は、紙類のリサイクル推進です。 

 紙類の中でも特にお菓子の箱や包装紙などの

雑がみの分別回収を体験することで、雑がみが

資源物であることの認知度を高め、分別行動の

習慣のきっかけを住民の方に提供する方策でご

ざいます。 

 3つ目は、冷蔵庫在庫使い切りによる食品ロス

削減です。 

 週に一度は冷蔵庫の中を整理し、余っている

食材を使い切るなど、食品ロスゼロの行動習慣

を身につけてもらおうというものです。 

 以上、3つの重点テーマに沿った4Ｒの実践を

通して、県民意識の向上を図るものでございま

す。 

 また、アンケート等、効果検証結果につきま

しては、市町へ還元し、横展開につなげていく

とともに、県民の皆様へＳＮＳ等を利用し地元

インフルエンサーの活用やモニターの声をお届

けすることなど、効果的な普及啓発を行ってま

いります。 

 次に、6ページをお開きください。 

 2つ目の災害廃棄物仮置場訓練の実施につい

てご説明いたします。 

 近年、豪雨や地震など自然災害が頻発してお

り、その際、多量に生じる災害廃棄物を迅速に

処理することは、生活環境の保全や公衆衛生確

保の観点から非常に重要であり、その中でも仮

置場は初動対応の重要な拠点となるものでもあ

り、市町職員の仮置場設置運営に係る実務対応

能力の強化が課題となっております。 

 今回の仮置場の訓練は図上訓練となりますが、

市町の職員が仮置場を安全かつ効率的に設置・
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運営ができるよう、判断力や連携力を養う訓練

を実施いたします。 

 また、県や市町、災害廃棄物の処理に係る協

定を締結している業界団体とも連携しまして、

それぞれの役割分担の理解を深め、体制強化を

図っていきます。 

 訓練の結果につきましては、現行の災害廃棄

物処理計画の実行性の検証や課題の把握に活用

し、今後の計画見直しにつなげてまいります。 

 以上、2つの事業を合わせました総事業費とし

て3,021万6,000円を計上させていただいており

ます。その財源の内訳は資料に記載のとおりで

ございます。 

 以上、持続可能な地域循環型社会づくり推進

事業について説明を終わります。ご審議のほど

よろしくお願いいたします。 

【山村分科会長】 次に、提出があった政策等決

定過程の透明性等の確保などに関する資料、政

策的新規事業について説明を求めます。 

【岩永県民生活環境課長】 政策等決定過程の透

明性等の確保及び県議会議員との協議等の拡充

に関する決議に基づき、本分科会に提出いたし

ました県民生活環境部関係の資料についてご説

明いたします。 

 今回ご報告いたしますのは、政策的新規事業

の計上状況でございます。 

 資料の2ページをお開きください。 

 県民生活環境部では、にゃがさきワンＴＥＡ

Ｍプロジェクト事業費を計上しており、事業概

要等については記載のとおりでございます。 

 説明は以上でございます。ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

【山村分科会長】 以上で説明が終わりましたの

で、これより予算議案及び予算に係る報告議案

に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

【宮本委員】 おはようございます。 

 それでは、私の方から1点だけ確認の意味も踏

まえて質問をさせていただきます。 

 今ご説明ありましたにゃがさきワンＴＥＡＭ

プロジェクトについて質問をさせていただきま

す。 

 補足説明資料の3ページにありまして、事業概

要、内容、そして予算額を把握させていただき

ました。もうちょっと詳しく教えていただきた

いと思ってます。 

 まず、事業概要のところですが、殺処分ゼロ

を目的として今回、プロジェクトを構築したと

いうお話で、事業内容を見たところですね、ボ

ランティア団体の方の活動が中心になってくる

ように感じます。この方たちへのご尽力がなけ

ればこのプロジェクトはなかなか発揮できない

と考えておりますが、3月議会の概要説明でもあ

ったかもしれませんが、いま一度、このボラン

ティア団体の方々について、県内どのくらいあ

るのか教えていただければと思います。 

【渡邉生活衛生課長】 ボランティアの県内の数

ということでのお尋ねですが、県に収容された

動物の一時預かりや地域猫活動における技術的

支援、あと啓発活動の協力、災害時の被災動物

の一時預かりといった県の活動にご協力いただ

ける動物愛護ボランティアの登録数といたしま

して、令和6年度、個人、団体合わせまして57と

なっております。 

【宮本委員】 ありがとうございました。 

 登録されているのが57団体と。活動内容につ

いてちょっとだけ教えていただきたいんですけ

ど、57団体の方々が全て活動を熱心にされてい

るということがちょっと分かればと思うんです

が、この中でどのくらいの団体の方々がすみま
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せん、ご熱心にと言うとちょっと語弊があるか

もしれませんが、されているのかちょっとその

活動内容についても分かれば教えてください。 

【渡邉生活衛生課長】 この57団体のうちの何団

体が熱心に活動しているかというご質問ですが、

例えば、ミルクボランティアであるとか、あと、

一時預かりであるとか、そういった県の活動に

ご協力いただいているボランティアさんもいる

んですが、独自でご活動されていて県が把握で

きていない中で活動されているボランティアさ

んもございますので、57団体のうち何団体が熱

心に活動しているかという数についてまではち

ょっと把握をしておりません。申し訳ありませ

ん。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 そうすれば、事業内容のところで複数のボラ

ンティア団体が協力して説明会をしますよと、

呼びかけはどうされるんですか。 

 呼びかけたところ、どれくらいの団体、57団

体のうちゼロかもしれません、1かもしれません、

2かもしれませんが、どのような形で結びつけて

いかれるのかもちょっと確認をさせてください。 

【渡邉生活衛生課長】 相談会への呼びかけです

が、現在、長崎県の10の保健所の方で協議会を

開催しております。その協議会に複数のボラン

ティアがご参加いただいていますが、まずはそ

このボランティアさんに横連携での呼びかけを

お願いしたいと思っております。 

 あと、ながさき犬猫ネットや動物愛護のイベ

ントでもそういった相談会については啓発して

まいりたいと思います。 

 委員がおっしゃられました57団体のうちどの

くらい集まるかというご質問がありましたが、

57団体以外のボランティアの方もぜひお越しい

ただいて、独自の活動での課題解決などに相談

会を活用していただければと思っております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 できるだけ先ほどおっしゃったとおり横のつ

ながりで広く団体を募っていただきたいという

ふうに思っております。 

 その次に、事業内容ですけれども、多頭飼育

の問題、これ非常に重要でよく相談を受けるん

ですけど、把握するのが難しいと思うんですよ

ね。どのようにこれを結びつけていくのか。多

頭飼育が、これもどのくらいあって、どれくら

いの方々が問題になってるというのがちょっと

分かれば教えていただければと思います。 

【渡邉生活衛生課長】 地域住民やボランティア

それから市町、保健所に寄せられた情報を基に

多頭飼育案件がどのくらいあるか確認したとこ

ろ、県立保健所管内において32地区を把握しま

した。そのうち不妊手術の対象となる動物は380

頭でございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。把握で

きていらっしゃるんですね、ありがとうござい

ます。32地区で380頭ということです。 

 対象になるんだろうと思うんですが、多頭飼

育の問題を考えたときに、よく当たるのが福祉

の結びつき、ちょっと申し訳ありませんが、結

構、生活保護の方が多いかなという印象がある

んですね。なので、にゃがさきワンＴＥＡＭプ

ロジェクトにおいて多頭飼育問題を解決してい

くためには、福祉の分野と結びついていくこと

が重要かと考えますけども、このプロジェクト

でということではありませんけど、多頭飼育と

福祉の結びつきについて、そこからの解決の糸

口があるんじゃないかと考えますが、その点に

ついてもこのプロジェクトに関連して教えてい

ただければと思います。 

【渡邉生活衛生課長】 現在行っている取組とい
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たしましては、動物愛護ボランティア推進員、

あと行政関係者により構成される動物愛護推進

協議会が県内10地区ございます。 

 協議会にて地域で抱える課題や情報を共有し

ておりまして、こういう場に社会福祉関係者を

お招きしたり、個別案件について情報を共有し

ながら課題の解決を図っておるところでござい

ます。 

 それから福祉関係者の会議体に県の方から出

向きまして、動物に関する課題について講演を

行うなど、連携のため、体制構築の足がかりを

築き始めているところでございます。 

 今回の事業においての福祉関係者とのつなが

りですが、多頭飼育問題で不妊化であったりボ

ランティアさんへの支援というところを行って

いくところなんですけども、こういった今まで

の協議会なども活用して、福祉関係者からの情

報をしっかりといただき、対応についても福祉

関係者と協議しながら、今度の新しい事業での

取組を進めてまいりたいと考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 やっぱりどうしても生活の中で寂しいからと

いうこともあるのかもしれませんけど、やはり

そういったものも多頭飼育の問題につながって

いくかとも考えているところなので、ぜひとも

福祉の方とも結びつきをしていただいて、多頭

飼育の問題が今後広がらないような取組をして

いただければと思います。 

 先ほど例で生活保護の方というふうに私の方

は言いましたけど、もちろんそれには限らずな

ので、そういったものも問題把握として持って

いただければというふうに考えております。 

 ぜひとも、やはりここが根源的なものにもな

っているかもしれませんので、対応の方をお願

いしたいと思います。 

 それとあと、予算のところでちょっとお聞き

したいのが、これ約1,290万円でありまして、ふ

るさと寄附金基金を繰り入れて1,200万円です。

これ長崎のふるさと納税の中の動物愛護長崎犬

猫殺処分ゼロという分野での基金を活用してだ

と考えているんですけど、ふるさと基金で4つほ

ど大きな部類がありましたですよね。これは特

に動物愛護、長崎に殺処分ゼロのところのふる

さと納税の寄附金を使っているということだろ

うと思うんですが、これ1,200万はその基金を全

て使っているのか、初歩的な質問になるかもし

れませんけども、その内容についても教えてい

ただければと思います。 

【渡邉生活衛生課長】 殺処分ゼロプロジェクト

に基づいたふるさと納税の寄附金ですが、令和

7年度は4,005件、合計1億708万8,080円の寄附が

ございました。そのうち、2月議会で承認をいた

だきました骨格予算であります。殺処分ゼロプ

ロジェクトに1,984万円。それから今回の肉づけ

のにゃがさきワンＴＥＡＭプロジェクトに

1,200万円充当させていただいております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 そうすれば、あと残り幾らあって、それも今

年度で使うのか、また使わなければ来年度に繰

越しになるのか。ちょっと聞き方が悪いかもし

れませんけど、残りの額についてはどのように

されるのかもちょっと教えてください。 

【渡邉生活衛生課長】 残りの額につきましては、

今後の動物殺処分ゼロの取組の中で充当してい

くと考えております。 

【山村分科会長】 ほかに質疑はありませんか。 

【堤委員】 おはようございます。 

 持続可能な地域循環型社会づくり推進事業の

実践型4Rの推進のところで質問をします。 

 生ごみと紙類のごみの削減ということを掲げ
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てありますけれども、私も実際、生活する中で

本当にここのところのごみを削減することがご

みを減らすことにつながるんだということを実

感しています。 

 実は個人的な取組ですけど、ステンレスのボ

ールをこのくらいの大きさのボール、これに合

わせたステンレスのざるを重ねて野菜を切ると

きに、例えばジャガイモの皮をむいたら直接そ

こに入れるとか、いろんなごみを入れて、それ

をまとめて次のとこに移すというか、そういう

ことをしてます。自分では生ごみ乾燥機を使っ

てるのでそっちを使うんですけれども、本当に

流し台の水切りカゴありますけれども、あそこ

にごみがたまるようでは全部濡れてしまいます

し、そして濡れると臭いがついたり、腐ったり、

虫が寄ってきたり様々な問題が出てきます。 

 乾燥したままだとごみも膨らまないし、そし

ていろいろな嫌な問題も発生しないということ

で、これはもう本当に実践していけば生ごみ削

減につながるし、焼却するときの経費の削減に

もつながるかと思います。 

 それから紙ごみもごみ袋とか見ると箱がその

ままどんと入っていたりして、かさばってあん

まりたくさんごみが入れられないんですよね。

毎日生活してると本当に紙ごみがどんどんあり

ますから、それを分解して平らにして重ねて、

資源ごみ回収のときに出すということ、ちょっ

と面倒ではあるんですけど、でもやっぱりごみ

を減らすためには大事なことだなと思っていま

す。そういういろいろな工夫というか、そうい

ったところも発信していっていただきたいなと

いうことを思っています。 

 この事業の中で実証実験やモニター事業を通

じてきっかけをつくっていくということが書か

れていますけれども、具体的にどういうふうに

されるのかお尋ねします。 

【山内資源循環推進課長】 実践型4Ｒの推進と

いうことで、どのようなやり方でやっていくの

かということでございますけども、やり方とし

ては、市町と連携いたしまして住民の方にモニ

ターとなっていただきまして、実際に家庭でで

きる取組を体験していただくというものでござ

います。 

 この4Ｒの取組のきっかけをモニター事業を

通じまして住民の方へ提供する方策であると考

えておりますので、体験を通じてごみの減量化

やリサイクルに対する意識が芽生えて、意識が

向上し行動変容につながっていくものと考えて

おります。 

 予算を承認いただければの話になりますけど

も、次のようなスケジュールで行っていきたい

と思っております。 

 7月から9月にかけましては、市町広報誌等を

通じましてモニターを募集します。 

 その後、10月は4Ｒ推進月間であったり、食品

ロス削減月間でもございますので、10月の１か

月間、実証実験として、モニターの方々に実際

に取り組んでいただきます。11月にはそのモニ

ターの方々からアンケート等で取り組んだ結果

について感想等をいただくということにしてお

ります。12月から1月にかけましては、アンケー

トを集計しまして分析をしていく予定としてい

ます。 

 結果等は今後の事業の見直し等にまた活用さ

せていただきたいと思っております。 

【堤委員】 7月から9月にそれぞれの自治体の

広報誌で募集を呼びかけるということですけれ

ども、そうしますと募集を呼びかける人数とか

規模は、それぞれの市町に任せてされるという

ことなんでしょうか。 
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【山内資源循環推進課長】 委員のおっしゃると

おり市町と連携してやっていくわけですけども、

市町の方から各市町の住民の方に声かけ（募集）

をしていただきまして、参加していただくモニ

ターの方を選んで実施していくということにな

ります。 

 規模につきましては、現時点で今回何名にな

るかというのは分かりませんけども、これまで

に2回、令和6年と令和7年、実証試験等を実施し

た際のアンケート調査への回答者の数として2

年間の平均で約100世帯を超える住民の方に参

加していただいておりますので、それよりも少

し多い規模の人数になろうかと思います。 

【堤委員】 ありがとうございました。 

 それぞれの市町でやはり関心を持っていただ

いて、モニターに参加をしていただいて、取組

が広がっていってもらいたいと思います。 

 先ほどちょっと触れましたけれども、いろい

ろなごみ削減のためのヒントとか、そういうの

をこういうことでごみを減らせますというよう

な情報提供もあったらいいなと思うんですけれ

ども、そういったことをされるお考えはありま

せんか。 

【山内資源循環推進課長】 基本的には今回の事

業はモニター事業といたしまして実際に県民の

皆様にモニターとして体験をしていただくとい

うことでございます。 

 ヒントといいますか啓発に向けた様々なやり

方ということで、取り組める内容のものという

のは今のところ考えておりませんけども、実証

実験等でのモニター事業によりしっかりと取り

組んでまいりたいと思います。 

【堤委員】 今のところはそういうことは考えて

いないということですけれども、ここに生ごみ

ひとしぼり、紙類のリサイクル推進、冷蔵庫在

庫使い切りとあるわけですが、私もまだまだ不

十分ではあるんですが、やっぱり食品を買って、

例えば安売りのときにたくさん買って使い切ら

ないとか、あるいはまだ買わなくても今使って

るのがあるのに新たに購入して、そしていろい

ろ買うとどこ行ったか分からなくてまた新しく

買ってしまったりとか、ここにあったんだと思

ったらもう消費期限、賞味期限が切れてたりと

か、そういうことは日常よくあることじゃない

かなと思うんです。 

 だからやっぱり今利用しているものが少なく

なったときに、そのときに新しく買うとか不要

なものを買わないように必要なものだけちゃん

と調べて買うとか、災害に備えた食品の備蓄な

どは一定必要かもしれませんけれども、本当に

いろいろ買い込まない。そういう習慣づけも大

事ではないかなと思うので、様々なごみを減ら

すためのヒントというのは私たちいろいろ学ん

で賢く行動できるような、そういう啓発という

か周知というものにも今後取り組んでいただき

たいなと思っています。 

 本当にごみを減らすことで環境に優しい地域

づくりというものにつないでいただきたいと思

います。よろしくお願いします。以上で終わり

ます。 

【山村分科会長】 ほかに質疑ありませんか。よ

ろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 ほかに質疑がないようですの

で、これで質疑を終了いたします。 

 次に、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 討論がないようですので、こ

れをもって討論を終了いたします。 
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 予算議案及び予算に係る報告議案に対する質

疑・討論が終了しましたので採決を行います。 

 第70号議案のうち関係部分、第84号議案のう

ち関係部分、報告第2号のうち関係部分及び報告

第15号については原案のとおり可決・承認する

ことにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 ご異議なしと認めます。 

 よって、予算議案及び予算に係る報告議案は

原案のとおりそれぞれ可決・承認すべきものと

決定されました。 

【山村委員長】 次に、委員会による審査を行い

ます。 

 県民生活環境部においては、委員会付託議案

がないことから、所管事項についての説明を受

けた後、陳情審査及び議案外の所管事務一般に

ついて質問を行います。 

 まず、県民生活環境部長より所管事項の説明

を求めます。 

【中尾県民生活環境部長】 県民生活環境部関係

の議案外の主な所管事項についてご説明いたし

ます。 

 観光生活建設委員会関係説明資料、県民生活

環境部の2ページをご覧ください。 

 原油価格の高騰対策について。 

 中東情勢の不安定化による石油関連製品など

の価格高騰や供給不安により、県民生活や経済

活動に幅広い影響が生じております。 

 こうした中、県では、関係部局が連携して適

切な対策を推進するため、長崎県原油価格高騰

対策本部幹事会を毎週開催し、事業者や関係団

体の皆様からの声や現場の実情を迅速かつ丁寧

に把握しながら、強い危機感を持って対応して

いるところであります。 

 国に対しては、九州地方知事会や全国知事会

と連携した要望を行うとともに、6月に実施した

政府施策要望において、新たに原油価格・物価

高騰等対策を最重点項目として掲げ、石油及び

関連製品等の安定供給や原油価格・物価高騰の

抑制のために必要な対策について万全を期すよ

う、関係省庁等に強く要望を行ったところであ

ります。 

 今後とも、関係部局及び関係機関とも連携し、

原油価格高騰対策に取り組んでまいります。 

 また、県民生活に欠かせないガソリンについ

ては、国の補助が継続されており、資源エネル

ギー庁の週次調査によると、6月22日現在の全国

平均価格は1リットル当たり169.8円に対し、本

県は178.7円と全国の中でも高い状況にありま

す。 

 さらに、県独自調査による6月の離島の平均価

格は198円となっており、同月の本土の平均価格

である1リットル当たり178円と比較すると依然

として価格差が生じております。 

 このため、政府施策要望において、本土と離

島とのガソリン価格差の縮小を目指し、離島地

域に係る燃油価格の格差是正を重点項目として

要望したところであります。 

 公共交通機関の脆弱な離島地域において、ガ

ソリン等の燃料は生活に不可欠なものであり、

離島に住む県民の皆様が安心して生活できるよ

う、引き続き国に働きかけてまいります。 

 人権尊重の社会づくりの推進について。 

 県では、長崎県人権教育・啓発基本計画に基

づき、様々な人権施策を推進しているところで

あり、近年、人権問題が複雑化・多様化してい

る中で、人権尊重の理念を県民等と共有し、全

ての人の人権が尊重される社会の実現を目指す

ため、条例の制定に向けて取り組んでおります。 

 条例では、何人も、不当な差別、いじめ、プ



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（７月１日） 

- 119 - 

ライバシーの侵害等の人権侵害行為をしてはな

らないという基本理念の下、人権尊重の社会づ

くりに関する施策の基本となる事項を定めるこ

ととしており、有識者会議や市町、関係団体等

のご意見を伺いながら、条例案の検討を進めて

いるところであります。 

 また、性的指向は自分で選択できるものでは

ないにもかかわらず、同性婚が法律上認められ

ていない中で、生きづらさや困難を抱えている

当事者の不安や生活上の不便を軽減するととも

に、性の多様性に関する県民の理解増進につな

げ、全ての人の人権が尊重される社会の実現を

目指すため、長崎県パートナーシップ宣誓制度

の導入に向けて、県内市町と協議・調整を進め

ております。 

 本制度は、当事者がパートナー関係にあるこ

とを県に宣誓し、県が宣誓の事実を証明する宣

誓書受領証を交付する制度であり、これによっ

てパートナー関係の説明が容易になるとともに、

市町等との連携により、当事者が一部の行政サ

ービス等の提供を受けることが可能となるもの

であります。 

 今定例会において、条例及びパートナーシッ

プ宣誓制度の素案をお示しし、県議会からのご

意見を踏まえるとともに、今後、パブリックコ

メントを実施し、広く県民の皆様のご意見をお

聞きしながら、令和9年4月の条例施行及び制度

導入を目指してまいります。 

 このほか、人権尊重の社会づくりに向け、地

域の人権教育、啓発を担う人材を確保し、個々

の指導者のスキルアップを図るため、県内各地

区で研修会を開催するとともに、市町と連携し

て指導者の実践の場を提供することとしており

ます。 

 また、企業における人権尊重の気風を高める

ための人権啓発セミナー等を行うほか、Ｖ・フ

ァーレン長崎と連携協力した人権啓発活動など

に取り組んでまいります。 

 第12次長崎県交通安全計画の策定について。 

 交通事故のない安全で安心して暮らせる社会

を目指し策定する第12次長崎県交通安全計画に

ついては、これまで関係機関と協議を重ねなが

ら、3月定例県議会において素案をお示しし、ご

意見をお伺いしてまいりました。 

 その後、3月から4月に実施したパブリックコ

メントの結果や3月末に確定した国の基本計画

を踏まえて、最終的な計画案として取りまとめ

たところであります。 

 今後、交通安全対策基本法の規定に基づき、

長崎県交通安全対策会議での審議を経て、本年

7月に策定する予定であり、新たな計画の下、県

警察や関係部局はもとより、市町や関係機関・

団体等と連携を図りながら、交通安全に関する

施策を推進してまいります。 

 このほか、ご報告いたしますのは、4ページ下

段から地球温暖化対策の推進について、国立公

園雲仙の災害復旧及び活性化に向けた取組につ

いて、長崎県行財政運営プラン2025に基づく取

組についてであり、内容は記載のとおりであり

ます。 

 以上をもちまして県民生活環境部関係の説明

を終わります。よろしくご審議を賜りますよう

お願いいたします。 

【山村委員長】 次に、提出のあった政策等決定

過程の透明性等の確保などに関する資料及び政

府施策に関する提案・要望の実施結果について

説明を求めます。 

【岩永県民生活環境課長】 政策等決定過程の透

明性等の確保及び県議会議員との協議等の拡充

に関する決議に基づき、本委員会に提出いたし
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ました県民生活環境部関係の資料についてご説

明いたします。 

 なお、今回の報告対象期間は、本年3月から5

月までに実施したものとなっております。 

 初めに、資料2ページをご覧ください。 

 県が箇所づけを行って実施する個別事業に関

し、市町等に対し、内示を行った補助金であり

ます。 

 直接補助金の実績については、2ページから3

ページに記載のとおり生活衛生営業衛生確保・

振興指導補助金など計19件となっております。 

 間接補助金の実績については、4ページから6

ページに記載のとおり地域脱炭素に向けた重点

対策加速化事業費補助金など計39件となってお

ります。 

 次に、7ページから8ページをご覧ください。 

 1,000万円以上の契約状況についてでありま

すが、記載のとおり計10件となっております。 

 なお、9ページ以降に入札結果一覧表を添付し

ております。 

 次に、15ページをご覧ください。 

 附属機関等会議結果報告でございます。 

 私的諮問機関等につきましては、下段に記載

のとおり長崎県製菓衛生師試験委員会など2件

を開催しており、会議の概要等については16ペ

ージ以降に記載のとおりです。 

 続きまして、去る6月中旬に実施いたしました

令和9年度政府施策に関する提案・要望について、

県民生活環境部関係の要望結果をご説明いたし

ます。 

 補足説明資料令和9年度政府施策に関する提

案・要望についてをご覧ください。 

 県民生活環境部関係におきましては、原油価

格・物価高騰等対策、強靱な県土づくり、諫早

湾干拓調整池の水質改善、インフラ老朽化対策

の4つの最重点項目について、経済産業省の井野

副大臣、農林水産省の鈴木大臣、国土交通省の

加藤国土交通大臣政務官に対し、知事、副議長、

県民生活環境部長により要望を行いました。 

 このうち、原油価格・物価高騰等対策の項目

においては、石油及び関連製品等の安定供給や

原油価格・物価高騰の抑制のための必要な対策

に万全を期すこと、影響を受ける事業者の資金

繰り支援やセーフティーネットの拡充など、経

営安定対策を講じることについて、井野経済産

業副大臣、鈴木農林水産大臣に対し強く要望を

行いました。 

 これに対し、井野経済産業副大臣からは、今

後とも石油関連製品の安定供給に努めたい。物

価高騰対策については、皆様からのお声をいた

だきながら、きめ細やかに実施したいとの意見

をいただきました。 

 加えまして、強靱な県土づくりの項目におい

ては、今年度から始まった第1次国土強靱化実施

中期計画に基づき、その実現に必要な予算・財

源を、資材価格や人件費の高騰などを適切に反

映させた上で、通常予算とは別枠で満額確保す

ることについて、加藤国土交通大臣政務官に対

し強く要望を行いました。 

 これに対し、加藤国土交通大臣政務官からは、

国土強靱化については、公共事業予算が初めて

2兆円を超えており、今後も必要な予算の確保に

努めたいとのご意見をいただきました。 

 このほか、離島地域に係る燃油価格の格差是

正など10項目について、経済産業省をはじめ、

環境省、農林水産省、厚生労働省、国土交通省

に対し、県民生活環境部長、県民生活環境部次

長及び担当課長により要望を行いました。 

 以上が県民生活環境部関係の要望結果であり

ます。 
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 今回の政府施策に関する提案・要望の実現に

向け、引き続き必要な取組を行ってまいります。 

 以上で報告を終わります。ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

【山村委員長】 次に、人権・同和対策課長より

補足説明を求めます。 

【石田人権・同和対策課長】 人権・同和対策課

より、長崎県人権尊重を促す条例（仮称）素案

について及び長崎県パートナーシップ宣誓制度

素案について補足して説明させていただきます。 

 観光生活建設委員会補足説明資料の3ページ

をご覧ください。 

 初めに、長崎県人権尊重を促す条例（仮称）

素案につきましてご説明いたします。 

 本条例につきましては、令和6年2月に県議会

から人権尊重に関する条例の制定を求める意見

書をいただき、また、令和6年度に設置しました

有識者による人権施策のあり方に関する検討委

員会からも様々なご意見をいただきました。 

 これらを踏まえ、これまで関係団体や市町に

意見を聴きながら、有識者による会議を重ね、

検討を進めてまいりました。 

 初めに、「1条例制定の背景及び必要性」です

が、近年、インターネット上の誹謗中傷をはじ

めとする様々な人権問題が生じるなど、人権を

めぐる状況は複雑、多様化しております。 

 このような中にあって、県民一人ひとりが人

権に対する関心と理解を深め、互いの人権を尊

重することが重要であることから、人権尊重の

理念を県民の皆様と共有し、人権全般を網羅し

た条例を制定するものでございます。 

 次に、「2条例素案のポイント」でございます。 

 条例前文では、人権の根本原理を明示すると

ともに、本県の歴史や人権をめぐる現状を踏ま

え、人権尊重社会の実現に向けた決意を示して

おります。 

 4ページをご覧ください。 

 第1条では、本条例の目的として、人権尊重の

基本理念を定め、県、県民、事業者の責務を明

らかにし、人権施策の基本となる事項を定める

ことにより、人権尊重社会の実現を図ることを

記載しております。 

 第2条では、基本理念として、人権侵害行為を

してはならないことを明示するとともに、「自

己実現」「人権侵害の防止」「多様な価値観等

を認め合う」社会の実現に寄与することを記載

しております。 

 第3条から第5条では、県、県民、事業者の責

務として、県は人権施策を総合的・積極的に推

進すること、県民、事業者には人権尊重の理念

に対する理解を深めるよう努めていただくこと

などを記載しております。 

 第6条では、人権施策を総合的に推進するため、

基本計画を策定し、これに基づく施策を実施す

るとともに、その実施状況を毎年度公表するこ

とを記載しております。 

 5ページをご覧ください。 

 第7条から第9条では、県は人権侵害の防止に

向けた取組として、人権教育・啓発や相談支援

体制の整備を行い、特にインターネット上の人

権侵害防止のため、インターネットリテラシー

の向上を図る教育・啓発を実施することを記載

しております。 

 第10条では、県は意見聴取や県民意識調査を

実施し、施策への反映に努めることを記載して

おります。 

 第11条から第12条では、有識者による審議会

を設置し、基本計画に関する意見聴取等を行う

ことを記載しております。 

 「3今後の予定」ですが、7月から1か月程度パ
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ブリックコメントを実施し、その結果を9月の本

委員会でご報告後、法令審議委員会などの手続

を経て、令和9年2月議会に議案上程、令和9年4

月施行を目指しております。 

 以上で、長崎県人権尊重を促す条例（仮称）

素案についてのご説明を終わります。 

 引き続きまして、長崎県パートナーシップ宣

誓制度素案につきましてご説明をいたします。 

 同じ資料の11ページをご覧ください。 

 県では、県の人権施策の方向性についてご意

見を伺うため、令和6年度に有識者による検討委

員会を設置し、本制度を含めた性の多様性をテ

ーマの一つとしてご議論いただきました。 

 また、市町との協議・調整や関係団体との意

見交換なども行いながら、制度導入に向け検討

を進めてまいりました。 

 初めに、「1制度導入の背景及び必要性」 

についてです。 

 近年、多様な性のあり方に関する理解や認識

が広がってきておりますが、同性カップルは法

律上の婚姻が認められておらず、それにより生

じる不安や生活上の不便の軽減につなげるとと

もに、県民の性の多様性への理解増進を図り、

すべての人の人権が尊重される豊かな社会を実

現することを目指すため、本制度を導入するも

のでございます。 

 「2制度の概要」についてですが、本制度は、

性的少数者であるカップルが互いにパートナー

であることを県に宣誓し、県がその宣誓したと

いう事実を証明する受領証を交付する制度です。 

 制度を導入することにより、婚姻制度に基づ

かない関係にある当事者が、一部の行政サービ

スを利用可能となるものでございます。 

 対象者は、性的少数者であるカップルのうち、

双方とも成人で、県内在住など一定の居住要件

を満たし、他にパートナーや配偶者がなく、近

親関係にも当たらないなどの条件を満たす方と

なります。 

 12ページをご覧ください。 

 他の自治体との連携につきましては、制度を

独自に導入しております県内市町が交付する受

領証を、県と当該市町との2者間において、互い

に利用できるよう調整するとともに、本県と連

携する県外自治体の受領証を所持する方が本県

に転入する場合は、手続を一部省略することで

当事者の負担の軽減を図ることとしております。 

 その他、パートナーシップが解消された場合

や県外転出、または、お亡くなりになられた場

合は受領証を返還していただくこととしており

ますが、パートナーの方がお亡くなりになられ

た場合で、受領証を手元に残しておきたいと希

望される場合は、使用停止処理を行ったうえで、

当事者の方に返却することとしております。 

 最後に、「3今後の予定」ですが、人権尊重を

促す条例と同じく、7月から1か月程度パブリッ

クコメントを実施し、その結果を9月の本委員会

でご報告させていただきます。その後、一定の

周知期間を経て、令和9年4月の施行を目指した

いと考えております。 

 以上で、長崎県パートナーシップ宣誓制度に

ついてのご説明を終わります。ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

【山村委員長】 次に、交通・地域安全課長より

補足説明を求めます。 

【新田交通・地域安全課長】 交通・地域安全課

から第12次長崎県交通安全計画案の補足説明を

行います。 

 補足説明資料として2種類ございますが、資料

3－1の概要と書いた資料に沿ってご説明いたし

ます。 
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 本計画につきましては、素案を3月の委員会に

おいて説明させていただきました。 

 その後、3月末には国の第12次交通安全基本計

画が策定され、パブリックコメントを終了し、

それらを踏まえ、取りまとめた最終案を今回説

明させていただくものです。 

 資料の1ページから3ページまでは、素案の際

の説明資料と同じものとなっております。 

 1ページをご覧ください。 

 改めてのご説明になりますが、本計画は、国

の基本計画に基づき、都道府県でも作成するこ

とが義務づけられているもので、策定の背景、

役割、期間は記載のとおりであり、令和8年度か

ら令和12年度までの5か年計画となっておりま

す。 

 次に、ページが前後しますが、3ページをご覧

ください。 

 施策体系図をお示ししております。 

 本計画はまず3つの分野、道路交通の安全、鉄

道交通の安全、踏切道における交通の安全から

成り立っており、前計画を継承しつつ、近年の

交通情勢を踏まえた内容となっております。 

 それでは、2ページにお戻りください。 

 本計画の目指す姿は、交通事故のない交通安

全社会の実現で、3つの分野のうち大部分を占め

るのは、道路交通の安全についてです。 

 前計画からの主な変更点は朱書きの部分であ

り、目標は国の基本計画における目標数値算定

方法を基に、県警と協議し、年間の24時間死者

数を23人以下にする。年間の重傷者数を235人以

下にすると設定しております。 

 本計画における重視すべき視点は10の視点と

なっており、講じようとする施策は8つの柱で推

進することとしております。 

 次に4ページはパブリックコメントの結果で

す。 

 いただいたご意見は2件で、4ページ下段の記

載のとおり自転車に関するもので、いずれもご

提案・ご意見として承っております。 

 最後に5ページをご覧ください。 

 素案からの変更は、3月末に確定した国の基本

計画に沿ったものです。 

 その主な内容は表に記載してあるとおりであ

り、そのほか、統計資料の挿入や体裁の調整等

を行い、最終の計画案として取りまとめました。 

 それが、もう一つの補足説明資料3―2であり

ます。 

 今後、7月に開催する長崎県交通安全対策会議

の審議を経て決定することとしております。 

 簡単ではありますが、以上で、第12次長崎県

交通安全計画案についての説明を終わります。 

【山村委員長】 以上で説明が終わりました。 

 次に、陳情審査を行います。 

 事前に配付しております陳情書一覧のとおり、

陳情書の送付を受けておりますので、ご覧願い

ます。 

 審査対象の陳情番号7番、11番、16番です。 

 陳情書について、何かご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 質問がないようですので、陳情

については、承っておくことといたします。 

 次に、議案外所管事務一般に対する質問を行

います。 

 まず、政策等決定過程の透明性等の確保など

に関する資料について質問はありませんか。 

【宮本委員】 政策等決議資料の中から1点だけ

確認をさせていただきます。 

 3ページになります。 

 補助金内示一覧表の直接補助金の中で産業廃

棄物の適正処理推進等を目的とした監視事業の
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必要経費に対する補助、これは佐世保市と長崎

市に対する400万円の内示です。 

 まずは事業概要、具体的にどういった内容な

のかについて教えていただければと思います。 

【山内資源循環推進課長】 委員ご質問の政令市

適正処理支援事業補助金についてでございます。 

 まず、この補助の対象としましては、廃棄物

処理法に基づく許認可権限を有している、長崎

市と佐世保市を対象としておりまして、両市の

廃棄物の適正処理推進を目的とした監視事業な

どの必要経費を支援するための補助でございま

す。 

 主な経費内容につきましては、両市にそれぞ

れ1名ずつ配置されております監視パトロール

指導員の人件費や公用車の燃料代等になってお

ります。 

【宮本委員】 ありがとうございました。 

 監視パトロールの方の費用と公用車の燃料と

いうことですが、これ監視事業というふうに書

いてありますけど、これ大体年にどのくらいそ

の方々がパトロールされるのかについても教え

てください。 

【山内資源循環推進課長】 県の場合における実

績としてご説明させていただきます。 

 県におきましては8保健所ございまして、その

8保健所に適正処理推進指導員を15名配置して

いるところでございます。 

 業務内容としましては、事業所への立入とか

不法投棄のパトロール等でございまして、日々

活動をしておるわけですけども、各保健所の廃

棄物適正処理指導員につきましては、警察ＯＢ

の方を主として配置しております。廃棄物の不

適正処理の未然防止、早期改善に努めていると

ころでございます。 

 立入件数につきましては、年間に5,000件以上

立入を実施しておりまして、今のところ大きな

不適正事案というのがなくなっているところで

ございます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 最後ちょっと触れていただきましたが、これ

によって最終処分場と中間処分場という言い方

が正しいんですかね、それらの違反みたいなも

のはないという理解でいいのか教えてください。 

【山内資源循環推進課長】 現在におきましては、

廃棄物適正処理指導員のご尽力の下、5,000件以

上の立入等を行いまして、大きな事案というも

のはございません。 

 実際は、廃棄物の保管基準の違反などが確認

されておりますけども、それらにつきましても

処理基準の一時的な逸脱ということで、すぐに

改善できるような内容のものでございまして、

ここ3年間におきましても処理基準の適合率と

しましては97％以上達成しておりまして、違反

につきましては1.5％や2.5％など、3％を下回っ

ているという状態でございますので、今のとこ

ろは十分に指導が行き届いていると考えており

ます。 

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 次に、政府施策に関する提案・

要望の実施結果についてご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ほかに質問がないようですので、

次に議案外所管事務一般についてご質問ありま

せんか。 

【堤委員】 長崎県人権尊重を促す条例（仮称）

素案についてお尋ねします。 

 この間いろいろな県民の方から、また県議会

でも人権条例制定に向けたご意見というのは要

請があってきていると思うんですけれども、今
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回、人権条例の素案を提出されたということで、

この間のご努力に対しては敬意を表し、高く評

価したいと思います。 

 今、人権状況を考えるときに、一番求められ

ているのは、インターネット上の誹謗中傷とか、

人権問題の多様化・複雑化、そういうことに伴

って起こる人権侵害で、差別の防止や救済のた

めの制度的な仕組みを整備することではないか

と思います。 

 今回、本県において制定される条例について

は、長崎県の実情を踏まえつつも、各都府県の

条例の先進的な内容を積極的に取り入れて、人

権が尊重される長崎県づくりを実現するための

より実効性のある条例とされることが必要では

ないかと思います。 

 それで、幾つか質問をしたいと思いますが、

まず、条例の名称ですね。仮称とはなっていま

すけれども、長崎県人権尊重を促す条例という

ことで、この「促す」という言葉にちょっと違

和感があるんですけれども、他の県では使われ

ていない表現だと思います。「人権尊重の社会

づくり条例」とか、何か違う言い方の方がいい

のではないかと思いますが、まずこの点をお尋

ねします。 

【石田人権・同和対策課長】 今回の条例につき

ましては、互いの人権を尊重することの重要性

を正しく理解していただいて、自らの行動につ

なげていただくことを目的としておりますので、

現時点では「人権尊重を促す条例」という仮称

を用いております。 

 しかしながら、促すという表現につきまして

は様々な受け止めがありますことも承知してお

ります。この名称はあくまでも検討段階におけ

る仮称でありまして、確定したものではござい

ません。 

 名称につきましては、これまでも有識者会議

をはじめ様々な方々からご意見をいただいてい

るところでございまして、例えば、有識者会議

では、条例の名称は内容を端的に表すものであ

るため、まずは条例の内容を十分に議論し、そ

の上でふさわしい名称を検討すべきとのご意見

をいただいているところでございます。 

 県といたしましては、県議会でのご議論や今

後実施しますパブリックコメントも踏まえなが

ら、条例の目的や内容を適切に表現できる名称

となるよう、条例案の最終的な取りまとめの段

階で検討してまいりたいと考えているところで

す。 

【堤委員】 今後、様々なご意見をもとに再考さ

れるということで、意見を踏まえた納得のいく

というか、皆さんがすとんと落ちるような条例

案の名称をつくっていただきたいと思います。 

 それで、まず目的があるんですけれども、第

1条、目的となっていますが、人権尊重の社会づ

くりに関する施策の基本となる事項を定め、全

ての人の人権が尊重される社会の実現を図るこ

とを目的とする、これはいいんですけれども、

差別を許さないということを基本に様々な人権

問題の解消を推進して、差別、その他人権問題

のない全ての県民の人権が尊重される、そうい

う社会の実現を目指すということ、差別を許さ

ない、様々な人権問題の解消を目指す社会を推

進すると、そういったことを明記した方がいい

のではないかと思いますが、この点については

いかがでしょうか。 

【石田人権・同和対策課長】 ありがとうござい

ます。 

 県といたしましても、差別は決してあっては

ならないものと認識しているところでございま

す。このことにつきまして、差別を含むあらゆ
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る人権侵害行為をしてはならないということを

第2条の基本理念のところで明示させていただ

いているところございます。 

【堤委員】 第2条のところで示しているという

ご答弁でした。 

 この条例素案が目的、基本理念、県の責務、

県民の責務、事業者の責務、そして基本計画の

策定、それから人権侵害行為の防止に向けた取

組とあるんですけれども、例えば、他県の例で

言いますと佐賀県が令和5年に制定されていま

すけれども、県、市町、県民、事業者と責務が

あって、基本方針がありまして、その次に人権

侵害行為の禁止等ということで、第7条が掲げて

あります。そして、相談体制、助言、説示及び

あっせんと続いているんですが、この素案の中

では、県は国及び市町と連携協力しながら人権

教育及び人権啓発並びに相談支援体制の整備を

行うと第7条で規定して、そして人権教育や人権

啓発を行う第8条を規定、なんか県のすることが

少し相談支援体制にしてもちょっと弱いのでは

ないか。相談に応じる体制を整備するとか、そ

れから必要な情報の提供、助言、国・県・市町

が設置する専門的な相談機関の紹介等の支援と

あるんですね。 

 それがお隣の佐賀県の方は、県はもちろん相

談体制を整備して助言を行うとかあるんですが、

知事は、人権侵害行為を受けた者その他関係者

から、解決するための助言、説示またはあっせ

んを行うべき旨の申出があった場合は、必要が

あると認めるときは人権侵害行為をしたと認め

られる者を指導し、または監督する相談関係者

に対して、侵害行為に係る事案を解決するため

の助言、説示、あっせんを行う、知事が行う。 

 それから、それ以降も知事はということで、

県が積極的に人権問題の解消に乗り出すという

ようなことが示されているんですけれども、相

談機関につなぐというような県の役割ではちょ

っと弱いのではないかと思うんですが、その点

はいかがでしょうか。 

【石田人権・同和対策課長】 何が人権侵害に当

たるかというところにつきましては、専門的な

知見からの判断が必要となります。 

 今、委員がおっしゃいました説示とかあっせ

んとか、そういった人権救済につきましては、

調査や救済機能と専門的な体制を有します法務

省の人権擁護機関が全国的に統一した基準の下、

対応しているところでございます。 

 そのため、個別の人権侵害事案への対応につ

きましては、法務省の人権擁護機関において対

応されることが専門性や実効性の観点から適切

であると考えているところでございます。 

【堤委員】 他県に比べて、県の示してある内容

は、やっぱり何が差別であるかとかなんとかっ

て何でもかんでも取り上げて、それに県が乗り

出すということにはならないと思いますが、や

はり様々な人権問題について県が積極的にあっ

せんをしたり具体的な対策、措置を行うという

ことを明示すべきではないかとそのように考え

ます。ちょっと県が引いているような、そうい

う印象を受けるんですけれども、いかがでしょ

うか。 

【石田人権・同和対策課長】 県といたしまして

は、人権侵害の救済が必要となる事案を含めた

相談に適切に対応したいと考えており、関係機

関と緊密な連携や相談しやすい環境づくりを進

めていくことが重要であると考えているところ

でございます。 

 なお、令和6年度に設置しました人権施策のあ

り方に関する検討委員会におきましても、県は

県民がより相談しやすい環境を整え、周知を強
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化すべきといったご意見や、県は県以外の各種

専門相談窓口との連携を強化すべきといったご

意見をいただいているところでございます。 

 ですので、県といたしましては人権相談への

対応につきましては、いろいろな機関と適切な

役割分担を踏まえて、相互に連携しながら実効

性のある対応に努めていきたいと考えていると

ころでございます。 

【堤委員】 そこのところは意見がちょっと合わ

ないんですけれども、県が人権侵害を受けたと

いう訴えに対して、やはり真摯に寄り添って対

応すると、そういう体制を取れるような、そう

いう長崎県づくりを進めていただきたいという

ふうに思っております。 

 それから、条例施行後の見直し規定について

盛り込むべきではないかと思うんですが、いか

がでしょうか。 

【石田人権・同和対策課長】 今回制定しようと

しております条例は人権尊重の社会づくりに関

する県の基本理念を定めるものでございまして、

基本理念として一定の安定性が必要であると考

えているところです。 

 そのため、あえて見直し規定は設けず、社会

情勢の変化に応じて見直しが必要となる場合に

ついては、条例改正が必要か、また、基本計画

の見直しで対応するのかといったところを適切

に判断していきたいと考えているところです。 

【堤委員】 基本理念を定めた条例にするという

ことですね。分かりました。まだ時間あります

か。 

【山村委員長】 大丈夫です。 

【堤委員】 もう一点、パートナーシップ宣誓制

度の素案についてお尋ねをします。 

 こちらもずっと要望が出されてありましたけ

れども、ほかの市町との関係とか、何かそうい

う調整とかということで、随分長くかかってま

したけれども、来年4月から制度を施行するとい

うような見通しを持った素案が出されてきたこ

とでこれは評価したいと思いますが、ここに書

かれている制度の概要のところですけれども、

対象者が例えば通称名を使用している場合、そ

ういった通称名でのいろいろな登録、そういっ

たところも使用を認めるべきではないかと思い

ますがいかがですか。 

【石田人権・同和対策課長】 今回お示ししてお

ります素案の方には記載はしていないんですが、

通称名の利用を希望される方は通称名で宣誓し

ていただくことを考えております。 

【堤委員】 ありがとうございます。 

 通称名の使用を認めるというか、そういうこ

とで通称名が使用できるということですね。 

 それから他の導入自治体との連携というとこ

ろで、長崎県でパートナーシップ宣誓制度がで

きれば、県内の全ての市町でこのことがいろい

ろなサービスとか何かが及ぶのではないかと思

うんですが、パートナーシップ宣誓制度を独自

に導入している県内市町、とあるんですが、こ

の辺はどうなんでしょうか。長崎県のこの制度

に登録をすれば、全ての市町でいろいろなこと

ができるようになると、そういう理解でよろし

いんでしょうか。 

【石田人権・同和対策課長】 県内の市町では現

在3市町で制度を導入していらっしゃいますが、

県で制度を導入しましたら、この3市町とはそれ

ぞれの受領証を相互に使えるような連携協定を

結びたいと考えております。 

 制度を導入されていない市町についても、県

の受領証の利用に関する協定というところを締

結させていただきまして、県の受領証を活用し

てそれぞれの市町の皆様が提供されるサービス、
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こういったものが利用できるようにしていきた

いと考えております。 

【堤委員】 ありがとうございます。 

 全ての県民の皆さんが本当に生きやすい長崎

県づくりに向けてパートナーシップ宣誓制度に

取り組まれるということで、そういうことで本

当に期待をしておりますし、様々な性的少数者

の皆さんも含めて、当事者やほかの皆さんも県

民生活が送れるようにしていっていただきたい

と思います。終わります。 

【山村委員長】 ほかに質問ありませんか。 

【鵜瀬委員】 私の方から大きく2点について質

問させていただきます。 

 まず1点目は、先ほどの補正予算でもありまし

たけども、人と動物が共生する住みよい社会の

実現に向けまして、県では動物殺処分ゼロを目

指したロードマップを策定し、ボランティアや

関係団体、市町と連携しながら様々な施策に取

り組まれております。 

 また、先ほどもありましたが、6月の補正予算

には、新たに頻発する多頭飼育問題の解決に向

けたにゃがさきワンＴＥＡＭプロジェクトが盛

り込まれ、ボランティア団体と連携を強化し、

動物の適正な飼育管理の中、動物愛護の推進を

図る取組が進められようとしております。 

 そのような中、6月29日の長崎新聞によります

と近年、環境省と農林水産省では生態系への影

響が懸念される外来生物リストの見直しを進め

ており、これまで対象としていた野生化したノ

ネコに加え、地域猫や飼い猫についても希少な

野鳥や小動物への被害を踏まえ、生態系保全の

観点から対策の対象に追加する方向で検討が進

められております。 

 一方では、猫は愛護動物でもあることから、

生態系の保全と動物愛護の両立を図りながらボ

ランティアをはじめとする県民のご理解とご協

力を得て取り組むことが重要であると考えます。 

 県内、特に離島において野生化したイエネコ

が希少な野生動物の生態系に及ぼしている影響

を県はどのように認識しているのかお尋ねをい

たします。 

【渡邊自然環境課長】 野外で生活するイエネコ

による生態系への影響についてでございます。 

 こちらは定量的な把握調査等を行っているも

のではございませんが、本県におきましても野

鳥や小型の哺乳類等への捕食の影響や中型哺乳

類との餌や住家の競合など、生態系への悪影響

が生じているおそれがあると認識しておりまし

て、長崎県が独自で作成している長崎県外来種

リストにおいても野生化したイエネコを掲載し

ているところでございます。 

 また、特に対馬におきましては、ツシマヤマ

ネコとの生息圏の競合や感染症の媒介といった

悪影響を及ぼすリスクがあるものと認識してい

るところでございます。 

【鵜瀬委員】 答弁ありがとうございました。 

 今、言われました特に対馬において希少なヤ

マネコとノネコが競合する部分があるんで、そ

こは十分対策を打つべきだろうと思っておりま

すが、国においてこのイエネコが生態系対策の

対象となった場合、県としてどのような対策を

講じていくのかお伺いします。 

 特に、室内飼育の推進、また、不妊去勢手術、

中ではマイクロチップの装着などを含めた飼い

主への適正飼育の普及啓発、野良猫対策、市、

町、ボランティア団体など、さらには地域住民

への合意形成にどのように取り組んでいくのか

お尋ねをいたします。 

【渡邉生活衛生課長】 県におきましては、これ

までも長崎県動物の愛護管理に関する条例に基
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づき動物の健康管理や脱走の防止、適正な取扱

いに関して普及啓発を行ってきたところです。 

 国におけるリストの見直しにより、防除推進

外来種にイエネコが追加されたといたしまして

も、屋内で適切に飼われている猫は防除の対象

外と想定されることから、引き続き条例に基づ

く適正飼養の啓発を続けてまいります。 

 また、現段階においてイエネコのうち防除対

象となる野良猫の対象範囲が明確ではありませ

んが、不妊化を行った上で地域住民らが見守る

地域猫活動については、野良猫の数の増加と野

生化を防ぐ一助となることから、その活動方法

についても引き続き指導助言を行ってまいりま

す。 

【鵜瀬委員】 ありがとうございます。 

 イエネコにおいても外で飼う猫についてはリ

ストの対象ということでありました。 

 特に今、長崎県下でされております地域猫、

さくらねこですね。こういった部分も地域のボ

ランティアの方がしっかりと管理をされて育成

をされているようでございますので、それも併

せましてぜひボランティアの啓発も含めた地域

住民への啓発普及について努めていただければ

と思います。 

 それでは、先ほども出ましたツシマヤマネコ

ですけども、対馬、五島、壱岐をはじめ長崎に

おいては、全国的にも希少な自然環境や希少な

野生動物が数多く生息をしております。 

 そのため、本年3月におきまして、長崎県生物

多様性保全戦略が策定され、このような豊かな

生物多様性を次世代へ引き継ぐためにも生態系

の保全と動物愛護の両立を図りながら、市町や

関係団体、ボランティア、地域住民と連携した

県として、今後どのような体制で取り組んでい

くのか、お尋ねをいたします。 

【渡邊自然環境課長】 委員ご指摘のとおり本県

の離島には貴重な自然環境や貴重な野生動物が

数多く生息しております。 

 特に対馬におきましては、ツシマヤマネコを

はじめとする希少野生動物が数多く存在してい

るため、特に対策の優先度は高いものであると

認識しているところでございます。 

 現在、対馬市におきましては、対馬市猫適正

飼養条例を制定しまして飼い猫の屋内飼養等を

ルール化するとともに、環境省、県、市、民間

団体による対馬地区猫適正飼養推進連絡協議会

が設置されておりまして、各主体が連携しなが

ら飼い猫の適正飼養のための取組や野良猫の避

妊去勢といった取組を進めているところでござ

います。 

 また、全県的な取組といたしましては、先ほ

ど生活衛生課長から答弁がありましたように県

条例に基づく普及啓発が重要であると考えてい

るところでございます。 

 引き続き、生態系の保全と動物愛護の両立、

これを図りながら関係機関一丸となって取り組

んでまいりたいと思っております。 

【鵜瀬委員】 しっかりと誤解がないように、猫

は駄目だよとなった場合にやはり地域でさくら

ねことして地域のボランティアが一生懸命去勢

もして増やさないというような取組もされてお

りますので、やはり愛護動物でもありますので、

その辺りの普及もしっかりとしていただきまし

て、国、県そして市町とボランティア団体、連

携をして取り組んでいただくことをお願いを申

し上げます。 

 この点については以上で終わります。 

 次に、交通安全協会についてお尋ねをいたし

ます。 

 交通安全協会は、警察や行政、地域住民と連
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携しながら交通安全の普及啓発や交通安全教育、

街頭指導などを通じて、子どもから高齢者まで

県民の交通事故防止に大きく貢献をされており

ます。 

 一方で、会員数の減少や財政面での課題、交

通安全指導員をはじめとした担い手不足など、

運営環境が厳しさを増しているとお聞きをして

おります。 

 特に交通安全指導員の皆様は、地域の保育園

や幼稚園、小学校において子どもたちの登下校

の見守りや交通安全教室など、地域の交通安全

を支える重要な役割を担っておられますが、人

材不足は深刻な問題と言えます。 

 そこでまず、交通安全指導員の現在の配置状

況についてお尋ねをいたします。 

【新田交通・地域安全課長】 お答えします。 

 交通安全指導員は、長崎県交通安全協会が雇

用されております。県内15地区に2名ずつ配置を

されておりまして、定員は30名となっておりま

す。 

 なお、本年5月1日現在では対馬北地区におい

て1名の欠員となっております。 

【鵜瀬委員】 説明ありがとうございました。 

 今、15地区、各地区2名ずつの30名の定員で、

県交通安全協会が雇用されているということで

ありました。 

 交通安全指導員は警察と連携しながら特に子

どもたちを交通事故から守る公共性の高い大変

重要な業務になっていると認識をしております。 

 次に、交通安全指導員に対して県や関係市町

ではどのような支援を行っているのかお尋ねを

いたします。 

【新田交通・地域安全課長】 お答えします。 

 長崎県交通安全協会の交通安全指導員制度に

対しましては、県から補助金を交付しておりま

す。 

 補助金の仕組みとしましては、県が総額の半

分、残りは関係市町から半分というふうな負担

の形となっております。 

【鵜瀬委員】 ありがとうございました。 

 ただいまのご説明では、県と関係市町が交通

安全指導に関わる経費を半分ずつ負担をされて

いることは理解をしました。 

 しかし、私の地元、壱岐市の関係者からは交

通安全指導員の人材がなかなか集まらないと、

声を伺っています。 

 先ほどの説明の中でも対馬の北部においても

1名減ということで、現在、特に物価高騰そして

賃上げ、働き方改革など、社会情勢も大きく変

化をしております。給与をはじめとする待遇の

改善が進まなければ、人材確保はますます難し

くなるのではと危惧をしております。 

 今後、交通安全指導員の人材確保に向けて、

県として待遇改善につながるような対策は考え

ているのかお尋ねをいたします。 

【新田交通・地域安全課長】 お答えします。 

 委員ご指摘のとおり、雇用主である県の交通

安全協会からなかなか人材が確保できない、あ

るいは見つかってもなかなか長く勤めてもらえ

ないなどと伺っております。 

 県の交通安全協会においては、昨年から指導

員が本来の業務である子どもたちへの教育に注

力できるようにというふうなことで、業務の整

理を行っているとお聞きしております。 

 その取組に対しては、引き続き県警や関係市

町とともに協力してまいりたいと考えておりま

す。 

 また、昨今の経済や社会情勢を踏まえ、補助

金の内容についても検討し、待遇の改善につな

がるように対応してまいりたいと考えておりま
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す。 

【鵜瀬委員】 ありがとうございます。 

 交通安全指導につきましては、先ほどから業

務の重要性につきまして地域の交通安全を守る

ためになくてはならない存在だと思っておりま

す。 

 ぜひ、今後も県、交通安全協会そして関係市

町とそして警察と連携をいたしまして、人材確

保と働きやすい環境づくりにつながる具体的な

対策を進めていただくよう強くお願いを申し上

げまして、質問を終わりたいと思います。あり

がとうございました。 

【山村委員長】 ほかに質問ありませんか。 

【宮本委員】 それでは、議案外につきまして2

点質問させていただきます。 

 まず1点目ですけども、先ほども堤委員からも

ありましたが、長崎県パートナーシップ宣誓制

度素案について、私の方からも質問をさせてい

ただきます。 

 一般質問、そして先の一般質問や委員会等々

でもいろんな議論があってるかと思います。重

複もあるかもしれませんけれども、確認の意味

を踏まえて質問をさせていただきます。 

 この件につきまして私も平成30年6月議会に

おいて、当事者の意見を聞くべく実態調査をす

べきだということと併せて、制度の条例を長崎

でまずはつくるべきだというのを当時の県民生

活部長に対してずっと何度も何度も突っ込んで

質問をしたことを覚えております。 

 それから時を経て、こんな形で長崎県パート

ナーシップ宣誓制度素案まで行き着いたという

ことについては高く評価をするところでありま

す。 

 当時は、実態調査そして制度導入についても

なかなか県としてもいろんな面があったかと思

います。難しい面もあったかと思いますが、実

態調査も無事に終わってここまで行き着いたと

いうことも改めて評価するものであります。 

 1点だけ質問いたします。 

 12ページの他の導入自治体、先ほど県内の導

入の意向も示されました。長崎市、大村市、時

津町以外との市町ともしっかり連携を取ってい

ただきたいということと併せて、ほかの県外の

自治体と連携する場合、そこには本県と連携す

る県外自治体のというふうに書いてありますが、

これについては長崎県以外、他県との連携につ

いて詳しく教えてください。 

【石田人権・同和対策課長】 今後、制度の導入

が完了いたしましたら県外で制度を導入してい

る自治体と連携をしていきたいというふうに考

えているところでございます。 

 そういった場合、例えば県外自治体が交付し

た受領証、こちらを所持する当事者の方が本県

に転入する場合、本県で宣誓手続を一部省略し

て当事者の負担を軽減できるような連携をして

いきたいというふうに考えているところです。 

 また、連携することで同様に本県の受領証を

お持ちの方が県外の自治体の方に転出する場合

も負担軽減をして、宣誓書受領証の交付を受け

るというふうなことをさせていただきたいと考

えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 県外転出そして、県内に入ってくる場合、そ

れぞれ場合はあろうかと思いますが、当事者の

方々ができるだけ負担軽減となるように、そし

てスムーズな移行ができるように取組を推進し

ていただきたいと考えております。 

 そして今後、パブコメとか委員会等々でもい

ろんな説明があろうかと思いますが、引き続き

当事者の方々のご意見もよく聞いていただいて、
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よりよい宣誓制度になることを改めて要望させ

ていただきます。 

 もう1点ですけれども、気象について質問いた

します。 

 いよいよ7月に入りましてもう梅雨ですが、ま

た暑い夏が始まろうかと思います。まず、今年

の長崎の夏、気象予報がどうなっているのか、

まずはお尋ねをいたします。 

【赤澤県民生活環境部次長兼地域環境課長】 本

県の今後の気象状況ということのご質問かと思

いますが、6月23日に気象庁の方で季節予報とい

うのが公表されております。 

 これによりますと太平洋高気圧の張り出しな

どの影響で、日本は暖かい空気に覆われやすく

7月から9月の気温は平年より高い見込みという

ことになっております。このため、本県でも平

年より高温となる可能性が高いのではないかと

考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 年々、暑い、暑いと言ってますけど、ずっと

気温が上昇している状況じゃないかと考えます。

猛暑と言ってますけど、昨年よりもやっぱ上が

るという予報ですね。 

 年々、夏の気温が上昇していると考えますが、

長崎県において、どのくらい気温が上昇してい

るのか、年の推移で分かれば教えていただけれ

ばと思います。 

【赤澤県民生活環境部次長兼地域環境課長】 福

岡管区気象台の観測結果によりますと、長崎県

の年平均気温は100年当たりで約1.57度上昇し

ていると報告されております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 1.57度と上昇というのが、そうないなと感じ

るかもしれませんが、非常に大きな上昇なんで

しょうか。 

 どのような生態系に影響があるのか、影響出

ているのかというところが、1.57度、数字とし

て見るならばそう上がってないように感じます

けど、これが非常に影響があるんだということ

についてちょっと見解についてお尋ねいたしま

す。 

【赤澤県民生活環境部次長兼地域環境課長】 正

確なデータとかそういうものがあるわけではご

ざいませんので、一般論という形でお答えさせ

ていただきます。 

 よく言われますのは、気温が上昇することに

よって降水量が変わるということがよく言われ

てるんですが、実際のところ降水量に関しては

そこまで大きな季節の変動というのは、年間の

変動というのはあるかと思いますが、経年的に

はそこまで大きいというわけではない。ただ、

1回で降る量が非常に多いとか、そういった状況

は見られているというふうなことで報告はあり

ます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 ヨーロッパでは熱波、40度を超しているとい

う状況も出てるようです。やはり世界的に気候

変動が進んでいるという状況も確認をいたしま

した。 

 夏も7月です。8月、9月、まだずっと残暑が続

くかと思いますが、県民に対する呼びかけにつ

いてお尋ねいたしますが、毎年の熱中症とか、

学校、生徒さんあるいは高齢者の方々、熱中症

で非常にきつい思いをされる方が結構出ている

かと思います。 

 この委員会が適しているのかどうか分かりま

せんが、県民に対する呼びかけについてどう対

応するのかをお尋ねいたします。 

【赤澤県民生活環境部次長兼地域環境課長】 熱

中症に関する注意喚起、啓発に関しましては、
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主に福祉保健部で所管をされているということ

で、マスコミとか県の広報媒体、Ｘであるとか

そういったものを使いながら広報、注意喚起を

行っているところでございます。 

 また、県の気候変動適応センターを環境保健

研究センターの方に設置しておりますが、こち

らの方で直近の熱中症救急搬送者数の情報を随

時更新するほか、あわせて県民への情報発信や

注意喚起を行っているところでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 先ほども触れていただきましたけども、本県

には長崎気候変動適応センター、すばらしい機

関があります。ここ、もともと役割が今からさ

らに大きくなるものと考えておりますが、この

センターについて、センターの対応と申します

か、今後こういったものをする方向であったり

とか、県民に対する呼びかけも先ほどありまし

たけれども、センターの役割についてお尋ねを

いたします。 

【赤澤県民生活環境部次長兼地域環境課長】 気

候変動適応センターの方では、これまでにも県

民を対象にしました適応セミナーを例年開催し

ております。 

 そのほか、年2回ですがニュースレターを発行

し、熱中症関係であるとか、防災関係であると

か、そういったものを情報発信し、普及啓発を

行っているというところでございます。 

 また、今年度から新たな取組となりますが、

過去の熱中症搬送者数や気象データ、こういっ

たものを活用しましてその分析をするというこ

とで地域ごとの将来リスクを見える化していく

という研究を進めるということとしております。 

 熱中症対策に関するさらなる啓発、それから

センターの機能強化、こういったことにもつな

げていくとともに、将来的にはこの研究を通じ

て、データ解析技術の向上であるとか、体制強

化を図って熱中症以外の分野も展開をしていく

ということを考えているというところでござい

ます。 

【宮本委員】 ありがとうございます。 

 ぜひ、すばらしい機関です。長崎県気候変動

適応センター、今、今年度から新しい取組もあ

りましたけれども、今、日本そして世界的にも

気候変動が言われておりますから、長崎県でど

うこれに対応していくのかというのを、もっと

もっと情報発信をしていただいて、このセンタ

ーの地位を高めていただきたいというふうに要

望いたします。 

【山村委員長】 審査の途中ですが、午前中の審

査はこれにてとどめ、午後は1時30分から再開し、

引き続き県民生活環境部関係の審査を行います。

しばらく休憩いたします。 
 

― 午前１１時５２分 休憩 ― 

― 午後 １時２９分 再開 ― 

 

【山村委員長】 委員会を再開いたします。 

 午前中に引き続き、県民生活環境部の審査を

行います。 

 ほかに質問はありませんか。 

【山田委員】 まず、長崎県人権尊重を促す条例

（仮称）素案に関わって質問させていただきた

いと思います。 

 今、長崎県では、人権教育啓発センターが人

権・同和対策課の中にあるというふうに理解を

しています。 

 今現状行っている内容は、人権関係に関する

図書やＤＶＤビデオライブラリーなどを見てい

ただくような機会を作ったり、あと、人権相談

を行っているということであります。その相談

の近年3年の相談状況について教えてください。 
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【石田人権・同和対策課長】 人権教育啓発セン

ターに寄せられております相談件数についてで

すが、令和5年度が239件、令和6年度が72件、令

和7年度が76件となっております。 

【山田委員】 239件と72件と76件とかというふ

うに理解をしていますが、ちょっと最初の年の

方が多かったのは何か理由があるのかどうかを

教えてください。 

【石田人権・同和対策課長】 令和5年度までは

200件以上の相談件数が出ていたんですが、令和

5年度までは特定の方から継続的に多数の相談

が寄せられていたことが挙げられます。 

 当該相談につきましては、内容ですとか対応

の在り方について丁寧にこちらの方から説明を

行った結果、ご理解をいただきまして、その後、

その方からの相談があっていないということで

件数が減っている状況でございます。 

【山田委員】 延べ件数ということでこのような

数字ということを理解いたしました。 

 今後ですが、我々が対応してた人権の条例が

できるということで、この相談体制というもの、

そういった条例ができればなおのこと一層、そ

ういうことが周知をされ、認識をし、相談をさ

れる方が増えてくるのかなと思いますが、今後、

どのように相談体制について考えているのかを

伺います。 

【石田人権・同和対策課長】 人権相談につきま

しては、重要な取組であると認識しておりまし

て、本県では県の職員が関係機関と連携しなが

ら相談内容に応じて適切な対応をしているとい

うことで、体制を現在整えているところです。 

 現時点ではこうした連携体制によって必要な

対応ができていると考えておりますけれども、

引き続き相談内容の状況等を踏まえながら、体

制の強化の必要性について今後判断していきた

いと考えております。 

【山田委員】 平日が県職員で土日が会計年度職

員さんで対応いただいてると思いますが、今後、

体制を考えるということでありますので、今後

また計画をつくる中での審議会を行われるかと

思いますが、そういった中でこういった体制に

ついてもしっかりと、体制は強化していた方が、

件数は減ってきているけれども、また条例がで

きたらまた増えてくる可能性が十分あると思い

ますので、相談体制は充実をしていただきたい

というふうに思います。 

 次に、パートナーシップ宣誓制度について伺

いたいと思っております。 

 この宣誓制度でありますが、宣誓書の交付は

どのような形で行うのかを伺います。 

【石田人権・同和対策課長】 宣誓書受領証の交

付については、まず事前に住民票ですとか戸籍

抄本とか、そういったのを提出していただいて、

住所が県内にあるかどうか、双方に配偶者がい

ないかどうかの確認をさせていただいて、その

後、交付日の調整をさせていただいて、その調

整した日程で宣誓していただき、受領証の交付

というふうな流れでいきたいと考えております。 

【山田委員】 今、必要なものと流れについてお

聞かせいただきましたが、手続に行く場所は一

体どういうふうに考えているのか、お願いしま

す。 

【石田人権・同和対策課長】 受領証の交付手続

は本庁の人権・同和対策課の方でさせていただ

きたいと考えております。 

 ただ、本県は離島も抱えておりますので、離

島にお住まいの当事者の方の利便性向上も考え

まして、オンラインでの宣誓もやっていきたい

というふうに考えております。 

【山田委員】 本庁だけならちょっと振興局とか
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もと思ってはいたんですが、オンラインでもし

ていただけるということでありますので、非常

にパートナーシップを宣誓しやすい環境がそれ

で整うのかなと思っておりますので、ぜひ皆様

も行政経験も長くきちんとされてるからあれで

しょうけど、ストレスなく、宣誓する方々が不

快な思いとか嫌な思いをする、ストレスを感じ

ることなくスムーズに宣誓書の交付に向けて取

り組んでいただきたいということをお願い申し

上げます。 

 公益社団法人長崎犯罪被害者支援センターの

中にサポート長崎という性被害に特化をした相

談窓口がございます。 

 私が2期目の最後の仕事としてこれを絶対成

し遂げようと思い、行い、実現しているので本

当によかったと思っております。この近年の相

談状況についてをまず、お聞かせください。 

【新田交通・地域安全課長】 お答えします。 

 近年のサポート長崎での対応件数というふう

なことでお答えをします。 

 令和3年度、これについては500件、令和4年度

は501件、令和5年度が721件、令和6年度が773件、

令和7年度が881件となっております。 

【山田委員】 それぞれ相談体制あるかと思いま

すが、どのようなことを行っているか、教えて

ください。 

【新田交通・地域安全課長】 どのような支援が

あるかということでお答えをします。 

 まず、支援については付添い支援といいまし

て裁判所と医療機関等に付き添っていくという

ふうな支援もありますし、法律相談というよう

なところで、弁護士の方に付き添っていくとい

うふうな支援があります。 

【山田委員】 直接支援で付添いなどということ

で今、裁判所に一緒に行ったり病院に行ったり、

また法律相談もしていただいているということ

でありますが、私の方で紹介させていただこう

と思います。 

 サポート長崎がどのような相談体制を取って

いるかというと、電話相談、ＬＩＮＥによる相

談、メールによる相談、手紙による相談、面接

相談と先ほど課長にご答弁いただいたように直

接支援というものも行っていただいております。

そしてこの令和7年度でありますが、881件とい

うことであります。 

 延べ件数であるので、当然1人の方が複数ご相

談をされて上がってきている件数もあるかと思

いますが、年々、相談件数というものは増える

方がいいというふうに思っております。それだ

け世の中に認知が進んでいる。本当に性被害に

遭ったりして困っている方々に届いているとい

うことであるというふうに思っておりますので、

引き続きしっかりと対応いただきたいと思って

おります。 

 令和3年度に増え続ける相談件数に対して相

談体制を強化すべきじゃないかということを一

般質問の方で行いました。その後の今の体制状

況と現場でのお困り感がないのか、その辺りも

含めてお聞かせをいただければと思います。 

【新田交通・地域安全課長】 令和3年度からの

体制についてなんですが、それまで常勤の専門

の女性相談員さん1名だったんですけど、令和3

年度に加わった非常勤の相談員が令和4年度に

常勤となり、以降から常勤の女性相談員2名体制

となっております。対応についてはしっかり対

応していると認識しております。 

【山田委員】 常勤2名体制になって現場でもお

困り感なく必要な方の支援ができているという

ことで理解をしております。 

 引き続きしっかりと必要な方に届く支援を継
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続いただきたいというふうにお願いをします。 

 次に、午前中から話があってました実践型4Ｒ

の推進に関わってですが、まず、ごみの件であ

りますが、私自身もはがきサイズぐらいの紙は

回収の紙なんだろうなと思ってたんですが、包

装紙の紙も回収対象であるということを新たに

知るところとなりました。多分、多くの県民の

方、包装紙までとはちょっと思ってなかったか

なというふうに私は思っております。 

 そこで、全国的には今、雑がみさまとかいう

取組が進んでいるとお聞きをしております。ど

ういったものが回収できるというのが分かりや

すく紙袋に印刷がしてあって、そしたらこれも

入れていいんだ、これも入れていいんだという

ことで家庭でそういう紙を集めやすくなるよう

な仕組みが全国的には広がりつつあるようでご

ざいますが、本県において、この雑がみに対し

てどのような取組をしようと思っているのかを

伺います。 

【山内資源循環推進課長】 山田委員から雑がみ

さまということでお話がありましたけども、今

回、雑がみのリサイクルに関するモニター事業

につきましては、やり方としましては午前中も

話しましたけども、市町と連携して市町の広報

を通じまして、住民のモニターを募って行うと

いうものでございます。 

 雑がみにつきましては、参加されるモニター

の方に雑がみ回収袋というものを配布いたしま

す。こちらは袋になってまして、ここに雑がみ

さまというちょっとキャラクターがありますけ

ども、これ古紙再生促進センターが設けており

ますキャラクターでございまして、後ろには出

してよい雑がみの種類と出しちゃいけない種類

ということで、このような大きな袋になってい

ます。この回収袋にモニターの方は雑がみを一

旦回収して、保存袋として使っていただいて、

満杯になったら紙ひもとかで縛って指定の場所

に出して回収していただくという流れで事業を

進めていこうと思っております。 

 また、効果的な啓発を行う上でも、住民モニ

ターの方々の気づきとかやりがいなど、モニタ

ーの声をお届けするといったことを県内在住の

インフルエンサーとタイアップしましてＳＮＳ

等で情報発信を通じて多くの方に分かりやすく

伝えていって、4Ｒの取組実践につなげていきた

いと考えております。 

 午前中、堤委員からもご提案いただきました

家庭でできる様々な工夫、ざるを活用した生ご

み回収とか自然乾燥するなどのヒント、こちら

につきましても、ＳＮＳ等で発信していきたい

と考えておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

【山田委員】 ありがとうございます。 

 まずはモニターとしてご協力いただく方々に

雑がみさまの袋をお渡しをし、どれぐらい成果

が出るかというのを試した後の全県的な広がり

になるのかなと思っております。 

 ぜひ、正直、少し生ごみはハードルが高いか

なと思う部分はあるんですけれども、水切りと

かすごく手間がかかるから、でもまずできるこ

とというのは家庭に毎日のように来るＤＭはが

き等々いろいろあると思いますので、まずでき

るところから始めてもらいやすいのかなとも思

っておりますので、この雑がみさまの取組を全

県的に広げていただくことを期待をして質問を

終わります。 

【山内資源循環推進課長】 午前中に宮本委員か

らご質問がございました政令市適正処理支援事

業補助金についてですけども、補足説明をさせ

ていただきたいと思います。 
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 令和7年度の実績として、政令市の監視指導員

による監視パトロールの件数でございますけど

も、長崎市が374件、佐世保市が224件となって

おります。 

 不法投棄等、早期発見、早期改善、未然防止

に両市ともご尽力いただいているところでござ

います。 

【山村委員長】 ほかに。 

【田中委員】 1点だけ統計課にちょっとお聞き

したいんですが、国勢調査の件で、なんかこれ

はトンネル予算みたいなもので、市町に行くの

に県が国からまとめてお金が来てるような感じ

なんで、委託みたいな感じでね。 

 昨今、個人情報がもう本当に駄目な時代にな

りましたよね、個人情報がね。調査員不足が一

つあるけれども、調査員の皆さん方が、私は3人

ほど相談を受けたけども、もう大変なんだとい

うわけね。国民感情はノーという時代よ、国勢

調査に対してね。 

 だから一つは県で予算を統括してるので、国

勢調査のときの市町のいろいろな意見とかなん

とかまとめて国に上げるようなシステムはない

のかどうか、それをちょっと聞かせてください。 

【谷村統計課長】国勢調査の調査員でございま

すけれども、国勢調査の後に各市町の状況等を

確認するような場がございまして、そういった

ところで出た意見についてはしっかり国の方に

届けると、そういったような仕組みがございま

す。 

【田中委員】 どうですか現場の声、私はそうい

うことを伝えてくれと言われた記憶があるから

ここで質問してるんだけどもね。調査員の成り

手がないからね、町内会長というかな、もう強

制みたいにあなたやってくれんですかというよ

うな感じでね。そういうその現場の体制がある。 

 昔はね、昔話するとなんだけど、この統計調

査員というのは本当に貴重な存在で、もう何回

もやってると褒章の対象になって、国からそう

いう形の結果が長崎県でも二、三人は毎年褒章

の対象になって受賞した人がおられるぐらいで

そういう雰囲気だったのが、今はもう本当にや

りたくないという人ばっかりだ。そんな感じが

する。何回言っても何の回答もしてくれない。

何だ、個人情報は駄目じゃないかなんて逆に脅

されるみたいな言い方をした調査員の人もおら

れた。 

 だから要は、国に対して的確な情報をやっぱ

上げてもらわないと、もう大事な調査であるん

ですよ国勢調査というのは。これを維持してい

くためにはどういう方法があるのか、もう少し

検討の必要がありはしないかなと、あえてちょ

っと質問したんだけど、どうですか、見解だけ

でも聞かせて。 

【谷村統計課長】 私も実際に市町に結果どうで

したかということでお伺いをして、いろいろ意

見交換もさせていただいたところでございます

けれども、やはり調査員のなり手がいないとい

ったところで、例えば、市町の職員が調査員と

して実際に従事されているというような例もご

ざいました。ほかの県でも調査員の半数以上が

市町の職員であると、そういった例もあると伺

っております。 

 長崎県でも市町の職員が多く従事されている

ところも実際にございました。そういったとこ

ろも含めまして、調査員の不足というのはやは

り全国的な課題ということもございますので、

各都道府県で統計連絡協議会をつくっておりま

して、そこからも統計調査員の不足というよう

なこととか、統計調査の在り方を考えてくれと

いったような意見を国の方に出していっている
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ところでございます。 

【田中委員】 何回も言いますが、大切な調査な

んで、比較して国の流れというかな、動きなん

かも見えるし、それと、もう一つは県が、統計

課がやってる調査、そこら辺はどうですか、う

まくいってるんですか、対象者との関係ですね。 

 国においては国勢調査だけで概算しても500

億以上使う。10億ぐらい県に来ると45都道府県

で450億、500億以上使うような事業だからね。

結構な事業なんですよね。県の統計課の皆さん

の苦労話をちょっと聞かせてください。 

【谷村統計課長】 国勢調査というのは国の調査

ということで、県から市町の方にお願いをして

やっていただいていると。県の方で主にやって

いる経常調査で、労働力調査と小売物価統計調

査、家計調査、毎月勤労統計調査というものが

ございます。 

 これについては県の方で調査員を確保して実

施をしているものでございまして、こちらにつ

いてもやはり時々、調査員の方が急に辞められ

るといったようなことはございますけれども、

調査員のつてを通じたりとかいうことで、代わ

りの方を見つけて今のところ何とか回している

といったところでございます。 

【山村委員長】 ほかに質問ありませんでしょう

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ほかに質問がないようですので、

県民生活環境部関係の審査結果について整理し

たいと思います。 

 しばらく休憩いたします。 
 

― 午後 １時５１分 休憩 ― 

― 午後 １時５１分 再開 ― 

 

【山村委員長】 再開いたします。 

 これをもちまして、県民生活環境部関係の審

査を終了いたします。 

 本日の審査はこれにてとどめ、明日は午前10

時から委員会を再開し、交通局関係の審査を行

います。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 
 

― 午後 １時５２分 散会 ― 
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１、開催年月日時刻及び場所 

  令和８年７月２日 

自  午前１０時 ０分 

至  午前１１時１７分 

於  委 員 会 室 ３ 

 
 

２、出席委員の氏名 

山村 健志 委員長(分科会長) 

坂口 慎一 副委員長(副会長) 

田中 愛国 委 員 

小林 克敏  〃   

溝口芙美雄  〃   

外間 雅広  〃   

山田 朋子  〃   

宮本 法広  〃   

中村 一三  〃   

鵜瀬 和博  〃   

 
 

３、欠席委員の氏名 

堤  典子 委 員 

 
 

４、委員外出席議員の氏名 

な  し 
 

 
 

５、県側出席者の氏名 

石田 智久 交 通 局 長 

横尾 昌之 管 理 部 長 

柿原 幸記 乗合事業部長（参事監） 

江頭 興祐 貸 切 事 業 部 長 
 
  

６、審査の経過次のとおり 
 

― 午前１０時００分 開会 ― 
 

【山村委員長】 委員会及び分科会を再開いたし

ます。 

 なお、堤委員からは、欠席する旨の届出が出

ておりますのでご了承をお願いいたします。 

 これより、交通局関係の審査を行います。 

 審査に入ります前に、理事者側から、4月の人

事異動後、これまでの委員会に出席がなかった

新任幹部職員の紹介を受けることにいたします。 

【石田交通局長】 4月1日付で交通局長を拝命

しました石田でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 それでは、4月の人事異動に伴う新任幹部職員

をご紹介いたします。 

〔新任幹部職員紹介〕 

【山村分科会長】 まず、分科会による審査を行

います。 

 予算に係る報告議案を議題といたします。 

 交通局長より、予算に係る報告議案の説明を

求めます。 

【石田交通局長】 交通局関係の議案についてご

説明いたします。 

 今回ご審議をお願いいたしておりますのは、

報告第14号、知事専決事項報告「令和7年度長崎

県交通事業会計補正予算（第2号）」であります。 

 これは、さきの令和8年3月定例県議会の本分

科会におきまして、令和7年度予算の補正を専決

処分により措置することについて、あらかじめ

ご了承いただいておりましたが、令和7年度の収

入支出の状況を踏まえ、令和8年3月31日付をも

って専決処分させていただきましたので、その

概要をご報告いたします。 

 収入につきましては、運輸収入が見込額より

増収となったことなどから増額補正を行い、補

正後の事業収益の総額で61億4,600万円を計上

いたしております。 

 費用につきましては、人件費等の減額補正を
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行い、補正後の事業費用の総額で58億円を計上

いたしております。 

 以下、補正の主な内容につきましてご説明を

いたします。 

 収益的収入及び支出の補正。 

事業収益につきましては、計1億1,592万2,000

円の増を計上いたしております。 

 事業収益の主なものは、運輸収入7,230万

1,000円の増、県・市からの路線バス補助金等

2,585万6,000円の増であります。事業費用につ

きましては、3,575万8,000円の減を計上いたし

ております。 

 事業費用の主なものは、軽油費、委託料等の

減に伴う運輸費1,616万9,000円の減、修繕費、

資産減耗費等の減に伴う車両管理費1,018万

4,000円の減であります。 

 資本的収入及び支出の補正。 

資本的収入につきましては、計1億7,200万

9,000円の減を計上いたしております。資本的支

出につきましては、計1億7,758万円の減を計上

いたしております。 

 資本的支出の主なものは、入札等による実績

確定に伴う建設費1億3,997万6,000円の減、バス

改造工事費等の実績確定に伴う改良費2,797万

8,000円の減であります。 

 以上をもちまして、交通局関係の説明を終わ

ります。よろしくご審議を賜りますようお願い

いたします。 

【山村分科会長】 以上で説明が終わりましたの

で、これより予算に係る報告議案に対する質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 質疑がないようですので、こ

れをもって質疑を終了いたします。 

 次に、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 討論がないようですので、こ

れをもって討論を終了いたします。 

 予算に係る報告議案に対する質疑・討論は終

了しましたので、採決を行います。 

 報告第14号については、原案のとおり承認す

ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村分科会長】 ご異議なしと認めます。 

 よって、報告第14号は原案のとおり承認すべ

きものと決定されました。 

【山村委員長】 次に、委員会による審査を行い

ます。 

 交通局においては、委員会付託議案がないこ

とから、所管事項についての説明を受けた後、

議案外の所管事務一般について質問を行います。 

 まず、交通局長より、所管事項の説明を求め

ます。 

【石田交通局長】 主な所管事項についてご説明

をいたします。 

 経営状況について。 

 交通局の経営状況につきましては、令和7年度

は、バス利用者の回復や運賃改定の効果などに

より、乗合バス、高速バス及び貸切バスのいず

れの部門におきましても増収となり、営業収益

は前年度に比べ4億5,000万円増の50億7,000万

円となりました。また、補助金などの営業外収

入を含めた経常収益は61億5,000万円となりま

した。 

 一方で、営業費用につきましては、バス車両

の更新に伴う減価償却費の増や職員の処遇改善

に伴う人件費の増などにより、前年度に比べ4億

1,000万円増の55億5,000万円となりました。 
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 また、支払利息などの営業外費用を含めた経

常費用は58億円となりました。 

 この結果、経常損益（税抜き）は2億5,000万

円の黒字を見込んでおります。また、特別損益

まで含めた純損益（税抜き）につきましても、

前年度に比べ8,000万円増の2億5,000万円の黒

字を見込んでおります。 

 令和8年度におきましては、バス運転士の確保

と定着に向けた取組や老朽化したバス車両の更

新のほか、経営計画後期5か年行動計画を踏まえ

ました営業所の再編などを着実に推進してまい

りたいと考えており、本年7月には、長崎営業所

と諫早営業所に配置している貸切バスを長崎市

田中町の旧矢上営業所跡地へ集約いたします。

この集約により運営の効率化を図るとともに、

移転後の資産活用による収益確保につなげてま

いります。 

 一方で、中東情勢の緊迫化に伴い、バスの運

行に必要な軽油について供給不安や価格高騰が

続いており、現在調達手法を工夫するなどして、

必要数量の確保に向けて尽力をしているところ

でございます。引き続き、市場の動向等を注視

し、国をはじめ関係団体等のご支援、ご協力を

いただきながら、バス運行に支障を及ぼすこと

がないように努めてまいります。 

 乗合バスの状況について。 

 交通局では3月16日から定期券等窓口におい

てクレジットカード決済サービスを開始いたし

ました。新入学シーズンの4月においては、定期

券購入者の約20％の方がクレジットカード決済

を利用されており、順調な滑り出しとなってお

ります。 

 また、3月23日からは空港リムジンバスにおい

てクレジットカード等によるタッチ決済乗車サ

ービスを開始いたしました。本サービスは、交

通系ＩＣカードをお持ちでない、特に海外から

のお客様の利便性向上を見込み、導入したもの

でございます。供用開始後の利用状況といたし

ましては、導入直後の利用率が約5％、5月には

約8％と着実に利用が進んでおります。今後とも

認知度向上のためのＰＲ等に努め、さらなる利

用の促進を図ってまいります。引き続き、地域

住民や観光客の皆様に対する質の高い輸送サー

ビスの提供に努めるとともに、地域交通の維持

を図ってまいります。 

 貸切バスの状況について。 

 令和7年度の貸切事業収入につきましては、長

崎港へのクルーズ船入港増加に伴う受注台数増

と修学旅行の単価増により、令和6年度と比較し

て4％の増収となりました。令和8年度に入りま

してからは、去る4月11日と12日に開催されまし

た杵の川酒造蔵開きにおきまして、貸切バスに

よる有料シャトルバスを運行いたしました。例

年、当蔵開きにおきましては、多くの来場者に

より諫早駅発着の路線バスが終始満席となる一

方で、地域の方々の日常的な移動に支障を来し

ていたところであります。この課題を解決する

ため、今年度は主催者と連携し、例外的に貸切

バスが乗合バス運行をできるという国の特別な

許可を活用して専用シャトルバスを運行いたし

ました。これにより、イベント当日は、地域住

民の方々にはふだんどおり安心して路線バスを

ご利用いただくことができ、地域の混雑緩和を

図りながら、イベントの円滑な運営ができたも

のと考えております。 

 一方、長崎市からは、県内の周遊観光ツアー

「ぶらりん」として杵の川酒造蔵開きツアーを

貸切運行し、64名の方にご利用いただきました。

このほか、周遊観光ツアー「ぶらりん」では、

4月1日と3日に長崎空港の花文字山を見学後、大
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村湾を船で横断し、西海橋のうず潮を見学する

ツアーを実施し、48名の方にご利用いただいた

ところであります。現在、7月から8月にかけて

佐世保市内の観光と九十九島ひらまさの食事を

組み合わせたツアーの募集を行っており、今後

も工夫を凝らしながら県内各地のツアーを実施

し、交流人口の拡大を図ってまいります。 

 長崎県行財政運営プラン2025に基づく取組に

ついて。 

 令和3年度から令和7年度までの5年間で取り

組んでまいりました長崎県行財政運営プラン

2025に掲げる交通局関係の項目に関して、その

主な取組をご説明いたします。 

 人員・給与の適正管理につきましては、人口

減少やコロナ禍などによるバス需要の変化を踏

まえ、国によるバス運転士の労働規制強化に対

応した適正な職員配置を行ってまいりました。

今後は、生産年齢人口の減少などにより人材確

保の困難性がさらに高まると見込まれることか

ら、処遇や職場環境の改善などを行いながら、

戦略的なバス運転士の確保に努めてまいります。 

 環境の変化に対応した公営事業サービスの提

供につきましては、経営計画に基づき、長崎自

動車株式会社（長崎バス）との共同経営方式に

よる路線バス網の再編や子会社であります長崎

県央バス株式会社の統合、営業所の集約による

運営効率化など収支改善対策に取り組んでまい

りました。この結果、令和7年度は、収支目標額

を達成できる見通しとなっております。引き続

き、経営計画に沿った各種取組を着実に推進し

てまいります。 

 公共施設等総合管理の推進については、施設

等の維持管理・更新計画に基づき、営業所等施

設の移転やバス車両の維持・更新を行ったほか、

老朽化しているバスターミナルの再整備に向け

まして、県や地元市とともに取組を進めてまい

りました。今後も新たに策定します行財政運営

に関する方針に基づき、効率的かつ効果的な組

織運営に取り組み、各施策の実現に努めてまい

ります。 

 以上をもちまして、交通局関係の説明を終わ

ります。よろしくご審議を賜りますようお願い

いたします。 

【山村委員長】 次に、提出のあった政策等決定

過程の透明性等の確保などに関する資料につい

て説明を求めます。 

【横尾管理部長】 政策等決定過程の透明性等の

確保及び県議会・議員との協議等の拡充に関す

る決議に基づき、本委員会に提出いたしました

交通局関係の資料についてご説明いたします。 

 1,000万円以上の契約案件につきましては、資

料の2ページ目から記載のとおり、本年3月から

5月までの実績は計12件となっております。 

 附属機関等会議結果報告につきましては、第

31回長崎県営バス経営評価委員会の1件となっ

ており、その内容につきましては、資料の10ペ

ージ目から記載のとおりであります。 

 以上をもちまして、補足説明を終わらせてい

ただきます。よろしくご審議を賜りますようお

願いいたします。 

【山村委員長】 以上で説明が終わりました。 

 次に、議案外所管事務一般に対する質問を行

います。 

 まず、政策等決定過程の透明性などの確保な

どに関する資料について、ご質問はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 質問がないようですので、次に、

議案外所管事務一般について、ご質問はありま

せんか。 
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【田中委員】 久しぶりに黒字になっているとい

う感じですね。昨年も8,000万円増の2億5,000万

円だから、1億7,000万円の黒字にはなってたわ

けだね、昨年も令和7年度も。そこでちょっと聞

きたいのは、税抜きとなっているんだけれども、

税金関係、これ消費税だけの税抜きかな。ほか

にもいろいろ税金の関係があるのかな。県が税

金を払うのは珍しいんだけど、交通局は払わな

きゃいかんね。ちょっと聞かせてください。 

【横尾管理部長】 ただいま委員からご案内があ

りました純損益の税につきましては、消費税を

抜いた金額となってございます。 

【田中委員】 消費税はどのくらいあるんですか。

売上げをどう見るかということだよね。 

【横尾管理部長】 支払い消費税としまして、約

2億2,300万円の支払い消費税となってございま

す。 

【田中委員】 そうなるとあまり利益が出ないん

だね。2億5,000万円の黒字になったと、2億2,000

幾らの消費税が、違うの。 

【横尾管理部長】 申し訳ございません。ちょっ

と訂正をさせていただきます。税込みで申し上

げますと3億4,600万円の黒字となってございま

して、税を抜きますと2億5,100万円というふう

なことでございますので、そこの差引き額とい

うのが消費税の額ということになってございま

す。 

【田中委員】 税金を抜いた後、これだけ利益が

出たと。純粋に出たということで理解していい

わけね。そうすると好調だよね、昔に比べると。

昔といってもあまり昔は知らんけど、コロナの

頃なんかもうちょっとどうしようもないぐらい

財政は荒れてたから、それから比べると黒字基

調になったのかなという感じがしております。

新しい交通局長になられてね、順調なスタート

ができたのかなという感じと見ておりますので、

何しろ赤字が出ることだけはあまり好ましいこ

とじゃないんだよね、赤字が出るというのは。

最低限黒字基調でやってもらわなければ、幾ら

公営交通といっても、赤字が出ることは、私は

ずっとスタンスとしては長年話してきたんだけ

どね、黒字基調で進むならば、頑張ってくださ

いと激励して終わります。 

【山村委員長】 ほかにありませんか。 

【鵜瀬委員】 局長のご報告の中の4ページの杵

の川酒造蔵開きについてお尋ねをいたします。 

 4ページの一番上に、例外的に貸切バスで乗合

バス運行ができるという国の特別許可を活用し

て専用のシャトルバスを運行し、大変好評だっ

たというふうに書かれておりますけれども、具

体的にどういう内容なのか、詳細を教えていた

だければと思います。 

【江頭貸切事業部長】 今回の杵の川酒造様の蔵

開きイベントにおける貸切バスによる乗合バス

運行の特別許可を活用した取組についてという

ことでご説明をさせていただきます。 

 通常、貸切バスにおきましては、車内で利用

者から個別に運賃を収受するということは禁止

されております。しかしながら、地域のイベン

ト開催時など既存の路線バスだけでは輸送力を

賄えない場合におきましては、いわゆる道路運

送法第21条というところで、自治体や主催者か

らの要請に基づきまして運行期間、ルート、料

金などを国にバス事業者から申請をしまして、

特別な許可を得ることで、期間限定の貸切バス

を使った乗合運行を行うということが可能とい

うふうにされております。この当該蔵開きにお

きましては、例年、非常に多くの来場者が来ら

れるということで、いわゆる一時的なオーバー

ツーリズムのような状況が発生しているという
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ことをご相談をいただきましたので、いろんな

方法を検討したんですが、路線バスの増発とい

うのもなかなか多くはできませんでした。一方

で、従来の貸切バスだけの運行になりますと、

主催者様が貸切バス運賃を全額負担をして無料

運行をするということ以外に方法がないという

ことがありました。そういったことで、今回は

この21条の許可に基づく運行をご提案をさせて

いただきまして、ご利用の皆様にも一定の費用

負担をしていただくことで必要なバス台数を確

実に準備するということが可能になったという

ことでございます。結果としましては、混雑緩

和とイベントの円滑な運営を両立することがで

きましたので、地域の課題解決に大きく貢献で

きたものと考えております。 

 なお、この許可につきましては、臨時的な対

応に限定されておりますので、適用に当たって

は、その都度国にご相談をして適切な申請を行

うということが必要となります。 

 交通局としましては、今後も地域からいろん

なご要望いただいた際には、従来の貸切バスの

枠組みに捉われることなく、多様な方法を検討

しまして、利便性の向上と地域課題の解決にお

役に立ちたいと考えております。 

【鵜瀬委員】 今回新しい取組ということで、地

域の方、そしてイベントに参加された方、また

イベント主催者においてもそれぞれがＷｉｎ－

Ｗｉｎの形になったかと思いますので、今後こ

ういった取組がある場合は、お客様のニーズに

合うようないろんなアイデアをもって収益の増

収に努めていただければと思いますので、どう

ぞよろしくお願いします。 

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。 

【宮本委員】 おはようございます。幾つか議案

外について質問をさせていただきます。 

 まず、局長説明資料の2ページになりますけれ

ども、経営状況についてお尋ねをいたします。 

 報告にありましたとおり、営業収益が前年度

に比べて4億5,000万円増ということで、50億

7,000万円という報告があっております。非常に

大きい数だと思っておりまして、交通局の皆様

方の営業努力、経営努力、そして本業での頑張

りというのが表れているのではないかと思いま

すが、これは対前年度比増の要因について、も

うちょっと詳しく教えていただけませんか。 

【横尾管理部長】 営業収益についてのお尋ねで

ございます。営業収益のうち、最も大きなウエ

イトを占めております運輸収入につきましては、

対前年度比4億2,900万円増の47億4,000万円と

なっておりまして、その要因、内訳としまして

は、令和7年9月に実施しました運賃改定による

増収効果やバス利用の回復などによりまして、

空港リムジンや一般定期の乗合部門でプラス3

億6,900万円、熊本線や大分線などの県外高速部

門でプラス2,400万円、貸切部門でプラス3,600

万円となっているところでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。運賃改

定、前回の委員会でもありましたけれども、そ

れもあったり、あとは高速リムジンバスも好調

であるということを確認をさせていただきまし

た。この令和7年度の50億7,000万円ですけれど

も、非常に営業収益としては大きいと考えてお

りますけど、この額ちょっと10年間と比べてみ

て、どのくらいなのか。結構大きい数字なので

ちょっと10年間と比べてどうなっているのか教

えてください。 

【横尾管理部長】 令和7年度の営業収益ですけ

ども、先ほどもご案内いただきましたとおり50

億7,000万円となっておりますけど、ちょっと

100万円単位で申し上げますと50億7,300万円と
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なっているところでございます。こちら過去10

年間で見てみますと、平成29年度の決算額が50

億7,800万円ということでございますので、そこ

の額に次いで2番目に大きな額ということにな

ってございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。平成29

年度が大きかったですが、僅差という言い方が

適当かどうか分かりませんが、引き続き利益増

に向けてご尽力いただければと思います。 

 それと同じところで、令和8年度でバス運転士

の確保ということで記載がありましたので、ち

ょっとこれについてお尋ねしたいんですが、運

転士の確保というのは、これはバスに限らずタ

クシー、いろんなところで喫緊の課題です。今

回の6月補正でちょっと課は違いますけど、交通

政策課から公共交通事業者の運転士確保のため

の事業に関わる施策が計上されておりましたけ

ど、交通局としてこの事業を活用していくとい

う考えはあるのか、ちょっとお尋ねいたします。 

【横尾管理部長】 ただいま宮本委員からご紹介

いただきました交通政策課の6月補正の事業で

ございます。地域を支える公共交通担い手確保

プロジェクト費ということで計上がなされてい

るというところにつきましては、交通政策課の

方からも個別で交通局に対してご説明をいただ

いているところでございます。こちら、運転士

の確保対策に資する交通局でも使える様々な事

業が用意されているというふうに承知しており

ますけれども、まだ予算の計上途中ということ

で現時点で詳細が明らかになっていない部分と

いうところもございますので、まだ具体的にど

このメニューを交通局として活用していくとい

うところまでは検討には至っていないところで

ございます。 

 今後、交通政策課において事業の詳細を詰め

ていかれるものと思っておりますので、そうし

たものが明らかになっていく中で、交通局とし

ましても活用できるものにつきましては、積極

的に活用を図ってまいりたいと考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。交通政策

課から2,000万円新規事業として上げられてお

りますから、引き続きご検討いただいて、運転

士確保に努力していただければと思います。 

 交通局の運転士ですが、今後10年間で見たと

きに、どの程度減少していくというふうに見込

んでいらっしゃるのかお尋ねいたします。 

【横尾管理部長】 交通局の運転士でございます

が、今後10年間のうちに再任用満了ですとか、

定年の年齢に到達する年齢ということで、56歳

以上から65歳以下というところで区切りますと、

そこの職員数が現在約160名となっております。

また、さらに例年10名以上の方が自己都合退職

をされるというふうな状況にございますので、

これを加味しますと今後の人材確保につきまし

ては、大変大きな課題であるというふうに認識

しているところでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。ざっく

りではありますけれども、56歳以上、65歳以下

の職員が約160人で、ざっくり見込んでも10年間

の間で160名、ちょっと驚異的な数の運転士が退

職する可能性があるということを確認いたしま

した。これ、補充となれば非常に厳しいかと思

い、難しいかと思いますが、採用確保について

お尋ねをいたします。 

【横尾管理部長】 運転士の確保につきましては、

これまで毎月行っております運転士の採用試験

の実施ですとか、カムバック正社員採用制度の

導入、また県内外の合同企業説明会への参加、

またバス運転体験会の開催、そして昨年10月に

実施をいたしました大幅なベースアップなどの



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（７月２日） 

- 146 - 

処遇改善など様々な対策を講じてきたところで

ございます。全国的な運転士不足において、厳

しい運転士の採用環境というのはこれからも続

いていくものと考えておりますが、引き続き、

処遇改善、職場環境の改善に努めますとともに、

これまでやってきた取組を継続しますことで、

運転士の採用確保と定着に全力を尽くしていき

たいと考えているところでございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。先般日

曜日になりますけれども、公明党県議団で観光

立県懇話会というものを行いまして、その中に

おいてもバス事業者、タクシー事業者に来てい

ただいて、運転士不足、これは本当に大きな問

題だと。今後バスがなくなるという話まで出ま

したので、交通局もそうですけどほかのバス事

業者も同じでありますので、どうやって確保し

ていくか、これ本当に大変な問題ですが、引き

続き処遇改善、職場の環境改善、あと外国人材

とか、女性の登用も積極的にしていただければ

と思います。併せて、今は問題になっておりま

す高齢者の運転士による事故等々も、いろんな

報道もありますので、そういったところも注意

していく必要があろうかと考えますので、引き

続きバスの運転士確保について、私の方もいろ

んな形で質問、提言させていただければと思い

ます。 

 次に、同じ説明資料の下になるんですけれど

も、長崎営業所と諫早営業所の件が報告あって

おりました。これちょっとお聞きしたいんです

が、この貸切バスを集約することによって、メ

リットはどんなことがあるのかお尋ねをいたし

ます。 

【江頭貸切事業部長】 長崎営業所と諫早営業所

の貸切バスを以前の矢上営業所の跡地に集約を

するということで、7月から実施をしております

が、こちらの集約をする主なメリットとしまし

ては、より合理的な運行の実現と事務オペレー

ションの集約化、そして保有台数の適正化とい

った業務全般の効率化が図られるものと考えて

おります。 

 運行業務におきましては、通常これまで複数

台で連合を組んで運行する際には、各営業所か

らそれぞれ出発しておりましたので、各車両が

お客様の指定する配車場所に行く前に市内でど

こか広いところを見つけて、一旦集結をして合

流をしながら運行するというようなちょっとし

た非効率が発生しておりました。営業所を集約

することで、一つの場所から出庫していきます

ので、こういったものが不要となります。その

分、出発前により詳細な打合せを乗務員同士で

行って運行に臨めるということになりますので、

円滑で質の高い運行が実現できるものと考えて

おります。 

 また、事務のオペレーションにつきましては、

これまでどうしても複数の営業所に分散で置い

ておりましたので、運行団体をどこの営業所が

走るという割り振り作業であったり、各営業所

で同じ指示伝達事項をそれぞれで伝達をしてい

たと、そういった状況がありましたので、こう

いったものを一元化することで重複や指示伝達

の時差が解消されるということで迅速かつ正確

な業務体制へと効率化が図れるものと考えてお

ります。 

 そして、車両につきましてですが、保有車両

につきましては、複数の営業所で運用していた

場合には、各営業所でそれぞれ予備車両という

ものを必要としておりました。予備車両が重複

してるような状態というものがありましたので、

営業所を集約することで一拠点になりますので、

予備車両も削減をある程度することが可能とな
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ります。車両が減れば、点検費用であったりと

か、将来の更新費用を削減して、減価償却費の

抑制にもつながるものと考えております。こう

いった集約のメリットを最大限生かしながら、

利用者の利便性やサービスの品質には影響を与

えないように万全を期して効率的でより質の高

い貸切事業の運営を図っていきたいと考えてお

ります。 

【宮本委員】 ありがとうございました。事前に

ご説明ありましたけど、ちょっと再度詳しくお

聞きさせていただいたところです。様々なメリ

ットがありますので、継続、最大限引き出して

いただきたいと思いますが、移転後は、資産活

用をどのようになさるのか、具体的にどのよう

に考えていらっしゃるのか、併せてお尋ねいた

します。 

【横尾管理部長】 移転後の資産活用についての

お尋ねでございます。移転後の資産活用につき

ましては、移転により空きました長崎営業所の

敷地の一部を駐車場あるいは車庫として、その

まま活用が可能な事業者へ貸し付けるというこ

とを現段階では想定しているところでございま

す。本格的な活用に向けましては、今現在交通

局が所有しております本局に隣接しております

西部ガスの跡地も含めて、日中は回送バスの待

機が必要になってございますので、そこの部分

を一定数確保した上で、実際に貸付けが可能な

面積というものを確定しまして、そこの区分整

備等を行っていく必要がございますが、一方で

西部ガスの跡地につきましては、現在、長崎市

さんの市道拡幅工事施工のための借地として今

年度末まで長崎市さんの方へ貸付けを行ってい

るというふうな状況でございますので、本格的

な活用につきましては、長崎市さんの工事の完

了後となる見込みでございます。長崎市さんへ

の貸付けを行っている間につきましては、暫定

的な活用策というところも検討しているところ

ではございますけれども、いかんせん期間が短

いということもございますので、どういった活

用手法が可能であるかというところにつきまし

ては、引き続き知恵を絞っていきたいというふ

うに考えてございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。どのよ

うなことが可能であるか、今の活用については、

引き続き考えていただきたいと思いますけれど

も、いいようにできるだけ早期に解決していた

だければと思います。 

 あと何点かあるんですが、クルーズ船につい

てちょっとお聞きいたします。クルーズ船の寄

港に伴って県営バスの稼働率についてちょっと

お聞きしたいんですけど、数年前にクルーズ船

が来たときに、他県ナンバーのバスがもうずっ

と止まっていて長崎県やられてないかというよ

うな報道もありましたが、今の現状どのように

なっているのか、クルーズ船寄港に伴う県営バ

スの稼働率だけに捉われてませんかという観点

でちょっとお聞きさせていただければと思いま

す。 

【江頭貸切事業部長】 クルーズ船の寄港に伴う

貸切バスの稼働状況ということですが、直近の

令和7年度の実績におきましては、11月以降に中

国発のクルーズ船のキャンセルというのが相次

ぎましたが、その分というよりか、欧米系のク

ルーズ船の寄港数というのは、逆に増加傾向に

あったということで、令和7年度の実績において

は、前年、令和6年度の利用台数よりも約15％ほ

ど増加をしたという状況になっています。 

 一方で、令和8年度の第一四半期ですね、4月

から6月までの第一四半期に入りますと状況は

一転しまして、前年同期比でクルーズ船の利用
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台数というのは約3割ほど減少をしているとい

う状況になっております。 

 しかしながら、この主な要因としましては、

長崎港の入港隻数自体が少し減少しているとい

うことと、あとは1隻当たりのバス利用台数が少

ないようなケースが出てきておりますので、そ

ういったものかなというふうに考えております。 

 また一方で、交通局におきましてもほかの予

約と重複が発生しまして、他社に手配をお願い

せざるを得なかったケースといったものもござ

いましたので、そういったものも多少響いてる

のかなというふうに考えております。 

 今おっしゃられた県外からのバスが来るとい

うケースなんですが、手配ルートの違いという

のがありまして、中国発のクルーズ船が来る場

合には、それ専用の、いわゆるランドオペレー

ターという手配会社が仲介するということが多

くありまして、その流れで県外のバス会社が長

崎まで来られて運行しているというケースが多

く見られていたというのが前回の状況でござい

ます。現在増加している欧米系クルーズ船の場

合は、日本の大手旅行代理店が仲介をしていた

だいて、地元のバス会社に手配を行うというよ

うな仕組みが定着しておりますので、現状は、

他県のバス会社と競争、競合しているというこ

とではございませんで、あくまでも各クルーズ

船からの要求台数と交通局の予約状況次第で受

注量が影響を受けるというような状況になって

いるかと考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございました。詳細を

確認をさせていただきまして、令和8年の四半期

はやっぱりちょっと減っているということ、そ

してやっぱり中国ですよね、クルーズ船が減っ

ているので、それに伴って減っているというこ

と。しかし、中国系のクルーズ船は、ランドオ

ペレーター、しかし、欧米系が増えているから、

そこに関しては大手の旅行代理店が手配するの

で問題ないということも改めて確認をさせてい

ただきました。クルーズ船にとっては、中国船

が減っているという現状も関与しておりますけ

れども、どういった形で今後見込んでいくのか、

他社との競合もありましょうけれども、できる

限り県内のバス事業者を使っていただくような

取組を推進していただきたいというふうに考え

ております。一旦終わります。 

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。 

【小林委員】 おはようございます。ちょっと質

問の前に一言だけ申し上げますが、今度、春の

人事異動で、まさに経営の根幹である局長、そ

れから管理部長、こういうところが異動になっ

たということでございます。前任の太田局長と

か、あるいは岩﨑管理部長とか、それと今残っ

ておるけれども柿原部長とか、江頭さんは昨日

飲んだ割には、きれいに答弁ができるね、大丈

夫ですか。俺、昨日あんたを見よったら大丈夫

だろうかと思ったら、全然大丈夫だな。大した

ものです。そういうようなことで、この4人の部

長が前任の太田、岩﨑を超えて、柿原、そして

江頭、この4人の体制の中でまた後ろにいてくだ

さる方々のスタッフが全面支援をして、大変交

通局を取り巻く経営環境が厳しい中において、

よくぞ乗り越えて、やっぱり生き残りをかけて

いただいたと。特に、やっぱり我々が想像だに

してなかったことは、長崎バスとこういう信頼

関係、あるいは関係強化を構築していただいて、

お互いの持つ長所を一緒に合わせて県民の足を

確保していこうじゃないかと、こんな状況をや

ってのけたというようなことで、大変なやっぱ

り頑張りようではなかったかと思います。今、

いろいろ委員の方々の質問を聞いてて、例えば
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横尾管理部長なんかの答弁を聞いておりますと、

ついこの間まで人事課にいたんだよ。全然交通

局には縁がなかったんじゃないかと思うけど、

なかなかやっぱり答弁を見たらはっきりしてい

て、石田さん、楽しみだな。あとは君の問題だ

けだな。そんな感じがするぐらい、本当に交通

局もいい体制で頑張っていただくような感じが

します。とにかく経営というのは、また一寸先

は闇だという状況もあるし、いいこともあるけ

ど、よくないことがあるかもしれないと、こん

な状況でございますから、石田局長をやっぱり

中心に皆さん方でがっちりスクラムを組んで、

今の状況の中で本当に県営バスが、さっきも言

ったように県民の足を確保できるというような

形でばりばり頑張っていただくことをまず期待

しておきたいと思います。どうぞよろしく頑張

ってください。 

 そこで質問に入りますけれども、昨年の9月だ

ったかな、そういうことで実に27年ぶりに運賃

改定をやったわけです。運賃改定を27年間じっ

と我慢しながら、特に厳しかったコロナ禍時代、

あれで一体県営バスはどうなっていくんだろう

かと、こういう心配はみんながしたと思うんで

す。しかしながら、それを乗り越え、昨年の9月、

料金改定を27年ぶりに行い、そのときの料金改

定によってどれくらいの増収が年間考えられる

かと、こんな質問は当然するわけだ。そうする

と大体4億円ぐらいは確保できるんじゃないか

と、こんな見込みを立てていると、こういう答

弁が何回も返ってきました。 

 それで昨年の9月だから、9、10、11、12、1、

2、3と、昨年度はある意味では7か月間というこ

とになるわけだ。この7か月間の状況をもって、

この4億円の増収に大体見込みどおりに進捗し

ているかどうか、まずこの辺についてお尋ねを

したいと思います。 

【柿原乗合事業部長】 昨年9月に実施いたしま

した運賃改定の効果見込額についてのお尋ねで

ございます。 

 先ほど委員おっしゃったとおり、委員のご質

問に対しまして、年間約4億円を見込むというこ

とでご答弁させていただいたところでございま

すけれども、令和7年度は、7か月間ということ

になってございます。したがいまして、単純計

算ではございますが、月割りで計算をいたしま

すと大体7か月間で見込額としては約2.3億円と

いうことになってございます。その結果でござ

いますが、おおむね見込みどおりの効果が得ら

れたというふうに考えております。ただ、4月に

なりまして、新年度になってございます。いろ

いろ利用動向等も変化があるところでございま

すので、今後も改定後の利用動向については注

視をしてまいりたいと考えております。 

【小林委員】 当時からいろいろ議論をしてきて

るから、少し記憶にあるんですけれども、27年

ぶりといえども、どういう目的を持って料金改

定をするのかと。やっぱり値上げ、値上げとい

うのがある意味では続いてるし、先ほどから何

度も言ってる県民の足、やっぱり料金が県営バ

スまで上がってしまうのかと、こんないろんな

意見があったことも記憶にあります。しかしな

がら、その目的の第一は、まず老朽化した、そ

ういうバス車両をやっぱり更新したいと、バス

車両の更新、これが一つの目的、それから2番目

は、やっぱり先ほどからも出てる運転士の確保、

この運転士の確保のための処遇改善、これを何

としてもやらせてもらいたいと、こういう状況

になったわけですね。そういう二つの目的が運

賃改定の中にあったんではないかと、そんな記

憶をしております。 
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 そうすると、まず第一のバス車両の更新、大

分老朽化していると、こういうようなことが強

調されておったけれども、今こういうバスの更

新の状況については、どのようになっているか、

お尋ねをします。 

【柿原乗合事業部長】 委員おっしゃったとおり

車両更新につきましては、以前、委員からの質

問に対しまして老朽化した車両というものを令

和9年度までに82台の更新を想定をしておりま

すということでご答弁させていただいたところ

でございます。今実際どういう状況かというこ

とで申し上げますと、まず令和7年度でございま

すけれども、こちらは新車20台、中古車15台、

合計35台の更新を行ったところでございます。

それから、今年度は今からということになりま

すので、あくまでもちょっと当初予算ベースと

いうことになりますが、新車8台、中古車15台の

合計23台の更新を予定しているところでござい

ます。 

 ただ、一方で車両価格といったものが近年の

物価高騰等の影響で、やはりコロナ前から比べ

ると随分高くなってるなというところがござい

ます。今後も予断を許さないところではありま

すけれども、先ほど委員おっしゃったとおり、

日々の運行に必要な車両というものについては

しっかり更新できるように取り組んでまいりた

いと考えております。 

【小林委員】 令和9年度の82台、これだけを更

新したいと。これが今の話では35台、順調に進

んでいると、こういうようなご答弁じゃなかっ

たかと思うんですね。大変計画どおりに進めて

いただいて、何といってもバス車両も本当に老

朽化していましたよ。だからここでやっぱり中

古とか新車とかいろいろありますけれども、そ

の辺のところをうまく兼ね合いを持たせながら、

その目標の82台、ぜひ令和9年度中に実現できれ

ば大変ありがたいと、こういうことを考えてお

りますから、頑張っていただくようにお願いし

たいと思います。 

 次に、処遇改善による運転士の確保と、こう

いうことになってくるわけですね。これはいか

がですか、どういう状況に今なってますか。 

【横尾管理部長】 運転士の確保と欠員の状況に

ついてお尋ねいただきました。運転士の確保に

つきましては、交通局にとりまして極めて重要

な課題であるというふうに認識をしてございま

す。このため、先ほどご案内いただいておりま

す昨年9月の運賃改定を踏まえまして、10月以降

ですけれども、初任給の水準を2万4,500円引き

上げるとともに、バス運転業務の経験がない方

の受験を後押しするため、年齢に応じた年齢別

の保障給制度を導入するなど思い切った処遇改

善策を実施させていただいたところでございま

す。 

 こうした取組を進めてきました結果、毎月実

施しております運転士採用試験への応募者数に

つきましては、多い月では10名を超える応募が

あるなど着実にその効果が現れているというふ

うに考えております。 

 また応募者の増加に伴いまして、採用者数に

つきましても一定数確保できるようになりまし

て、課題でございました欠員につきましても、

昨年度、令和7年4月時点では20名を超えている

というところをご報告しておったところでござ

いますけれども、本年4月時点におきましては、

10名余りまで減少しまして、直近の6月時点では、

3名にまで圧縮をすることができたところでご

ざいます。他方、欠員がまだ完全な解消には至

っていないこと、また今年度、定年退職者が生

じる年度でもありますことから、そうした定年
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を迎えられる職員のうち再任用で残らず退職を

される方というのが一定数は見込まれておりま

す。加えまして、運転士の採用を取り巻く厳し

い環境というものは、今後も継続していくとい

うふうに考えてございますので、引き続き気を

緩めることなく運転士の確保に向けた採用活動

には全力で取り組んでまいりたいというふうに

考えてございます。 

【小林委員】 今の答弁を聞いておりますと、毎

月の面接でそういうことを10名ぐらい多いとき

が来ると。そのようなこともあって大分確保の

見通しがついてきたと。欠員解消までは行って

ないがというようなことであるけれども、それ

もそんなたくさんおるわけでもないと。そんな

状況だから、一番問題であった運転士の確保、

これもおかげで順調に進んでいると、こういう

ことでありますから、ぜひこれも引き続きバス

車両の更新と同じように、運転士の確保を一つ

よろしくお願いいたしたいと思います。 

 それから次に、やっぱり今ずっとお話を聞い

ておりまして、こういう運賃改定の効果、これ

がしっかりよく見えるようになったと。それで

さっきもほかの委員からもお話があったとおり、

大分経営がしっかりしてるじゃないかと、こう

いうことにおいてお褒めの言葉というか、激励

の言葉があってるわけですね。そうするとたっ

た今、新しい課題としてやっぱりテレビ、新聞

などで見てる中東情勢がまだまだ厳しい環境の

中にあると。やがて11月の中間選挙があること

で収まることは時間の問題であろうとこんな受

け止め方をしておりますけれども、バスに使う

軽油とか、これがかなりやっぱり上がってきて

るんじゃないかと。相当やっぱり物価高騰と同

時に、この軽油の高騰もこれからの交通局の経

営に大きな影響を与えてるんじゃないか、与え

るんじゃないかと、こんなようなことを少し懸

念する材料として持っているわけだけど、この

中東情勢の軽油、この辺のところが経営にどん

な影響を与えているかどうか、まずそこをお尋

ねします。 

【横尾管理部長】 軽油に関してのお尋ねでござ

います。昨年度冬の頃、当初予算を編成をして

おりました時期におきましては、当時暫定税率

の廃止ということで軽油価格は低い水準で推移

していくものと見込んでおりましたところで、

当初予算におきましては、1リットル当たりの単

価を暫定税率相当分を差し引いた107.1円とい

うことで積算をしていたところでございます。

しかしながら、3月に入りまして、これまで納入

実績がありました交通局と取引がありました各

業者さんの方で軽油の調達が難しくなったとい

うことで、その当時予定しておりました4月から

6月分までの3か月分の軽油の単価契約に係る入

札を辞退されるということとなったところです。

このため、それ以降の軽油調達につきましては

交通局が必要とする数量の調達が可能というこ

とをおっしゃっていただける事業者さんとの間

で1週間単位での1者随意契約による調達という

ことを余儀なくされてきたところでございます。

そうした結果、4月における平均の契約単価は1

リットル当たりが143.7円、5月につきましては

137.1円と想定以上に高い水準で推移しており

まして、この2か月分に係る軽油費につきまして

は、当初予算のときに想定していた額、およそ

2,000万円を上回る状況となっていたところで

ございます。なお、6月に入りましてからは、一

定各取引業者さんにつきまして、軽油をやや安

定的に確保できる見通しが立ったというふうに

おっしゃる事業者さんが複数確認できましたこ

とから、7月までは少し数週間単位での相見積り、
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1者ではなく複数見積りによる随意契約という

ことで、8月以降につきましては、従来から行っ

ておりました3か月単位での一般競争入札へ切

り替えるというふうなこととしてございます。

今後につきましては、より競争性をこういった

形で確保しながら可能な限り安価な価格で調達

に努めていきたいというふうに考えてございま

す。 

【小林委員】 軽油の価格のやっぱり高騰、今の

管理部長の答弁を聞いておりますと、決して生

易しいものじゃないと。これはかなり影響が出

てきてるんじゃないかと。そんな受け止め方を

いたしましたけれども、ここはしっかりと今の

ように順調に経営が行っている中において、新

しい課題が生まれたんではないかと、そんな感

じがするわけです。 

 そこでちょっと一つお尋ねしますけれども、

当初予算で、いわゆる黒字になるという計上を

幾らしておったのか。果たして、こういう2,000

万円ぐらいの問題が出てきているという状況の

中で、当初予算の黒字計上、これが予定どおり

見込みどおり行くのか、この辺がどうなってい

るのか、このところをちょっとお尋ねしたいと

思います。 

【横尾管理部長】 当初予算で見込んでおりまし

た黒字につきましては、1,400万円ということで

見込んでいたところでございます。先ほど申し

上げましたように、年度当初から軽油価格の高

騰ということで、想定外の費用の増という厳し

い状況に直面しているというふうな中におきま

して、1,400万円の黒字の達成というところがど

うかというふうなところはございますけれども、

我々としましては、今後収入のさらなる確保に

努めますとともに、経費の節減ですとか、業務

の効率化などで取組を進めることで、今年度の

目標としております黒字の収支の達成に向けて

全力で取り組んでいきたいというふうに考えて

おります。 

【小林委員】 当初予算で、大体1,400万円、大

体黒字になるであろうと、こういう見込みをし

ておったと。確かに軽油高騰は新しい課題で、

これが痛いと。これが影響がないとは言えない

と、こういうお話じゃなかったかと思うけれど

も、また他の活動で営業活動をもってしっかり

やるならば、運賃でまたお客さんにしっかり乗

ってもらい、また新しい事業でそういう問題を

乗り越えていきたいと、こういうような見通し

をしっかりおっしゃっていただいて、少し安心

をしたところであります。ぜひ、当初予算の

1,400万円、これは一つキープしていただくよう

に、特にお願いをしておきたいと思います。 

 それでは、最後にこれは交通局長、新しくな

って大変申し訳ないが、ちょっとあなたに一言

お尋ねを最後にしておきたいと思います。 

 今、私のこういう質問をもって、各部長さん

たちが27年ぶりに料金改定をしてから見込みど

おり4億円の見通し、あるいはバス車両の更新、

それから運転士の確保、いろんなそういう課題

を一気に乗り越えることができて、非常に経営

が元気があるというか、非常にうまくいってる

と、そんな感じがいたします。しかしながらや

っぱり経営というのは、さっきも言ったように

この先何が出てくるか分からんと、こういう常

に注意をしながら経営を本当に足元をしっかり

していかなければいかんじゃないかと、こう考

えるわけですけれども、やっぱり何といっても

本県の最大の課題は人口減少、やっぱり人口減

少ということは、もう言うまでもなく、乗客の

減少につながると。乗客の減少は、イコール売

上げの減少と、こういうような形になっていっ
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て、この辺のところをこれからどういうふうに

考えるかと。先ほどから言ってるように、県営

バスは、やっぱり地域の県民の方々の足なんで

すね。生活の足なんです。だからどうしてもこ

れはキープしていかなければいけないと。いか

にして地域の路線を維持していくかというよう

な課題はどうしても乗り越えていかなきゃいか

んと、こういうことで、新しく局長としてご就

任いただいたあなたのそういう経営方針なり、

まずはその辺の問題を認識しているか、またこ

れから交通局をどういうふうにやっていこうと

されているか、簡単に、あなたは長く話すから

ね、そういうことである程度しっかりお答えを

いただければありがたいと思います。 

【石田交通局長】 今委員が冒頭お話にございま

したように、コロナ期において大変交通局は厳

しい経営環境に陥りました。令和2年度は6億円

の赤字という状況の中で、あらゆる対策を打っ

て職員が一丸となって取り組んで、やっと今4年

連続の黒字になる見込みが出ているところでご

ざいます。 

 今もう一つ、委員が言われましたように人口

減少、そして高齢者もそろそろピークアウトと

いう状況の中で、やはり乗客の減少というのは

なかなか防ぐことができず、これはもう県営バ

スだけに限らず、どのバス事業者、もっと言え

ば公共交通機関どこも同じような状況にあるん

じゃないかと考えているところでございます。

ただ一方で、例えば共働き世帯の方のこどもさ

んの通学ですとか、あるいは高齢者の単身世帯

が増えてきて、通院ですとか、あるいは買い物

ですとか、こういったところで今後ともやはり

公共交通機関、バス事業、この役割というのは

とても大きいものがあると認識しております。 

 今委員からの質問でございますが、これから

どうやっていくのかというところでございます

が、まずやっぱり私が考えておりますのは、バ

ス事業というのは、やはりしっかりとお客様か

ら信頼されて運行するということがとても重要

でございますので、安全運行、あるいは親切丁

寧な接遇、こういったことによって今のお客さ

んを大切にする、これがまず一番の根幹だと思

ってます。加えまして、これからもやはり効率

的な運行ですとか利便性の向上、こういったも

のに努め、さらに言えば、地元の自治体の皆様

ですとか、あるいはバス事業者、ほかの方々と

も知恵を絞ったりとか、そういった取組をもう

一つは進めたい。それともう一つ大きな問題が

人材の確保でございます。これについては、先

ほど宮本委員からもご質問ございましたが、私

も産業労働部で人材確保の担当をしておりまし

たので、例えば今ＳＮＳの発信を高校を出たば

かりの新卒の若い子にいろいろ写真を撮っても

らったりもしてますし、次回の企業説明会では、

しゃべりのプロであるバスガイドに説明をして

もらうとか、そういったところをしっかりやっ

ていこうと思ってます。うまくいったものにつ

いては、ほかの事業者さんにもお伝えして、バ

ス事業全体を盛り上げていければと思っており

ます。こういった細かいことの積み上げになり

ますが、そういったことをしっかりやっていき

たいと思ってます。 

 今後とも何とか今までもずっと一貫してやっ

てきました地域の足、それから観光の足、これ

を守っていけるように力を尽くしてまいりたい

と考えております。 

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。

2巡目行きますか。 

【宮本委員】 すみません、ありがとうございま

す。2点だけお尋ねをいたします。 



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（７月２日） 

- 154 - 

 先ほどの局長のご答弁をお聞きしておりまし

て、やっぱり地域の足と、そして利便性の向上

というお話もありました。それに関することに

なりますけれども、局長説明資料の3ページに、

クレジットカードによるタッチ決済乗車サービ

スの件の報告がありました。これ前回の委員会

でもちょっと確認したんですが、今回空港リム

ジンバスにおいて導入したところ、一定の効果

が見られたというような報告もありました。つ

きましては、前もちょっと確認いたしましたけ

れども乗合バスへのタッチ決済、クレジットカ

ードのタッチ決済の導入について、改めてお尋

ねをいたします。 

【柿原乗合事業部長】 前回、委員からのご質問

に対しまして、タッチ決済導入後の利用動向と

いうものを注視をしてまいりたいという形でお

答えさせていただいたところでございますので、

直近の導入後の状況についてご説明した上で申

し述べたいと思います。 

 まず令和8年4月及び5月、2か月分になります

けれども、こちらの実績を前年の同月と比較を

いたしますと、キャッシュレス決済全体の利用

割合というものが約5.8％上昇いたしておりま

す。その分、逆に現金とか乗車券をご利用にな

っている利用者の方が減ったというようなあん

ばいでございます。 

 一方で、キャッシュレス決済のうち、交通系

ＩＣカード、これが今まで交通系ＩＣカードだ

けだったんですけれども、導入後どうなったか

というのを申し上げますと、交通系ＩＣカード

の利用割合というのは、逆に2.2％減少したとい

うことになります。そういったところから私ど

もが推察しておりますのが、今回のタッチ決済

の導入を機に、やはりこういう決済手段の移行

が見られるのではないかと考えておりまして、

まずは現金、乗車券の約2割の方が今回タッチ決

済に移行したんだろうと考えてございます。ま

た、交通系ＩＣカードをご利用になっていらっ

しゃいました約3％の利用者の方が同じくタッ

チ決済の方に移行したものと考えております。

ただ、いかんせん、こちら3月末に導入したばか

りということで、まだちょっと運用実績が少の

うございます。現時点における数値というのが、

これがひょっとしたら一過性の可能性もあると

いうこともちょっと考えつつ、今後どのような

推移をたどるのかということを、まずしっかり

と利用動向というものを見定めてまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

【宮本委員】 ありがとうございました。詳細に

わたってご報告いただきましてありがとうござ

います。やはり一定キャッシュレス化は進んで

いるということは確実だというふうに考えます。

しかも、やはりこういったクレジットカードタ

ッチ決済をすることに移行すると。しかし、一

方では、交通系ＩＣカードの利用もありながら、

引き続き検証していただければと思います。な

かなか乗合バスにタッチ決済があるのは、熊本

のバス会社がたしか導入しておりましたけれど

も、導入に向けてもイニシャルコストとかラン

ニングコストがもちろんかかってくるのがあり

ますので、その点も注視してご検討いただけれ

ばと思います。 

 もう一点確認です。これも前回の委員会で確

認したんですが、修学旅行の利用状況、予約状

況についてお尋ねいたします。現段階で修学旅

行の予約がどうなっているのか教えてください。 

【江頭貸切事業部長】 貸切バスにおける県外か

らの修学旅行の利用の状況ということでご説明

をさせていただきたいと思います。 

 まず、令和8年度の4月から6月、第一四半期に
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おきましては、修学旅行、県外からの利用状況

というのは、ほぼ昨年度、令和7年度と同水準で

横ばいといった状況になっております。ただ、

4月から6月というのが、例年関東と関西の学校

の利用が大部分を占めているという状況になる

んですが、ここの比率が少し変わってきており

まして、これまで関東の学校が6割ぐらいで、関

西が残り4割ぐらいというような比率だったん

ですが、今年度は関東からの利用が7割ぐらいに

増えてまして、その分、関西が3割ぐらいに減っ

てるという状況になっております。関東の比率

が拡大したという要因につきましては、前回の

委員会でも少し触れさせていただいたんですが、

東京都の公立中学校が関西圏のオーバーツーリ

ズムを敬遠しまして、方面をいろんなところに

見直したという中で、長崎県を目的とする学校

が大きく増加しているという状況があるかと思

います。この需要の取り込みによりまして、交

通局におきましても、東京都の公立中学校の利

用台数というところだけで見れば、昨年度の3倍

ぐらいの台数に増えているというような状況に

なっております。ただ、年間を通した修学旅行

の予約状況につきましては、9月までの上期にお

きましては、昨年度、令和7年度の1割増ぐらい

で好調に推移をしているんですが、まだこれか

ら手配が少し発生をする可能性のある10月以降

の下期につきましては、現段階では昨年度の7割

ぐらいにとどまっておりますので、今後も引き

続き関係機関と緊密に連携を図りながら、さら

なる誘致活動と受注獲得に向けて強化をしてい

きたいと考えております。 

【宮本委員】 ありがとうございます。詳細にわ

たってご説明ありがとうございました。 

 関東と関西で比率がちょっと変わってきてい

るという状況、オーバーツーリズムのおかげで、

おかげという言い方は適当じゃないかもしれま

せんが、長崎がちょっと増えているという関東

の方ですね、引き続き営業活動をしていただき

たいというのと10月以降ですよね、9月がたしか

私の息子も9月に修学旅行とか行っておりまし

たが、10月以降も県外からも来るというふうに

聞いておりますから、下期、ちょっと加速度増

してゲットしていただくようにお願いしたいと

思います。 

【山村委員長】 ほかに質問はありませんか。 

【田中委員】 もう一回再確認を込めてちょっと

聞いておきたいと思うのは、局長ですよね、人

事異動で動くのと退職して就任するのとは違う

んだけれども、どういう形になったのか。前の

太田局長もどういう形になったのか、ちょっと

記憶してないんだけど、それをちょっと聞かせ

てください。 

【石田交通局長】 私は、3月31日付をもって、

県を一旦退職して今勤めているという状況でご

ざいます。 

【田中委員】 分かりました。大変なことだけれ

ども、決断して、局長というより社長に就任み

たいな感じに、経営的にはなるわけね。よろし

くお願いしておきます。 

 それから交通局の系列、グループ会社みたい

なものが諫早にあったのは何か整理した記憶が

あるんだけれども、どういうものが残ってて、

プラス職員の配置の問題で大体何人ぐらい県営

バスがおられるのか。プロパーと県の職員との

兼任の問題があると思うんだよね。これは退職

金に大きく響いてくるんだ。そこら辺をちょっ

と確認させてください。 

【山村委員長】 休憩します。 
 

― 午前１１時１４分 休憩 ― 



令和８年６月定例会観光生活建設委員会・予算決算委員会観光生活建設分科会（７月２日） 

- 156 - 

― 午前１１時１４分 再開 ― 
 

【山村委員長】 委員会を再開します。 

【横尾管理部長】 すみません、手元にちょっと

資料がございませんので、後ほど職員の構成に

つきましては、資料を用意してお渡ししたいと

思います。 

【山村委員長】 ほかにありませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 ほかにないようですので、交通

局の審査結果について整理したいと思います。 

 しばらく休憩いたします。 
 

― 午前１１時１５分 休憩 ― 

― 午前１１時１５分 再開 ― 
 

【山村委員長】 委員会を再開いたします。 

 これをもちまして、交通局関係の審査を終了

いたします。 

 引き続き、委員間討議を行います。 

 理事者の退席のため、しばらく休憩いたしま

す。 
 

― 午前１１時１５分 休憩 ― 

― 午前１１時１７分 再開 ― 
 

【山村委員長】 委員会を再開いたします。 

 閉会中の委員会活動について協議したいと思

います。 

 しばらく休憩いたします。 
 

― 午前１１時１７分 休憩 ― 

― 午前１１時１７分 再開 ― 
 

【山村委員長】 委員会を再開いたします。 

 閉会中の委員会活動について、何かご意見は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

【山村委員長】 それでは、正副委員長にご一任

願いたいと存じます。 

 以上をもちまして、観光生活建設委員会及び

予算決算委員会観光生活建設分科会を閉会いた

します。大変お疲れさまでした。 
 

― 午前１１時１７分 閉会 ― 
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